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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　そこは地上より少しだけ天に近く、あるいは死に近い。

　岩場に点在する草木は密みつ度どが薄うすく、動物の気け配はいはまばらで、生命の恵めぐみはどこからも得えがたく。水量の豊ほう富ふな水場とも無む縁えんで。ともすれば、ここでは空気さえも不足している。

「……ふっ……！　はっ……よい、せ……っ！」

　男の振り下ろした鍬くわが大地に突つき立ち、小石だらけの土をかき混ぜる。

　たとえ世界がどれほど自分たちに優やさしくなかったとしても。他に行き場がなければ、そんな場所でも人は住む。荒れ地を切り拓ひらき、耕たがやし、植うえ、育て、わずかな実りを食らって生きる。

　もちろん、精霊ハハシクと共に。たったひとつの確かな、世界の愛あいと共に。

「おーす、ご苦労さん！　んじゃ、モロコシの粉こなぁ持ってくぞ。うぬんところは三袋な！」

「おー、分かってっと！　持ってけぇ！」

　鍬を振る手を止めて、男は声の方を振り返った。そちらには自前の穀こく倉そうがある。数人の同どう胞ほうたちが閂かんぬきを開けて中に入り、去きよ年ねん収しゆう穫かくして粉にしたトウモロコシを中から運び出していた。

　大袋で三つ。軽くは、ない。決して。四人家族が四カ月食っていけるだけの量だ。

「次の収穫まで一日一食で保もたせることになる。本当にいいのか、メライゼ」

　×字型のベルトで背中に体を固こ定ていして、男が耕していく土の上へ同時進行で肥ひ料りようを撒まいていたパートナーの水みず精せい霊れいが、主あるじへそう訊たずねる。

「いいんだ、エクよ。未来の子らぁが、あれを食うんだ。そう思やぁ、うては腹はらも空すかんぜ」

「未来の前に、今の子供たちが飢うえてしまう。メライゼの家には三人もいるのに」

「んだら、うてが二日に一食ですませる。そうすりゃ子らぁは一日二回食える」

　揺るぎない決意を胸むねに、男は答えた。それがもう主の中で動かない結論なのだと確かく認にんすると、精霊もまたそれを受け入れてうなずき、両者は黙もく々もくと仕事を続ける。

「おいメライゼ、今日はナナク頭領ダルぁ来てっと！　ちっとでいいから挨あい拶さつさ来いや！」

　その声に、土を耕す手が止まる。次の瞬しゆん間かんには、鍬を足あし元もとに突き刺さしたまま男は畑を飛び出していた。先をいく同胞たちの後を追って走り出し、その背中を抜き去さって、なお駆かける。

　やがて、見えた。この辺りでいちばんの高たか台だいに、地上を見晴らせる場所に、その姿はあった。

　一目、息いきを吞のむ。風銃エアシユーターやボウガンで武ぶ装そうした、多くの戦士たちを背はい後ごに従したがえて。男が子供たちの未来を託たくすことになる相あい手ては、あまりにも遠い目で、遥はるかな先を見み据すえている。

「久しぶりだな、お嬢じよう」

　小さな背中に向かって、男はそう呼よびかけた。一いつ拍ぱく置いて、やや硬かたい少女の声が返ってくる。

「その呼び方、もうナシにせや、メライゼ。……きのうの夜さ、正式に頭領ダルの襲しゆう名めいが済すんだけぇな。これからは冗じよう談だん抜ぬきに、あてを族ぞく長ちようとして扱あつかってもらうが」

　あえて親しみを排はい除じよした口く調ちようだった。それに相手の覚かく悟ごを悟さとって、男は態たい度どを改あらためる。

「……こりゃぁ失礼をした。ナナク頭領ダル」

「それでいい」

　重々しくうなずいて、少女はあくまでも振り向かない。その毅き然ぜんとした振る舞まいから、男は頼たのもしさと共に一いち抹まつの寂さびしさを覚えてしまう。

「頭領ダル──それで、戦いくさの準備は」

「戦せん士しらはじゅうぶん鍛きたえた。山さん脈みやくじゅうの拠きよ点てん候こう補ほ地ちの準備も、八はち割わりがた済すんどる」

「さいか……」

「そのために、うぬら農のう夫ふには負ふ担たんさ強しいたな。やつらの油ゆ断だんを誘さそうために、ここしばらくは平地での仕事もまったく許せねがったし、さらわれたハハシクさえ取り返しに行かせてやれねがった。……相あい棒ぼうを失ったまんまの者、子を飢うえさせた者は、あてを恨うらんでもいい」

　苦く渋じゆうに満ちた少女の言こと葉ばに、男は黙だまって首を横に振った。それは全すべて覚かく悟ごの上だった。

「──いつ始めんだ、戦は」

「もうじきだ。たぶん、次の謝しや霊れい祭さいは待またね」

　予想以上に、運うん命めいの日は間近に迫せまっていた。男はぶるりと身みを震ふるわせて尋たずねる。

「……うてらは勝てるか、ナナク頭領ダル。やつらに……あの、おそろしい平地の鬼おに子ごらに」

　問といを受けて、眼がん下かに広がる果てしない光景へと、少女は焦こがれるように手を伸ばし、

「……なぁメライゼ。あてらの今の山岳地帯せかいは、半分だ」

　そのまま、ぎゅっと五ご指しを握にぎり込む。未来を手にする決意を込こめて。

「だから行くんだ、取り返しに。盗られたもう半分の地上せかいを」

　部ぶ族ぞくの積せき年ねんの悲ひ願がんを、必ひつ勝しようの約やく束そくを、その動どう作さが何よりも雄ゆう弁べんに物語る。

「──分かってんだろ。そのためには、勝つしかねんだ！」

　尾お根ねを越こえ、木こ立だちを貫つらぬき、谷を抜けて──その声は、遥はるかな山々の隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたった。
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　帝てい都とバンハタールから南方へ三十キロ、帝てい国こく軍ぐん中ちゆう央おう軍ぐん事じ基き地ち。

　暴力的な日ひ射ざしの下。駐ちゆう屯とんの兵へいたちは今日も今日とて、厳きびしい訓くん練れんに汗あせを流していた。

「搬はん送そう急いでーっ！　後こう方ほう支し援えんラインまで下がったら応おう急きゆう処しよ置ちを開始！」

　精いっぱいの大声で部下に指示を飛ばすのは、長ちよう身しんとしなやかな水色の髪かみが目め印じるしの女性士し官かん、ハローマ・ベッケル准じゆん尉いだ。経けい験けん不ぶ足そくに若さもあいまって少し頼たよりなさげだが、そんな印いん象しように反して、彼女は「帝国騎き士し」の称しよう号ごうをもつ若わか手て有ゆう数すうのホープだったりする。

「そこ、縫ほう合ごうはもっとスムーズに！　あなたは氷こおりを使いすぎ！　その範はん囲いの打だ撲ぼく傷しようなら一つの半分でじゅうぶん！　……あ、そっちは心しん臓ぞうマッサージの手の位置が高すぎる！　患かん者じやの胸きよう骨こつの出っ張りで心臓を押すの！　わかる？　もっと下から突つき上げるように、こう！」

　マネキンを負ふ傷しよう兵へいに見立てた救きゆう助じよ訓練で、ハロは部下の至いたらない部分をテキパキと指し摘てきしていく。多少ぎこちない部分はあるが、その上じよう官かんぶりは傍はた目めにも立りつ派ぱなものだ。

　水みず精せい霊れい持ちで看かん護ご学校出身の彼女が指し揮きするのは衛えい生せい兵へい小隊だ。他と同どう様ように男女混こん成せいだが、女性兵士の比ひ率りつがやや多い。衛生兵自体はどんな部隊にも配備されているのだが、彼女のそれは友ゆう軍ぐんの救きゆう護ごを目的に前線を走り回ることを主おもな任にん務むとした、一種の遊ゆう撃げき部隊である。

　彼女らの働はたらきぶりは、ふたつの意味で天使に喩たとえられることがあった。ひとつは動けずにいる負傷者の救すくい主ぬしという意味で。もうひとつは、戦せん死し者しやを最さい期ごに迎むかえに来る者として。

「そこまでーっ！　まだ処置が終わってない隊は私に反省点を報告してください！　それ以外は整列して兵へい舎しやに帰ること！」

　広場に集まっていた兵の半数ほどが去っていって、ハロは残りの半分から報告を受けた。その間ずっと、視し界かいの端はしにちらつく見知った姿が気になっていたが……最後の一隊がはけたところで我が慢まんの必ひつ要ようもなくなって、彼女から彼の方へ歩いていく。

「こんにちは、イクタさん。こんなところで寝ねていて大だい丈じよう夫ぶですか？」

　芝しば生ふに寝ね転ころがって手紙を読んでいた黒くろ髪かみの少年に、ハロは親しみをこめて声をかけた。それを聞いたイクタは、上体を起こして猫ねこのように伸びをする。

「やぁ、こんにちはハロ。安心してよ。どこで寝ていても、ベッドの右半分はいつだって君のために残してあるから」

　お決まりの軽かる口くちだ。からかわれてばかりでは情けないと思い、今日はハロも切り返す。

「……ほ、本当ですかー？　ずいぶん先まで予よ約やくで一いつ杯ぱいだったりしませんか？」

「そんな夢ゆめのようなスケージュル表の実現に向かって、君きみ次し第だいで一歩前進するわけなんだけど。……リザーブは何日をご希望で？」

　イクタの瞳ひとみが妖あやしく光った。深ふか追おいは危ないと察して、ハロは慌あわてて話題を変える。

「そ、それよりイクタさん、自分の部隊は？」

「部隊？　ああ、あっちはスーヤがいれば問題なく回るよ。それにさ、必ひつ要ようなのは分かるけど、僕ぼくは反はん復ぷく練習ってやつがムカデの踊おどり食いより苦にが手てなんだ」

　イクタはべぇっと舌したを出した。その言い分にハロは苦く笑しようしたが、同時にほっとしてもいた。──ちっとも軍ぐん人じんらしくない彼の怠なまけ癖ぐせは、規き律りつを旨むねとするガチガチの軍ぐん隊たい組織の中にあって、ハロには一つのオアシスのようにも感じられる。

「それ、何を読んでいたんですか？」

　ハロが何なに気げなく尋たずねると、イクタは紙面に目を戻もどして、つまらなさげに鼻を鳴らす。

「──『アナライの匣はこ』が開くんだ」

「……？　何の箱はこ、ですか？」

　ハロが首をかしげると、イクタは気だるそうに説明を始めた。

「要ようするに金きん庫こだよ。中に入っているのは金や宝ほう石せきじゃなくて知ち的てき財ざい産さんだけどね。……えーと、ハロには、僕がアナライ・カーン博士はかせに師し事じしていることは話したっけ？」

「キオカに亡ぼう命めいされた方ですよね。科学、でしたっけ？　その方から学んだって……」

「そう、僕は『アナライの弟で子し』のひとりだ。他にも弟子は世界中にたくさんいて、その間で共有しているルールがいくつかある。その一つとして、アナライ・カーンとその弟子の間で培つちかわれた研究成果は、まず『アナライの匣』に入れられる──つまり部ぶ外がい秘ひの知ち識しきにしておく、というものがあってね」
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「秘ひ密みつ主しゆ義ぎなんですか？」

「秘密主義、というよりは慎しん重ちよう派はかな。部ぶ外がい秘ひはあくまで当とう座ざの処しよ置ちで、その後になって、いろいろな状じよう況きようを鑑かんがみた協きよう議ぎの上で世に出されることもあるんだ。ま、研究成果を無む分ふん別べつに垂たれ流さないってスタイルさ。ひとつの発明が世の中をひっくり返すこともあるからね」

　さらりと言ったイクタだが、正直、ハロの頭では「世の中をひっくり返す発明」というものが想像できない。こういう食い違ちがいが時々、彼女に少年との育ちの違いを感じさせる。

「ただ、今回に限って言えば、じっくり状況を見て公開に踏ふみ切ったというよりも、切せつ羽ぱ詰つまった状況に後押しされて公開せざるを得なかったって感じかな。……あの爺じいさん、キオカに亡ぼう命めいを認みとめさせる代だい償しようとして、いくつか軍事応用の利きく技術の提てい供きようを求められたらしくてね。やむなく開かい示じに踏み切ることにした技術が複数ある。で、そのラインナップを、帝てい国こくに残った僕ぼくみたいな弟で子したちにも伝えてきた」

　そこまで説明すると、イクタはげんなりした顔で肩をすくめた。

「……それでこっちでも協議した結果、キオカとのバランスを取る形で、帝国でもいくつか新技術を公開することになってね。なぜか軍なんかに籍せきを置いちゃっている僕は、軍事関連の新技術について、立場上メッセンジャーをしなくちゃならないらしい」

　面めん倒どう極きわまりないという態たい度どのイクタだが、ハロにはいまひとつ話のスケールが分からない。

　そんな彼女の戸と惑まどいを察したのか、イクタは鼻を鳴らして立ち上がり、

「つまんない話をしちゃったな。ま、戦場がひとつ進化するってだけの話でね。めでたくも何ともない。むしろ僕は言い切ってしまおう──こんなもん不ふ毛もうもいいところだと！」

　くしゃくしゃに丸めた手紙を振りかぶって、思いっきり空高く投なげ捨すてたのだった。







「撃うち方やめーっ！」

　その命めい令れいを合あい図ずに、間かん断だんなく繰くり返されていた銃じゆう声せいがぴたりと収まった。横一列に並んでいた兵たちが素早く縦じゆう列れつを組み直し、捧ささげ銃つつの姿勢で指し揮き官かんの方角に向き直る。

「うん、上じよう出で来きだ。いいぞーお前ら」

　茶色のくせっ毛と小太りの体格が目め印じるしの士し官かん、マシュー・テトジリチ准じゆん尉いは素直な評ひよう価かを口に出した。うぬぼれとは言えない。事実、小しよう隊たいを任まかされたばかりの頃ころと比くらべれば、命令に対する兵たちの反はん応のうは速度も精せい度ども見み違ちがえるようだ。

「次は斉せい射しや二回からの銃じゆう剣けん突とつ撃げきだ。戦せん列れつ横おう隊たいに組くみ替かえ、総員着ちやつ剣けん！」

　銃身バレルに刃をはめ込む音が、がちん、と重なって響ひびいた。すかさず指揮官の命令が下る。二度の発はつ砲ぽうに続いて、壊かい乱らんした敵てき部ぶ隊たいを目の前に想像し、兵たちは勇いさましく突撃していく。彼らの通り過ぎた後には、敵てき兵へいに見立てた巻まき藁わらがばらばらになって散らばっていた。

「結構いいもんだよな。部下が育っていく様よう子すってのは」

　同意を期き待たいしてそう言ったマシューだが、いつもなら優やさしげな声で「そうだね」と言ってくれるはずの同どう僚りようは、どうしたことか、隣となりで厳きびしい顔をして兵たちの背中をにらんでいた。

「……だめなんだ、これじゃ。……こんな内容の訓くん練れんじゃ、いつまで経たっても……」

　落ちた前まえ髪がみの向こうで、トルウェイ・レミオン准じゆん尉いの翠すい眼がんは焦あせりに揺れていた。喜よろこびも達成感もそこにはない。兵の練れん度どに関してはマシューよりも、むしろ彼の方がひと回り以上優まさっているのに。

　そんなトルウェイの様よう子すを見ていると、マシューは自分が恥はずかしく思えてきた。──何が上じよう出で来きだ。自分より何歩も先をいくライバルが、こうして不足と向き合っているのに。

「……あ、ごめん、マーくん。いま何か言ってた……？」

「……いや、何も」

　自分の油ゆ断だんを厳きびしく戒いましめて、マシューは意い識しきを自分の兵たちに戻もどそうとする。が、そこで力強く地面を蹴ける馬ば蹄ていの音が耳に届とどいて、二人の士し官かんは無む意い識しきに同じ方向を眺ながめやった。

「……ヤトリさん」

　騎き馬ば隊たいの先頭を馬に乗って駆かけ抜ける姿、見知った凜り々りしい女性の麗れい姿しに、トルウェイは息いきを吞のんだ。向かい風にたなびく炎えん髪ぱつの美しさは、彼らに憧あこがれを募つのらせ、その領りよう域いきに及およぼうとする少年たちの情熱を、焦あせりと共に加速させる。

「もう騎き兵へいの訓練に入ったのかよ、あいつ……。馬ば術じゆつが得意だからって、いくらなんでも早すぎだ。まず歩ほ兵へいの指し揮きを完かん璧ぺきにしてから騎兵っていうのが帝てい国こく軍ぐんの慣かん例れいだろうに」

　言いながら、それが意味のない負まけ惜おしみだということはマシューにも分かっていた。……幸こうか不幸か、彼の友人には、慣例の中に収まりきらない器うつわをもった者が三人もいる。隣の悩なやめる青年もそうなのだが──その彼をしても、炎髪の少女と同じ高みにはいないのだった。







　座ざ学がくや訓練を終えて、腹はらをすかせた兵たちが夕食を取りに食堂へ向かった夕暮れ時。四人の護ご衛えいに身しん辺ぺんを守られつつ、やんごとない雰ふん囲い気きをまとった金きん髪ぱつの少女が、教育棟とうの静まり返った廊ろう下かを歩いていた。

「夕食は『騎き士し団だん』の面々と取る。良いな」

「わざわざ込み合っている食堂に行かなくとも、お食事ならば部へ屋やに用意しますが……」

「個室だけでも特別扱あつかいに過すぎる。この上に部屋まで食事を運ばせろというのか？」

「おそれながら、軍人である以前に、殿でん下かは帝てい室しつの一員にございます」

「それはここでは付ふ録ろくに過すぎぬ。銃じゆう弾だんを跳はね返す神じん通つう力りきが皇こう族ぞくにあるならともかく」

「いずれ至し尊そんの冠かんむりを頂いただけば、万ばん民みんは殿下にひれ伏ふします。それこそ神通力にも等しいかと」

　らちの明かないやりとりに、御おん年とし十二歳──史し上じよう最年少の陸りく軍ぐん准尉にしてカトヴァーナ帝室第三皇おう女じよ、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクはため息いきをついた。

　彼女の周しゆう囲いを守るのは、先だっての誘ゆう拐かい事じ件けんを受けて選び直された護ご衛えいの兵たちだ。忠ちゆう実じつで信しん頼らいが置けるものの、どこまでも「皇こう族ぞくとしての」シャミーユ殿でん下かを立てようとするのが本人にはわずらわしい。あまり極きよく端たんに皇族風を吹ふかせば、彼女が軍に入った表おもて向むきの理由──帝てい室しつのイメージアップにも差し障さわるのだが、そこまで気を回す柔じゆう軟なんさはないらしい。

「思い違ちがえるな、人をひれ伏ふさせるのは権力だ。程てい度どの違いこそあれ多くの者が持っている。それを神に通じる力と呼ばれては、主しゆ神しんもさぞかし不本意であろうと…………、ん？」

　視し界かいの端はしに気になる姿をとらえて、シャミーユ殿下は思わず歩あゆみを遅おくらせた。同じタイミングで減速して四し方ほうを固める布ふ陣じんを崩くずさない護衛たちに、彼女はごほんと咳せきをして告つげる。

「……少し遅れて向かう。先に食堂まで行っておれ。食事は済すませてしまってよい」

「は？　いえ、そんなわけには」

「聞こえなかったか。いま余よは皇おう女じよとして命じたつもりだが」

　その一ひと言ことを言われては、さしもの護衛たちも従したがうほかにない。後うしろ髪がみを引かれながら去さっていく彼らの背中を最後まで見送ると、シャミーユ殿下は身みをひるがえし、いま通り過ぎたばかりの教室に入っていった。

「こんなところで何をしている、ソローク」

　ほの暗い教室の片かた隅すみで、見知った少年が無表情にペンを走らせていた。姫ひめ君ぎみに対しては一いち瞥べつさえ寄よ越こさないが、それもいつものことだ。やや間を置いて不ふ機き嫌げんな声がこぼれる。

「図面引いてんですよ。そのくらい見りゃ分かるでしょう」

「この薄うす暗ぐらい中でか？　目を悪くするぞ。クスの周照灯ランタンを頼たのめばよかろう」

「そりゃ難なん儀ぎしてますがね。でも今の時間、明かりを点つければ目立つでしょうが」

　他人には見られたくない内容ということだろうか。姫君は興きよう味みを引かれて図面を覗のぞき込んだが、ぱっと見た程てい度どでは何が描かれているのか理解できない。何やら細長いものの内部構こう造ぞうのようだが？

「ちょっと、身を乗り出さないでください。ただでさえ乏とぼしい明かりがさえぎられる」

　イクタはにべもない。むっとした姫ひめ殿でん下かは、対面の机つくえに身をもたせて彼をにらんだ。

「勘かん違ちがいするな。余よはそなたを叱しつ責せきしにきたのだ」

「ご自由にどうぞ。いま、手が離はなせませんので」

「では言ってやろう。──いつまで准じゆん尉いの位くらいに甘あまんじているつもりだ」

　少年は眉まゆひとつ動かさない。姫君は相あい手ての沈ちん黙もくを好こう機きとみて畳たたみかけた。

「すでにそなたの叙じよ勲くんから半年以上が経たった。我われ々われに残された時間は確実に目め減べりしている。こんなことで間に合うと思うか？」

「……あのねぇ、お姫さん。高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいってのは普ふ通つう、入隊から四年後に同期ごと一いつ斉せい昇しよう進しんして少しよう尉いになるもんですよ。出しゆつ世せやらはその後の話。子供でも分かることでしょうが」

「そんな当たり前のステップを踏ふんでいて、五年やそこらで大たい将しようや元げん帥すいになどなれるものか。そなたは凡ぼん夫ぷでは不ふ可か能のうなほどの飛ひ躍やくを繰くり返さねばならぬ定めにあるはずだ」

「大たい将しよう、元げん帥すいねぇ……。ぶっちゃけ尋たずねますが、五年後の僕ぼくがヤトリやトルウェイの親父さんたちと肩を並べている姿が想そう像ぞうできますか？　できないでしょ？　できるとすればお姫ひめさんの想像力が豊かすぎる証しよう拠こだ。とっとと軍ぐんを出て童どう話わ作家におなりなさい」

「バダ・サンクレイはその二人と肩を並べていたぞ。息子むすこのそなたが後を継つぐのは至いたって自然なことと思うが」

　その切り返しに、イクタは深々とため息いきをついた。今は亡なき名めい将しようの才能がイクタ・ソロークには余あまさず引き継がれているのだと、姫ひめ君ぎみはそう信じてやまないのだ。愚おろかで幼おさない盲もう信しん。

　けれど、その盲信を作り上げてしまったのは、他でもないイクタ自じ身しんでもあった。運命の皮ひ肉にくを苦にが々にがしく思いつつ、少年は反はん論ろんの材ざい料りようを常じよう識しき論ろんとは別に求めることにする。

「だいたいですね。出しゆつ世せしようにも、活かつ躍やくの機会がなければどうしようもないでしょうが」

「む」

「軍人ってのは戦いくさで手て柄がらを立てて昇しよう進しんするもんです。戦争なら東とう域いきで終わったばかりだ。次の争あらそいが起きるのはいつになるか分からないし、第一、そんなの起こらない方がいいに決まってます。戦争ってのは往おう々おうにして失敗した外交の代だい償しようなんですからね」

　黙だまり込む姫君の様よう子すに、イクタは反論が効きいたことを知った。……いや、もともと本気で責せめるつもりはなかっただろうな、と彼も思いなおす。ただ、彼女も焦あせっているのだ。出世を後押ししようにも、本人に最低限の成果がなくては不ふ可か能のうなのだと。

「……はぁ。出世だの手柄だの。考えることが世せ知ち辛がらいんだよな、いちいち」

　たかだか十二歳の少女が思い悩なやむことじゃない。子供には子供にふさわしい悩みってもんがあるだろう──そう思ったイクタは、強引に話題を俗ぞくっぽい方向へシフトした。

「──ところでお姫ひめさん。僕は自じ他た共ともに認みとめるマザコンであるからして、あまり周しゆう囲いにロリコンと思われたくはないんですがね」

「……は？」

「だから体てい裁さいの話ですよ。『騎き士し団だん』の面々と絡からむのはいいけれど、お姫さん、けっこう今みたいに僕個人に会いに来るでしょう。時には護ご衛えいの兵を振り切ってまでいらっしゃる。これ、傍はた目めにはどう見られると思います？」

　最初ぽかんとしていた姫ひめ殿でん下かだが、理解が進むにつれて、徐じよ々じよに顔が赤くなってくる。こういうところに気が回らない辺りが子供だな、とイクタは意い地じ悪わるく肩をすくめた。

「……そ、そんな風ふうに見られていたのか私たちはっ!?」

「勘かんぐる連中はどこにでもいるって話ですよ。いや、ま、逆ぎやくに口こう実じつとして利用する手もありますけどね。図ず太ぶとく考えれば、愛あい人じんなら頻ひん繁ぱんに会っていても不ふ審しんに思われない間あいだ柄がらだ。逆にその関係自体が問もん題だい視しされることはあるでしょうが」

　フォローになっていないイクタの発言で、姫殿下の顔はますます真まっ赤かになった。そのうち面めんと向き合うことも恥はずかしくなったのか、少女は年とし相そう応おうの慌あわてぶりで身をひるがえす。

「こ、これからは気をつける……！　余よはもう行くぞ！」

「はいはい。せいぜい今夜は良い夢ゆめを、お嬢じようさん」

　小走りに去さっていく背中を横よこ目めで見送って、それから図面に意い識しきを戻すイクタだが、話している間に日が沈み過ぎていた。自分で描いた図も文字も、もうぼんやりとしか見えない。しばらく目を凝こらしていたものの、じきに諦あきらめてペンを放った。

「……今日はここまでかな。お腹なかも減ったし、食堂に行こうか、クス」

「はいイクタ。食事なら、今日は葉は野や菜さいを多めに摂とってください」

　丸めた図面を懐ふところにしまい、席せきを立って教室を出る。光精霊パートナーの周照灯ランタンを頼たのみつつ、イクタは暗い廊ろう下かをのんびりと歩いていった。







　その日の弾だん道どう学がくの講こう義ぎは、ヤトリシノ・イグセムにとって気分のいいものではなかった。

「……三十秒かけずに三十人を斬きり殺したらしい……」

「死体の半分は首がなくて、五ご体たい満まん足ぞくのものは一つもなかったとか」

「さすがイグセムだ、人間とは思えねぇ」「バカ、聞こえたらお前も首を飛ばされるぞ！」

　こんな噂うわさ話ばなしが、授業の初めから、本人の周まわりでひっきりなしに交わされているせいだ。

　あることないこと喋しやべるのは仕し方かたないけど、せめて聞こえないように話してくれないかしら──ヤトリは心からそう思う。件くだんの姫ひめ殿でん下か誘ゆう拐かい未み遂すい事じ件けんに際して、彼女がイソン・ホー大たい尉い率ひきいる親しん衛えい隊たいのメンバーを次々と切り伏ふせた話が、尾おひれを付けた逸いつ話わとして軍ぐん内ない部ぶに広まっているのだ。

　すでに事件から二カ月以上が経たち、ゴシップとしての新しん鮮せん味みは失われつつあるのだが……こうした座ざ学がくなどでなじみの薄うすい面子めんつと席せきを並べたりすると、たちまち当時の興こう奮ふんがよみがえる。古こ今こん東とう西ざいどこの国でも、鮮せん烈れつな英えい雄ゆう譚たんは軍人の特に好このむところだ。

「……でもよ。そんだけ強いなら、なにも皆殺しにしなくてもよかったんじゃねぇの？」

「まぁ、ひとりくらい生かしておけば、あるいは首しゆ謀ぼう者しやだって割り出せたかもな」

「無む茶ちや言うなよ。人ひと斬ぎり包ぼう丁ちようにそんな計算はできねぇって」

　無む邪じや気きな賞しよう賛さんに混じって、ときどき誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しように近い言こと葉ばも聞こえてくる。さすがに愉ゆ快かいではないにしろ、「皆殺し」のやり過ぎについては、ヤトリにも反論する気はなかった。

　──人斬り包丁、か。

　自じ虐ぎやくの趣しゆ味みはないヤトリだが、その評ひようは素直に受け入れた。あの時の自分には、目に映る敵てきをことごとく切り捨てることしかなかったのだ。剣けん即そく己おのれ。この事実は否ひ定ていのしようがない。

「軍人の家か系けいで代を重ねすぎると、ああなるのかもな。要ようするにイグセムってのはあ痛いたぁっ!?」

　一番やかましくお喋しやべりに興きようじていた者の後こう頭とう部ぶに、どこかから飛んできた小石が命めい中ちゆうした。彼が頭を押さえてうずくまると、その周まわりにいたお喋り仲なか間まにも同じものが飛んでくる。

「痛ぇっ！」「あだっ！　何だこれ、石!?」「誰だれがやったコラァッ！」

　悲鳴と怒ど号ごうが続けざまに上がって、騒さわぎを聞きつけた教きよう官かんが黒板から振ふり向むいた。

「静まれぇーいっ！　……そこ、何をしているかっ！　きさまのことだイクタ・ソローク！」

　いつも面めん倒どうを起こしがちな問もん題だい児じには目め星ぼしが付いているものと見えて、教官が騒ぎの原げん因いんを突つき止めるまでのタイムラグはゼロに近かった。名指しで呼ばれた少年は、木もく材ざいと紐ひもを組み合わせて作った手のひらサイズの投とう石せき機きを抱えて立ち上がる。

「失礼しました。わが軍の砲ほう兵へいの現状を、これで分かりやすく説明しようと思いまして」

　イクタがしゃあしゃあと言い放つ。教官は彼に歩み寄って、無む言ごんで頰ほおを殴なぐりつけた。

「調ちよう子しに乗るなっ！　誰がきさまに発言を求めた！」

「ッつぅ……あれ、お呼よびじゃないですか？」

「今は私が講こう義ぎをしているのだ！　きさまらは大人しく弾だん道どう学がくを学べ！」

「ええ、ですから関連の深い砲兵の現状を説明しようと思って。……僕ぼくはお呼びじゃないですかね？　本当に？　本当の本当に？」

　なおも妙みような迫はく力りよくで食い下がってくるイクタに、教官は怒いかりのこもった渋じゆう面めんを見せる。が、今までの経験から思うところがあったのか、やがて厳きびしい表情のまま一歩引いた。

「……言ってみろ。くだらん内容だったら、きさまら全員で基地を二十周走ってもらうがな」

　徹てつ底ていした全体主義の軍ぐん隊たいにおいて、連れん帯たい責せき任にんは基本中の基本。他の兵たちが「冗じよう談だんじゃない」という顔を向けてくる中、それでもイクタは平然とうなずいた。みんなで走れば怖くないとでも言わんばかりだ。

「──許きよ可かも頂いただいたところで遠えん慮りよなく。

　さて、現げん代だい帝てい国こく軍ぐんの主しゆ力りよく兵へい装そうの一つに風ふう臼きゆう砲ほうがあります。風かぜ精せい霊れい四～八体の圧あつ縮しゆく空気を用いて鉄てつ球きゆうを飛ばす仕組みの、いわば巨きよ大だいな風銃エアシユーターと呼ぶべき兵器ですが、これの扱あつかいが往おう々おうにして現場で戦う兵士たちを困らせているようです。

　その原因ですが──第一に、重い。一番小さいサイズでも運ぶのには馬一頭か兵三名が必ひつ要ようになります。第二に、重さの割わりに威い力りよくが低い。石造りの城じよう塞さいなどには弾たまを跳はね返されることも多いようです。そして第三に、射しや程ていが短い。最大射程は五百メートル程てい度どですが、有ゆう効こう射程はいいとこ二百メートル。これでは地形に恵まれなければ身みを隠かくすのも難むずかしいし、第二弾だんを発射する前に敵てきが攻せめてきます。重い砲ほうを担かついでいては兵も逃げきれないから、たった一発発射しただけで捨てるハメになったというケースも度たび々たび報告されています」

　台だい本ほんを読み込んでいたかのように淀よどみない語り。連帯責任のプレッシャーなど歯し牙がにもかけず、イクタは手製のミニチュア投石機をかかげて軽やかに説明を続けた。

「で、風臼砲を失った兵がその後どうするかと言えば、現地で材料を調達してコレを作ることになります。見れば分かりますね、投とう石せき機きです。千年以上前から使われている原げん始し的てきな兵器なのに、驚おどろいたことに未いまだ現げん役えきです。侮あなどってはいけない。威い力りよくと射しや程ていこそ風ふう臼きゆう砲ほうに劣おとりますが、鉄球以外にも様さま々ざまなものを射しや出しゆつできるのが強みです。火の着いたワラを投げ込んで火か災さいを起こす、病気で死んだ馬の死し骸がいを投げ込んで疫えき病びようを流行はやらせる等々。この応用性と現地で作れるという強みから、兵の間では風臼砲を引いん退たいさせて投石機を正式装備にすればいいという復ふつ古こ的てきな意見まで上がっている有あり様さまでして」

　大おお仰ぎように肩をすくめるジェスチャー。自じ覚かくのないうちに彼の話に耳を傾かたむけてしまう聴ちよう衆しゆう。こうした聞き入らせるための演出を、イクタ・ソロークは無む意い識しきにだって行うことができる。

「まぁそれは極きよく論ろんとしても、風臼砲の性能に不足があるのは事実でしょう。では風臼砲の何を改かい善ぜんすればいいのか？　軽量化という方ほう針しんも考えられますが、技術的な問題を無む視ししても、それは見けん当とう違ちがいでしょう。威力はこのまま持ち運びを容易たやすくしたなら、それは砲というよりも大だい口こう径けいの風銃です。設計のコンセプトを根本的にはき違ちがえている。砲に求められるのは第一に、重さのデメリットを覆くつがえして余あまりあるだけの威力。すなわち敵の城じよう塞さいを砕くだき塹ざん壕ごうを崩くずす圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよくです。第二に射程ですが、これは威力が実現すれば自然に付いてきます。

　さて、現状で最強の攻こう撃げき力りよくをもつ兵科は騎き兵へいです。たとえ二倍の数の風銃兵がいたとしても、統制の取れた騎兵隊の突とつ撃げきを止めることは出来ません。騎士同どう士しの一いつ騎き打うち戦法が過か去この遺い物ぶつとなった今でも、騎兵に対して強い兵科、というものは事実上存そん在ざいしていないのです。

　しかし、想そう像ぞうすることなら可か能のうです。騎兵の突撃力は整然と並んだ隊たい列れつが生み出すもの。ならば、それを打ち崩すだけの衝しよう撃げきを与えてやればいい。……もう察しが付きましたか？　──そう、砲ほうの威力はこれに足たるものであって欲しいのです。威力を増した砲ほう兵へいは騎兵に対して有利な存そん在ざいたりえます。これによって騎兵を頂ちよう点てんに置く兵科のヒエラルキーは崩れ去さり、騎兵[image: ↓]歩ほ兵へい、歩兵[image: ↓]砲兵、砲兵[image: ↓]騎兵というジャンケンのような力関係が再さい編へんされるでしょう。歩兵が砲兵に対して強いのは、身み軽がるかつ攻撃中の隊列にも柔じゆう軟なん性せいがあるからです」

　イクタが含ふくみをもたせて説明を切ると、教官は忌いま々いましくも思い当たった様よう子すで尋たずねた。

「……イクタ・ソローク。つまり、あれか。きさまは、共きよう和わ国こく軍ぐんで使われ始めた『爆ばく砲ほう』を、帝てい国こく軍ぐんでも採さい用ようすべきだと言いたいのか？」

「そういう解かい釈しやくもあるかもしれません。全すべては聞き手に委ゆだねます」

　教官は口くち元もとをへの字に曲げた。──敵てき性せい技術の称しよう賛さんが暗あん黙もくのタブーだとはいえ、こうもあからさまに聴衆の意い識しきを誘ゆう導どうしておいて、「全ては聞き手に委ねる」とはよく言ったものだ。

　だが、その内容を「くだらない」と一いつ蹴しゆうすることは教官にもできなかった。それをすることは自じ己こ欺ぎ瞞まんになる。現げん役えきの軍人としても、弾だん道どう学がくの教きよう師しとしても、風臼砲の性能に決定的な不足を感じたことがないと言えば噓うそになるのだから。

「……興きよう味み深くはあった。よし、全員で基地を二十周は勘かん弁べんしてやろう」

　イクタの演えん説ぜつにかかっていたものを思い出して、兵たちがあからさまにホッとした顔を見せる。が、当然の結果と言わんばかりの本人のドヤ顔は、続く一ひと言ことで完全に崩くずれ去さった。

「では講こう義ぎを中断させた罰ばつだ。きさま一人で基地を四十周してこい、イクタ・ソローク」

「……へぁっ!?」

　こわばった喉のどからヘンな声が漏もれた。おそるおそる教きよう官かんの顔色をうかがうイクタだったが、そこに一いつ片ぺんのユーモアもないことを確かく認にんすると、すぐに観かん念ねんして教室を走り出た。

「……あーあ。たまに藪やぶをつついて蛇へびを出したがるのよね、あいつ」

　失しつ笑しよう混まじりの呟つぶやき。だが、次の瞬しゆん間かん、ヤトリはためらわず席せきから立ち上がった。

「──教官。私も外を走ってきてよろしいですか」

「何の理由があってだ、ヤトリシノ・イグセム准じゆん尉い」

「そうですね。いま、大した意味もなく講義を中断させています。その罰というのは」

　ヤトリが平然と言ってのけると、教官の口くち元もとが不自然に引き締しまった。……怒いかりの表れというよりも、表おもてに出かけた苦く笑しようをこらえたように見えたのは、ヤトリの気のせいだったろうか？

「……行ってこい。ただし、イクタ・ソロークには一周たりともサボらせるな」

「イエス・サー！」

　凜り々りしく敬けい礼れいして、炎えん髪ぱつの少女は一いち条じようの風のように教室から走り去さっていった。







「あー、とうとう北ほく域いき出しゆつ張ちようの時期がきたなぁ……。今からうんざりするよ、まったく」

　翌よく日じつの昼。兵へい舎しやの掲けい示じ板ばんに張られた連絡を見て、マシューはため息いきをついた。

「赴ふ任にん地ちはソーミン州の駐ちゆう屯とん地ち……大だい山さん脈みやくの麓ふもとのど田舎いなかだ。基地と畑と山と、小さな町がひとつと、他には何もないところだな。カトヴァーナの北の最さい果はてだよ。そのくせシナーク族の山出しどもがウロウロしているから治ち安あんはよくない」

「軍ぐん需じゆ物ぶつ資しを狙ねらった野や盗とうなんかも多いらしいね。でも、実じつ戦せん経けい験けんを積ませるための訓くん練れん地ちとしてそういう環かん境きようを逆に利用しているんだから、帝てい国こく軍ぐんもしたたかというか何というか」

　トルウェイが苦笑する。並んで立っていた二人の肩に、そこで同時に手が置かれた。

「──聞こえたぞ。北域をバカにするのはどこのどいつだァー」

「え、イッくん？」

「なんだよ、ヘンなところで絡からんできたな。行き先が田舎なのは事実だろ」

　肩に置かれた手を振り払はらって反論するマシューに、イクタはちっちっと舌したを打ち鳴らした。

「分かってなーい。そりゃ僕ぼくだって都と会かいは好すきだけど、田舎＝魅み力りよくがないなんて偏へん見けんもいいところだよ。特にマシュー、いま君はシナーク族を山出しとバカにしたね。それダウト。彼らの素晴らしさが分かってない証しよう拠こだ」

「へぇ。イッくんはシナーク族について詳くわしいのかい？」

「多少。アナライの爺じいさんに直接師し事じしてた頃ころ、実じつ地ち調ちよう査さでシナークの文ぶん化か圏けんに付いて行ったことがある。高こう山ざんの地ち層そうや気候を調べに行くのが目的だったけど、僕ぼくとしては現地の人たちと触ふれ合う方が楽しかった。いい思い出だよ」

「ふん、相あい手ては山住まいの野や蛮ばん人じんだろ。何がそんなに楽しかったんだよ？」

「いろいろと魅み力りよくはあるけど──あえて一つ挙あげるなら、女性が元気で美しい」

　イクタは真ま顔がおで言い切った。マシューがげんなりしてかぶりを振る。

「お前、年とし増ま好ずきじゃないか。ものさしが違ちがいすぎて参考にならない」

「それは否ひ定ていしないけど、シナークの女性の美しさは外がい見けん的てきな部分に限らないよ。あそこは極きよく端たんな女じよ系けい社会でね、何事につけリーダーシップを取るのが女の人なんだ。それが独どく特とくな風ふう習しゆうを生み出している。例えば極きよく端たんなところでは……一年のある時期になると……」

　イクタにごにょごにょと耳打ちされると、トルウェイは軽く赤せき面めんし、マシューは頰ほおを引きつらせて飛びすさった。

「そ、そんなの破は廉れん恥ちだ！　女から男に……!?」

「世界は広いんだよマシュー。ハレンチ行こう為いの基き準じゆんも土地ごとに変わってくるのさ」

　慌あわてるマシュー、赤面して黙だまり込むトルウェイ、はやし立てるイクタ。三者が三さん様ようにやかましく騒さわいでいるところへ、偶ぐう然ぜんにも姫ひめ殿でん下かと残る『騎き士し団だん』の面々が歩いてきた。

「ご機き嫌げんだな、そなたら。こんなところで何を騒いでいるのだ？」

「殿でん下かはお尋たずねにならない方が。こういう場合、十じつ中ちゆう八はつ九くが下げ世せ話わな内容ですから」

　冷たい目をしたヤトリが鋭するどいところを突つく。初心うぶなトルウェイはそれで恥はじ入いってうつむいてしまったが、マシューは心しん外がいと言わんばかりに否ひ定ていした。

「お、おれはやましいことなんか何も話してないぞ！　イクタのやつが勝手に……」

「下世話な内容？　それは例えばあれかな。汗あせばんだシャツがぴったり肌はだに張り付いて、おわん形が一ひと目めで分かってしまうハロのそれとか、そういうロマン溢あふれる話のことかな」

「えっ……あああっ!?」

　自分の状じよう態たいに気付いたハロが、色直しのために慌あわてて物もの陰かげへ走っていく。その背中を見送ったヤトリは、せめてもの仇かたき討うちに、犯はん人にんの向こうずねを思いきり蹴け飛とばした。

「──……っ、っ！」

　悲鳴は上がらなかった。ただ鈍にぶい音だけが響ひびいて、額から脂あぶら汗あせをふき出させたイクタがその場にしゃがみ込む。すねから下がなくなった──本人は一いつ瞬しゆん本気でそう思った。

「猛もう省せいしなさい。女の前でそういう開き直りは下種の極きわみよ」

　そう言い下すと、激げき痛つうで反論できないイクタを尻しり目めに、ヤトリは掲けい示じ板ばんに視し線せんをやる。

「……ああ、北ほく域いきへの出しゆつ張ちよう配はい属ぞくか。今年もそんな時期なのね」

「野や盗とうの相手と山さん岳がく民族の監かん視し以外は、総そうじて暇ひまな部ぶ署しよと聞く。そこに半年だ。ヤトリ、そなたにとっては退たい屈くつな慣かん例れいではないか？」

「いえ、望むところです。たとえ小しよう規き模ぼであれ、いまは一つでも多く実戦の経けい験けんを積んでおきたいですから」

　返答は頼たのもしく、姫ひめ君ぎみは好このましさが表情に出るのを隠かくさない。……しかし一方で、まだ足の痛みから復ふつ帰きできずにいるイクタへ視し線せんを戻すと、とたんに落らく胆たんのため息いきを吐はきだした。

「……どこかの誰だれかにも、このくらいの覇は気きを見せてもらいたいものだがな」
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　国土を北上していくにつれて、まとわりつくようだった湿しつ気けは失われ、乾かわいた大地を覆おおう植物も丈たけの低い芝しばが中心になってくる。さらに進んだところには広大な砂さ礫れき地ち帯たいが広がり、一面の荒野には点在する水場もごく限られて、準備のない旅人を険けわしく拒こばんでいる。

　そうした地形の変化を、長い馬車旅の間、兵たちは順を追ってひたすら眺ながめ続けた。やがて、「これより先には開かい拓たくの価か値ちもない」と見放された土地に入る一いつ歩ぽ手前。最も寄よりの、同時に最後の町から北へ十キロ程てい度どの場所に、彼らを迎むかえ入れる帝てい国こく最さい北ほくの軍ぐん事じ拠きよ点てんは存そん在ざいしていた。

「高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいの面々、そしてその訓くん練れん部ぶ隊たいの兵たち。今年もよく来た。我われら北ほく域いき鎮ちん台だいは諸しよ君くんの到とう来らいを大いに喜よろこぶものである」

　基地の中に全すべての人員を収容したところで、整然と立ち並ぶ兵たちに向けて歓かん迎げいの辞じが述べられた。やや肉付きの良すぎる胴どう体たいと、樹じゆ脂しで整えられた口くち髭ひげが印いん象しよう的てきな北域鎮台司し令れい長ちよう官かん、タムツークツク・サフィーダ中ちゆう将じようによるものだ。

「いきなり暗い話題に移るが、東とう域いきの陥かん落らくは諸君もとうに知るところだろう。国土の五分の一を預かる身として、吾わが輩はいは遺い憾かんの極きわみである。キオカの蛮ばん兵ぺいどもが帝国の大地を蹂じゆう躙りんせんとする間ま際ぎわ、せめて一ひと握にぎりの兵とともに我わが身が東域にあれば、このような結果には……。そう思うと、吾輩は今でも悔くやしさに胸むねが詰つまる思いなのだ」

　この発言には、イクタでなくとも鼻はな白じらむ者が多かった。……「一握りの兵」が何人を指すかは知らないが、現場のリカン中将でも手の打ちようがなかった戦局を、サフィーダ中将は具体的にどう覆くつがえせたというのだろうか？　しかも彼の言こと葉ばには、務つとめに殉じゆんじて命を散らしていった将しよう兵へいたちへの追つい悼とうさえ含まれていない。

「二度と同じ失敗を繰くり返さぬよう、我々は日ひ々び切せつ磋さ琢たく磨まし、力と技わざと心をたゆまず錬れん磨ましなければならぬ。いずれ来たる復ふく讐しゆう戦せんでキオカへの逆ぎやく襲しゆうを成し得るかどうか、それはひとえに我ら軍人の忠ちゆう君くんと愛あい国こくの意志に掛かかっているのだ」

　聞いた順番に反対の耳から出ていくような精せい神しん論ろんが、それから二十分ほど延えん々えんと続いた。兵たちの間に溜たまっていく退たい屈くつと苛いら立だちに、語り手のほうはまったく気付く様よう子すがない。

「……であるからにして。軍の未来を担になう諸君の愛国心が、純じゆん粋すいにして強きよう固こなることを願う。──手て短みじかですまんが、吾輩からは以上だ」

　話はそれで締しめくくられ、光こう照しよう兵へい第三訓練小隊の先頭では、イクタが呆あきれて肩をすくめた。──どこが手短だ、どこが。中なか身みがない話なら、せめて早めに済すませてくれ。

　喋しやべるだけ喋って満足した様子の中将が壇だん上じようを降りると、代わって長身で瘦やせぎすの副ふく官かんらしき男性が同じ場所に立った。体調を崩くずしているのか、やけに顔色が悪い。

「……鎮台司令長官補ほ佐さの、こほっ、ユスクシラム・トァック少しよう佐さだ。こほっ、ごほっ……失礼。早速だが、ここでの君たちの扱あつかいを説明する」

　テーマばかり大たい層そうで中身が空からっぽだった司し令れい長ちよう官かんの話とは反対に、副ふく官かんのトァック少しよう佐さは清すが々すがしいほど実用のみに特とつ化かした説明を行った。どの訓くん練れん部ぶ隊たいがどの現地部隊に組み込まれるか、指し揮き系けい統とうがどうなるか、兵はどの建物で寝ね泊とまりするか、食事はどこで取るか、等々。

「……以上だ。何か不明な点が、こほっ、あれば、この場で質しつ問もんを受け付けるが」

　疑問の余よ地ちもないと見えて、どこからも手は上がらない。それを確認すると、トァック少佐は全員に向かって敬けい礼れいし、こほこほと空から咳せきを鳴らしながら壇だん上じようを降りていった。

　それほど年を食ってもいないだろうに、丸まった背中には、老おいた猫ねこのような哀あい愁しゆうが漂ただよう。

「……役やく割わり分ぶん担たんが一発で分かる。気き苦ぐ労ろうが多いんだな、あれは」

　イクタの呟つぶやきも、この時だけは出しゆつ張ちよう組ぐみ全員の感想を代だい弁べんするものになった。







　案内された部へ屋やに荷物を置いて一ひと息いきつくと、すぐに歓かん迎げい会かいへの呼び出しがあった。兵へい卒そつ向けに屋外で開かれているそれとは別に、イクタたちは士し官かん限定の集まりに招しよう待たいされていたのだ。

　時間が昼だし場所も辺へん境きようの軍ぐん施し設せつだから、歓迎会といっても慎つつましいもので、会場も普ふ段だんは会議室に使っている大おお部べ屋やを流りゆう用ようしている。内容的にはイクタとヤトリが卒業した帝てい立りつシガル高等学校の会食の方がずっと豪ごう華かなくらいだったが、そんなことは当然で、ここで「酒がない」と文もん句くをつけるのはイクタぐらいだろう。

「皇こう帝てい陛へい下かが統すべ、我われら軍人が守る帝国に、永久とこしえの栄えあれ。──乾かん杯ぱい！」

　サフィーダ中ちゆう将じようの音おん頭どに合わせて、士官たちもぶどう果か汁じゆうの入った杯さかずきをかかげた。そこからは思い思いの相あい手てとの社しや交こうの時間。若き高こう等とう士官候こう補ほ生せいたちは、先せん輩ぱい士官からひっきりなしに挨あい拶さつを受け続けることになった。

　もちろん、噂うわさに聞く『騎き士し団だん』の面々に、彼らの興きよう味みが向かないわけはない。

「お前らか、五人まとめて叙じよ勲くんを受けた期待の新人ってのは」

「姫ひめ殿でん下かを連れてキオカの国こつ境きようを越こえてきたって？　その運に乾杯だな、まぁ飲めよ」

「キオカの兵士は見たのか？　奴やつら、四つ足で走って生なま肉にくを食うと聞くけど本当かね？」

　異い例れいの叙勲を受けた五名に対して、先輩士官たちの態度は実に様さま々ざまだった。単たん純じゆんに好こう奇き心しんで近づいてくる者、言こと葉ばの端はし々ばしから嫉しつ妬と心しんを覗のぞかせる者、出しゆつ世せのために取り入ろうとする者。

　キオカ兵と戦った時の話を聞かせろという者が特に多い。北ほく域いきの軍人の大半には、これまでの人生でキオカとの戦争に参加した経験がなかったからだ。

　ヤトリとトルウェイは慣なれた様よう子すで、マシューとハロは戸と惑まどい混じりに、話題の中心として扱われる立場を味わっていた。ちなみにシャミーユ殿でん下かはといえば、あまり面おも白しろくなさそうな顔で上かみ座ざに座すわって、隣となりのサフィーダ中ちゆう将じようの話し相あい手てをしている。あえて一歩引いた皇こう族ぞくの立場で出しゆつ席せきしているのは、士官たちの親しん睦ぼくに水をささないためだ。

　で、残るひとりになると、これはもう会場の隅すみっこで話題の矢や面おもてに立たないように立ち回っていた。もともと軍人との社しや交こうに興きよう味みがない上、わずかな女性士し官かんもトルウェイに群むらがっているものだから、これほどイクタにとっておもしろくない場もそうはない。

　が、そうやって彼が会場中の料理を一いつ掃そうする勢いで黙もく々もくと口を動かしていると、ふいに、ひとりの士官が人ごみを抜けて歩いてきた。顎あごと口くち元もとに薄うすく無ぶ精しようひげを生やした、青年と中年の間という感じの男だ。腰こしのポーチにはイクタのクスと同じ光ひかり精せい霊れいの姿がある。

「──や、楽しんでるか？」

　気さくに話しかけつつ、男は適てき当とうな椅い子すを持ってきてイクタの隣となりに腰こしかけた。

「ええ、おかげさまで」

「ぜんぜん楽しくなさそうな顔で言うなよ……。ところでそっちも光精霊持ちだな」

　男の視し線せんが腰こし元もとに向いた。最初は無ぶ愛あい想そうに突つっぱねようとしたイクタだが、相手の意志がそれでも変わらなかったことを知ると、少しだけ態たい度どを改あらためて自じ己こ紹しよう介かいする。

「……光こう照しよう兵へい第三訓くん練れん小隊隊長のイクタ・ソローク准じゆん尉いです。こっちはパートナーのクス」

「北ほく域いき鎮ちん台だい第一連隊所しよ属ぞく、第九光照兵中隊隊長のセンパ・サザルーフ中ちゆう尉いだ。こっちはパートナーの光精霊キィ。よろしくな」

　主あるじが敬けい礼れいを交わすと、互たがいの精霊もポーチの中で同じ動どう作さをした。形式的なやり取りが済すんでしまうと、センパ中尉は不ふ敵てきな、それでいて人好ずきのする笑えみを浮かべる。

「噂うわさの『騎き士し団だん』に問もん題だい児じがひとり混じってると聞いてたが、やっぱりお前がそうか」

「あの中に混じっていると浮くから、こうして自じ主しゆ的てきに離はなれているわけでして」

「うん、確かに騎士ってツラじゃないな。あっちのハンサムくんなら格かつ好こうもつくんだが」

　サザルーフ中尉が何なに気げなく飛ばした言こと葉ばの刃やいばが、少年の胸むねにざっくり突つき刺ささった。

「は──はははは、いや。手て厳きびしい。ははは、は、はは……」

　ショックを笑い飛ばそうとしたイクタは、それに失敗して半はん端ぱな笑顔のまま凍こおりつき、

「……ううぅぅぬうぅううううううううう…………！」

　結果、両手で頭を抱えてうなだれ、獣けもののような唸うなり声を上げ始めた。

「うおっ!?　ちょっ、おまっ、それ泣いてんのか……!?　噂うわさに聞く男泣きか!?」

「憎にくいィ……！　黙だまっていても女が寄ってくる、あのイケメンという生き物が憎いィ……！」

「おいおいおい、思ってること全部口から出てるぞ！　唐とう突とつにキャラ崩くずれ過すぎだろお前！」

　サザルーフ中尉があたふたしていると、遠くからでもその騒さわぎが目に入ったらしく、中将の相手をするのに疲つかれたシャミーユ殿でん下かが呆あきれ顔で歩いてきた。

「……少し目を離しておれば。ソローク、そなたは何を初しよっ端ぱなからやさぐれているのだ」

　直接話しかけられたイクタよりもむしろ、ここではサザルーフ中尉の方が過か敏びんに反応してしまった。最さい敬けい礼れいの姿勢で直立した彼に、姫ひめ君ぎみは困った顔で柔やわらかくかぶりを振る。

「ああ、楽らくにしてよい。……いや、楽にしてください、中尉殿どの。階かい級きゆう章しようを見ての通り、今はあなたの方こそ余よの上じよう官かんなのだから」

「は、いえ、そんな恐れ多い……！」

「さっそくソロークが世話になったようだ。この男は性格が悪い上に人格も破は綻たんしているが、長い目で見ていると、それなりに良いところもなくはない。だから、どうか良くしてやってください……ええと……」

「北ほく域いき鎮ちん台だい第一連隊所しよ属ぞく、第九光こう照しよう兵へい中隊隊長のセンパ・サザルーフ中ちゆう尉いであります！」

　どっちが上の立場なのかハッキリしないから、挨あい拶さつのやり取りも実にぎこちない。皇こう族ぞくというのはつくづく、ただ内部にいるだけで、縦たて割わり構こう造ぞうの組織を混こん乱らんさせるんだなぁ──イクタはしみじみ思ったが、その思考をさえぎって、野の太ぶとい男の声が響ひびき渡った。

「はっはっはぁ！　この時を待まちわびたぞ、イグセムの娘むすめぇ！」

　同どう席せきしていた全員を振り向かせるほどの大声の持ち主ぬしは、先せん輩ぱい士し官かんらと歓かん談だんしていたヤトリに正面から向き合う形で、会場の中央に仁に王おう立だちしていた。縦たてにも横にも大きい筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの体格と、獅し子しのたてがみのように顔を縁ふち取どった赤茶色の剛ごう毛もう。さらにその腰こし元もとと両手には、各一本ずつ、合計三本の木ぼつ剣けんが見えている。

「何か、私に御ご用ようでしょうか」

　ヤトリが真ま顔がおで問とい返すと、大男はどしんと床ゆかを踏ふみ鳴らした。

「一度しか名乗らぬ、ゆえにとくと聞け！　北域鎮台第一連隊所属、第二十二胸きよう甲こう騎き兵へい小隊隊長、我わが名はデインクーン・ハルグンスカ！　年ねん齢れいは二十六、階級は准じゆん尉い！　頼たのもしき伴はん侶りよは水みず精せい霊れいニキだ！」

「名乗りを返しましょう。──焼しよう撃げき兵へい第一訓くん練れん小隊隊長、兼けん、軽けい装そう騎兵第一訓練小隊隊長、ヤトリシノ・イグセム准尉です。パートナーは火ひ精せい霊れいのシア。よろしくお見知りおきを、ハルグンスカ准尉」

「名は知っている、所属と階級はたった今覚えた！　さぁ、残りは剣けんで語れぃ！」

　ハルグンスカ准尉が両手の木剣を投げつけて、ヤトリもそれを受け取った。ご丁てい寧ねいにも長刀サーベルと短刀マンゴーシユの二本が用意してある。彼女は上かみ座ざのサフィーダ中ちゆう将じように視し線せんを移した。

「決けつ闘とうの申もうし出を受けました。サフィーダ中将、どこかに場を借り受けてもよろしいですか」

「少しよう佐さ。ああ言っているが、どうだ」

「んっ、こほっ。……あの娘が今こん代だいのイグセムですか。ならば、外はもう暗いですし、この場でも構わないでしょう。ただし場外負けのルールを付けます。備び品ひんのテーブルや食器を壊こわされてはかないませんから。こほっ……」

　ユスク少佐が億おつ劫くうそうに言うと、サフィーダ中将も大おお仰ぎようにうなずき、当事者に向かって告つげた。

「よし、ここでやれ。周まわりの者はテーブルを片付けろ。……付け加くわえておくと、ハルグンスカ准尉の剣の腕うで前まえは北域鎮台で他に並ぶ者がない。その猛も者さを相手に、最強の誉ほまれも高いイグセムの二に刀とうを見せてみろ」

　その言こと葉ばを受けたヤトリは、けれども、投げ渡された二に刀とうのうち短刀マンゴーシユのほうを近くにいたハロに預けてしまった。それを見たハルグンスカ准じゆん尉いがむっとする。

「おい、何のつもりだ、それは！」

「お気になさらず。一いつ刀とうに対して二刀では公正を欠くかと思いまして」

　人を食った発言に、ハルグンスカ准尉の額ひたいに青あお筋すじが浮き上がった。腰こし元もとから幅はば広ひろの木ぼつ剣けんを抜き放ち、彼は重じゆう厚こうな大だい上じよう段だんの構えを取る。そこに尖せん塔とうがそびえ立ったかのような迫はく力りよくだ。

「本気を出すまでもない、か！　我も低く見られたものだ！」

「イグセムの二刀流は多対一を想定した術理です。相手が一人ならば一刀で事足りる」

　ヤトリの不ふ敵てきな発言に、血けつ気き盛んな士し官かんたちも沸わき上がった。誰だれが言い出すわけでもなく、円えん陣じんを組んで二人を囲い込む形で、決けつ闘とうの場が形作られていく。降って湧わいた刺し激げき的てきなイベントを大たい半はんの者は喜よろこんでいたが、中には面おも白しろくない顔をしている少数の例外もいた。

「……卑ひ俗ぞくな催もよおしだ。ヤトリの剣けんは見せ物ではなかろう」

　不ふ愉ゆ快かいそうなシャミーユ殿でん下かの言葉。皇こう族ぞくの意見ということもあって、サザルーフ中ちゆう尉いは一も二もなく追つい従じゆうしようとしたが、そこにイクタが遠えん慮りよなく割り込んだ。

「それは違ちがいますね。イグセムの剣は見せ物ですよ、お姫ひめさん」

「……何だと？」

　姫ひめ君ぎみが鋭するどくイクタをにらむ。隣となりのサザルーフ中尉が向けてきた「おまえ正しよう気きか、誰に嚙かみついてるつもりなんだ!?」という視し線せんを無む視しして、少年は続けた。

「決闘が許可されるまでの流れのスムーズさを見るに十じつ中ちゆう八はつ九く、この茶ちや番ばんはもともと予定されていたものです。ヤトリも気付いているでしょうが、これは慣かん例れいなんですよ。イグセムの人間がよその土地に赴ふ任にんした時の、ね」

「最さい高こう司し令れい長ちよう官かんのサフィーダ中将までが、こんな騒さわぎを見たがっているというのか？　不ふ可か解かい極きわまるな。こうも簡かん単たんに私し闘とうを許すなど、軍の基本である全体の秩ちつ序じよを乱みだすこと著いちじるしいではないか」

　納なつ得とくいかない面おも持もちの姫ひめ殿でん下かを横目に、イクタはさて、と顎あごに手を当てた。

「……ヤトリが二刀を帯びることを許されているのは、なぜだと思います？」

「なぜって……。それは、強いからであろう」

「違いますよ。さっきお姫さんが言った通り、全体の秩序を守ることが軍の基本です。その原理に照てらし合わせれば、兵はもちろん士官の装そう備びだって統一されて当然だ。個人の都つ合ごうで変えられるもんじゃない。ヤトリの二刀はね、彼女が普通の立場であれば許されるはずのない特とつ権けんなんです」

　いきなり饒じよう舌ぜつに語り始めるイクタの様よう子すに、サザルーフ中尉は目を丸くする。人ごみが割われ、テーブルがよけられ、場が決闘のために整えられていく様子を姫君と一いつ緒しよに眺ながめながら、少年は「少し長い話になりますが」と前置きした。

「数百年前まで、カトヴァーナ帝てい国こくは乱らん世せの真まっ只ただ中なかでした。各地で軍ぐん閥ばつが割かつ拠きよし、それぞれが武力を背景に自じ治ちの権限を主しゆ張ちようして、皇こう帝ていから預けられているに過すぎないはずの領土を我わが物もの顔がおに支配していた。この時代、国家が直接に編へん成せい・管理する国軍というものは事実上まだ存そん在ざいしておらず、一つの軍隊はそのまま一つの行ぎよう政せい単たん位いでもありました。まぁ平たく言えば、帝国内部の地ち域いきごとに、別の王様が何十人もいたわけです。この状じよう況きよう下かでは、皇帝さえも数いる王の内のひとりに過すぎませんでした」

「この国の人間ならば誰だれもが知っている歴史だな。その後、政治的にも軍事的にもまとまりを欠いた帝国の状況に危機感を抱き、当時有力だった軍閥の中から三つの勢力が皇帝を絶ぜつ対たい君くん主しゆとして擁よう立りつし立ち上がった。それがイグセム、レミオン、ユルグス……今では『忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け』と呼ばれる三つの家いえ柄がらだ」

「そう。彼らの目標は、皇帝という絶対権力者のもとに政治と軍事の命令系けい統とうを一本化すること。それによって仲なか間ま割われのリスクを減らし、外がい敵てきが迫せまった際には一いち丸がんとなって当たれるような、中ちゆう央おう集しゆう権けんの体制を作り上げることでした。

　もちろん、これは簡かん単たんなことではありません。自分の利益を死し守しゆしようとする地方領りよう主しゆとの衝しよう突とつは避さけられず、それでも改かい革かくを押し進めるために、御三家は当時存在していた軍閥の家いえ柄がらを大おお幅はばに減らさなければなりませんでした。つまり戦争で滅ほろぼしたわけですが、無差別に根ね絶だやしにしたわけでもなく、ここで時じ勢せいを読んで彼らとの敵てき対たいを回かい避ひした家柄は生き残りました。その一部は今なお続いています。テトジリチ家などが一例ですが……これらの家は、さっきの御三家と共ともに旧きゆう軍閥名めい家かとも呼ばれますね」

「その通りだ。……が、どうしてそれが、ヤトリの剣けんが見せ物だという話に繫つながる？」

　じれったくなったシャミーユ殿でん下かが結論を急がせる。イクタは肩をすくめて答えた。

「ですからね。皇帝のもとに一本化された命令系統と全体の秩ちつ序じよを重んじる、現在のカトヴァーナ国軍……その基き礎そを作り上げたのは、他でもないヤトリのご先せん祖ぞ様さまなんですよ。その正統な末まつ裔えいであるところの彼女が、いくら強いからって、秩序を無む視しした特とつ権けん意い識しきバリバリの二に刀とうを腰こしに差してちゃあ、歴史の重みも何もあったもんじゃないでしょうが」

「む、それはそうだが。……しかし現実にヤトリは、というよりもイグセムの係けい累るいは、ああして二刀を帯びることを許されているではないか」

「ええ。しかし、最初にそれを望んだのはイグセムじゃありません。長い乱らん世せの終わり……政治と軍事において国内の統一を果たした当時のイグセムは、大たい業ぎようの達成を皇帝に報告すると同時に、その場で自分の魂たましいともいえる二刀を差し出しました。全体の秩序を至し上じようとした新たな国軍を作り上げるために、まずは自分自身から個性を剝はく奪だつしようとしたんです。

　裏うら腹はらに、皇帝は戸と惑まどいました。イグセムに絶大な信しん頼らいを寄せていた皇帝にとって、その象しよう徴ちようともいえる二刀が失われることは由ゆ々ゆしき事態だったからです。さまざまな説得を試こころみましたが、頑がん固こ一いつ徹てつで知られる忠ちゆう臣しんは折おれる気け配はいがありません。もちろん君くん主しゆとして『二刀を捨てるな』と命じることは出で来きましたが、理りのない命令で道どう理りを捻ねじ曲げては互たがいの関係にキズが付きかねない。悩なやみ果てた皇こう帝ていは、それでも苦く心しんの甲か斐いあって、ひとつの口こう実じつに辿たどり着きました」

　そこまで聞いた瞬しゆん間かん、姫ひめ殿でん下かはハッと思い出した。

「……そうか。それが『不ふ敗はいの誓ちかい』の逸いつ話わか」

「そうです。折おれないイグセムに対して、皇帝はこう言いました──『そなたは秩ちつ序じよを重んずるがゆえに二に刀とうは要いらぬと申もうすが、今やそなたの二刀は帝てい国こくの誉ほまれそのもの。兵はそれに憧あこがれて戦場に立ち、民たみはそれを護ご国こくの頼たのみとして日々忠ちゆう勤きんに励はげんでいる。だというのに、それを捨てることが秩序を壊こわすことでなくて何であろうか』」

「めちゃくちゃな理り屈くつ……とも一いち概がいには言えぬな。その時代、未いまだ不安定な世情のもとで、誰だれの心も英えい雄ゆうを欲ほつしていたであろう」

「この言こと葉ばに心を動かされたイグセムは、少し考えてこう言いました。『──では、この二刀が一敗地に塗まみれて、ついには不敗の加か護ごを失うその時までは』。剣の上で負けない限りは二刀を握にぎり続けると誓ったんです。……それは同時に、二刀という秩序からの逸いつ脱だつを、決して単なる立場ゆえの特権とはしない。その強きよう固こな決意の表れでもありました」

　長い話を続けている間に、いよいよ会場の真ん中で決けつ闘とうが始まった。先せん手てはハルグンスカ准じゆん尉いが取り、大だい上じよう段だんの構えから、全ぜん霊れいを込めて幅はば広ひろの木ぼつ剣けんを振りおろす。

「それが不敗の象しよう徴ちようである限り、イグセムの二刀は軍の中で存そん在ざいを許される。だからあれは見せ物なんです。強いことは単たんなる前ぜん提ていに過すぎない。イグセムの係けい累るいは、その腰こしに二刀を差し続けるのなら、自みずからの最強を万ばん民みんに向けて証しよう明めいし続けなくてはならない」

　相あい手ての斬ざん撃げきを横に受け流し、ヤトリはしばらく防戦に回った。それもまた暗あん黙もくのルールだ。真しんに最強であるなら、勝負を急ぐ必ひつ要ようなどどこにもない。相手の実力を全すべて受け止め、その上で完かん璧ぺきにねじ伏せる。決闘という形式の中で、それだけがイグセムに許された決着の形だ。

「歴代のイグセムの誰もが鬼き神しんのように強かったわけじゃない。『不敗の誓い』は世代ごとに更こう新しんされますからね。……敗北を禁じられる元げん服ぷく年ねん齢れいから人生の終わりまで、その腰に二刀を差し続けられた者は、あの家の歴史を紐ひも解といても両手の指に満たないでしょう」

　快調に攻せめ立てるハルグンスカ准尉だが、その表情にも焦あせりがにじんでくる。それも当然だろう。彼の猛もう攻こうに対して、ヤトリは受けに回ったまま一いつ刀とうも返していない。だというのに、二人の立ち位置は最初からほとんど変わっていないのだ。

「イソン大たい尉いとの一いつ件けんで、お姫ひめさんはもうそれを見たと思いますが──せっかくの機会だ、ここで改あらためて御ご覧らんなさい。世にも稀まれなる不敗幻げん想そうの体たい現げん者しや、あれがイグセムというものです」

　カン、と乾かわいた音があって、ハルグンスカ准尉の手から木剣が消失した。それが弾はじき飛ばされる瞬間を見届けた者はごくわずかだったが、その結果を仰あおぎ見ることは全員に許される。

　観かん衆しゆうが一いつ斉せいにどよめいた。──消えた木剣は、真上の天てん井じように突つき刺ささっていたのだ。

「まさしく剛ごう剣けんでした。あなたと剣けんを交まじえられた幸こう運うんに感かん謝しやを、ハルグンスカ准じゆん尉い」

　勝ったヤトリが先に相あい手てを称たたえた。一いつ歩ぽ間ま違ちがえれば嫌いや味みだが、ハルグンスカ本人にはその意い図とが分かる。

　大だい上じよう段だんに振りかぶった一いつ瞬しゆんを狙ねらって柄つか頭がしらを突つき上げ、その衝しよう撃げきで手から剣をすり抜けさせる神かみ業わざ。振り上げた勢いの分だけ木ぼつ剣けんは高く打ち上がる。天てん井じように突き刺ささるという結果は、敗北と共に、自分の強大な剣けん圧あつを証明したのだと。

「……見事なり、ヤトリシノ・イグセム」

　完勝しながら、なお相手を辱はずかしめない。その高こう潔けつな姿勢は敗者さえも魅み了りようする。ハルグンスカ准尉はほとんど無む意い識しきに右手を差し出し、ヤトリも微笑ほほえみと共にそれを握にぎり返した。

　文もん句くの付けようのない決着に観かん衆しゆうが沸わき上がった。決けつ闘とうを見守る輪わを崩くずして、我われ先さきにとヤトリに殺さつ到とうする人々。それを蚊帳かやの外から無表情に眺ながめつつ、イクタはぼそりと言う。

「あれは帝てい国こくの現体制いまを守るために在あります。命を懸かけてお姫ひめさんを守るのも、あなたが今後の人生を、ひとりの皇こう族ぞくとして健けん全ぜんに生きていくのだと信じて疑わないからこそ」

「…………」

「それを忘れないように、お姫さん。どんなに大きな夢ゆめを見る時でも、それだけは決して忘れないように」

　そう釘くぎを刺さして立ち上がると、もみくちゃにされるヤトリを見かねてか、イクタは群むらがる士し官かんたちの中にさりげなく混ざっていった。姫君もまた、今の警けい句くに込められた意味を思って、難むずかしい顔で考え込みつつ上かみ座ざの席せきに帰っていく。

「……なんか、今年はヘンなのばっかり来たもんだなぁ」

　ひとり取り残されたサザルーフ中ちゆう尉いには、そんな感想を漏もらすのがせいぜいだった。







「まぁ、正直お前らはいいタイミングで来たよ。一番退たい屈くつなタイミングとも言えるけどさ」

　北に連なる山々を背景に、一いつ糸し乱みだれぬ歩ほ調ちようで行進を続ける兵たち。彼らの先頭を若い士官たちと並ならんで歩きながら、サザルーフ中尉はそう言った。

「実を言えば、ウチもついこの間まではピリピリしてたんだ。東とう域いき鎮ちん台だいが苦戦してたからな。北域から増ぞう援えんを出せと言われるんじゃないかってね」

「はぁ……。あの、増援には行きたくなかったんですか？」

　軍事演習中にしては空気がゆるいなぁと思いながらトルウェイが尋たずねると、サザルーフ中尉は苦い顔でかぶりを振った。

「当ったり前だ。あのリカン中ちゆう将じようが持て余あましている真まっ最さい中ちゆうの前線なんかに、誰だれが望んで行きたがるもんか。現げんに今回の東域戦せん争そうでは、最後の退たい却きやくで殿軍しんがりを務つとめた士官が大勢死んだ。その中には中将本人さえ含まれていたしな」

「でも、まとまった数の援えん軍ぐんが出ていれば、戦せん局きよくだって変わっていたかもしれない」

　マシューが少し大だい胆たんに意見を挟はさむ。中ちゆう尉いの唇くちびるがにやりと釣つりあがった。

「なかなか勇ゆう敢かんな意見だな。……ちなみにテトジリチ准じゆん尉い。そういう勇ましい考え方の持ち主を、北ほく域いきでは『中ちゆう央おう型がた軍ぐん人じん』と呼んでる」

「はぁ？　中央型？」

「そう。ウチだと、最初の歓かん迎げい会かいでイグセムの嬢じようちゃんと一戦やらかしたデインクーン准じゆん尉いなんかがそうだ。ちょっと前まで、あいつも東とう域いきへ援軍に出るって言って聞かなかった。上じよう官かんを困こまらせてるうちはいいほうでよ、そのうち司し令れい長ちよう官かんに直じか談だん判ぱんしたり、あげくに皇こう帝てい陛へい下かあての嘆たん願がん書しよまで書いちまいやがったからな。もちろん郵ゆう便びんに出る前に検けん閲えつで止められたけど」

「うーん……あの、つまり『中央型軍人』っていうのは、やる気がある人のことなんでしょうか？」

　ハロの率そつ直ちよくすぎる発言に、中尉は最初目を丸くして、それから噴ふき出した。

「……あっはっは！　そうだな、だいたいそのとーりだベッケル准尉。もっと正確に言えば、『北ほく域いきに来てもやる気を残している奴やつ』ってことだな。中央じゃ違うかもしらんが、ここじゃそういう奴は少数派はなのさ」

　目の前の夢ゆめと情熱にあふれた若者たちに白い目をさせておきながら、サザルーフ中尉は北の山並みに視し線せんを移す。かと思うと、その景け色しきを抱かかえ込むように両りよう腕うでを広げた。

「それもこれも全すべて、責せき任にんはあの山々にある！」

「……大アラファトラ山さん脈みやくですか？　どうしてまた」

「決まってる。あの山々が、我々に代わって外がい敵てきに立ちはだかってくれているからだ」

　胸むねを張って言い切るサザルーフ中尉と、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる若い士し官かんたち。見かねたトルウェイが、部下への説明責任を上官に代わって引き受けた。

「『大アラファトラは神の階きざはし』。……カトヴァーナ帝てい国こく九百年の歴史において、外敵がこの山脈を越こえて攻せめてきたことは一度もない。その事実から生まれた呼び名でしたね」

「おう、そのとおりだよレミオン准尉。おしい、俺おれが教きよう官かんなら花マルをくれてやるんだがな」

「え……中尉はいま、ぼくたちの教官としてここにいるはずじゃ……」

「ん、そうだったか？　じゃあほんとうに花マルをくれてやらにゃ」

　そう言うと、中尉は懐ふところから取り出した筆ふでをトルウェイの額ひたいに向け、そこへおもむろに花マルを書き込んだ。辺りから失しつ笑しようのこぼれる中、トルウェイは何ともいえない顔でいる。

「神の階を越えてきた外敵はいなくても、そこに住んでいる身内はいたように思いますが」

　いままで無む言ごんでいたヤトリが鋭するどく声をはさむ。それを聞いたサザルーフ中尉は嬉き々きとして彼女の額にも花マルを書こうとしたが、それをヤトリが上じよう半はん身しんの動きだけですいすい避よけるものだから、すぐに諦あきらめてしまった。

「……ぬぬぬ、そのとーりだ。北域に大アラファトラの加か護ごありと言えども、面めん倒どうな役やく目めを全てまかせっきりにはできない。そこで俺おれたちに回ってくる仕事が、つまりそれ──」

「内部の危険因いん子しへの警けい戒かい。アラファトラ山さん脈みやくの山さん岳がく民みん族ぞく、シナーク族に関する危機管理ですね」

　サザルーフ中ちゆう尉いはうなずき、答えたトルウェイの額ひたいには、二つ目の花マルが書き込まれた。

「そーゆーことだな。この大山脈には、帝てい国こく人じんじゃあってもカトヴァーナ民族じゃない連中が大勢住んでいる。それがシナーク族と呼ばれる奴やつらだが、歴史的に見て、こいつらと俺たちとは折おり合いがよくない。内戦と呼べるほどの衝しよう突とつはここ数百年来なかったが、紛ふん争そうレベルの小こ競ぜり合いはしょっちゅう起こってる」

「その山出しどもをぶっちめるのが仕事ってことでしょ。害がい虫ちゆう駆く除じよみてぇなもんだな」

　マッチョのアゴラがせせら笑う。中尉は苦く笑しようして肩をすくめた。

「その害虫駆除に当たってだな、勇ゆう敢かんな諸しよ君くんがビビッて濡ぬらしたパンツの世話をしてやるのが従じゆう来らいの俺たちの仕事だったわけだが……今はそれも変わった」

「変わった……？　どういうことですか？」

「二年ほど前から、シナーク族関連の事じ件けんがめっきり減った。奴ら、面めん倒どうを起こさなくなったのさ、まるで心を入れ替えたみたいにな。以前は一月に二回、下手へたをすれば五回も六回も山さん賊ぞくどもとドンパチやりあう日々だったんだが、ここ半年なんか討とう伐ばつ部ぶ隊たいの出動それ自体が皆かい無むときてる」

　実じつ戦せんが多い、という事前の評ひよう判ばんとは逆ぎやくの実情に、血けつ気き盛さかんな若い士し官かんたちの大半はがっかりした顔を見せた。ヤトリとトルウェイだけは逆ぎやくに険けわしい表情になっていたが。

　それで話がひと段落つき、進しん軍ぐんが再開した。が、ほどなく退たい屈くつに耐たえかねたマッチョのアゴラが不満げな声をあげる。

「中尉ぃ、ここの部ぶ署しよがヒマなのは分かったスけど、この演習はなんスか？　三時間も前から、山沿ぞいに同じところを行ったり来たり。何の訓くん練れんにもなりゃしないスよ」

「そのとーり。しかし半はん端ぱなところで切り上げるわけにはいかない。なぜならこれは演習の名を借りた示じ威い行動だからだ。俺たちが常つね日ひ頃ごろからこうやって『どうだ、こっちにはこんなに兵がいるぞ！　戦ったら強いぞ！　怖いぞ！』と暗あん黙もくのメッセージを発し続けるからこそ、今の平和も保たれているのかもしれないのだ。あと、これさえ止めたら、いよいよ俺たちは本当の無む駄だ飯めし食ぐらいになる。それだけは避さけにゃならん、のだが……」

　ふいにサザルーフ中尉が焦じれた顔で後ろを振ふり向むき、自分に付いてきている士官たちの顔を眺ながめ回した。

「……ソローク准じゆん尉い、どうした？　お前は何か発言しないのか？　こういうお喋しやべりには率そつ先せんして口を挟はさんでくる奴と聞いてたぞ」

　そんな奴の額にこそ花マルを書いてやりたくて、わざわざ筆ふでまで持じ参さんしてきたサザルーフ中尉だったが、期待のルーキーはどこにも姿が見えない。『騎き士し団だん』の面々だけはとっくに察していた事実に遅おくれて気付きはじめ、他の士し官かんたちの間にもざわめきが広がった。

「おーい、ソローク准じゆん尉いはどうした？　顔が見えんぞ。指し揮き下かの光こう照しよう兵へい第三訓くん練れん小しよう隊たいはいるみたいだが……」

「……ほ、報告します、中ちゆう尉い殿どの」

　士官たちよりもやや後方で小隊を直接管理していたスーヤ曹そう長ちようが、おそるおそるといった感じで声を上げた。サザルーフ中尉が怪け訝げんな視し線せんを向ける。

「ミットカリフ曹長、報告とは？」

「ソローク准尉からの伝でん言ごんです。『軍ぐん規き違い反はんを犯おかしましたので、自じ主しゆ的てきに営えい巣そうに入ります。違反の内容は、演習中の部隊からの無む許きよ可かの離り脱だつ』……」

　何の言い訳わけも口こう実じつもない、むしろそれ自体を理由にした、真まっ向からのサボタージュ宣せん言げん。サザルーフ中尉が現実を受け止めるまでに一分強の空くう白はくがあった。

　どんな表情をするべきかも分からないまま、彼はとりあえず、胸むねポケットから筆ふでを抜き取る。

「……俺おれの思い違ちがいだったな。花マルなんかじゃない。どうやら奴やつの額ひたいには、でっかくペケを書いてやらにゃならんようだ」

　そうして彼は、イクタ・ソロークという問もん題だい児じの扱あつかいを、ここでひとつ学んだ。







　その日は、基地のほうでもちょっとしたもめ事が起こっていた。トラブルの目め印じるしは、女性兵へい士し用ようの宿しゆく舎しやの前に置かれた大きな本ほん棚だな。その前で、ふたりの人間が言い争っている。

「納なつ得とくいかないっ！」

　女性兵士が吠ほえた。怒いかりの震ふるえが、茶色いリボンで束たばねたポニーテールまで伝つたわっている。

「納得いきませんだろう、カンナ一いつ等とう兵へい」

　その矛ほこ先さきを向けられている本人──エラの張った顔が特とく徴ちようの壮そう年ねん士官タルカ中尉は、それをほとんど気にしていない。本棚から一いつ冊さつ、また一冊と本を抜き出して値ね踏ぶみする──彼の関心はいま、その作業にだけ注そそがれている。

「なんで、わたしたちの兵へい舎しやに置いてある本類が、全すべて没ぼつ収しゆうされなければならないんですか!?」

　対たい照しよう的てきに、女性兵士──今年で入隊三年目、風かぜ精せい霊れいタブをパートナーに持つカンナ・テマリ一いつ等とう風ふう銃じゆう兵へいは憤いきどおっていた。ボーイッシュな顔を引きつらせて、それはもうカンカンに。

　従じゆう軍ぐんしたての新しん兵ぺいではないのだから、上じよう官かんに嚙かみついても得とくがないことくらい理解している。だが彼女にとって、今はそれを承しよう知ちで反はん抗こうしなければならない瀬せ戸と際ぎわなのだ。

「逆に訊きこう。なぜ兵が寝ね泊とまりする場所に、本棚一いつ杯ぱいの書しよ物もつがなければならんのだ？」

　タルカ中尉が冷たい声で言う。カンナは腹はらにぐっと力を込こめて応えた。

「人間が住んでいるんだから、訓くん練れんの合間に本ぐらい読みます！　なるべく数があった方が楽しいけど、本はまだまだ高いから、こうやって全員の分を共きよう有ゆう財ざい産さんにしてるんじゃないかっ！」

「しているのです、だろう。いつまで経たっても言こと葉ばの汚きたなさが直らんな、貴き様さまは」

「っ、話を逸そらすな……逸らさ、ないで、ください。いまは、本のことを話してるんだから！」

　他の女性兵へい士したちも、兵へい舎しやの窓まどから顔を出して不安そうに状じよう況きようを見守っている。理り不ふ尽じんに思う気持ちはカンナと一いつ緒しよだが、上じよう官かんに文もん句くを付けるほどの勇気は、彼女らにはなかった。

「ふん。要ようするに貴様は、これらの本に私し物ぶつとしての所しよ有ゆう権けんを主しゆ張ちようするわけか？」

「そういうことでいいです。私物というか、宿しゆく舎しやのみんなのものだけど……。本を持ち込んじゃいけないなんて軍ぐん規きも、なかったはずだし」

　記き憶おくに自信がなくて微び妙みように言葉を濁にごすカンナに、タルカ中ちゆう尉いは嘲あざけりの表情を浮かべてみせた。

「その言い訳わけは通らんな。貴様ら、これらの本を宿舎のどこに置いてあった？」

「それは、廊ろう下かの突つき当たりです。みんなが手に取りやすいように、本ほん棚だなも作って……」

「問題はそこだ。カンナ一いつ等とう兵へい、初しよ年ねん兵へいの時に受けた説明を思い出せ。私物の持ち込みが許されるのは、お前たちが寝ね泊とまりする部へ屋やだけだったはずだが？」

「うっ……」

[image: ]

「たとえ宿しゆく舎しやの中であれ、廊ろう下かは公こう共きようのスペースだ。その廊下に置いてあったこれらの本も、自動的に基地の公共物、つまり北ほく域いき鎮ちん台だいの所有財ざい産さんということになる。その扱あつかいは宿舎の監かん督とく官かんである私に委ゆだねられる。没ぼつ収しゆうするも破は棄きするも私の裁さい量りようだ」

「い、言いがかりだっ！　確かに本ほん棚だながあるのはウチだけかもしれないけど、廊下の突つき当たりに共有物のスペースを設けてあるのは、どこの宿舎だって同じことじゃないか！」

「そういう慣かん例れいがあったとしても、それはそれだけのこと。明めい文ぶん化かされている軍ぐん規きのほうが優ゆう先せんされるに決まっている。──話は済すんだな。さぁ、持っていくぞ」

　手伝いに駆かり出したふたりの男性兵士に、タルカ中ちゆう尉いが目め配くばせする。だが、話を一方的に打ち切って逃にげようとする上じよう官かんに、カンナは食って掛かかった。

「だとしても、なんで警けい告こくもなしに没収されるんだ！　公共のスペースを侵おかしているのが問題なら、それを注意して、自分たちの部へ屋やに持ち帰らせれば済む話じゃ──」

「……ちっ。おい、それが上官に対する口の利きき方かッ！」

　さっきまでとは一変した形ぎよう相そうで、タルカ中尉が声を荒げた。カンナが息いきを詰つまらせる。

「兵へい卒そつふぜいが図ずに乗りおって。理り屈くつをこねるより前に自分の立場を思い出したらどうなのだ！　規き律りつを侵おかしたのは貴き様さまらのほうで、今はそれを上官の私にとがめられているところだ。そういう時は詭き弁べんなど弄ろうさず、粛しゆく々しゆくと反省を示すべきであろうが。違ちがうかッ！」

「…………ッ……」

　上から目線で自分の正義を押し付けるタルカ中尉よりも、それに抵てい抗こうできない自分のほうに、カンナは歯は嚙がみする。上官の怒ど鳴なり声に萎い縮しゆくしてしまうのは、すでに兵としての条じよう件けん反はん射しやだ。

「だいたい読書など金持ちの道どう楽らく、貴様ら歩兵には過ぎた趣しゆ味みだ。愚ぐにも付かない娯ご楽らく小しよう説せつなど読んでいる暇ひまがあれば外を走って体力を付けろ。まったく、こんなくだらんものを……」

　吐はき捨てるように言いながら、タルカ中尉は本棚から一いつ冊さつの古びた本を抜き出す。その表ひよう紙しを見た瞬しゆん間かん、カンナが血けつ相そうを変えた。

「待まって……！　それを乱らん暴ぼうに扱あつかうな！」

「ふん、そう慌あわてるところを見ると貴様の本のようだな。なになに、『大アラファトラ風ふ土ど記き』？　やけにご立りつ派ぱな装そう丁ていで目についたが……む、この著ちよ者しやの名前、どこかで……？」

　眉まゆ根ねを寄せて考え込むタルカ中尉だったが、数秒後、目め尻じりを一いつ気きにつり上げた。

「あ、あの『瀆とく神しん者しや』アナライ・カーンの著書ではないか！　不ぶ気き味みな研究で主しゆ神しんの威い光こうに唾つばを吐はき、それに留まらず、しまいにはキオカへと亡ぼう命めいして我われらの敵てきに回った忌いむべき大だい逆ぎやく賊ぞく！　カンナ一等兵、貴様はそんな不届き者の書いた本を愛あい読どくしていたのか！」

「ほ……本の中身と、書いた人の立場は、関係ない……」

　引け腰ごしに反論するカンナだったが、それでタルカ中尉の頭に完全に血が上った。

「貴様、まだ口が減らんかっ！　もう我が慢まんならん、歯を食いしばれッ！」

　タルカ中尉が本を振り上げた。殴なぐられると思ったカンナはとっさに目をつむり、

「いやいや、その使い方は間ま違ちがってる」

　割って入った黒くろ髪かみの少年が、間かん一いつ髪ぱつで中ちゆう尉いの手首をつかみ止めた。

「本は人を殴なぐるのに使うものじゃないし、女の子の顔は殴っていいものじゃない。このくらいは世界共通の常じよう識しきだと思っていたんだけどなぁ」

「誰だれだ貴き様さまぁッ！」

「通りすがりの帝てい国こく騎き士しです。僕ぼくの使命は、世に生きる全すべての年上女性の涙なみだを消し去さること」

　歯が浮くような台詞せりふを、イクタは真ま顔がおで言い切った。タルカ中尉が眉まゆ根ねを寄せる。

「帝国騎士……噂うわさの『騎士団』とやらの一員か？　黒髪黒くろ目めの貴様は、確かイクタ・ソロークだったか……。歓かん迎げい会かいではあまり目立っていなかったようだが」

「注ちゆう目もくを集めるのは得意じゃないんですよ。これでも謙けん虚きよなほうでしてね」

「なら、この手はどういうつもりだ」

　タルカ中尉に鋭するどくにらまれると、イクタはあっけなく相あい手ての腕うでを抑おさえていた手を離はなした。

「取り込み中に割り込んだ無ぶ礼れいはお詫わびしますよ。しかし、ここまでお二人の話を聞いていて、どうしても気になることがありましてね」

　喋しやべりながら本ほん棚だなに近付くと、そこに並んだ本を、イクタは興きよう味み深ぶかげに眺ながめる。

「……へぇ、いい本棚だ。小説や専せん門もん書しよをきちんとジャンル別に固めてあるし、古い本はあっても汚い本が少ない。この宿しゆく舎しやの人たちはみんな行ぎよう儀ぎのいい読どく書しよ家かさんなんですね」

「それが何だと──」

「活かつ版ぱん印いん刷さつ技ぎ術じゆつの発明で、写しや本ほんしかなかった昔むかしに比くらべると、本ははるかに身近なものになりましたね。国民の識しき字じ率りつの向上にも助けられて、本を読む層そうは着実に一いつ般ぱんへと広がっています」

　中尉の横よこ槍やりを無む視しして、イクタは堂々と話し続けている。その図ず太ぶとさにカンナは啞あ然ぜんとした。

「とはいえ、さすがにまだ庶しよ民みんにとっては気軽な買い物とはいかないようで。もう二十年も経てば話は違ちがうかもしれませんが、今の段階では、『特別な時に奮ふん発ぱつして一いつ冊さつ購こう入にゆう』くらいが関せきの山でしょう。……ま、それならそれで、売る側も色々と考えるものでして」

　本棚の中から二冊を選んで抜き出して、イクタはそれらを両手に掲かかげた。

「この『花はな乙女おとめリスィーレ』の表ひよう紙しには『恋こいの季節を迎えた娘むすめさんのために』。こっちの『ユピツネクの騎士』の表紙には『誰だれよりも勇ゆう敢かんに育って欲しい息子むすこのために』。見て分かるように、どちらも話の本ほん筋すじとは関係ない購こう買ばい促そく進しんのための煽あおり文なんですが、ここで注ちゆう目もくすべきは『子供に本を買って与える親』を販はん売ばいの主おもなターゲットにしている点です。

　肝かん心じんの作品のほうもそれと相あい性しようがいい。『花乙女リスィーレ』にしろ『ユピツネクの騎士』にしろ、これらの小説の主しゆ人じん公こうは、『こんな風ふうに子供が育ってくれたら素晴らしい』と両親に思わせる理想像なんです。まぁ冷静に読むと、色々と出で来きすぎなきらいはありますが」

　一度大げさに肩をすくめて、イクタはさらに続けた。

「僕ぼくの知る限り、こうした販売戦せん略りやくが用いられたのはこの二冊が走りです。が、その後も多くの作品が似にたような売られ方で大ヒットを飛ばしたため、多くの帝てい国こく人じんは『年とし頃ごろを迎むかえた我わが子に奮ふん発ぱつして一いつ冊さつ買い与えるもの』として本を認にん識しきしました。その流りゆう行こうが長年に渡った結果、今では多くの若者が、親に買ってもらった一冊の本を個人の財ざい産さんとして抱えるようになっています」

　そこでいきなり含ふくみのある笑え顔がおを浮かべると、イクタは本ほん棚だなを軽く叩たたいた。

「一冊一冊が決して安いものじゃない。だから、たとえ中ちゆう古こでも、これだけあればひと財産だ。──あなたもそう思ったんですよね、中尉殿？」

「え……？」

　カンナがハッとして視し線せんを移す。その先で、タルカ中ちゆう尉いが顔を引きつらせていた。

「貴き様さま、何を言っている……？」

「またまた、とぼけちゃって。彼女たちから本を没ぼつ収しゆうしたら、すぐに売っぱらうつもりだったんでしょ？　でなきゃこんな面めん倒どうなことをする理由がない。最初は部下をイジめて楽しんでいるのかとも思いましたが、それにしては顔が愉ゆ快かいそうじゃなかったし……何より、本を一冊一冊確かく認にんする目に熱が入り過すぎていた。あれは完全に商品を値ね踏ぶみする目でしたよ」

　宿しゆく舎しやの中で嵐あらしが過すぎ去さるのを待まっていた女性兵へい士したちも、イクタのその言こと葉ばに次々と反応を見せた。彼女たち全員の疑ぎ念ねんを、カンナが言葉にする。

「まさか……あたしらから本を奪うばおうとしたのは、自分の小こ遣づかい稼かせぎのためか……!?」

「ば、馬ば鹿かなことを言うなッ！　いったい何の根こん拠きよがあって……！」

　怒いかりのこもった無数の視線に晒さらされて、タルカ中尉の額ひたいに脂あぶら汗あせがにじむ。そこにイクタが追い打ちをかけた。

「……『伊達だて男おとこバッテラノィ』、『ミヤカンネの薔薇ばら』、『ハゼクとウルビナ』、『ダリス一いち代だい記き』」

「……ッ!?」

「あなたがさっき本棚から引き出して、モノの保ほ存ぞん状じよう態たいを確かめていた作品ですよ。……自分で読書をされるわけでもないのに、よくご存じですね？　古本市場での高値売れ筋作品なんて」

「なっ、あっ……！」

「僕ぼく自じ身しん、人生が順じゆん調ちように進んでいれば、国こく立りつ図と書しよ館かん勤づとめの平へい穏おんな毎日を送っていたはずでしてね。古ふる本ほんを売って稼ぐなら、出しゆつ版ぱん数すうの多いヒット作よりも、手に入りにくいマイナー作品をコレクター相あい手てに売ったほうが金になる。そういう業界の事情はよく知ってまして」

「ぐっ…………！」

「すでに商人とも渡りをつけてあるんでしょう？　目の付け所はなかなか──ぐっ！」

　イクタの腹はらにこぶしが突つき刺ささった。たたらを踏ふんだ少年を、目のすわった中尉が追う。

「貴様、もう何も喋しやべるな……。第三皇おう女じよのお気に入りという話だから、なるべく穏おん便びんに済すませたいと思っていたが……そこまで侮ぶ辱じよくを重ねるなら、もはや知らん……！」

　手に持っていた『大アラファトラ風ふ土ど記き』を地面に放り出し、自由になった両手を構えて、タルカ中ちゆう尉いは相あい手てににじり寄っていく。イクタは咳せき込みながら後ずさった。

「ごほっ、あぁもう、キレるのが早いなぁ。ちゃんと話を最後まで聞いてください」

「死ぬまで勝手にほざいていろ」

　中尉の両手につかまらないよう逃げながら、イクタはなおも喋しやべり続ける。

「はいはい、許きよ可かをもらったなら遠えん慮りよなく。──僕ぼくが中尉殿どのに何より分かっていただきたいのは、『金持ちの道どう楽らく』に留まらない本の価か値ちです。それをこれからお見せしましょう」

「顔の形が変わるほど殴なぐられながら、か？」

「そうならないための力を、本が授さずけてくれるんですけどね。──さて、唐とう突とつですが中尉殿に質しつ問もんです。虫はお好すきですか、それとも嫌きらいですか？」

「好きも嫌いも考えたことはない。虫けらは虫けらだ……目め障ざわりなら踏ふみ潰つぶすだけだ」

「豪ごう快かいですね。でも、世の中には色々な虫がいますよ。空を飛ぶもの、素早く動くもの、強い毒どくを持つものもいます。そういう脅きよう威いの全すべてに、何の予備知識もなく対応できますか？」

「虫けらに何を構える必ひつ要ようがある？　何事にも動じない軍人の心構えひとつでじゅうぶんだ」

　そう話している間にも、イクタは宿しゆく舎しやの壁かべに追い詰つめられようとしていた。血を見る前に止めに入ろうと思うカンナだが、なぜか当とうの少年が、それを拒こばむ視し線せんを壁際ぎわから送ってくる。

「最後にひとつ。軍ぐん人じん魂だましいが万ばん能のうだと思ってると、痛い目を見ますよ」

「最初から自分に無いものを、知ったように語るな。──死ね」

　壁を背せ負おって逃げ場をなくした獲え物ものに、満まんを持してタルカ中尉が襲おそいかかる。同時にイクタは後ろへ跳とんだ。──そこに壁しかないことは承しよう知ちで、むしろ壁にぶつかりにいった。

　体が壁に当たった衝しよう撃げきで、ふたりの頭上にせり出していた宿舎の庇ひさしから、ひとかたまりの何かが落下を始める。次の瞬しゆん間かん、目の前に落ちてきたそれを、イクタは迷わず右手でつかみ取り──ノータイムで中尉の鼻先に突つきつけた。

「あ……？」

　打だ撃げきと呼べるほどの勢いはない。だから中尉は恐れることなく、それを凝ぎよう視ししてしまう。

　毛むくじゃらの八本足が、蠢うごめいた。目の前二センチの距きよ離りで、ワサワサワサワサワサワサと。

「──ふヒィッ!?」

　喉のどから変な声を漏もらしながら、中尉は飛びすさった。理り屈くつではなかった。その造ぞう形けいを恐れる哺ほ乳にゆう動どう物ぶつとしての本ほん能のうが、抵てい抗こう不ふ可か能のうの強制力をもって彼にそうさせた。

　そして、始めからそうなると知っていた少年だけが、逃げた相手を即そく座ざに追った。肉にく薄はくしざまにシャツの襟えり首くびを左手一本で手た繰ぐり寄せて、上のボタン二つを引きちぎる。そうやって体との間に空いた隙すき間まめがけて、右手に握にぎったモノを一ひと息いきで突き込んだ。

　それが何であったか、中尉はもう、見てしまっている。

「ほぁぁああいいィィイアアアヤアアアアアアアアアアッ──！」

　パニックが起こった。いやパニックでは生なまぬるい。それは地じ獄ごくの狂きよう乱らんだった。

　タルカ中ちゆう尉いは必ひつ死しでシャツに手を突つっ込むが、ソレはすさまじい勢いで服の中を逃げ回る。ワサワサワサワサワサワサと、肌はだの上を毛むくじゃらの節せつ足そくで這はいまわる。理性を一いつ瞬しゆんで吹き飛ばす、その感かん触しよくのおぞましさ。中尉の喉のどから際さい限げんなく絶ぜつ叫きようがほとばしった。

「うぃぃぃィィイィィィィヒイイイィィィイイイ──ッ！」

　手で追う、奥に逃げる、手で追う、さらに奥に逃げる。それを繰くり返しているうちに、いつしか例のモノはズボンの中にまで入り込んでいく。そして毛むくじゃらの感触が股こ間かんまで届くに至いたって、すでに飽ほう和わ状じよう態たいにあったはずの恐怖が、再ふたたび全身の毛け穴あなから噴ふき出した。叫さけびながらのたうち回り、両手と地面を使って全ぜん身しんを打ち付ける。この世のものとは思えない中尉の狂きよう態たいを、女性兵士たちは呆ぼう然ぜんと見守るしかなかった。

「ハァァァアアアアアァフッフヒッ！　フフォッ！　ハブァァァアアアアフゥッ──！」

　数十秒だったのか、数分だったのか、それ以上か……戦いの正確な長さは誰だれにも分からない。ともあれ、軍人としての尊そん厳げんの全すべてをかなぐり捨てた中尉の抵てい抗こうによって、ついにソレは狭せまい軍ぐん服ぷくの中から追い出された。

　大人の手のひらほどもある八本足の影が、砂すな地じの上を目にも止まらない速度で逃げ去さっていく。ただひとりイクタだけが、その背中を敬けい礼れいで見送った。

「任にん務むご苦労、アシダカ軍ぐん曹そう。……ムカデ握にぎらせを牽けん制せいの小こ技わざとすれば、今のは禁きんじ手に近い奥おう義ぎのひとつ。もしこれを受けて怯ひるまない人間がいるとすれば、そいつの姓せいはたぶんイグセムじゃないかと思う……」

　地面に転がったまま、半なかば失しつ神しん状じよう態たいのタルカ中尉を見下ろして、イクタは続ける。

「でも、さっきあなたが放り出した本……あの『大アラファトラ風ふ土ど記き』を事前に読んでいれば、この被ひ害がいは回かい避ひできたはずですよ。事前に『虫』というヒントまで出していたんだから。彼らが日中は日差しを避さけて、庇ひさしや軒のき下したに身を寄せていることを知っていれば……僕がただ逃げているんじゃなく、アレを見つけた場所に誘導しているんだと気付けただろう。お分かりですか。本の価か値ちとはそういうものなんですよ、中尉殿どの」

　聞こえているかも分からない相あい手てに、それでも説明は続く。勝しよう者しやの義ぎ務むとして。

「見た目の迫はく力りよくに驚おどろくけれど、アシダカグモ自体はありふれた虫だ。作物を虫ちゆう害がいから守るために、シナーク族の穀こく倉そうにはアレが数すう匹ひき飼かわれている。近付いてきた虫を片かたっ端ぱしから捕ほ食しよくする腕うで利ききのハンターだけど、人間や作物には何の害がいも与えない。ああ見えて益えき虫ちゆうなのさ。さっきの使い方はあくまで緊きん急きゆう措そ置ち、良い子はマネしないように」

　わしづかみにするところから普通は不ふ可か能のうだと、カンナは心の中で突っ込んでおいた。彼女の視し線せんの先では、イクタがクスの凝集光ハイビームを横たわったタルカ中尉の目に当てている。

「ああ、これはしばらくダメかな……。おーい、そっちの手伝いふたり。悪いけど医い務む室しつまでこの人を運んでってやってくれない？　本ほん棚だなは置いてっていいからさ」

　間ま延のびした声でそう言われて、今まで蚊帳かやの外から事態を見守っていたふたりの男性兵へい士しは、やっと仕事を見つけたという顔で動き始めた。

　単たん純じゆんに手伝いに駆かり出されただけと見えて、タルカ中ちゆう尉いとの間に特別な結むすび付きはないらしい。放ほう心しん状じよう態たいの上じよう官かんの体をかつぎ上げると、ふたりはそのまま宿しゆく舎しやの前から去さっていった。

「ふぅ……疲つかれた……。倒すつもりとか、別になかったんだけどなぁ……。今日は自分ひとりで切きり抜ぬけなきゃならなかった分、ちょっとやりすぎたか……」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちりながら、イクタはさっき中尉が放り投げた本を地面から拾い上げた。

「よかった、そんなに痛んでないな……。……ほら、君のでしょ、これ」

「あ……」

　砂すなを払はらって差し出された本を、カンナは反はん射しや的てきに両りよう腕うでで抱きしめた。

「よ、よかった……ありがとう。い、いえ、ありがとうございます准じゆん尉い殿どの」

　彼女が慌あわてて言い直すと、イクタの顔にたちまち絶ぜつ望ぼうが広がった。

「……イッくんって呼よんでくれないかな。いや、いつもなら僕ぼくも、もうちょっと段だん階かいを踏ふむんだけどね……？　正直今の一戦で、その分の体力を使い果はたしちゃったから……。あ、あとそうだ、君の名前は？」

　わけの分からない要求だったが、断る理由もカンナにはなかった。何より相あい手ては恩おん人じんだ。

「北ほく域いき鎮ちん台だい第だい一いち連れん隊たい所しよ属ぞく、カンナ・テマリ一いつ等とう兵へいです。パートナーは風かぜ精せい霊れいのタブ。よろしくお願いします、えと……イッくん殿どの」

「イッくん殿ね……まぁいいか。うん、初めましてカンナ。突とつ然ぜんだけど、君は僕の妹弟子だ」

「は……？　で、弟で子し……？」

　意味が分からずにカンナが首をかしげると、イクタは彼女の持つ本を指差した。

「その本、読んだんでしょ？　なら君も立りつ派ぱな『アナライの弟子』だよ。君のほうが年上みたいだけど、僕は弟子としてけっこう古ふる株かぶだからね。たぶん僕のほうが兄あに弟で子し」

　そう言って、イクタは親しみのこもった微笑ほほえみを向ける。カンナは理由もなくドギマギした。

「え、えっと、それってつまり……イッくん殿がこの本の著ちよ者しやの、アナライ・カーン博士はかせに師し事じしてるっていうこと……？　あ、いえ、そういうことですか？」

「うん、その通り。君と僕は、同じ科学の徒とだ」

　同じ科学の徒。言こと葉ばの意味も分からないのに、その響ひびきはなぜか、カンナの心に重く残った。

「ねぇカンナ。その本、どこが一番おもしろかった？」

　軽い口く調ちようでイクタが尋たずねる。その何なに気げなさが、カンナにはとても新しん鮮せんだった。そういう話をしてもいい相手がこの世にいることを、彼女はこの時初めて知ったのだから。

「あ、えっと……アルデラ教についての考察、のところ、かな」

　イクタの肩がぴくりと震ふるえる。それは彼が予想しなかった答えだった。

「……アルデラ教についての？　シナーク族の精せい霊れい信しん仰こうについての、じゃなくて？」

「は、はい。シナーク族の精せい霊れい信しん仰こうを分ぶん析せきした上で帝てい国こくのアルデラ教を対たい比ひしてみると、色々と奇き妙みようなところが見えてくる、という話なんですけど──」

　舌した足たらずに喋しやべり始めたカンナに、イクタは興きよう味み深ぶかく耳を傾かたむけようとして──その瞬しゆん間かん、後ろから頭をわしづかみにされていた。

「──自じ主しゆ的てきに営えい倉そうに入ってるんじゃなかったのかな？　ソローク准じゆん尉いよ」

　名指しされたイクタが恐る恐る振り向くと、そこには案あんの定じよう、ひきつった笑いを浮かべたサザルーフ中ちゆう尉いが立っていた。少年は青ざめた顔で舌した打うちする。

「……しまった。僕ぼくとしたことが、ここでのんきにし過すぎた……！」

「その発言からして図ず太ぶといんだよ。高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいの中にもやる気のない奴やつはいるもんだが、演習を途と中ちゆうで抜け出して女を口く説どきにいったのは、たぶんお前が初めてだな」

　問もん答どう無む用ようでイクタの襟えり首くびをひっつかみ、サザルーフ中尉は営倉に向かって彼を引きずり始めた。呆ぼう然ぜんとそれを見送るカンナへ、それでも少年は懲こりずに声をかけた。

「カンナ、必かならずまた会おう！　話の続きはその時に聞かせて！　約やく束そくだ！」

「は、はい……？」

「うんうん、青春だなー。でもあれだなー、次までお前の命があるといいなー」

　迫はく力りよくのある笑え顔がおを崩くずさないサザルーフ中尉に、問もん題だい児じはずるずると引っ張られていった。

「……な、なんだったんだ、今の……」

　ふたりの姿が消えた後も、カンナはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。が、とにかく本を宿しゆく舎しやの中に戻さなければ傷んでしまう。本棚をいっしょに運ぶ仲なか間まを呼ぼうと、彼女は振り向くが、

「わっ……！」

　いきなり強い横風が吹きつけて、手の中にあった『大アラファトラ風ふ土ど記き』のページが次々とめくれていく。背せ表びよう紙しを残した最初の一ページまで逆にめくり終わると、そこには、これから本を読み始める者に向けた、著ちよ者しやからのメッセージが書かれていた。

　──科学の世界へようこそ！

　その一いち文ぶんには、さっきの少年の言こと葉ばと同じ、不ふ思し議ぎな温あたたかみがこもっていた。







　上じよう官かんの手て荒あらいエスコートを受けたイクタは、そのまま基き地ち内部の営倉へ直行した。二に畳じよう未み満まんのスペースに灯あかりはなく、扉とびらには鉄てつ格ごう子しのはめ込まれた覗のぞき窓まどがある。ほとんど牢ろう獄ごくだ。

「ソローク准尉。飯めしも水もなしで、これまで最さい長ちようで何日耐たえたことがある？」

　覗き窓からおそろしい質しつ問もんを投げかけられて、イクタは真しん剣けんに考え込んだ。

「……それ、おやつは飯に含ふくみますか？」

「当たり前だ。ここでとんち利きかせてどうする」

「じゃあ、虫はおやつに含まれますかね」

「妙みようなグレーゾーンを設せつ定ていするな。飯めしの定てい義ぎは、空気以外で口に入れるもの全すべてだ」

　茶ちや化かして時間を稼かせぎつつ、イクタは考えた。──これはたぶん、答え方を間ま違ちがえると大変なことになる。長すぎず短すぎず、相あい手てが妥だ当とうと思うラインの下限を探さぐらなければ。

「……うーん、それならまぁ、三日くらい、ですかね……」

　おそるおそる答えた少年に、サザルーフ中ちゆう尉いは軽くうなずいてみせる。

「分かった。じゃあ三百日、耐たえてみろ」

「百倍換かん算さんとかっ！　なんて答えようと餓が死し一いつ択たくじゃないか！」

　イクタが扉とびらを両手でガンガン叩たたく。外側では、サザルーフ中尉がその扉を背せに座すわり込んだ。

「まぁ、そう荒ぶるなよ。お前は無む許きよ可かで演習を抜け出した、その点について言い訳わけの余よ地ちはない。まさか罰ばつが軽く済すむなんて思ってなかっただろ？」

「だとしても、初しよ犯はんで遠とお回まわしに死し刑けいを言い渡されるとは思っちゃいねーですよ」

「本当に死ぬまで閉じ込めたりはしねーさ。だが、その減へらず口が叩けなくなるくらいまでは弱ってもらわないと、こっちとしても上じよう官かんの立場がないってもんだろ」

　ふぅ──と重いため息いきを吐はき出してから、サザルーフ中尉は改あらためて口を開く。

「……正しよう味みのところ、分からなくてな。なぁ、何を考えてその立場にいるんだ、お前？」

「何を考えて、と言われてもなぁ……。はっきり言えば百パーセント成なり行ゆきなんですが」

「それにしちゃ、噂うわさに聞こえてくる活かつ躍やくぶりが華はな々ばなしすぎるだろ。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって叙じよ勲くんまでは幸こう運うんの産さん物ぶつだったとしても、第三皇おう女じよの誘ゆう拐かい事じ件けんを未み遂すいに留めたのはどうだ？　そっちは完全に、お前の積せつ極きよく的てきな行動の結果としか思えない」

「それに関しちゃ否ひ定ていするのも面めん倒どうだからしませんが。……サザルーフ中尉、何やら僕ぼくに対して面倒な先せん入にゆう観かんを持ってませんか？」

　イクタが鋭するどく切り返すと、中尉は肩をすくめてうなずいた。

「……まぁな。いくら変わり者っても、それは表面上の話。エリートらしく出しゆつ世せには断固としてこだわるタイプだと思ってたよ。無理もないだろ？　もともと高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいってのはそういう連中の群むらがるポストだ」

「偏へん見けんで相手の本質を見失っている好こう例れいかと思いますが」

「ああ、認めるさ。お前はどうやら本気で出世にはこれっぽっちも興きよう味みがないらしい。そうでもなきゃ、大して辛つらくもない演習を抜け出して減点の材料を作ったりはしないだろうからな」

「別に『騎き士し団だん』の面子めんつが全員同じってわけじゃないですよ。まぁハロには少し無む欲よくなところがありますが、それは単たんに謙けん虚きよさの表れですし、残る三人はそれぞれ出世に対して前向きです。そこは勘かん違ちがいしないように」

「そうやって仲なか間まにはフォローを入れとくわけだ。ますます分からんな、お前が──ぶっ!?」

　背中と後こう頭とう部ぶに強い衝しよう撃げきを受けて、サザルーフ中尉が前のめりになった。イクタがしつこく両手で叩たたき続けたことで、経けい年ねん劣れつ化かで傷いたんでいた扉とびらの蝶ちよう番つがいが外れてしまったのだ。

　予想外の幸こう運うんに見み舞まわれたイクタは、打った後こう頭とう部ぶを手で抑おさえてうめいている上じよう官かんをまたぎ越こえて、その足で脱だつ走そうを図はかる。が、視し界かいの端はしに妙みようなものが入って、ふと動きを止めた。

「……こっちの営えい倉そうには何が入ってるんだ？　クス、凝集光ハイビームを」

「つぅぅ……って、おいこら！　勝手なことを──」

　サザルーフ中ちゆう尉いが止めた時には、もうクスの放った光が営倉の中の暗くら闇やみを切り取っていた。その刺し激げきに反応して、人の膝ひざ丈たけにも満たない小さな何かが、床ゆかの上でもぞもぞと蠢うごめく。

「……ちょ、これって……」

　それらの正体を見て取った瞬しゆん間かん、イクタの表情には、戦せん慄りつに近いものが走っていた。

「……精せい霊れい!?　なんだこれ、なんでこんなところに押し込められて──」

「あー、光当てちまったな。……ソローク准じゆん尉い、パートナーに灯あかりを消させろ。命令だ」

　やや強い口く調ちようで命じられて、イクタもとりあえず灯りを消す。それで精霊たちの姿はほぼ見えなくなったが、高い採さい光こう機き能のうをもつ眼がん球きゆうだけが、闇やみの中で猫ねこの目のように輝かがやいていた。

「……中尉。これ、どういうことか説明してくれますか？」

　面めん倒どうな奴やつに見られちまったなぁ、という顔をして、サザルーフ中尉は頭をかいた。

「まぁ、見ての通りだ」

「いやいや。僕ぼくが言うのも何ですけど、あっちゃならない光景でしょ、これは。『精霊とその契けい約やく者しやはいつ何なん時どきも共ともにあり、これを当とう事じ者しやの意に反して分かつこと何人にも能あたわじ』──アルデラ教の基き本ほん教きよう義ぎ、戦せん時じ条じよう約やくですら保ほ障しようされている人と精霊の権利じゃありませんか」

「…………」

「もう戦争は終わっていますし、そもそもここは前線から遠く離はなれた北ほく域いきだ。まさか送そう還かん待まちの捕ほ虜りよ精霊ってことはないでしょう。仮かりにそうだとしても、この扱あつかいは論ろん外がいですがね。ちゃんと光を浴びなければ精霊は動けなくなってしまうのに」

　四よん大だい精霊は光をエネルギーに変えて活動する。例外もあるが、主しゆ要ような活かつ力りよく源げんということは確かだ。これはある程てい度ど「貯ためておく」ことも可か能のうなようで、よく晴れた日なんかには、薄うすい板状のものを背中から翼つばさのように生やして日につ光こう浴よくをしている精霊たちの姿が見られる。

「暗いところに長期間閉じ込めて身動きを取れなくしている。人間でいえば絶ぜつ食しよく・監かん禁きんにも等しい、これは明らかな精霊虐ぎやく待たいだ。……何の理由があって、誰だれの許しのもとに、こんなことをしてるんですか？」

　自分の悪あく行ぎようはすっかり棚たなにあげて、パートナーの精霊と共に上官をにらみつけるイクタ。弾だん劾がいの色を帯びたその視し線せんに耐たえかねて、サザルーフ中尉は逃げるようにかぶりを振ふった。

「俺おれが主しゆ犯はんみたいに言うなよ。……もう見られちまったから言うがな。これは他でもない、北ほく域いき鎮ちん台だいの司し令れい長ちよう官かんであるサフィーダ中ちゆう将じようがやらせていることなんだ」

　その名前が出た瞬間、イクタにも目の前の状じよう況きようがピンときた。

「……なるほど。この精せい霊れいたちは、軍ぐんと緊きん張ちよう状じよう態たいにあるシナーク族から取り上げたものですね？」

「当たりだ。さすがに理解が早いな」

「さっき照てらした時、姿が見えたのが風かぜ精霊と火ひ精霊ばかりでしたから。四よん大だい精霊の中でも、この二種は戦せん闘とうで直接の武器になる存そん在ざいです。……風銃エアシユーターと火、この二つを失えば戦力がガタ落ちになるのが現代戦。それを真っ先に押さえておくというのも、戦せん略りやくとしては分かります」

「物分かりがいいじゃないか。……ま、要ようするにそういうことだ。長らく留まるところを知らなかったシナーク族の反はん骨こつ精せい神しん、それを押さえ付けるために取った苦く肉にくの策さくの結果がこれだ。見せしめも兼かねて、やんちゃをした奴やつらから、武器とパートナーを同時に取り上げたわけだな」

　言いながらも、そうそう割り切れる性質たちではないらしく、サザルーフ中ちゆう尉いは居い心地ごこち悪そうに視し線せんを泳がせている。そんな上じよう官かんを尻しり目めに、イクタは厳きびしい顔で考え込んだ。

「……別に、ここで正義や倫りん理りをどうこうとは言いませんよ。行ぎよう儀ぎよくルールを順じゆん守しゆしてちゃ絶対に勝てないのが戦争です。ただ──このやり方について、いくつか気になることが」

「……何が気になる？　少なくとも実感として、この作戦は効こう果かを上げているようだぞ。奴らの最近の大人しさを見ても、それは疑いづらい」

　最近になってシナーク族との小こ競ぜり合いが減っている事実を、サザルーフ中尉は根こん拠きよとして説明した。……が、それを聞いてもまだ、少年の表情を覆おおった曇くもりは晴れない。

「その結果に、この作戦が影えい響きようしている可か能のう性せいは高いでしょう。……でも、それは本当に、サフィーダ中ちゆう将じようが望んだ効果を生んでいるのでしょうか？」

「現にここ半年、奴らはほとんど暴れていない。めっきり大人しくなったんだぞ」

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。……ただひとつ確かに言えるのは、この作戦の本質が、駄だ々だっ子こを頭から押さえつけるやり方だということです」

「頭から、押さえつける……？」

「そういうやり方は、僕ぼくなら避さける。固くフタをした鍋なべの中で高まっていく内ない圧あつを想像するのが怖いし……それより何よりも、これで向こうには大たい義ぎが生まれてしまった。非ひ道どうに奪うばわれたパートナーを取り戻すという、シンプルで強力な大義が」

　ぶつぶつと不吉なことを呟つぶやきながら、イクタはサザルーフ中尉の横を通り過ぎていく。鉄てつ格ごう子しのはまった扉とびらの前を通り過ぎ、重い足取りのまま、彼はしだいに明るい廊ろう下かのほうへ──

「待まてぃ。どこに行こうってんだコラァ」

　──逃れる寸すん前ぜんで中尉の腕うでが伸び、どさくさ紛まぎれのエスケープを断だん固こ阻そ止しした。

「……あ、あれ。『サザルーフは呆ぼう然ぜんと彼の背中を見送った』でしょ、そこは」

「話はなかなか興きよう味み深かったけどな……。あいにくと俺おれは、自分の守しゆ備び範はん囲い外がいのことにいつまでもウジウジと悩まされる性質たちじゃないんだよ」

　笑え顔がおで切り捨てると、サザルーフ中ちゆう尉いは再ふたたびイクタの襟えり首くびをつかみ、手近な営えい倉そうの中に体ごとぶん投げた。それから閂かんぬきをかけて、蝶ちよう番つがいを念入りにチェックする。老ろう朽きゆう化かはしていなかった。

「話のおもしろさに免めんじて、予定より二百九十五日ほどマイナスしてやる。耐たえるんだな」

「五日も飲まず食わずでいろと!?　あんまりだ！　この不当な扱あつかい、中ちゆう央おうに帰ったらお偉えらいさんに報告するからな！　地方軍人の安やす月げつ給きゆうを絶望的なところまで減らしてやるぞ！　絶対だ！」

「そう来るか……。うん、意外と嫌きらいじゃないぞ、その清すが々すがしいまでにミもフタもない感じ。典てん型けい的てきなエリートよりも、お前みたいなヤツのほうが最終的に出しゆつ世せするのかもしれないな」

　どこまで本気なのか分からない評ひよう価かを残して、サザルーフ中尉は営倉から去さっていく。その背中が見えなくなってもしばらく、イクタは鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから悪あく態たいを突ついていた。







　北ほく域いきへの赴ふ任にんから一週間余あまりが経たち、高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいたちとその兵も、ようやく異い境きようでの暮くらしに慣なれ始めたころのこと。

「我われの挑ちよう戦せんを受けろ、レミオンの末すえ息子むすこぉぉ！」

　イクタを除のぞく騎き士し団だんの面々が、食堂でテーブルを囲んでくつろいでいたところに、デインクーン准じゆん尉いがはらわたを揺ゆすぶる大声で割り込んできた。が、今回は名指しの相あい手てが前と違ちがう。

「…………え、あれ、ぼく？　ヤトリさんじゃなくて？」

「今日はきさまに挑いどみたい気分なのだ！　さぁ、帝てい国こく男だん児じならば潔いさぎよく受けて立てぃ！」

「いや……でも、ぼく、あまり剣けんは得意じゃなくて……」

　トルウェイが言いよどむ。デインクーンはいかつい顔に渋じゆう面めんを浮かべた。

「ぬぁんだと!?　貴き様さま、仮かりにも皇こう帝てい陛へい下かから帝国騎士の称しよう号ごうを授さずかった軍人であろうが！　それが剣のひとつも満足に扱あつかえぬ有あり様さまとは、一体どうやって仕つかえし姫ひめ君ぎみを守る所しよ存ぞんなのか！」

　それは突つかれると痛いたいところだったのか、本人もうつむいて反論しない。……が、デインクーンの突とつ然ぜんの乱らん入にゆうと一方的な非ひ難なんを、ここで不ふ愉ゆ快かいに思った人間は他にいた。

「大たい概がいにせよ、デインクーン准尉。余よの騎士を余の目の前で愚ぐ弄ろうするのか？」

　シャミーユ殿でん下かの声は冷たかった。歓かん迎げい会かいでヤトリが決けつ闘とうを強しいられた時に渋しぶい顔をしたように、もともと彼女は「剣の腕うで前まえで白しろ黒くろ付つける」という原げん始し的てきな考え方を好このまないのだ。

「だいいち、トルウェイの得え手ては射しや撃げきだ。風銃の腕前ならばそう易やす々やすと人じん後ごには落ちぬし、それは現代の戦場において、一いつ般ぱんには剣の腕前よりもよほど有用な技術であると──」

「失礼をばぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　彼女が言い終るのを待またず、デインクーン准尉は膝ひざで床ゆかを割る勢いきおいでその場にかしづいた。言こと葉ばの途と中ちゆうでぽかんと口を開けたまま、姫ひめ君ぎみは呆ぼう然ぜんとする。

「…………いや、だから余よはだな。剣けんに限らず各人に固こ有ゆうの長ちよう所しよを見るべきだと……」

「ご無ぶ礼れいをばぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「……一面的な評ひよう価かで人を決めつけるのは感心しない、ということをだな……」

「お許しをばぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　口こう論ろんを始めるつもりだった姫君は、相あい手ての態たい度どにすっかり肩かた透すかしを食らった。……見れば、デインクーン准じゆん尉いに反論の意気などは微み塵じんもない。その徹てつ底ていした従じゆう順じゆんさは、まるでこれから下される言葉が神しん託たくでもあるかのようだ。

　姫君の戸と惑まどいも長くは続かなかった。……少し極きよく端たんだが、これは帝てい国こく民みんとして当然の反応だ。皇こう族ぞくの言葉は神しん聖せいにして絶対のもの。この状じよう況きようで言い返す者のほうが珍めずらしいだろう。

　すっかり馴な染じみになった騎き士し団だんの面々でさえ、滅めつ多たに姫ひめ殿でん下かと論ろんを戦たたかわせようとはしない。例外はひとりだけだ。最近はその例外のことばかり考えていたせいで、姫君の感かん覚かくも少し一いつ般ぱんからズレてしまっていた。

「将しよう棋ぎはどうかしら、デインクーン准尉。それならトルウェイも得意よ」

　シャミーユ殿でん下かが複ふく雑ざつな心しん境きようでいるのを汲くみ取って、ヤトリが明るく提てい案あんした。救われた想いで姫君もうなずく。

「もういいから面おもてを上げよ、デインクーン准尉。……ヤトリの提案には余よも賛さん成せいする。そなたも時には剣の腕うで前まえではなく、盤ばん上じようの深しん慮りよ遠えん謀ぼうをもって優すぐれた軍人たるを示してはどうか」

「ははぁっ！　挽ばん回かいの機会を与えていただき、光こう栄えいの至いたりにあります！」

　デインクーンが元気よく立ち上がる。提案者のヤトリがすぐに部へ屋やの隅すみの棚たなから将棋盤ばんと駒こまを持ってきた。セッティングが終わり、対戦者の二人がテーブルを挟はさんで席せきに着く。

「これならば文もん句くはあるまい！　存ぞん分ぶんに実力を見せてみろ、レミオンの末すえ息子むすこ！」

「は、はは、お手て柔やわらかに……」

　先せん手てに決まったデインクーン准尉が、盤を割りかねない勢いで駒を叩たたきつけた。その迫はく力りよくに気け圧おされながらも、トルウェイは深しん呼こ吸きゆうして序じよ盤ばんの流れを探さぐり始める。

　観かん衆しゆうが見守る中、スピーディーな展てん開かいで勝負が進み、そして開始から十分後──。

「ごめん、これで詰つみだよね……」

「ぬわぁぁぁぁぁあっ！」

　わずか五十四手でトルウェイの勝ちが決まった。これには観戦していたマシューも呆あきれる。

「……弱い。弱すぎだろ。なんで持ち駒ごまが劣れつ勢せいなのに総そう攻こう撃げきかけるんだよ」

「ま、守りは性しように合わぬっ。名めい将しようたるもの、兵力の不足など士し気きでカバーするのだ！」

「将棋なんですから、力いっぱい打っても駒の性せい能のうは変わりませんよー」

　マシューとハロから当然のつっこみが放たれて、デインクーンの背中に突つき刺ささる。屈くつ辱じよくに耐たえかねた彼は肩を震ふるわせて立ち上がり、ちょっと涙なみだ目めでトルウェイをにらんだ。

「おそるべき男よ、トルウェイ・レミオン……。だが、これで終わりと思うな！」

「あ、うん。将しよう棋ぎならいつでも……」

　本人の口から再さい戦せんが約やく束そくされると、デインクーン准じゆん尉いは納なつ得とくした様よう子すで身をひるがえし、敗者とは思えない貫かん禄ろくで食堂から去さっていった。パートナーの水みず精せい霊れいニキが、腰こしのポーチで主あるじに代わってバイバイと手を振ふっている。

「邪じや魔まだ邪魔だ、のけいっ！」

「うっふぁ」

　ズンズンと進んでいく巨きよ体たいが、途と中ちゆうでゴミのように何かを吹き飛ばす。倒たおれた状じよう態たいから生まれたての小こ鹿じかのように膝ひざを震ふるわせて立ち上がろうとしているのは、よく見るとイクタだった。

「……み、みずぅ、くいものぉ……」

　かさかさに乾かわいた唇くちびるから喘あえぐように声を出し、そのまま彼は食堂の入り口で倒れこんだ。姫ひめ殿でん下かが大おお慌あわてで席せきを立って駆かけ寄っていく。

「ど、どうしたのだソローク、こんなにやつれて……！　営えい倉そうに入れられていたとは聞いたが、まさか食事が与えられなかったとでも……!?」

「みずぅ……みずぅぅ……」

「水だな、ちょっと待まっていろ……ひゃぁっ!?　やっ、あ、何をする、首くび筋すじをなめるなぁ！」

　渇かわきの極きよく限げんにあって朦もう朧ろうとするイクタは、水分を求める本ほん能のうのあまり、目の前の汗あせばんだ首筋に舌したを這はわせてしまった。姫ひめ君ぎみの背せ筋すじにぞくぞくとした感かん覚かくが駆け上る。

「わわわっ、イクタさんダメです！　それはお姫ひめ様さまですよーっ！」

「何をとち狂くるっているの！　ほら、水ならここに──あら、水差しが空からっぽ？　……仕し方かたない。ねぇハロ、ミルのお腹なかに貯ちよ水すいはある？」

「あ……はい、一人分くらいなら！　ミル、お願い！」

　主あるじに抱き上げられたミルが、その胴どう体たいから横に伸びた「水すい口くち」をイクタの顔の前に差し出す。初めは無む反はん応のうだったが、先せん端たんから一いつ滴てき水がこぼれて唇を湿らすと、それをきっかけにものすごい勢いで水口へしゃぶり付いた。

　念願の水を得た喉のどが、ごくごくと音を鳴らしてそれを飲み込む。その間、体に吸い付かれたミルがちょっと嫌いやそうな顔をしているように見えたのも、たぶん気のせいではなかったろう。

　ミルの体内に貯水していた分が空からになるまで飲み干ほすと、それでようやくイクタは「水口」から唇を離はなして、まだ健けな気げにもそばにいた姫君の膝ひざの上に頭から寝ね転ころがった。

「…………おう。僕ぼく、生きてる」

「あ、正しよう気きに戻りましたね。……もう、いったいどれだけ飲まず食わずだったんですか？」

「丸まる六日……。『悪い悪い、一日勘かん違ちがいしてたわ』って、くそぅ、サザルーフ中ちゆう尉いめ……」

「元もとを辿たどれば自じ業ごう自じ得とくでしょ。ほら、正気に戻もどったなら、さっさと姫殿下のおみ足から離れなさい」

　ヤトリにそう言われて、ようやくイクタは自分が誰だれの膝ひざに頭を乗せているのか気が付いた。さっきの出で来き事ごとで顔を真まっ赤かにしている姫ひめ君ぎみと、そのまま上と下で無む言ごんのまま視し線せんが絡からむ。

「………………ソローク。何か余よに対して、言うことはないか」

「……そうですね。どうせ膝ひざ枕まくらするなら、もっと肉付きのいいほうが──ぐばぁっ！」

　言い終わる前に、シャミーユ殿でん下かの振り下ろしたこぶしがイクタの鼻っ面つらに炸さく裂れつしていた。悶もん絶ぜつして自分の膝から転がり落ちていったイクタを、姫君は涙なみだ目めでにらみつける。

「そなたなど、そのまま飢うえて死んでしまえ！」

「ぐぅ……。そう怒鳴らなくても、ほっとかれれば早そう晩ばんそうなりますよ……。あー、腹はら減へった。もう虫を捕とりに行く気き力りよくもない……」

　イクタがぐでっと床ゆかに横たわっていると、すっかりへこんだその腹の上に、小さな巾きん着ちやく袋ぶくろが飛んできて乗っかった。それを片かた手てで軽く投げたままの姿勢で、ヤトリが鼻を鳴らす。

「さっさと復ふつ活かつしなさい。こんなところで力尽つきられちゃ、基き地ちの人たちがいい迷めい惑わくよ」

　言われたイクタが嬉き々きとして袋を開けると、中には数枚の薄うす焼やきパン、干ほしパパイヤがひとつ、それに羊ひつじ肉にくのかけらが入っていた。どれも昨日今日の食事で基地の人間に出されたものだ。

「さすがはヤトリ、見事な気の利きかせ方だ！」

　言うが早いか、ものすごい勢いで口の中に食べ物を詰つめ込み始めるイクタ。その姿を眺ながめながら、あの……とハロがヤトリに耳打ちする。

「……なんか袋に入れて持ち帰ってるな、とは昨日から思ってましたけど……あれってイクタさんのために？　今日あたり、お腹を空すかせて営えい倉そうから出てくることまで予想して……？」

「自分で食べるために残しておいただけよ。あまり私の優やさしさを過か大だい評ひよう価かしないことね、ハロ」

　言いながら、つん、と彼女は人差し指でハロの鼻先を押した。その会話を聞いていたトルウェイが複雑な顔で自分を見ていることに、ヤトリ本人はやっぱり気付いていない。

　そうこうしているうちに、イクタは巾着袋の中なか身みをすっかり平らげてしまい、数分前とは打って変わって元気な様よう子すで立ち上がった。

「よーし、イクタくん完全復活！　……ん？　あれ、何これ。誰か将しよう棋ぎ打ったの？」

　テーブルにセットされた将棋盤ばんを見つけて、イクタはそこに近寄っていく。一方の椅い子すに腰こしかけて盤ばん面めんを見下ろすと、途と端たん、彼はすごくしょっぱい面おも持もちになって顔を上げた。

「……ねぇ、これ、こっち側で打ったの誰？　初めて会った頃ころのマシューだって、ここまでひどい負け方はしなかったと思うけど」

「だから、どうしてそこで引き合いに出されるのがおれなんだよっ！」

「あはは……。打ったのは僕ぼくとデッくんだよ、イッくん」

　トルウェイは早くも勝かつ手てにあだ名を付けていた。聞いたイクタは首をかしげる。

「デッくん？　……でっくん、でくん、でく、デクの棒ぼう……。……ああ、なるほど、最初の歓かん迎げい会かいでヤトリの嚙かませ犬いぬにされた兄にいさんね。声も体も無む駄だにでかいあの」

「失礼すぎる連想で正解に行きついたわね……。せめて嚙かませ犬いぬっていうのは訂てい正せいしなさい」

「さっきイクタさんを跳はね飛ばしていったのもデインクーン准じゆん尉いですけど……うーん、将しよう棋ぎはびっくりするくらいヘタでしたね。あれなら騎き士し団だん最さい弱じやくのわたしでも簡かん単たんに勝てそうですー」

　ハロが無む自じ覚かくにひどいことを言った。それを聞いたイクタがトルウェイを手て招まねきして対面に座すわらせ、勝しよう負ぶが決まるまでの展てん開かいを盤ばん上じように再さい現げんさせる。

　盤を挟はさんで論ろんを交わすふたりの姿を眺ながめながら、姫ひめ君ぎみはふと、思い付いたことを口にした。

「──そういえば。そなたら、結局どっちが強いのだ？」

「え？」「は？」

「だから、将しよう棋ぎの腕うで前まえの話であろう。余よ自じ身しんがヤトリやトルウェイとはよく打つし、ふたりの実力が伯はく仲ちゆうしていることも知っているが、ソロークの位置付けが未いまだによく分からぬ。そなたはヤトリともトルウェイとも中々打たぬし、たまに打ってもおふざけ半分であろう」

　余と打つ時はさらにひどいが、と姫君は恨うらみがましく言い添そえる。彼女をもてあそぶ時だけは無む駄だな努力を惜おしまない、確かく信しん犯はんのいじめっ子はふてぶてしく肩かたをすくめた。

「……なんですか。つまり、僕ぼくとトルウェイにここで白しろ黒くろ付つけろと？」

「えっ……」

「それも悪くあるまい。あと一いつ局きよく打つくらいの時間はじゅうぶんにある。……いや、少し勝負を急げば、勝者がそのまま二局目をヤトリと争うことも出来るやもしれんな」

　半なかば冗じよう談だん、半ば本気で、姫ひめ殿でん下かは三人を焚たき付けた。……たかが将棋とはいっても、その結果はある程てい度ど、実力を比ひ較かくする時の指し標ひようになる。やらせておいて損そんはない。

「別に命令はしないが。そなたにも嫌とは言いづらいはずだがな、ソローク」

　姫君は皮ひ肉にくを込めて言い放った。……ヤトリとデインクーンの決けつ闘とうの折おり、イクタは語った。旧きゆう軍ぐん閥ばつ名めい家か筆ひつ頭とうイグセム家、その後こう継けい者しやたるヤトリシノ・イグセム。彼女が第三皇女じぶんを守るのは、これから先の未来、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクが皇こう族ぞくとして正しく生きることを疑わないからだと。

　ヤトリがそうなら、それは同じ『忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け』の出であるトルウェイも同じことだろう。つまり自分が正しい皇族でいる限り、ヤトリもトルウェイも頼たのもしい味み方かたでいてくれる。

　……だが、仮かりに、その前ぜん提ていが覆くつがえった時はどうだろう？　今はまだ胸むねの内に秘ひめ隠かくされている自分の企たくらみが、いざ白はく日じつのもとに晒さらされた、その後のことは……？

　それは正直、姫殿下にとっては考えたくもない不ふ吉きつな未来だ。しかし、想像することから逃げてはならない。他ならぬイクタこそが遠回しに、彼女にその覚かく悟ごの有う無むを尋たずねたのだから。

　──ヤトリやトルウェイを敵てきに回して、それでも戦い続ける覚悟がありますか？

　シャミーユ殿でん下かにも今なら分かる。あの時、自分はこう問とわれていたのだと。それは同時にイクタなりの説得──「やめたほうが利り口こうですよ」という暗示でもあったのだと。

「イクタ・ソローク、トルウェイ・レミオン、ヤトリシノ・イグセム──三名の実力の格かく付づけは、余よが他の何よりも関心を注そそぐところだ。それがたかが将しよう棋ぎの優ゆう劣れつであってもな」

　空気の変質を感じ取ったのは、当とう事じ者しやの三人の間でほぼ同時だった。──冗じよう談だんで済すむ状じよう況きようではない。互たがいに実力を比くらべ合い、その結果で明確に順列を付けろと、姫ひめ君ぎみは言っている。

「殿でん下かがそれを望むのであれば」

　最初に迷いなく即そく答とうしたのはヤトリだった。……他方、蚊帳かやの外から事態を眺ながめていたマシューとハロのふたりは、ここに来てようやく異い様ようなほどの場の緊きん張ちように気が付く。

「……え、あの……しょ、将棋の話でしたよね？　いつの間にこんなことに……？」

「おれに聞くなよ、おれにだって分からない。…………でも、くそ……」

　ハロが戸と惑まどう一方で、マシューは悔くやしさにひとり歯は嚙がみしていた。……シャミーユ殿下が並べた名前の中に、自分のそれは含まれていない。その事実が叫さけびたいほど腹はら立だたしかった。

「……でも、それは……ぼくは……」「やなこった」

　トルウェイが態たい度どを決めかねているところに、竹を割るような拒きよ否ひがイクタから放たれた。もうここに用はないとばかりに席せきを立つ彼を、姫君は鼻はな白じろんでにらみつける。

「理由を言ってみろ、ソローク」

「強しいて言うなら──お姫さんの希望の逆を行くのが、最近の僕ぼくの生きがいだからかな」

「真しん剣けん勝しよう負ぶを前に怖おじけたと見なすぞ」

「どうぞお好すきなように。それで潰つぶれるような面子めんつなんて、僕には元もと々もとありませんからね」
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　軽く流して去さっていくイクタの背中に、姫ひめ殿でん下かは怒いかりを込めて声を放つ。

「これで分かった。──覚悟がないのは余ではない。そなたの方だ！」

「大正解。花マルをあげますよ、お姫ひめさん」

　遠ざかる姿が曲がり角に消えるのを待またず、シャミーユ殿でん下かも足取り荒く踵きびすを返した。













　砂さ礫れきの大地を一歩ずつ踏ふみしめながら、今日の荷車はやけに重いな、とカンナは思っていた。

　彼女を含む一個中隊が揃そろって駆かり出されているのは、荷物の運うん搬ぱんのため。より正確には、歩いて二時間ほどのところにある最寄りの町に行って、食料を始めとした色々な物資を補ほ充じゆうして基地に持ち帰るためだった。

　行きも荷に台だいが空からというわけにはいかない。傷んだ包ほう丁ちようやら鍋なべやら靴くつやら、基地よりも町の方が修しゆう理りしやすい雑ざつ貨かが色々とあって、それらを大量に乗せていく。自然と結構な重さになるのだが、今日のカンナには、その重みがひときわ足あし腰こしに響ひびいて感じられた。

「ああ、もう……。騎き兵へいの奴やつらはいいなぁ……」

　ひぃこら言いながら四人一組で荷車を引いているカンナたちからすると、悠ゆう然ぜんと馬にまたがって先を行く騎兵たちの姿には、どうしても羨うらやましさを覚えずにいられない。

　隊たい列れつの先頭を行く騎兵小隊を率ひきいるのは、風になびく炎えん髪ぱつで遠とお目めにも一いち目もく瞭りよう然ぜんのヤトリシノ准じゆん尉い。が、物資の運搬という任にん務むの全ぜん責せき任にんを負っているのは、その隣となりで馬にしがみつく瘦やせこけた顔色の悪い男──北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かん補ほ佐さ、ユスクシラム・トァック少しよう佐さだった。




「こんな任務に駆かり出されたところで退たい屈くつだろうな、ヤトリシノ准尉。こほっ……」

　気を抜けばこみ上げてくる咳せきに悩まされつつ、トァック少佐は口を開いた。

「いえ、そんなことは全まつたく。護ご衛えいの重じゆう要よう性せいはわきまえていますから」

　ヤトリは正直に答える。隊列の後方にも馬はいるのだが、そちらが荷車を引いているか馬体に荷物をくくりつけてある「輸送用」の馬なのに対して、ヤトリたちの馬は遥はるかに軽けい装そうの「戦せん闘とう用よう」だ。必ひつ然ぜん、襲しゆう撃げきがあった時には迎げい撃げきの要かなめとして働はたらくことを求められる。

「むしろ少佐殿どののような高こう等とう士し官かんが、こういった輸送任務に自みずから同行されることに驚おどろきました。土と地ち勘かんに乏とぼしい私を監かん督とくして下さるのは大いに助かるのですが」

「君の監督、か。……まぁ、そういう理由もあるといえばある。っ、こほっ……」

　物資の輸送以外にも、少佐自らが出向かなければならない用事があるらしい──ヤトリは察したが、それ以上は分をわきまえて追つい及きゆうしない。とはいえ内容にも薄うす々うすは想像がつく。

「君のように将来有ゆう望ぼうな若者には、戦せん術じゆつ・戦せん略りやくだけでなく、今のうちから軍隊の経営について学んでおくことを勧すすめたい。……とりわけ平時の、戦争が言い訳わけにならない時期のそれを」

　苦労と自じ嘲ちようのにじむ声で、トァック少佐の方から言った。……やっぱりその方面の用事か、とヤトリは納なつ得とくする。こんな辺へん境きようで軍隊を維い持じし続けることに苦労がないはずはなかった。

「中ちゆう央おう・東とう域いきと見てきた君にすれば、今いる北ほく域いきの基地など犬いぬ小ご屋やのように見えるかもしれないな。……中央は別にしても、キオカと国こつ境きようで面していた旧きゆう東域鎮ちん台だいに比くらべると、北域に配備されている兵力はずっと少ない。しかし、我われ々われの基地の見た目の貧ひん相そうさには、それとはまた別の理由がある」

　言こと葉ばを切った少しよう佐さの横目が、ちらりとヤトリを流し見る。試ためす視し線せんに彼女も答えた。

「補ほ給きゆうの問題から、大だい規き模ぼな拠きよ点てんを作れないのですね。大人数を収しゆう容ようする基地を作ってしまえば、その運営のための負ふ担たんが付近の住民に集中しますから……結果、軍人を食わせるために民が飢うえることになります。だから戦力分ぶん散さんのリスクは承しよう知ちで、小規模な基地をいくつも作るしかない」

「……ああ、その通りだ。民みん衆しゆうを敵てきに回した軍隊に未来があるはずもなし。これは綺き麗れいごとでも何でもなく、彼らが作る麦むぎがなければ我々は飢えるのみという単たん純じゆんな話だ。身もフタもない言い方をすれば、我々は民衆の顔色をうかがわなければやっていけない。軍とはそういうものだ。……こほっ、どうだ。胸むねいっぱいの夢ゆめを抱いてきた若者は、こういう現実に失望しないか？」

　ユスク少佐は苦い顔で尋たずねたが、予想に反して、ヤトリは清すが々すがしい顔でかぶりを振った。

「軍とは本来そういうもので、だから現実もこういう具合で良いのでしょう。平和のために戦いがあるのであって、戦いのために平和が食い潰つぶされるべきではありません」

　そう答えたヤトリを眩まぶしそうに見やって、トァック少佐はしみじみとうなずく。

「強がりでなくそれを言えるのなら、君はどんな時じ勢せいにあっても良き軍人でいられるだろうな」

「時勢、ですか」

「こほっ、ああ。どんな名めい将しようでも、その人生が戦いに恵まれるかどうかは運うん次し第だいだ。ろくに戦争を経験しないままに年ばかり取っていく軍人もざらにいる。事実、ここにもな……それが幸こうか不ふ幸こうかはさておき」

「いえ、さておくまでもなく幸に決まっているかと。戦争経験が少ないということは、裏うらを返せば、抑よく止し力りよくとして北域の治ち安あんを長年保ち続けた結果なのですから」

「……物言いに遠えん慮りよがないな、ヤトリシノ准じゆん尉い。どの上じよう官かんに対してもそうなのか」

「気分を害されたのなら申もうし訳わけありません」

「いや、どちらかと言えば新しん鮮せんだった。……せっかく若者に褒ほめられたところで、少しは気き合あいを入れ直すとしようか。私に教えられるのは平時における軍人の振る舞まいくらいだが、それは平和ボケした軍人の有あり様さまとは似にて非ひなるものであるべきだからな。……こほっ、こほっ」

　ユスク少佐がやつれた顔に苦く笑しようを浮かべて、ヤトリもそれに力強いうなずきを返した。







　物資の補ほ給きゆう地ち点てんとなるのは、オアシスを中心に作られた小さな町だった。乾かわききった北の大地もこの周しゆう辺へんだけは潤うるおいを見せ、麦むぎを始めとした様さま々ざまな農作物の生育を許している。

「つ、ついたぁ」

　やっと折おり返し地点というところで、カンナはもうバテバテになって座すわり込んでいた。

　兵員の男女混成を旨むねとするカトヴァーナ軍だが、重量物を引いての行こう軍ぐんとなると、どうしても男女間の筋きん力りよく差さが体力消しよう耗もうの違ちがいとして表れてしまう。体格のいい男性兵士たちはまだ体力に余よ裕ゆうがありそうで、それがカンナには少し悔くやしい。

　少しでも体力を取り戻そうと、立木の下にできた日ひ陰かげの中に移動していったが、

「ふぁあーっ……。もうついたかな？」

　荷車の覆おおい布をめくって黒くろ髪かみの少年が現れたと思うと、周まわりの兵に見つかる前に、彼らから絶ぜつ妙みような死し角かくになっている木こ陰かげに滑すべり込んだ。そこはカンナの目の前だった。

「え……ぁ、ああっ!?　あんた、確かイッくん殿どの──ふぎゅぅっ！」

　カンナが驚おどろきに口を開きかけたところで、イクタがその唇くちびるを上下から指で挟はさんだ。

「しぃー、静かに。大声禁止だよ。ヤトリとトァック少しよう佐さがまだあっちにいるから」

「んー、んむぅー！」

「ともあれ、こんにちはカンナ。今日もリボンでまとめた髪かみがチャーミングだね。……ん、僕ぼくに注意しそうな人間はいなくなったかな。よし」

　ヤトリとトァック少佐の姿が曲がり角に消えたのを見み計はからって、イクタはようやく相あい手ての口を解放してやる。カンナは唇を手で押おさえながら、涙なみだ目めで少年をにらんだ。

「ずっと荷車に隠かくれて乗ってたのか……!?　どうりで今日はやけに重いと思ったら！」

「それは違ちがーう。僕がベッド代わりにしていた荷車を、君たちが勝かつ手てに動かしたんじゃないか。まったく、どうりでガタガタ揺ゆれると思ったら」

「うそだ！　さっき出てきた時、『もうついたかな？』って言ったじゃないですか！」

「脱だつ水すい症しよう状じようを主しゆ因いんとする幻げん聴ちようかな？　かわいそうに、こまめに水分を取らなきゃダメだよ」

　白しら々じらしくとぼけつつも、イクタは勝手にカンナの手を取って歩き始める。

「ちょ、ちょっと、どこ行くつもりですか。あたしはここで待まってないと……」

「本当に待っているだけだろ？　物資の受け渡しだけで一時間やそこらはかかるんだし、余あまっている時間を有ゆう効こう利用しない手はないよ。せっかく町まで来ているんだからね」

　うきうきとした足取りで先行するイクタを、カンナはとっさに強く拒こばむことが出で来きなかった。その時点でもう、状じよう況きようのイニシアチブは彼のものになっている。

「何はともあれ喉のどが渇かわいた。飲み物をもらおう」

「お、お金なんて持ってきてないですよ。飲み水なら隊たいに戻れば……」

　どうにか回れ右をさせたいカンナだが、彼女のそんな思いもどこ吹ふく風。イクタは手近な民家に寄っていって窓まどを軽く叩たたいた。怪け訝げんな顔をした初しよ老ろうの女性が、家の中から顔を覗のぞかせる。

「……誰だれだい、あんた」

　じろり、と険けわしい視し線せんを向けてくる女性だったが、イクタは物もの怖おじせず一いち礼れいした。

「こんにちは美しいお姉さん。突とつ然ぜんだけど、僕ぼくたち喉のどが渇かわいちゃって──」

　大げさな身振り手振りを交えて飲み物を要求するイクタを、初めは厳きびしい顔で眺ながめていたおばさんだが、どうしたことか、彼の話を聞くうちに少しずつ表情が緩ゆるんでいく。イクタが驚きよう異い的てきな舌したの回転で褒ほめ殺しの弾だん幕まくを張り続けているせいだ。

　数分も世せ間けん話ばなしをしていると、女性は「待まってな」と言って家の中に消え、すぐに親指ほどの太さの長い茎くきのようなものを二本持って戻ってきた。イクタは満面の笑え顔がおでそれを受け取り、女性の手の甲こうに軽くキスする。それからようやくカンナの方へ帰ってきた。

「ほらほら見てカンナ、あの麗うるわしいご婦人からサトウキビをもらえたよ。あっちの方に公こう衆しゆう用ようの水場があるらしいからさ、そこまではこれをかじってしのごう」

「……イッくん殿どの。ひょっとして、あれですか、女たらしって人種ですか？」

「それは誤ご解かいだよ。むしろ僕の方こそが、この世の全すべての年ねん輩ぱい女性に魅み了りようされているんだ」

　すごい詭き弁べんだと思いながら、カンナはサトウキビを受け取った。食べる前に固い表ひよう皮ひを歯でむしり取る必ひつ要ようがある。ふたり並んでそうしながら、彼らはふたたび歩き出した。

「あの婦ふ人じん、僕の軍ぶん服ぷくを見ても平然としていたよ。ここの住人は軍人を嫌きらっていないし、過か度どに恐れてもいないんだね」

「え？　あ、はい、補ほ給きゆうのための最さい重じゆう要よう地点だから。基地にしても町にしても、互たがいの関係は良りよう好こうに保たもっておきたいだろうし……」

「そのためには軍の方が腰こしを低くするのもやむなし。それがサフィーダ中ちゆう将じようの方ほう針しんなのかな」

　皮かわを剝むいた茎の髄ずいを嚙かみ嚙み、染み出してくる甘あまい汁しるを味わいながら、イクタは尋たずねる。

「サフィーダ中将……というよりは、トァック少しよう佐さの方針と言ったほうが。北ほく域いき鎮ちん台だいの管理・運営を、中将はあの人にほとんど丸投げしてるから」

　カンナが呆あきれたように答える。少し考えて、イクタはなるほどとうなずいた。

「トップはお飾かざりか。北域鎮台司し令れい長ちよう官かんのポストだけは、貴き族ぞくが推すい薦せんでねじ込んでくるものね」

　カトヴァーナ帝てい国こくにおいて、軍ぐん事じ要よう員いんの「軍人」と行ぎよう政せい要員の「貴族」は区別されている。叙じよ勲くんなどの例外はわずかにあるが、軍人が貴族を兼かねることは原げん則そくとしてあり得ないし、その逆もまずない。政治と軍事の癒ゆ着ちやくを許さず、それぞれを専門家に分業させる方ほう針しんは、かつて他でもない「忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け」が打ち出したものだからだ。

「実じつ績せきがなくてもコネで軍ぐん高こう官かんの地位に就つけてしまう。そういうことが起きないように徹てつ底ていした実力主義を敷しいているのが帝国軍のはずだけど、この手の旧きゆう悪あくはなかなか根ね絶だやしにはできないものだからね。北域鎮台司令長官のポストは、その中でも最さいたるものか」

　サフィーダ中将自じ身しんは貴族の生まれではない。が、彼の生せい家かのサフィーダ家は歴史的に権力との結び付きを強く持つ。様さま々ざまな思おも惑わくから、そんな彼を貴き族ぞくたちは援えん助じよする。

　もちろん軍からすればうとましい。実力が伴ともなっているならともかく、そうでない者に高い地位を与えたいはずがない。しかし貴族からの圧あつ力りよくは無む視しできない──というジレンマのもとに生まれた妥だ協きよう点てんが、鎮ちん台だい運うん営えいの実じつ権けんを堅けん実じつな補ほ佐さ役やくに預けることだった。

「その補佐役がトァック少しよう佐さというわけだね。中ちゆう将じようがお飾かざりなら少佐はそのお守り、か」

「兵の間では周しゆう知ちのことです。中将は司し令れい室しつで偉えらそうにふんぞり返っているだけで、実際の指示はほとんどトァック少佐から下りてくるし。……あ、でも、ひとつだけ例外が」

「例外？」

「はい。シナーク族に関する問題だけは、サフィーダ中将から直接命令がきます。最近はないけど、討とう伐ばつ隊たいの編へん成せいとか……。それに中将は実戦があると目立ちたがるタイプで、自分で前線に行くことも結構あるかな」

「平和よりも戦争がお好すきってか。軍人には珍めずらしくもないことだけど」

「戦争が好き……というより、中将はシナーク族が嫌いなんじゃないかな。普ふ段だんの振る舞まいを見ていると、あたしにはそう思えます」

　カンナの言こと葉ばに、イクタの脳のう裏りにはふと蘇よみがえる光景があった。……暗く狭せまい営えい倉そうの中、すし詰づめで監かん禁きんされた精せい霊れいたち。あれも中将がシナーク族から取り上げたものだったはずだ。

「体ていよく閑かん職しよくに追いやられている自じ覚かくがあるのなら、シナーク族への弾だん圧あつは、さしずめ中将なりの鬱うつ憤ぷん晴ばらしか……。仮かりにも上じよう官かんだし、トァック少佐も黙もく認にんせざるを得ないんだろうけど」

　眉み間けんにシワを寄せて不ふ快かい感かんを表しつつ、イクタはがりがりとサトウキビをかじった。二十センチほどの茎くきを大方しゃぶり尽つくしたところで、ちょうど目指していた公こう衆しゆう用ようの水場に着く。

　そこは汲くみ上げ用のロープ付き桶おけがふたつ置かれた、小さな井い戸どだった。

「まぁ僕ぼくたちには何の関係もないね。せっかくだし、もっと愉ゆ快かいな話をしようよ」

　話を変えながら、イクタは井戸の中に下ろした桶を滑かつ車しやとロープで引き上げる。向かい側でカンナも同じようにしつつ、相あい手ての要よう望ぼうに応こたえる方向で話のネタを考えた。

「……じゃあ、ひとつ訊きいてもいいですか、イッくん殿どの」

「どうぞどうぞ。ちなみに今夜ならベッドの右半分が空あいてるけど」

「ベ、ベッド……!?　いや、そういうことじゃなくて……あの、『科学』って何なんですか？」

　本の最初の一ページを思い出して、カンナは尋たずねた。ロープを手た繰ぐる手を休めずに、イクタも答える。

「例えば、この井戸──人間の知恵が作り出した人口の水場だね。遠くの川や湖に水源を求めなくても、生活に必ひつ要ようなだけの水を得ることができる。例えば、この滑車──ロープをまっすぐに安定させることで桶に汲んだ水をこぼさずに汲み上げることができる。どちらも無いよりはあった方がとても便利なものだ」

「はぁ……。それは確かに」

「でも、こういった発明は、どこからか突とつ然ぜん湧わいてくるようなものじゃない。最低でも三つのものが必ひつ要よう不ふ可か欠けつだ。まず一つ目が、怠なまけ心──何か辛つらい作業に行き当たった時、これをサボりたいなぁと思う自然な感情。続く二つ目が、問もん題だい意い識しき──この作業の何がそんなに辛いんだろうと考える心。そして最後の三つ目が、前の二つを踏ふまえた上での創そう造ぞう力りよく」

「創造力……」

「なんとか仕事を怠けたい。でも怠けるためには作業のこの部分が問題になる。じゃあ、この部分を具ぐ体たい的てきにどうすればいいか──この論ろん法ぽうが人を発明へと導みちびくんだ。そして、ひとつの発明は次の発明を達成するための足あし場ばになる。まず井い戸どが生まれて、そこから水みず汲くみを楽にするための滑かつ車しやが生まれたようにね。こういった様々な発明品を、その際に必要とされた知識ともども、創造の順番に並べて記き録ろくすることを体系化と呼ぶ。……よいせっ」

　引き上げた桶おけを井戸の脇わきに置くと、イクタはその中の水を両手ですくって飲んだ。乾かわいた喉のどがすっかり潤うるおうまで三回ほどそれを繰くり返してから、彼は改あらためてカンナのほうを向いた。

「そうして合理的に分かりやすく体たい系けい化かされた知ち識しきの集合、次なる発明の母ぼ体たいとなる知恵の泉いずみ──それが科学なんだ。この体系化に自みずから参加することは、つまり科学を行うということになる。言ってることが分かるかな、カンナ」

「……なんとなく、ですけど。知識や発明を独ひとり占じめせず、それをまとめたものを皆で共きよう有ゆうすることで、次の発明へと繫つなげていこうとする考え方……ってことでしょうか」

　自じ身しんなさげに要よう約やくしたカンナだが、それを聞いたイクタは喜き色しよく満まん面めんで彼女の手を握にぎった。

「まさにその通り！　そして、君が今示した本質への理解力こそが、科学を行うに当たって何より求められるもののひとつだ。素晴らしいよカンナ。君には科学の才さい能のうがある！」

「そ、そんな大げさな……。あたしに才能なんて……」

「いいや、ある。なぜなら君は僕ぼくの妹いもうと弟で子しだ。僕の後こう輩はいに才能がないはずはない」

　後輩になった覚えもないんだけど……という本ほん音ねは、相手の無む邪じや気きな笑え顔がおを見ていると口に出せなかった。そんなカンナの甘あまさをいいことに、イクタは勝手に話を続ける。

「そうそう、僕の方からも、ひとつ君に尋たずねたいことがあるんだ。前に中断された話の続き。ねぇ、あの本を読んで、君はアルデラ教の何について興きよう味みを持ったんだい？」

　あの本──高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいと北ほく域いきの一いつ兵ぺい卒そつを奇き縁えんで結んだ一いつ冊さつ、アナライ・カーンの著ちよした『大アラファトラ風ふ土ど記き』。読んだ内容を思い起こしつつ、カンナは答え始めた。

「ええと……あの本では、シナーク族の精せい霊れい信しん仰こうとアルデラ教との間の宗しゆう教きよう的てきな違ちがいについて、いろいろと述べられていて……」

　帝国の国教であるアルデラ教とは別に、シナーク族には精霊信仰と呼ばれる宗教がある。その精神性の分ぶん析せきは、アナライ・カーンがもっとも重じゆう視ししたもののひとつだ。

「うんうん」

「それ自体ももちろん興味深いけど……もうちょっと根こん本ぽん的てきなところに、あたし、昔むかしから疑問があって」

「根こん本ぽん的てき……それはつまり？」

　探さぐる視し線せんをイクタから向けられて、カンナは懸けん命めいに言こと葉ばを探さがした。

「……だって、普通に考えておかしいと思いませんか？　シナーク族の間では、主神アルデラミンの存そん在ざいっていう前ぜん提ていなしに、精せい霊れいについて語られている。でも、あたしたちの常じよう識しきでは、四大精霊っていうのは主しゆ神しんによって地上に遣つかわされたもので……ええと、だから……」

「精霊の存在は必かならず、主神ありきで語られるはず。……そう言いたいのかな？」

「う、うーんと……そう、たぶんそうです。主神への信しん仰こうなしに精霊信仰が存在しているのって、あたしたちの常識からすると、完全におかしいんですよ。海も川もないのに魚だけはいる、みたいな話で」

　そこで一いつ旦たん言葉を切ってから、カンナは難むずかしい顔になってさらに続ける。

「でも、そう考えているうちに、ふと思って……本当におかしいのは誰だれだろう、って」

「……本当におかしいのは？」

「だって、この本を信じるなら、シナーク族の精霊信仰は現実に存在してます。主神とは関係なく、それは存在している。さっきの理り屈くつが全面的に正しければ、そんなことは有り得ないはずなのに」

「…………」

「だとすると……ここで疑うたがうべきは、今までの常識のほうかな、って思って。精霊の存在を主神ありきと考えていたところに、最初から間ま違ちがいがあったんじゃないかって。

　だってほら。当とうの精霊たちだって、あたしたちに向かって『主神を信じろ』なんて言わないじゃないですか」

　敬けい虔けんなアルデラ教きよう徒とが聞けば一発で卒そつ倒とうしそうなことを、カンナは無む自じ覚かくに言い切った。

「あの本にも書いてあったけれど、わたしたちのアルデラ教とシナーク族の精霊信仰は内容がまったく違ちがう。アルデラ教の主しゆ幹かんは何といっても、主神によって打ち立てられた戒かい律りつを厳げん格かくに守るところにある。あれをやれ、これをやるな、それを控ひかえろ、って……」

「『立りつ法ぽうの宗しゆう教きよう』というやつだね。本から言葉を借りるなら」

「そ、そう、それです。対して、シナーク族の精霊信仰にはそういった命令的な部分がなくって……、だから、つまり、その……」

「カンナ、急がなくていいよ。ゆっくり言葉を探して、ひとつずつでいいから」

　うまく説明できずに焦じれる彼女に、イクタは柔やわらかく言った。それで落ち着きを取り戻すと、少し間を置いてから、カンナは再ふたたび口を開いた。

「……命令的な部分は、全然なくて。代わってそこにあるのは、世界の愛あいそのものである四大精霊への素そ朴ぼくな感かん謝しやと、それを表すための様々な祭さい祀しだけ。……あれをやれ、これをやるなといった決まり事は、族長を始めとした有力者たちが話し合って決めるらしいけど……そこに精せい霊れい信しん仰こうは関わらない」

　イクタの目が驚おどろきの色を帯びていくことに気付かず、カンナは結論を出す。

「あの本にあった通り、アルデラ教と精霊信仰がまったく違ちがうものだとすれば──同じように、主しゆ神しんと四よん大だい精霊も別のものになるんじゃないかって。……このコたちには、主神の遣つかいとしての側面とは全まつたく別のところに本当の姿があるんじゃないかって。あたしはそう思った」

　腰こしのポーチの相あい棒ぼうに手をやりつつ、カンナは言い終えた。ちゃんと伝わっただろうかと彼女は不安に駆かられたが、それは杞き憂ゆうだった。

「精霊は僕ぼくたちに主神かみを信じろと語らない。そういうことだね、カンナ」

　イクタの声は震ふるえていた。ゆっくりと両手を伸ばして、カンナのそれに重ねる。

「……やっぱりすごいよ。君は神の呪のろいを解いたんだ、カンナ。それもほとんど自じ力りきで！」

「か、神の呪い……？」

「その呪いこそ、科学と神学を決定的に分かつものだ。神の意に沿そわない理を決して受け入れない、神の都つ合ごうにあった事実しか採さい用ようしない……この頑がん迷めいが真実を捻ねじ曲げるのさ。これを振り払はらわないことには、人は決して正しい科学の道へ進むことはできないのに！」

　そう叫さけぶと、もはや人ひと目めも気にせず、イクタはカンナの手を取って踊おどりだした。

「それでいいんだよカンナ！　だって至し上じようの神が本当にいるとすれば、それは第一声で僕たちに『怠なまけよ』と命じていなければならない！　それ以外を命じる神は全すべてニセモノだ！　権力者の都つ合ごうから生まれた唾だ棄きすべき偶ぐう像ぞうだ！」

「ちょ、イッくん殿どの……!?　あ、あたしそこまでは言ってない──」

　その声も、今のイクタの耳には届かなかった。感情をそのまま動きに変えたような歓かん喜きの踊り、奔ほん放ぽうでめちゃくちゃな創そう作さくダンスが続く。仕し方かたなくそれに付き合いながら……しかしカンナは、目の前の少年と一いつ緒しよにいるのが不ふ思し議ぎと苦く痛つうではないことに気が付いた。

　──ああ、この兄ちゃん、見た目よりずっと幼おさないんだ。

　カンナ・テマリは直観的にそれを悟さとった。……目の前の飄ひよう々ひようとした少年は、きっとこういうカタチで人を愛あいするのだろう。一緒に科学をしようと、共ともに正しく怠けようと──そうやって堕だ落らくに誘さそうことだけが、彼に出で来きる求きゆう愛あいの方法なのだろう。

　──科学これはおもしろいよ、だからカンナきみも一緒にやろうよ。

　気に入った相あい手てをとっておきの遊びに誘う子供。上うわっ面つらの小こ細ざい工くを取り去さった時、イクタの求愛の本質はそれに尽つきる。遊び慣なれた道化ピエロの仮か面めんの下に隠かくされた本ほん性しようの、その幼よう稚ちさと純じゆん粋すいさに気付いてしまった時……皮ひ肉にくにも、多くの人々は彼を愛さずにいられない。

「……はは。ヘンな奴やつだな、イッくんは」

　胸むねのうちに広がった不ふ思し議ぎな感情が、ごく自然と、相手の呼び名から他た人にん行ぎよう儀ぎな敬けい称しようを省はぶかせていた。いまカンナの目の前にいるのは、自分より二つ年下の愛すべき少年だった。

　いつまでも続くかのように思われたふたりの時間は、しかし突とつ然ぜんの悲鳴によって終わりを迎えた。少年の笑え顔がおにカーテンが降りる。続いて響ひびき渡る怒ど号ごう、そして甲かん高だかい剣けん戟げきの音──。

「……!?　な、なに、今の。あっちで何が……？」

　カンナが声の方向に視し線せんを向けると、イクタも張りつめた顔でそちらをうかがった。

「……あっちには何があるかって分かる？」

「えっと、確か道の突つき当たりに、町の有力者が会かい合ごうに使うお屋や敷しきが……あっ!?」

「ごめん、ここで解散だ。君は早く自分の隊に戻って」

　説明が終わるのを待またず、イクタは繫つないだ手を振りほどいて走り出した。遠ざかっていく彼の背中を追うこともできず、カンナは見送るほかにない。

　手のひらに残った体温が少しずつ薄うすれていく。それが彼女には、ひどく名残なごり惜おしい。







　イクタが走り出した瞬しゆん間かんから、ほんの五分ほど、時は遡さかのぼる。

「君はここまででいい。せっかく町まで出ているのだ、会合が終わるまで好すきなところで羽はねを伸ばしなさい。……こほっ」

　ひときわ大きな屋敷の前まで来たところで、トァック少しよう佐さはそう言ってヤトリの同行を断った。とはいえ単たん身しんというわけでもなく、部下を四人連れている。ひとり残らず長身で筋きん骨こつたくましい彼らと並ぶと、上じよう官かんであるはずの少佐がいちばん貧ひん相そうに見えてしまうのだが。

「では、外でお待ちしています」

　言って、門の前に直立するヤトリ。当然、会合が終わるまで同じ姿勢でいるつもりだった。

　好きにしろと言っているのに……彼女の義ぎ務む感かんの強さに、少佐は苦く笑しようするほかない。

「君には羽を伸ばせと命令する必ひつ要ようがあるようだな、ヤトリシノ准じゆん尉い」

「もちろん、それも命令として承うけたまわっています」

　彼女が腰こしのポーチからパートナーのシアを抱き上げると、その背中から正方形のパネルをいくつも組み合わせたような「羽」が伸びた。燦さん々さんと降り注そそぐ日差しをそこに受けて、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらのシアも、どこか心地ここちよさげに目め元もとを緩ゆるめている。

「私の身の回りに、伸ばせる『羽』はこれ以外ありませんので」

「君の真ま面じ目めさが重苦しくないのは、そのユーモアのおかげだろうな。……好きにしなさい」

　視線を切ってトァック少佐が歩き出す。──父親とはタイプが違ちがうようだな、と彼はヤトリについて思った。彼ならば命令に解かい釈しやくの余よ地ちなど許さない。命令それを与える立場でも受ける立場でも、かの名めい将しようはひたすらに規き律りつの権ごん化げであり続けるはずだ。

　本ほん音ねを言えば、トァック少佐は若者を見るのが好きではない。

　彼のもとには毎年のように高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいが出しゆつ向こうしてきて、七割の退たい屈くつと二割の幻げん滅めつと一割の実戦を学んで帰っていく。辺へん境きようで軍を営いとなむことにどれほどの苦労があろうと、彼らエリートにとって北ほく域いきは単なる通つう過か点てんだ。しかもなるべく早く通り過ぎてしまいたい類たぐいの。

　──気持ちは分かる。私自じ身しんそうだったからな。

　もう二十年以上前になるが、トァック少しよう佐さにも彼らと同じ時代があった。高こう等とう学校卒業からストレートで高等士し官かん試験に合格し、帝てい室しつへの忠ちゆう誠せい心しんと出しゆつ世せへの野や心しんを胸むねいっぱいに抱えて、軍人としての人生を歩き始めた頃ころが。

　結果から言えば、彼はとっくに出世街かい道どうを外はずれた。トァック少佐はいま四十六歳さいだが、生きているうちに今の階級より上がることはまずないだろう。北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かん補ほ佐さとはそういうポストだ。未来ある若者たちを見る目に、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とが混じってしまうのは仕し方かたない。

　今のトァック少佐は、貴き族ぞくのコネで実力に見合わない地位を得た司令長官に代わって、財ざい政せい難なんや国民の無理解と戦いながら、鎮台を切り盛りする立場だ。ミスは許されないが、司令長官補佐の立場上、職しよく務むの功こう績せきは全すべてサフィーダ中ちゆう将じようのものになる。兵からの信しん頼らいという、ただ一つの例外を除のぞいては。

　──その例外がなければ、とっくに退たい役えきして第二の人生を探さがすところなのだが。

　三十代に入った頃ころから患わずらい続けている肺はいの持じ病びようを思って、トァック少佐はため息いきをついた。彼が出世街道を外れることになった原因のひとつだ。悪あつ化かこそしないものの完かん治ちの見込みもない。ただ年を取るにつれて重みを増していく。あと何年、体を誤ご魔ま化かしながら働はたらけるものか。

　──だが、まぁ。若者に示せるものがあるのなら、少しは無理のし甲が斐いもある。

　戦争経験の少なさを誇ほこれ、それは北域の治ち安あんを保ち続けた結果なのだから──暗あんにそう言ってくれたヤトリシノ准じゆん尉いのことを思い出して、トァック少佐は無む意い識しきに口くち端はを緩ゆるめた。

「出迎えが遅おそいですね、今日は」

　憮ぶ然ぜんとした部下の声が少佐の思考をさえぎった。というのも、表おもての扉とびらをくぐって屋や敷しきの中に入ったきり、彼らは玄げん関かんで待まちぼうけを食らっていたのだ。何度呼んでも返答がない。部下が焦じれるのも無理はないと少佐は思った。

「取り込み中なのかもしれんな。しかし、出向いたのはこちらだ……玄関で立ったまま待たせられなければならないような立場でもない」

　そう言うと、少佐は先行して屋敷の中を歩き始めた。大体の間取りは今までの訪ほう問もんで把は握あくしているから、向かうべき大おお部べ屋やまでの足取りに迷いはない。途と中ちゆうで使用人に呼び止められるかと思ったが、その気け配はいもなく、二十秒ほど歩いたところで目的の部屋に着いた。

「失しつ敬けい。司令長官の代だい理りで基地から参まいったユスクシラム・トァックだが──」

　挨あい拶さつしながら部屋に足を踏ふみ入れた途と端たん、血の匂においが鼻を突つき、本ほん能のう的てきな警けい戒かいがトァック少佐を立ち止まらせる。

　中ちゆう央おうに据すえられた大きな円えん卓たくに、恰かつ幅ぷくのいい男性が頭からつんのめっていた。息いき絶たえていることは一ひと目めで分かる。うなじから脊せき椎ついまで首に深い切れ込みがあった。

「……外へ出るぞ！」

　実戦から遠ざかって久ひさしいにしては、トァック少佐の判断は迅じん速そくで的確な部類に入っただろう。しかし彼が選んだ退たい路ろは「来た道を戻る」という最もつとも安あん易いなもので、その程てい度どの対応は、この場合は敵てきも予想のうちだった。

　部下ともども廊ろう下かを走り出そうとした少しよう佐さの前に、物もの陰かげに潜ひそんでいた賊ぞくたちが次々と姿を現して立ちはだかった。半数は銃身バレルを切り詰つめた室内戦用の風銃を、もう半数は刀とう身しんが内側へ「くの字」に折おれ曲がった独特の刀とう剣けんを握にぎっている。家人を手にかけた時のものか、中には返り血を浴びている者もいた。

　丈たけの短い貫かん頭とう衣いを始めとした装よそおいも独特だが、何より目につくのが、平へい均きん的てきな帝てい国こく人じんよりも濃こい褐かつ色しよくに日焼けした彼らの肌はだだ。それは平地よりもずっと太陽に近い場所で生きる人々、大アラファトラの山やま肌はだに住まう山さん岳がく民族の証あかしに違ちがいない。

「貴き様さまら、シナークの──っ！」

　軍人たちのあらゆる対応に先さき駆がけて、風銃持ちの賊たちが斉せい射しやを浴びせた。それで怯ひるんだところに、今度は刀剣を構えた者たちが切り込んでいく。

「くぁっ──」「がはぁっ！」「げっ……っ！」

　ククリ刀と呼ばれるシナーク族に独特の湾わん曲きよく剣けんが獲え物ものの腕うでを刈かり、胴どうを薙なぎ、首を断ち──四人いたトァック少佐の部下は、ものの数十秒で全員がこの世の人ではなくなっていた。

「……ぬかった……」

　四人の部下に囲まれた位置にいたおかげで生き長らえた少佐だったが、その胸には二発の弾たまがしっかりと食い込んでいた。ただでさえ病やんだ肺はいが、鉛なまり弾だまの強引な侵しん入にゆうに悲鳴を上げる。

「ごっ……！」

　吐と血けつ混じりの咳せきがこみ上げる。が、それを吐はき出さずにごくりと飲み下し、少佐は震ふるえる手で腰こし元もとから軍ぐん装そうのサーベルを引き抜いた。

「はっ……！　どうした貴様ら、かかってこんかァ！」

　決死の気き迫はくに押されてか、あるいは見るからに病やんだ相あい手てを殺あやめることに抵てい抗こうを覚えてか、シナークの賊たちはとどめをためらった。しかし、トァック少佐がサーベルを振り上げ、いざ斬きり付けようとした瞬しゆん間かん、後方で風銃を構えていた賊のひとりが迷いを捨てた。

　サーベルの切っ先が床ゆかに落ち、それから膝ひざが砕くだけて、最後に体が倒たおれ込んだ。三発目の弾だん丸がんは心しん臓ぞうの真ま上うえに食い込んでいた。病んだ肺も諦あきらめたように沈ちん黙もくし、もはや吐血さえ弱々しい。

　──これで終わりか。せめて病やまいには負けなんだと誇ほこれるのが救いだが……。

　崩くずれ落ちた少佐のもとへ、賊のひとりがククリ刀を手に近付いてくる。まだ気け配はいは分かった。せめて一ひと太刀たちでもと思うが、少佐がどんなに頑がん張ばっても、もう指一本動かせない。

　──やはり未み練れんだ。若者に刺し激げきされて発はつ奮ぷんするなど、何年ぶりのことだった、か……。

　失しつ血けつによって急激に失われていく意い識しきの中……最さい期ごにトァック少佐は、屋や敷しきの扉とびらを蹴けり開けて風のように走ってくる、誰だれかの勇ましい足音を聞いたような気がした。







　乱らん闘とうの物音を聞いて迷わず屋や敷しきに踏ふみ込んだヤトリだったが、人の気け配はいがする方向へ全速力で走っていくうちに、すぐにその光景と出くわした。

「少しよう佐さ──！」

　初めに目に入ったのは、うつ伏ぶせに血だまりへ倒たおれ込んだ上じよう官かんの姿。ヤトリが現場に着いた時、トァック少佐は今まさに賊ぞくの手で胸むねにとどめの一ひと刺さしを受けているところだった。

　くの字に湾わん曲きよくした刀とう身しんが肋ろつ骨こつの隙すき間まから引き抜かれ、血しぶきが舞まう。返り血を浴びた賊が、新あらたに現れた獲え物ものを鋭するどくにらみつけた。

　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの状じよう況きようへ、それでもヤトリは迷わず踏み込んだ。──狙ねらうは先せん手てに如しかず。だが、そのために剣けんを構えて走るのでは遅おそい。

　彼女が出した結論は、敵てきに踏み込みながらの抜き打ち一いつ閃せん……！

「……っ!?」

　刃の到達は敵の予想よりも二ふた呼こ吸きゆう早い。防ぼう御ぎよのために上がりかけた刀身をすり抜けて、ヤトリの斬ざん撃げきが賊の首くび筋すじを薙なぎ払はらう。破れた頸けい動どう脈みやくから迸ほとばしる血ち潮しお──続くマンゴーシュの一ひと突つきが追い打ちで心しん臓ぞうを貫つらぬき、抵てい抗こうを試こころみた賊の体がぐったりと力を失う。

　仲なか間まの死を受けて、賊たちは仇かたきを討うつべくヤトリを襲おそった。彼女もそれに応じる。ひるがえった迎げい撃げきの二に刀とうが彼らの攻せめ手をいなし、乱らん戦せんのさなかに生まれた一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、逆ぎやく襲しゆうの刃やいばを鋭するどく割り込ませた。
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　後方で風銃を構えた賊ぞくたちは、仲なか間まと入り乱みだれて動き続ける標ひよう的てきに狙ねらいを定められず、当然のように発はつ砲ぽうをためらう。

　これはまずいと判断した賊側のリーダーが、仲間に一いつ旦たん敵てきとの距きよ離りを取らせた。ほぼ同時に開けた射しや線せんを弾たまが飛んでいったが、ヤトリはまったく慌あわてず、最初に仕留めた男の死体を盾たてにしてそれを防いだ。通常の風銃に、人体を貫かん通つうするほどの威い力りよくはない。

　多対一でにらみ合う形で、状じよう況きようは膠こう着ちやくした。……しかし、それはヤトリにとって有利な運びだ。これだけ派は手でに暴れた以上、騒さわぎを聞きつけた仲間がここにやってくるのは時間の問題。そうなれば多た勢ぜいはこちらで無ぶ勢ぜいはあちら、後は全員を一いち網もう打だ尽じんに生け捕どるまでのことだ。

「……退ひくが、皆。うてらの目的、果たした」

　だが、それくらいは敵てきも分かっていたようだ。仲間の仇かたきに憎ぞう悪おの瞳ひとみを向ける賊たちへ、彼らのリーダーらしき男が感情を殺した声で命令した。

　視し線せんで抗こう議ぎしてくる仲間に、リーダーはかぶりを振って殺し文もん句くを浴びせる。

「ナナク頭領ダルの命令、忘れたか。……聖せい戦せんの前、危険、冒おかせない。撤てつ退たいだ！」

　その命令を潮しお時どきに、賊たちは次々とヤトリとは逆方向へ身をひるがえした。裏うら口ぐちか窓まどか、とにかく表おもて玄げん関かん以外のところに退たい路ろを求めるつもりなのだ。

　さすがのヤトリも単たん独どくで追うことはしない。まずは盾たてにしていた賊の遺い体たいを床ゆかに横たえて、それからトァック少しよう佐さのもとに駆かけ寄った。首くび筋すじに手を当ててみるが、すでに脈みやくはない。

　口くち元もとを歪ゆがめたのは一いつ瞬しゆん。すぐに背せ筋すじを伸ばして直立し、死者に向かって敬けい礼れいする。ついに報むくわれることのなかった生せい前ぜんの功こう績せきを、死してなお剣けんを手放さなかった軍人の意い地じを想った。

「……後はお任まかせください、トァック少佐。──これより敵の追つい撃げきに向かいます！」

　力強くそう告つげると、ヤトリは身をひるがえして玄関に駆かけ戻り、迷わず屋や敷しきを飛び出した。







　駆け出していった少女と入れ違ちがいに、廊ろう下かの窓からひとりの少年が乗り込んできた。廊下に転がった六つの死体を見るなり、うわぁ──とイクタ・ソロークは口元をへの字に曲げる。

「なんだこりゃ、帝てい国こく軍ぐん人じんの死体ばっかり。さっき出て行った連中のしわざかな」

「気をつけてください、イクタ。まだ敵が中に残っている可か能のう性せいもあります」

　クスの忠ちゆう告こくを受け止めつつ、それでもイクタは屋敷内の部へ屋やを片かたっ端ぱしから覗のぞき込んで回った。会議用の大おお部べ屋やで主しゆ人じんらしき男性がひとり、その隣となりの部屋で使用人と見える女性が五人、二階への階段を上ったところで老ろう夫ふう婦ふが一組、首や胸むねから血を流して死んでいた。

「そして下で帝国軍人が五人と、犯はん人にんの一いち味みと見えるシナーク族の男がひとり。ざっと確かく認にんできるだけで、死者は合計十四人……屋敷の家人はほぼ全ぜん滅めつだ」

　ひとまず惨さん状じようを把は握あくし終えると、イクタは違い和わ感かんに首をかしげた。

「でも、妙みようだな。血の乾かわき方を見るに……この家の人たち、下の階の軍人さんたちよりもだいぶ前に死んでいる」

　つまり周まわりの住民に異い変へんを気付かせず、賊ぞくは屋や敷しきの人間を皆みな殺ごろしにしたことになる。ずいぶん手て際ぎわがいいな、とイクタは思った。そのくせ金かね目めのものを漁あさったような痕こん跡せきは見当たらず、見れば見るほど、単なる物取りというセンは薄うすくなっていく。

「……シナーク族絡がらみの犯はん罪ざいは珍めずらしくもない土と地ち柄がらだけど。トァック少しよう佐さの訪ほう問もんが、たまたま今回の襲しゆう撃げきと同時だったとは考えにくい。それに加くわえて、金目のものを漁るでもなく屋敷内に留まっていた犯人の意い図とを推すい察さつするなら──」

　少佐は待ち伏せされたと見るべきだろうな、とイクタは結論した。だとすれば極きわめて計画的な犯はん行こう……いや、作戦だったのだろう、これは。

　推すい測そくを固めつつ、部屋から部屋へと回っていく。すると、次に入った客室らしき広い部屋で、彼は妙みようなものを見つけた。部屋のそこかしこに、薄うす汚よごれた白い布ぬのが捨てられていたのだ。

「何だろこれ。カーテンにしては小さいし……あ、首を通す穴あながある。てことは服？」

「イクタ。それはアルデラ教の巡じゆん礼れい服ふくでは」

　クスの助じよ言げんに、少年はああ、と納なつ得とくした。敬けい虔けんなアルデラ教の信しん徒とは、功こう徳とくを積むために大陸中の神しん殿でんを巡礼して回るのだが、これはその旅行中に羽は織おって過すごすものだ。神しん官かんが着る法ほう衣えの簡かん略りやく版ばんみたいなものだと言えるだろう。

　だが正体が分かって、イクタはなおさら首をかしげた。神しん学がつ校こうの宿しゆく舎しやならいざ知らず、どうしてここに巡礼服そんなものが大量に落ちているのか。その理由までは彼もクスも説明出で来きない。

　推すい理りの材ざい料りようを探さがして、少年が物思いにふけっていると、ふと階下からうわずった悲鳴が響ひびいてきた。騒さわぎを聞いて駆かけ付けた誰だれかが下の惨さん状じようを見たのだろう。近付いてくる気け配はいを受けて、主あるじを気き遣づかったクスが腰こしのポーチから袖そでを引っぱる。

「イクタ、逃げた方がいいのでは。ここでは誰だれに見つかっても言い訳わけが大変です」

「うん、そうしよう。いま営えい倉そうに放り込まれるのは、さすがに具ぐ合あいが悪そうだ」

　真ま面じ目めな顔でうなずくと、イクタは手近な窓の枠わくに足をかけてひょいと飛び降りた。







　砂さ塵じん混まじりの向かい風が顔を打つ。疾しつ走そうに継つぐ疾走、加か速そくに継ぐ加速が視し界かいを狭せばめ、両足の鐙あぶみから腰こしに伝わる震しん動どうは、愛あい馬ばの全力を示している。

「逃がさない……！」

　乗り手もまた同じこと。前ぜん傾けいして馬へまたがった姿勢で、ヤトリは手た綱づなを握にぎる両手に力を込めた。後ろには騎き馬ば隊たいの部下たちを率ひきいて、前方には賊ぞくどもの背中を見み据すえている。

　トァック少佐の死を確かく認にんして屋敷を飛び出した後、ヤトリは現場の保ほ全ぜんと基地への報ほう告こくを部下に託たくし、自分自じ身しんは指し揮き下の騎き兵へい部ぶ隊たいを動員して逃げ去さった賊どもの追つい撃げきを始めたのだった。豆まめ粒つぶのような影を追い始めた二十分前と比くらべれば、両者の距きよ離りは格かく段だんに縮ちぢまっている。

「後ろ、速度あしを落とさないで！　山に逃げ込まれたら終わりよ！」

　舗ほ装そうなど望むべくもない悪あく路ろだ。岩場に足を取られないように注意しつつ、さらに速さを保ったまま馬を駆かり続けるのは、並々ならぬ技術と度ど胸きようが必ひつ要ようとされる。日ひ頃ごろからじゅうぶんな訓くん練れんを重ねているはずの騎き兵へいでさえ、すでに何人かは隊たい列れつから脱だつ落らくしていた。

　だが、とヤトリは思う。──それくらいの無理を通さなければ、この差は縮まらなかった！

「総そう員いん、遠とお間ま武ぶ器きを構えて！　敵てき左ひだり後こう方ほうからの斉せい射しや一いち巡じゆん、のちに肉にく薄はくしての接近戦へ移る！」

　ヤトリの命令に応えて、一部の兵が風銃を、大部分を兵がボウガンを馬上で構えた。狙ねらいを定めづらい馬上射しや撃げきは単たんなる露つゆ払はらい、本ほん命めいはその後の抜ばつ槍そう突とつ撃げきだ。──兵の数、馬の体格・残りの体力、全すべての要素で自分たちが勝まさっている。さらに敵の弱手ひだり側からの攻こう撃げきとなれば、それはもう必ひつ勝しようの方ほう程てい式しきに違ちがいない。ヤトリは確かく信しんをもってそう判断した。

　「撃てぇ！」と号令を下くだす寸すん前ぜん、しかし彼女は喉のどまで出かかっていた声を押しとどめなければならなかった。逃げ去さっていく賊ぞくたちの進路上の岩いわ陰かげに、ちらりと人ひと影かげが覗のぞいたからだ。

「……ッ、攻撃中止！　全員止まりなさい！」

　リスクを図はからずに遮しや二に無む二に突つっ込んでいく愚ぐを、指し揮き官かんとして常つねに頭の片かた隅すみに残してあった冷れい静せいさでヤトリはしりぞけた。騎き馬ば隊たいの疾しつ走そうが止まる。それに気付いた敵側も、すぐに速度を緩ゆるめて停止し──その周まわりの岩場から、ボウガンや風銃を手にした新あら手てが続々と現れた。

「……兵を伏ふせてあったのね。なかなか抜け目ないわ、敵も」

　追つい撃げきされることまで視し野やに入れての罠わなと知って、ヤトリは素直に感心した。あのまま賊を追って岩場に突っ込んでいれば、奇き襲しゆうによって部隊は動どう揺ようし、その隙すきを狙ねらって駆け戻ってきた敵主しゆ力りよくから痛いた手でを受けていたかもしれない。

　だが現実にはヤトリの観察力と即そく断だんが功こうを奏そうして、彼女の部隊は敵の有ゆう効こう射しや程てい外がいに停止した。伏ふく兵へいが姿を現したのも、自分たちの存そん在ざいを気付かれたと悟さとったからだろう。

　雄ゆう大だいなる大アラファトラ山さん脈みやくの直ちよつ下か、二つの勢力は、長い距離を空あけてにらみ合った。

「……どうしますか、隊長。あの数から迎げい撃げきを受けつつの突撃となると、こちらも結構な犠ぎ牲せいを覚かく悟ごしなければなりませんが」

「そうね、曹そう長ちよう。もちろん必ひつ要ようならやるけれど、今はその局面ではないわ」

　副ふく官かんに同意のうなずきを返すと、ヤトリは敵の一いち群ぐんをにらみ、腹はらの底から叫さけんだ。

「──シナークの民たみ！　なぜ、私たちの同どう胞ほうを殺害する暴ぼう挙きよに及およんだの！　あなたたちの釈しやく明めいを聞かせなさい！」

　その声は数百メートル先の敵まで朗ろう々ろうと響ひびいた。少しの間を置いて、相あい手てからも返答がある。驚おどろいたことに、それもまた女性の声だった。

「──仲なか間ま死ぬの、つらいか！　うぬらでも、それ、つらいか！」

　舌したっ足たらずな印いん象しようを受けるシナーク族に独特の方ほう言げんよりも、それを口にする相手の姿に、ヤトリは目を丸くした。距きよ離りが遠くて顔まではよく分からないが、ひどく小こ柄がらな少女なのは間ま違ちがいない。それが今、並みいるシナークの戦せん士したちを代表して怒いかりの声を張り上げている。

「……山の上では、仲なか間まの死が平気な人間を人でなしとは呼ばないのかしら！」

「人でなしでないのか、うぬら！　んだら、なして、あてたちからハハシクを奪うばう!?」

「……ははしく？　何のこと!?」

「いま、それ、うぬのそばにもいるな！　うぬら、それ、精せい霊れいと呼んでいるな！　あてたちからそれ奪ってくの、人でなしの業わざでなくてなんだ！」

　身みに覚えのない糾きゆう弾だんに、ヤトリは戸と惑まどった。サフィーダ中ちゆう将じようが断行してきたシナーク族への弾だん圧あつ政せい策さく、ひいてはその手段である精霊の没ぼつ収しゆうについて、彼女はまだ知らない。

「その前にも、うぬら、あてたちに色んな都つ合ごうを押し付けた！　まず平地の町で物を売れなくした、あてたちが育てたモロコシも、うぬら軍がタダみたいな値ねで無理やり買い上げた！　すっと野や菜さい、果くだ物もの、ちょっとしか買えね！　モロコシの蓄たくわえも減って冬を越こせね！　老人、子供、どんどん飢うえて死んでった！」

「…………」

「仕し方かたなく盗ぬすみ、始めた仲間も、うぬらが片かたっ端ぱしから殺した！　あげくにうぬら、あてたちから火と風のハハシクを奪い始めた！　食いもん奪って、仲間殺して、大切なハハシクまで取り上げて──んだらこと、人でなし以外に誰だれがすっか！　言ってみろ！」

　ヤトリは息いきを吞のんだ。事情を詳くわしく知らない彼女にも、相手の恨うらみの深さは伝わってきた。それは同時に、事じ態たいがトァック少しよう佐さ個こ人じんの死だけでは収まらないだろうことを予想させる。

「……なら、要よう求きゆうを言いなさい！　今後の軍に対して、あなたたちが望むところは何!?」

　せめて交こう渉しようの余よ地ちを残そうとしたヤトリの試こころみは、続く返答で完全に破やぶられた。

「は、うぬらに望むところなんか無ね。人でなしに期待なんかしね！　……ただ、あてたちは在あるべきカタチに還かえるだけ！　うぬらに北へ北へ追いやられる前の生活に、山と平地を思うままに行き来していた頃ころに、あの遠く懐なつかしい日々に戻りたいだけ！」

　そう叫さけぶと、少女は両りよう腰こしから分ぶ厚あついククリ刀とうを抜いて天に振りかざす。顔を映すまでに磨みがき上げた刀とう身しんが、太陽の光をぎらりと照てり返した。

「うぬらを倒たおしてハハシクを取り戻し、高き山と低き地を共ともに得え、あてたちはシナーク本来の世界へ還る。今からやんのは、そんための聖せいなる戦いくさだ。んだら、あてが……シナーク族長ナナク・ダルが、その名のもと、ここに聖せい戦せんの火ぶたを切って落とす！」

　両手の刃を同時に振り下ろし、その切っ先をぴたりとヤトリに向けて──シナークの民を頂ちよう点てんで率ひきいる史し上じよう最年少の長、ナナク・ダルは小さな胸むねを張って堂々と宣せん戦せん布ふ告こくした。

「すったら覚かく悟ごせ、平地の鬼おに子ごらァ！」







「──などという宣せん戦せん布ふ告こくの後、すぐさま賊ぞくたちは大アラファトラへと退たい却きやく。こちらの被ひ害がいはユスクシラム・トァック少しよう佐さを始め、護ご衛えいの下か士し官かんを含めた合計五人ですが、いずれも死し亡ぼう。……ヤトリシノ准じゆん尉いからの報告は以上です」

　広く開いた窓まどから夕陽が差し込む司し令れい室しつの中、報告を聞き終えたサフィーダ中ちゆう将じようは、部下に背中を向けて外を眺ながめたまま、ふむと軽くうなずいた。

　最初に同どう僚りようの訃ふ報ほうを受けた時は驚おどろいていたが、状じよう況きようが落ち着いて最終的な報告を受け取る段になると、さすがに落ち着きを取り戻している。今は微び妙みように伸びすぎた口ひげを気にする余よ裕ゆうまであった。

「ユスクは死んだか。惜おしい奴やつを亡なくしたものだ」

　惜せき別べつの言こと葉ばにしては感情がこもっていなかった。中将としても、有ゆう能のうな副ふく官かんだった少佐の死を惜しむ心情がまったくないわけではないが──日ひ頃ごろから何をするにもうるさく口を挟はさんでくる小こ姑じゆうとのような部下の存そん在ざいが、正直言って、彼にはずっとうとましかった。

「シナークの山出しどもが、聖せい戦せんとは吠ほえたものだ。身みの程ほどを知らん。お前もそう思わんか」

「は……」

「ただ吠えるだけなら可愛かわいげもある。だが、これから嚙かみつくぞと言い置かれては、吾わが輩はいとしても躾しつけのなっていない野の良ら犬いぬを放置はできんな」

　妙みように抑よく揚ようのない声で中将は言う。その口くち元もとが薄うすく笑っていることに、背後の部下は気付けない。淡たん々たんとした声は、不ふ謹きん慎しんな喜よろこびを取り繕つくろった結果だということも。

「どうやら大がかりな駆く除じよの時期が来たようだ。……大アラファトラの御お山やまが野良犬の住すみ処かとなっている状況には、吾輩も常つね々づね心を痛めておった。今までは同じ国に住んでいる者同どう士しのよしみで見逃してやっていたが、その恩おんを仇あだで返されては是ぜ非ひもなし」

　く、と抑おさえきれなかった笑いが口からこぼれた。内ない心しん、彼は本気で感かん謝しやしていたのだ。

　退たい屈くつ極きわまりない北ほく域いきでの勤きん務むの中、シナーク族への弾だん圧あつは中将の最大の娯ご楽らくだった。北の山に住まう異い民みん族ぞくは、彼にとっては不ふ潔けつで野や蛮ばんなヒトもどきでしかなく、それを狩かることは刺し激げき的てきで痛つう快かいなゲームだった。

　とはいえ、法の上ではシナーク族も帝てい国こく民みんの扱いであって、いくら中将の立場でも堂々と狩りの対象にはできない。たまに野や盗とうを犯おかした連中を討とう伐ばつする以外は、税ぜいを厳きびしくしたり精せい霊れいを取り上げたりと、あの手この手でいじめるのがせいぜいだった。今までは。

　──まさか、向こうから口こう実じつを作ってくれるとはな……！

　サフィーダ中将は戦争が好すきだった。大勢の兵を動かしていると、北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんとしての権けん限げんを実感できるからだ。いびつに膨ふくれ上がった自じ尊そん心しんが、その時だけは歓かん喜きで満たされる。

　まして、シナーク族との戦争とくれば、彼には願ってもないことだった。好きなことをやって嫌きらいな連中をやっつけられる。これほど素晴らしいエンターテイメントは他にない。

「先ほどの宣せん戦せん布ふ告こくは、部族を上げての反はん乱らんの宣せん言げんと受け取った。こちらも相そう応おうのやり方で応こたえなければならんな」

「は。では、北ほく域いきの各基地に警けい戒かいレベルの上じよう昇しようを通達するということで……」

「それでは手ぬるい。全すべての基地から兵を集めて討とう伐ばつ隊たいを編へん成せいする。旅りよ団だん規き模ぼでだ」

　上じよう官かんの発言に、部下の士し官かんは自分の耳を疑った。

「……それはつまり。こちらから大アラファトラに攻せめ入る、ということですか」

「何を驚おどろくのだ。知っての通り、北ほく域いきには補ほ給きゆう確かく保ほの問題から小しよう規き模ぼな基地が点在しており、このままでは敵てきから各かつ個こ撃げき破はされる恐れがある。そこで逆にこちらから攻め入ってやるのだ」

　中ちゆう将じようは自信満々に言い切った。守りの戦いくさなど性しように合わない、図ずに乗った異い民みん族ぞくどもを大兵力で一方的に蹂じゆう躙りんしてやるのみだ──熱に浮かされた瞳ひとみがそう語っている。

「こちらが総そう攻こう撃げきに出れば、奴やつらは守りに手て一いつ杯ぱいになる。攻撃は最大の防ぼう御ぎよ、という至し言げんを実行するわけだ。何か問題があるか？」

「い、いえ、私には何とも……。しかし、いちおう少しよう佐さに意見を──」

　体に染しみ付いた習しゆう慣かんが士官にそう言わせたが、こういう時に慎しん重ちような意見を出してくれるはずの人物は、もうこの世にいない。その事実に気付くと、彼は黙だまるほかなかった。

　部下の沈ちん黙もくを賛さん同どうと受け取って、サフィーダ中将は楽しげに鼻を鳴らす。それから思い出したように付け加くわえた。

「──そうだ。ユスクが死んだことは、まだ中ちゆう央おうには伝えるな」

「は？　ですが……」

「どのみち討伐に当たって多少の犠ぎ牲せい者しやは出るだろう。戦せん死し者しやの報告は戦たたかいに一区切り付いてからまとめて行っても遅おそくない。むしろそれが自然というものだ」

　でっちあげの理り屈くつで部下を言いくるめながら、サフィーダ中将は考えていた。──ユスクが死んだと知れば、中央はすぐにでも次のお目付け役を寄よ越こしてくるだろう。まったくわずらわしい。いずれは受け入れるしかないにしろ、なるべく先さき延のばしにしたいところだ。

　そう、少なくとも討伐が終わるまでは。この降ってわいた戦争イベントを楽しみ尽つくすまでは……。







　夕食の時間になると、食堂の雰ふん囲い気きは普ふ段だんと微び妙みように違ちがっていた。誰だれも大きな声を出さないくせに、お喋しやべり自体はひそめた声でひっきりなしに続いている。ひとえに緊きん張ちようの表れだった。

　騎き士し団だんの面々も例外ではない。食事なんかは全員が搔かきこむように片づけて、今はとっくにヤトリの話を他の五人がかじり付きで聞く体たい勢せいに入っていた。

「……聖せい戦せん……。ヤトリ、確かく認にんするけど、相手は本当にそう言ったのかい」

　説明が一通り終わると、イクタが眉み間けんにシワを寄せて尋たずねた。ヤトリは深くうなずく。

「ええ、確かに言ったわ。彼らの覚かく悟ごは相そう当とうなものよ」

「互たがいの戦力差は承しよう知ちの上で、か。恨にくまれたもんだな、おれたちも」

　マシューが渋しぶい顔で言った。隣となりのトルウェイは膝ひざに手を置いたまま黙だまり込んでいる。

「トァック少しよう佐さらの死は遺い憾かんだが、キオカとの戦いくさに敗れて国力が消しよう耗もうしている今の時期に、同じ帝てい国こく民みん同どう士しで争あらそうなど狂きよう気きの沙さ汰たであろう。和わ睦ぼくの道を探さぐるべきだ」

「わ、わたしもそう思います。戦争しなきゃいけない理由が見つかりません」

　シャミーユ殿でん下かの意見にハロも乗っかる。だが、ふと周まわりを見渡すと、反対の意見を言っている人間のほうが明らかに目立っていた。

「正面対決でいいじゃねぇか。ここでガツンと分からせてやるべきだよ、シナーク族あいつらには」

「山出しどもが調ちよう子しに乗りやがって。死んだ仲なか間まと同じ目に遭あわせてやる」

「トァック少佐の仇かたきを討うつべきだ。少佐もそれを望むはずだ！」

　血けつ気き盛さかんな声が次々と聞こえてくる。すでに犠ぎ牲せい者しやが出ているという事実も手伝って、消しよう極きよく的てきな非ひ戦せん論ろんよりは積せつ極きよく的てきな主しゆ戦せん論ろんのほうが勢いを味み方かたにしているようだった。特に仇討ちというシンプルな理り屈くつが兵たちの正義感を盛り上げているのは間ま違ちがいない。

　戦争を望む声が大きくなれば、反対の意見は自然と出しづらくなる。ごく自然な群ぐん集しゆう心しん理りだ。──だからこそ誰だれも予想しなかった。この固まりかけた空気の中、誰よりも大声を張り上げて、憚はばからず「ＮＯ」を謳うたう者がいるとは。

「何を酔よっ払ぱらっとるか貴き様さまらァァァ！　こんな戦たたかいに奮ふるい立つ騎き士しなどいるかァ！」

　テーブルにこぶしを叩たたきつけ、巨きよ体たいを椅い子すから起こしつつ叫さけんだのは、あのデインクーン准じゆん尉いだった。耳が痛いたくなるほどの大声に周しゆう囲いの人間は圧あつ倒とうされたが、それも最初だけのことで、すぐに失しつ笑しようと嘲ちよう笑しようが場を覆おおい始める。

「なんだよ、らしくないなデインクーン准尉。ついこの前まで、他の誰よりも戦争に出たがってたのはお前じゃないか」

「それは至し極ごく当とう然ぜん、あの時は相手が怨おん敵てきキオカ共きよう和わ国こくであったからな！　……よいか貴様ら、騎士の剣けんとはだな、国を脅おびやかす外がい敵てきをしりぞけるためだけに振るわれるものなのだ！　断じて同どう郷きようの仲間を殺さつ戮りくするための凶きよう器きではないっ！」

　デインクーンは高らかに言い切った。失笑は収まったが、その代わりに冷ややかな皮ひ肉にくが彼に向かって放たれる。

「キャンキャン吠ほえるなよ。要ようするに怖じけたんだろ、あんた」

「……何？」

「いざ戦争が目の前にきてブルっちまったってことだよ。人よりずっとデカい図ずう体たいして情けねぇな。騎士の剣が聞いて呆あきれるぜ」

「……我わが誇ほこりを侮ぶ辱じよくするか。貴様、もう一度言ってみろ！」

　マッチョのアゴラが立ち上がってデインクーンとにらみ合う。体たい格かくで釣つり合う巨きよ漢かんふたりだけに、ここで殴なぐり合いのケンカになれば、食堂は壊かい滅めつを覚かく悟ごしなければならないが──。

「何を騒さわいでおるかっ！　静せい粛しゆくにしろ、静粛に！」

　タイミングよく見回りにやってきた上じよう官かんのおかげで大だい惨さん事じは免まぬがれた。アゴラが舌した打うちして席せきに座すわり直すと、デインクーンも相あい手てから視し線せんを切って腰こしを下ろす。

　上官の存そん在ざいに押さえつけられる形で、食堂は圧力の高い沈ちん黙もくで満ちた。が、部へ屋やをゆっくりと一いつ周しゆうした彼が廊ろう下かに取って返すと、途と端たんにお喋しやべりが復ふつ活かつする。心もち声量は落ちていたが、交わされる会話はむしろ密みつ度どを増していた。

「……ちょっと意外でした。血けつ気き盛さかんなハルグンスカ准じゆん尉いさんが、ここで非ひ戦せん派はに回るなんて」

　親しみを覚えた様よう子すでハロが言う。それを聞いたヤトリも微笑ほほえんだ。

「意外、というのは彼に失礼ね。本人も言っていたけど、騎き士しとは本来、国と民たみを外がい敵てきから守るために存そん在ざいする者よ。同じ帝てい国こく民みんを手にかけることに抵てい抗こうを覚えても、それはむしろ自然な感かん覚かくと言うべきでしょう」

　自じ称しよう騎士に過ぎないデインクーンと違ちがって、名めい実じつ共ともに帝国騎士である彼女の言こと葉ばには相そう応おうの重みがある。そんなヤトリを崇すう敬けいの目で見やりながら、トルウェイも口を開いた。

「ぼくもそう思う。それに、あの空気の中で少数派の意見を主しゆ張ちようできたデッくんはすごいと思うよ。ああいうことは、むしろイッくんがやるものだと思っていたから」

「……ふむ、そういえばそうだな。空気を読まない大たい言げん壮そう語ごと言えば、ソローク、そなたこそが他に並ぶものなき本ほん家けであろう。今回はお株かぶを奪うばわれた形か？」

　シャミーユ殿でん下かが皮ひ肉にくたっぷりに尋たずねたが、イクタはそれを完全に無む視しした。腕うでを組んで深く椅い子すに腰こし掛かけた姿勢で、少年は空中の一点をじっとにらんでいた。

「……聖せい戦せん。……聖戦、か……。……聖戦ねぇ……」

「何よ、まだそこに引っかかってたの？」

　ヤトリがいぶかしむ視線を向ける。イクタは低い声で呻うめくように言った。

「……無いんだよ、そんな言葉」

「……？」

「存在しないんだ。シナーク族の語ご彙いに、聖戦なんて単たん語ごは」

　彼の言いたいことが分からず、他の面々は首をかしげる。イクタは視線を戻して説明した。

「シナーク族にとって、戦いくさというのは純じゆん粋すいな生せい存ぞん競きよう争そうだ。強いものが生き残って弱いものが淘とう汰たされる、そうした自然の摂せつ理りがもっとも極きよく端たんな形で表れたものだ。彼らはそれを否ひ定ていも肯こう定ていもしない。この世の真しん理りとして淡たん々たんと受け止める。──ただ、絶対に『聖せい化か』はしない」

「……シナークの奴やつらは、戦争に大たい義ぎを求めないってのか？」

「もちろん大義はあるよ、部族の幸こう福ふくと繁はん栄えいがそれだ。でも、それは彼らにとって『聖なるもの』じゃない。戦争によって得られる富とみは、言い換かえればよそから奪うばってくるものに過すぎない。自分たちの都つ合ごうだけを理由にね。それは聖せい性せいと対たい極きよくに位置する生き汚きたなさだ」

　イクタはそこで一度言葉を切って、腰こしのポーチにいるクスの頭を軽く撫なでた。

「シナークの民たみが聖せい性せいを認めるものはちゃんと別にある。それがハハシク──僕ぼくたちが言うところの四よん大だい精せい霊れいだ。主あるじの人間に対する無む条じよう件けんの奉ほう仕し精神、それを例外なく有するこのコたちを指して、シナークの民たみは『聖せいなるもの』と呼んでいる。……僕たちも知っての通り、主の人間を守ろうとする時、このコたちは自分の都つ合ごうをまったく顧かえりみないからね」

　弱じやく肉にく強きよう食しよくの摂せつ理りが支配する世界の中、唯ゆい一いつの例外として精霊はある。彼らは異い種しゆに過すぎないはずの人間を助けるために自じ己この全能力を費ついやしながら、その献けん身しんに何の見返りも求めない。どんなにむごい仕打ちを受けても不満など口にしない。たとえ体を粉こな々ごなに砕くだかれても。

「シナークの民が『聖』の言こと葉ばをもって表現するのは、この世でただ一つ──主に対する精霊の献身的な在あり方だけだ。『聖』は『精霊』と不ふ可か分ぶんであって、前者だけを切り離はなして使うことは有あり得えない。まして『戦争』なんて俗ぞく語ごの代表格とくっつけるのは言ごん語ご道どう断だんだよ」

「……話は分かったわ。でも、彼らが戦争に踏ふみ切った理由に、その精霊が直接関わっているとしたらどう？」

　──あてたちからそれ奪うばってくの、人でなしの業わざでなくてなんだ！

　シナークの少女が自分に向かって言い放った言葉を鮮せん明めいに思い出しつつ、ヤトリは尋たずねた。

「その様よう子すだと、君も知ったか」

　サフィーダ中ちゆう将じようによる弾だん圧あつ政せい策さくの一いつ環かん、シナーク族からの精霊取り上げを指して、イクタは言う。他の面々は何のことか分からずに困こん惑わくしていたが、ふたりは構わず続けた。

「……敵てきに精霊を奪われた。精霊は聖なるもの。奪われた聖なるものを取り返すために戦わなければならない。ならば、その戦たたかいは『聖せい戦せん』である。──これと同じ理り屈くつを、彼らが採さい用ようしたと考えるのは無理があるかしら？」

「ないね。うまく出来た詭き弁べんだよ。出で来きがよすぎて吐はき気けがする」

　文字通り吐き捨てるように言って、イクタは不ふ快かいを隠かくさず口くち元もとをゆがめた。

「でも、そういう小こ賢ざかしい理屈は、彼らの倫りん理り観かんを知ち識しきとしてしか知らない僕たちだからこそ思い付くものだ。……さっきも言ったけど、シナークの人間なら、そもそも戦争を聖せい化かしようとしない。だから、そのために理屈をこねくり回すこともない。採さい用よう云うん々ぬん以前に、そもそも彼らにはそれを発想することが出来ないんだ」

　ぎり、と歯を強く嚙かみしめて、イクタは結論を口にする。まるで溶よう岩がんを吐き出すように。

「にもかかわらず『聖戦』という言葉が使われたとすれば、答えはひとつしかない。──いるんだよ。よそからやって来て、出来合いの詭弁をシナークに吹き込んだ奴が」







　それより一夜明けた朝、鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんのサフィーダ中将から、トァック少しよう佐さらの殺害を受けたシナーク討とう伐ばつ隊たいの編へん成せいが指し揮き下かの全軍に向けて正式に通つう達たつされた。動員兵力はこの時点の予定で一万八千余。これまでの北ほく域いきに類るいを見ない、前ぜん代だい未み聞もんの規き模ぼでの軍事行動となった。

　──カトヴァーナ北ほく域いき動どう乱らん。

　戦たたかいはこうして始まり、帝てい国こくの歴史の一いつ端たんを、同どう胞ほうの血ち糊のりで分ぶ厚あつく塗ぬりたくっていく。
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　大アラファトラの山やま肌はだに、麓ふもとから、軍ぐん靴かの足あし跡あとが果はてしなく続いている。

　その先頭近くを、今まさに無数の足跡を増やし続けながら、カンナ・テマリ一いつ等とう兵へいを含ふくむ帝てい国こく軍ぐんの部隊が進軍していた。細い山道に延えん々えんと連なる隊たい列れつは、その様よう子すを上じよう空くうから見る者がいれば、蟻ありの行こう軍ぐんと区別が付かなかっただろう。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　足あし腰こしに疲つかれが溜たまっていく中、カンナは呼こ吸きゆうのリズムを一定に整えるのに懸けん命めいだった。

　重い荷物を背せ負おっての、それも山道での進しん軍ぐんは、新しん兵ぺいの時期をとっくに卒業したカンナにとっても過か酷こくなものだ。道どう程ていはまだ二に合ごう目めにも達していないし、そもそもこれは頂ちよう上じように辿たどり付けば済すむような甘あまい旅ではない。その上で、さらに敵てきを倒たおさなければならないのだ。

　──敵を倒す。人を撃うつ。人間を……殺す。

　その行こう為いを想像すると、物理的な重さも相あいまって、カンナはサスペンダーで肩かたにかけた風銃のバレルを放り出したくなる。ついでに背はい囊のうも軍ぐん服ぷくも。パートナーのタブ以外は、何もかも。

「止まれ、止まれぇーい！　大休止に入る！」

　上じよう官かんの野の太ぶとい声が響ひびき渡わたり、兵たちは揃そろってひと息いきついた。点てん呼こを終えた小隊から順に腰こしを下ろしていく。会話も許されているはずだが、お喋しやべりの声はそう多くない。ここで無む駄だな体力を使えば後々の命取りになると、誰だれもが察しているからだろう。

「風ふう銃じゆう兵へいはパートナーに弾たまを飲ませておけ！　焼しよう撃げき兵へいにはこれから菜な種たねを配くばる、これも精せい霊れいに食わせろ！」

　山さん脈みやくへの進しん攻こうにともなう敵てき兵へい遭そう遇ぐう率りつの上じよう昇しようを見み越こして指示が下る。風銃兵のカンナはポケットから球きゆう状じようの弾だん丸がんを取り出してタブの口に入れた。パートナーが飲み込んだ弾は、そのまま胴どう体たいの風かざ穴あなの中へと装そう塡てんされる。精霊自体が安全装置になってくれるので暴ぼう発はつの心配もない。

　二発目を口に含ふくませながら、カンナはちらりと周りを見やった。焼撃兵には油ゆ分ぶんを多く含んだアブラナの種子が配られている。油分に富んだ黒い小さな粒つぶ々つぶを、彼らはパートナーの火精霊に食べさせていた。食べかすを吐はき出す頃ころには、火精霊の体内に油が補ほ充じゆうされている。

「……近付いてるんだな、戦いが」

　そうした光景を見ていると、単たんなる疲ひ労ろう感とは別のものが、カンナの胸きよう中ちゆうにじわじわとこみ上げ始めてきた。足あし元もとだけを見て歩いている間には忘れられていた、殺し合いへの恐れが。
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「……不本意だ」

　護ご送そうの馬車に乗り込む寸すん前ぜんまで、シャミーユ殿でん下かは騎き士し団だんの面々にそうこぼしていた。

　貴き人じんを乗せた馬車は、戦火を避さけて南へ走り去さる。道中の警けい護ごには一個大隊が当てられていた。親しん衛えい隊たいの裏うら切ぎりという前例があるだけに不安は残るが、北ほく域いきの土と地ち柄がら、ここには帝てい室しつに反逆するほどの気き骨こつの持ち主など少ないだろう──という楽らつ観かんもできなくはない。

「行かれましたね。……正直、ほっとしました。ああ言ってはおられましたけど、戦たたかいが始まった以上、やっぱり姫ひめさまのような方がいつまでも前線にいるべきじゃないんです」

　見送りに来ていた騎き士し団だんの中にも、ハロの感想に異いを唱となえる者はいなかった。

　いま彼らが出向している基地は、シナーク族が本ほん拠きよとする大アラファトラ山さん脈みやくの目と鼻の先にある。姫ひめ君ぎみの存そん在ざいが敵てきに知られれば、狙ねらい撃うちされる可か能のう性せいはかなり高い。

「……護ご送そうそれ自体はともかく……北域南なん端たんの基地への赴ふ任にん、っていうのがな」

　マシューがいぶかしむ顔を見せた。というのも、サフィーダ中ちゆう将じようが姫ひめ殿でん下かを中ちゆう央おうに返さず、同じ北域の南端へ避ひ難なんさせるに留めたからだ。戦線からじゅうぶんに離はなれているから危険は薄うすいとはいえ、皇こう族ぞくの身の安全を第一に考えた結論としては不ふ可か解かいなものに違ちがいない。

「今の殿でん下かにとって、中央に戻るのが一番安全とも限らないけど……それは別にしても、彼女を中央に返したくない中将の意向は働はたらいていると見るべきだろうね」

　トルウェイが推すい測そくを述べる。──いくら中将の立場から命令しても、皇こう族ぞくの口にフタはできない。中央に帰った姫殿下に伝えられてはまずい情じよう報ほうが北域鎮台内部にあって、そのために彼女は北域に留められた。そう考えるのが自然だった。ヤトリもそれにうなずく。

「帝てい国こく内ないの四し方ほう各かく域いきの治ち安あん維い持じは、東西南北それぞれの鎮台に一いち任にんされているわ。だからシナーク族の反乱に対してサフィーダ中将が取り組むのは立場上の必ひつ然ぜんよ。……とはいえ、ここまで大きな兵力を動かすとなると、まずはその作戦を中央に伝えて意見を仰あおぐものだけど……」

「律りち儀ぎにその段取りを踏ふんだとは考えにくいね。シナーク族討とう伐ばつ隊たいの編へん成せいは、あの事じ件けんの翌よく日じつにはもう全軍へ通達されていたんだから。中将の完全なスタンドプレーだよ、これは」

　イクタが不ふ機き嫌げんを隠かくさずに言った。彼がいつものように茶ちや化かさなかったことで、マシューはひどく不安を煽あおられてしまう。

「……で、でもさ。戦せん況きようがどう推すい移いしても、結局おれたちは今と同じ予よ備び待たい機きのまんまだろ。いくら実じつ戦せん経けい験けんを積ませるための北域赴任といったって、こんな状じよう況きようは想定してないはずだ。サフィーダ中将も虎とらの子の高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいを危険な最前線なんかに回さないよ」

「もっともな意見だね、我わが友マシュー。……でも悲しいかな、常じよう識しきをわきまえている人間にしか常識論は通じない。今は中将がその一員であってくれることを祈いのるばかりだ」

「……そうね。トァック少しよう佐さ亡なき今は、特に」

　言いながら、イクタもヤトリもちっとも期待している様よう子すではなかった。いつもフォローを入れてくれるトルウェイさえ、今は重い沈ちん黙もくを貫つらぬいている。

　分ぶ厚あつい雲に包まれた大アラファトラの山並みを遠く見やりながら、どうやら早めに覚かく悟ごを決めておく必ひつ要ようがありそうだ、とマシューは思う。彼に五秒ほど遅おくれて、ハロも同じ結論に至いたった。







　その日の夜、ある荷物が中ちゆう央おう基地から到着したことを受けて、イクタは真夜中の野外射しや撃げき訓くん練れん場じようにトルウェイを呼び出した。

　射撃位置から数十メートル先にずらりと並んだ的まとは、夜中だと真っ黒な人ひと影かげが立ち並んでいるかのように見える。その不ぶ気き味みさから生まれた怪かい談だん話ばなしの類たぐいも、ここの兵士の間にはいくつか伝わっている。

「どうしたんだい、イッくん。ここに何か……？」

　彼の質しつ問もんには答えず、イクタは黙だまって先を歩く。やがて訓練場の端はしまでやってくると、そこで彼は、横に幅広い何かに被かぶせてあった覆おおいを取り去さった。

　中から現れたのは、鍵かぎ付つきの銃じゆう架かと、そこに立てかけてある風銃のバレルだ。全部で四十挺ちよう余あまりあって、どれも金属の輝かがやきが真ま新しい。作られて間もない新品なのは一ひと目めでわかった。

「お前のは──これでいいか。まぁ手に取ってみ」

　銃架から鍵を外して、イクタが勧すすめる。言われるままに一いつ挺ちようを手に取ったトルウェイだが、その瞬しゆん間かんにはもう、風ふう銃じゆう兵へいとしての彼の経験が違い和わ感かんを訴うつたえていた。

「……この銃、重い……？　ぼくが普ふ段だん使っているものと長さは同じなのに、重量は二割増しくらい……」

「明日の訓練からはそれを使え、上に許きよ可かは取ってあるから。……本当はマシューと僕の小隊も含めて、騎き士し団だんの指し揮き下かにある風銃兵全員をこれに換かん装そうさせたかったんだけどな。今の段階だと、試し作さく品ひんをこれだけ回してもらうのが精いっぱいだった。じき量産も始まるだろうけど」

「試作品……？　あの、イッくん、つまりこれって……」

「いちおう兵に試し射しやさせてみたけど、出で来きは悪くない。従じゆう来らいの風銃との差は、お前なら使ってみれば一いち目もく瞭りよう然ぜんのはずだ。扱あつかいの基本は同じだけど、手入れのやり方が少し変わるから、それは後ご日じつ詳くわしく教える。あと、数に限りがあるが、こっちの新しん型がた弾だんも全員に何発か試射させておくように」

　少年は一方的にそう言って、綿わた入いりの木き箱ばこに詰まったドングリ型の弾だん丸がんをつまんで示す。困こん惑わくするトルウェイにそれ以上の詳くわしい説明は与えず、イクタはさらに続けた。

「とにかく、今のうちに使い慣なれといてくれ。あと何日ここで訓練していられるか分からないし、始まった戦争といつまで無む縁えんでいられるかも分からない。……でも、この装そう備びに習しゆう熟じゆくしておけば、いざって時にはお前の部隊が切り札ふだになる」

　最後にそう締しめくくると、銃身バレルを銃架に戻して再ふたたび布で覆い、イクタは射撃訓練場を去った。

　……翌よく日じつの朝、実際にそれを使ってみたトルウェイは、驚おどろきを言こと葉ばに表せなかった。
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　進しん軍ぐん開始から三日目の午前十時過すぎ。標ひよう高こう二千メートルの最前線で戦せん闘とうが始まった。

　敵てきは山道を塞ふさぐ形で砦とりでを作って待まち構えていた。木もく材ざいと日ひ干ぼしレンガで組み上げた要よう害がいに立てこもり、帝てい国こく軍ぐんの隊たい列れつを目もく視しするや否いなや、シナーク族の戦士たちは全力で攻こう撃げきを始めたのだ。

「怯ひるむな貴き様さまらぁ！　進め、進めぇっ！」

　ボウガンの矢と風銃の弾たまが雨あめ霰あられと降ふり注そそぐ中で、カンナたちは死と隣となり合あわせの抗こう戦せんを強しいられた。軍側の作戦は至いたってシンプル、数に任まかせた正面突とつ破ぱだ。

　ひとつの砦を攻こう略りやくするために逐ちく一いち迂う回かい路ろを探さがし出すコストよりも、強きよう行こう突破の際に出る死し傷しよう者しやのほうが安く済すむと、彼女らの指し揮き官かんは判断したらしい。司し令れい官かんのサフィーダ中ちゆう将じようから「大だい胆たんかつ迅じん速そくな侵しん攻こう」を求められていたことも決断に影えい響きようしただろう。

「無理だろ、こんなの──」

　戦闘開始から三分後、カンナは震ふるえる声でそう呟つぶやいた。……指揮官が命の勘かん定じようを間ま違ちがえたことに最初に気付くのは、いつだって前線の兵士たちだ。今回は彼女もその中に含まれていた。

　拳こぶし大だいの砲ほう弾だんが飛んできて、カンナの隣となりにいた男性兵士を吹き飛ばす。直ちよく撃げきを受けた太ふと腿ももは肉がちぎれて折おれた骨ほねが露ろ出しゆつしていたが、即そく死しさせるほどの威い力りよくはなく、それが逆に残ざん酷こくだった。同じように動けなくなった仲なか間またちが、苦く痛つうと恐怖の悲鳴で戦場の空気を満たした。

「尻しり込ごみするな、奴やつらの思うつぼだぞ！　兵つわものらしく勇気をもって敵てきに挑いどめぇい！」

　指揮官はそうやって焚たき付けていたが、もちろん軍側の被ひ害がいは兵たちの勇気の不足が理由ではない。本当の原因は、矢や面おもてに晒さらされているカンナになら一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「無理だって……！　だって向こうは、斜しや面めんの上に風ふう臼きゆう砲ほうをあんなに並ならべてるじゃないか！」

　見上げた先にずらりと並んだ砲ほう口こう。そこから次々と発射される砲弾が兵を吹き飛ばし、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくして斜面を跳はね転がっていった。ひどい時は一発で四、五人が被害を受けている。

　カンナも見み破やぶった通り、シナーク族の戦士たちは風臼砲をこれ以上ないほど効こう果か的てきに運用してきていた。射しや程ていの短さ、威力の不足、運うん搬ぱんの手間──広く知られたこれらの欠点を全すべて補おぎなう使い方が、実はひとつだけある。

　それが高所に陣じん取どった上で砲を配置し、斜面を登ってくる敵を迎げい撃げきすることだ。それだけのことで風臼砲は完全に化ける。まず重力を味方に付けたことで単たん純じゆんに射程が伸び、威力も当然上がる。さらに斜面と並行の角度で砲口を据そえることで、敵に狙いを付けるのが驚くほど簡単になる。

　平地で風臼砲を使う時は、斜ななめ上空に向かって砲弾を発射し、弧こを描えがく弾だん道どうで敵を狙ねらうのが一いつ般ぱん的てきだ。射程が一番長くなるからだが、反面、これを敵にうまく当てることは極きわめて難むずかしい。なぜならこの場合、横の狙いと縦たての角度の二つを同時に調整しなければならないからだ。

　しかし斜しや面めんの上で敵てきを迎げい撃げきする場合、この手間がぐっと楽になる。あらかじめ斜面の角度と並行に砲ほう口こうを据すえておけば、敵は斜面を登ってくるしかないのだから、縦たての角度の調整は以後一いつ切さい必ひつ要ようがない。しかも撃うった砲ほう弾だんは縦に並んだ敵をまとめて片づけてくれる。

　さらに斜面になっている山道の横よこ幅はばを埋うめる数だけ砲ほうを配備できれば、もう完かん璧ぺきだ。迎撃側はまったく狙ねらいを付けず、ただ撃ち続けているだけで敵の大部分を倒たおせる。わずかな撃ち漏もらしは兵が風銃とボウガンで片づけるだけのこと。

　カンナたちが置かれた状じよう況きようは、これに近かった。兵力の差で圧あつ倒とうしようにも、とにかく敵の砲撃が激しすぎる。そんな死の坂道に突とつ撃げきしていける勇ゆう者しやが何人もいるはずはない。

　一方、木もく材ざいと日ひ干ぼしレンガで出で来きた要よう害がいが火に弱いと見て、焼しよう撃げき兵へいは何とか火ひ矢やを打ち込もうとしている。が、ボウガンの射しや程ていは敵の風銃と風ふう臼きゆう砲ほうよりも短いため、それを実行するには弾だん幕まくの中へ突っ込む必要があった。これが出来る勇者もまた少ない。前列の兵は尻しり込ごみし、その怯おびえは後列まで瞬またたく間に伝でん播ぱする。

「こちらも風臼砲を出せっ！　それで歩ほ兵へいを支し援えんすれば条じよう件けんは同じだ！」

　業ごうを煮にやした指し揮き官かんが叫さけんだが、もちろんそれは間ま違ちがいだ。この場合、斜面の上と下という状況自体をどうにかしない限り、決して互たがいの条件は同じにならない。最初に正面突とつ破ぱを強行したところで不利は確定している。

　だが、発想が間違っていようとも、命令は命令。兵はそれに従わなければならない。カンナ自じ身しんは砲ほう兵へいではないが、風臼砲の運用には複数の風かぜ精せい霊れいが必要になる。分隊の仲なか間またちと一いつ緒しよに、彼女にはパートナーのタブを砲台まで連れていく義務があった。

「出るぞ、遅おくれずに付いてこい！」

「……っ、……よし、行くぞ！　ほら、アザン二に等とう兵へいも立て！」

　なんとか恐怖を押し殺し、同じ分隊内で唯ゆい一いつの後こう輩はい兵へい士しの手を取ると、カンナは岩いわ陰かげから飛び出した。ひとつ年下の風銃兵は何とか付いてきていたが、怯えのあまり足がもつれるらしく、たった十メートルを走るのに三度も転びかける。

「しっかりしろ！　ほら、この砲台にパートナーをセットするんだ！　やり方は覚えてるか!?」

「あ……あ、あ……」

「……頭真まっ白か。分かったよ、あたしと同じようにしろ！」

　使い物にならない後輩の世話を焼きながら、カンナは風臼砲の接続口に風精霊タブをセットする。胴どう体たいの風かざ穴あなをノズルと合わせ、固こ定てい具ぐのベルトをきっちりと巻く。だが、手間取っているアザン二等兵の作業を代わろうと手を出しかけたところで、背せ筋すじにぞわりと悪お寒かんが走った。──視し界かいの端はしで、敵の砲口がこちらを向いたのだ。

「まずい……！　分隊長、ここも狙われてます！」

　言いながら、付けたばかりの固定具を引きちぎるように取り外し、タブを抱き上げる。それから彼女はアザン二等兵を引っぱって物もの陰かげに走った。風精霊の取り付けにもたついていた彼だが、ここではむしろそれが幸こう運うんに働はたらいた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて飛ひ来らいした砲ほう弾だんが、砲ほう身しんに直ちよく撃げきしてこれを砕くだいた。が、カンナとその分ぶん隊たいの仲なか間まは間かん一いつ髪ぱつで岩いわ陰かげに逃のがれている。

　ふぅー、とカンナが止めていた呼こ吸きゆうを再開する。そこに分隊長が声をかけた。

「カンナ一いつ等とう兵へい、今のはよく気付いたな。おかげでヘッポコ砲ほうと心しん中じゆうしなくて済すんだ」

「は、はは、どうも……。敵てきの砲も、もう少しヘッポコだと助かるんだけど……」

　何の気なしの返事だったが、奇き妙みようなことに、その頃ころを境さかいに敵の砲ほう撃げきが弱まり始めた。砲弾の密みつ度どが薄うすれ、風銃の発はつ砲ぽうも断続的になり、ついには沈ちん黙もくする。

　なぜここで攻せめの手を緩ゆるめるのかと指し揮き官かんは不ふ思し議ぎに思ったが、やがて原因を思いつくと、心から喝かつ采さいした。

「やったぞ、奴やつらは弾たま切ぎれだ！　貴き様さまら早く突つっ込めぇえええ！」

　兵たちは半はん信しん半はん疑ぎで駆かけ出したが、そこから先は本当に何の抵てい抗こうもなかった。というより、要よう害がい自じ体たいがもぬけの空からになっていて、その中に生きた敵はひとりも残っていなかったのだ。

　砲弾が尽つきた時点でもう、敵は迎げい撃げき戦せんの潮しお時どきと見て撤てつ退たいを始めたのだろう。やられた分をやり返しそこねた悔くやしさに指揮官は舌した打うちする。──逃げ足の速い蛮ばん族ぞくどもだ。

「追つい撃げきを出せ！　まだ近くにいるはずだ！」

　戦せん闘とう終しゆう了りように息いきをつく暇ひまもなく、新たな命令を受けた追撃隊が出発した。……が、敵はどうやら地じ元もと民みんならではの土と地ち勘かんでバラバラに道を逃げたようで、兵たちの努力も空むなしく、結局はひとりも補ほ足そくできずに終わった。

「苛いら立だたしい奴らめ……！　……だが、ともかく、我われ々われは初戦に勝利した。それは確かだ！」

　人じん的てき被ひ害がいがほぼ皆かい無むに等しい敵側に対して、軍ぐん側がわは死者百二十四人、負ふ傷しよう者しやはざっとその十倍。捕ほ虜りよにした敵はなく、敵の陣じん営えいについて得られた情報も当然なし。

　この結果を「勝利」と呼ぶような軍人が指揮官を務つとめている時点で、彼らはもう棺かん桶おけに片足を突っ込んでいるのだが、その事実に気付いている者はまだ少なかった。
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　シナーク討とう伐ばつ隊たいの大アラファトラへの侵しん攻こう開始から三週間が経たった頃、案あんの定じようと言うべきか、イクタら高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいの予備待たい機き命めい令れいが解かい除じよされた。代わって彼らに命じられたのは、山の麓ふもとと基地の間を行き来して物資を運ぶ補ほ給きゆう任にん務むだった。

「予想はしてたけども、すさまじい無計画さだ」

　荷車を引く兵たちを指揮しつつイクタがぼやく。彼らの荷台に山積みにされているのは、食料でも弾だん薬やくでもなく、大量の衣い類るいだった。

「防ぼう寒かん用ようの上着と手袋を大だい至し急きゆう届けろときたよ。分かるかな、この期ごに及およんで大至急ってのが笑いどころなんだ。まさか中ちゆう将じようは山の上が寒いことを知らなかったんだろうか。ねぇスーヤ？」

「あたしに振られても困りますけど……。前ぜん線せんの仲なか間まが寒い思いをしていると思うと辛つらいです」

「聖せい母ぼのように優やさしいなぁスーヤは。君が寒さに凍こごえた時は、僕ぼくが体を張って温めるからね」

「そういう時には火を起こしてくださいお願いですから。──さぁ、もう着きますよ」

　不ふ真ま面じ目めな上じよう官かんをあしらいながら、スーヤ曹そう長ちようが到着を告つげた。大アラファトラの麓ふもとに構こう築ちくされた補ほ給きゆうの中ちゆう継けい点てんには、多くの兵が野や営えいしているほか、指し揮き官かん用ように大きな天てん幕まくまで建てられている。荷物の到着に気付くと、すぐに兵が中なか身みの確かく認にんにきた。

「うぃ、光こう照しよう兵へい第三訓くん練れん小しよう隊たい、ただいま到着。積つみ荷には上着と手袋の大盛り定食だよ」

「お疲つかれさまです准じゆん尉い殿どの。では、さっそく中身を改あらためますので」

　てきぱきとチェックを始める相あい手てを横目に、イクタは改めて周りを見回した。そしてすぐに違い和わ感かんを覚える──指揮官抜きで待まちぼうけを食らっている小隊がやけに多いのだ。

　違和感は一いつ瞬しゆんにして嫌いやな予感に変わった。さっさと逃げたほうがいい──そう判断して身をひるがえした彼を、積荷の確認を終えた兵士は慌あわてて呼び止める。

「申もうし訳わけありません、ちょっとまだ用事が……」

「……チェックは終わったんじゃないの？」

「そうではなく、あの天幕へ行ってください。上官殿どのがお呼びです」

　兵士が指差した方向を見て、イクタは露ろ骨こつに顔をしかめた。──嫌な予感は的てき中ちゆうしたようだ。とはいえ逃げる口こう実じつもないので、ここは諦あきらめるしかない。

　肩をすくめて隊を離はなれていく彼の背中を、スーヤも不安そうに見送った。

「失礼しまっせ……って、うわぁ」

　扉とびらを開けて入るなり、イクタはそんな第一声を漏もらした。せいぜい四～五人用と思っていた天幕の中に、合わせて十人以上の軍人が並んで椅い子すにみっしり座すわっていたからだ。面子めんつも知った顔だらけで、中にはハロを除のぞく騎き士し団だんのメンバー三人も含ふくまれている。

「イクタ・ソローク准じゆん尉いだね。そこに座りなさい」

　中ちゆう尉いの階かい級きゆう章しようを付けた士し官かんにそう言われて、イクタは部へ屋やの端すみっこで腰を下ろす。それで席が全すべて埋うまったのを確かく認にんすると、士官の男性は本題に入った。

「申し遅おくれたが、私はアムーセ・スルカッタ中尉。前線に投入されたサザルーフ中尉に代わって、今は私が君たちの部隊を預かっている身だ。よって、これからする発言は、まぎれもない直ちよく属ぞくの上官からの命令ということになる。覚えておくように」

　指し導どう教きよう官かんのサザルーフ中尉が討とう伐ばつ隊たいの第一陣じんに組み込まれて前線へ向かって以来、宙ちゆうぶらりんだったイクタたち中ちゆう央おう出しゆつ向こう組ぐみの配属は、このスルカッタ中尉の下に決まり直していた。

「すでに君たちには基地との間で輸ゆ送そう任にん務むを務つとめてもらっていたが、これから命じるのは、ここから次の補給中継点までの物資の輸送だ。配った地図に目を通せ」

　他の面々にはすでに配られていたらしく、ここで地図を渡されたのはイクタひとりだった。大アラファトラの山々に浅く切り込んだ補ほ給きゆう線せんを眺ながめて、少年は軽くため息いきをつく。

「目的地までの道順はその通りだ。運んでもらう物資は食料、弾だん薬やく、それに衣い類るい──君たち自身がここまで運んできたものだから詳くわしい説明はいるまい。何か質しつ問もんはあるか」

　中ちゆう央おう出しゆつ張ちよう組ぐみから、ここで出っ歯ぱのコーサラが手を上げた。

「あの……これってつまり、俺おれたちも前ぜん線せんへ出されるってことですか？」

　確かく認にんの声は非ひ難なんの色を帯びていたが、それは高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいの大部分に共通するものだ。

　──自分たちはエリート候補生だぞ。もっと大事に扱あつかったらどうだ。北ほく域いき出しゆつ向こうなんて単なる通過点なのに、面めん倒どうなイザコザに巻き込んでくれやがって。

　言こと葉ばにはしなくとも、彼らの表情がそう語っている。スルカッタ中ちゆう尉いは咳せき払ばらいした。

「……前線、というのは言い過ぎだ。ここに比くらべれば戦せん闘とう地域に近いというだけで、次の補給中ちゆう継けい点てんまでの道のりにはじゅうぶんな安全確保がなされている。途と中ちゆうで敵てきと遭そう遇ぐうする可か能のう性せいは限りなく低いだろう。もちろん用心は必ひつ要ようになるが」

　それで回答を打ち切って、スルカッタ中尉は他に質問を求めた。次にヤトリが手を上げる。

「中尉殿。ここには衛えい生せい兵へい小しよう隊たいの姿がありませんが、彼らは？」

　ハロの不在を念ねん頭とうに置いた質問だった。これには中尉もすぐに答える。

「一足先に君たちの目的地へ向かっている。野や戦せん病院の敷ふ設せつが早そう急きゆうに求められているものでな」

　ヤトリはうなずいて手を下ろしたが、他の面々には逆に動どう揺ようが広がった。スルカッタ中尉の説明は、前線で負ふ傷しよう者しやが続出している事実を示すものだ。天てん幕まくの空気がいっそう重くなる。

「他に質問はあるか？　……ないなら、ここにいる君たちの小隊をすべて組み入れて、これから輸送部隊を編成する。総そう指し揮きはもちろん私だ。さぁ、外に出て指示通りに兵を動かせ」

　退室を促うながされて、若い士し官かんたちは渋しぶい顔で天幕を出て行く。彼らの足取りはひどく重かった。

「……こうも早く押し出されるとはね。やれやれ、よっぽど焦こげ付いてると見えるな、前線は」

　集団の最さい後こう尾びをのろのろと歩きながら、イクタはそう呟つぶやいた。
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　最初の戦せん闘とうとほとんど同じ形で、さらに二度、カンナは山道の要よう害がいに立てこもったシナーク族と戦たたかった。二戦目は別べつ働どう隊たいが迂う回かいして二ふた手てから攻せめたので大した被ひ害がいもなく終わったが、三戦目は再ふたたび、無数の砲ほう弾だんが雪崩なだれ落ちてくる斜しや面めんでの激戦となった。

「…………ふーっ、ふーっ、ふーっ、ふっ……」

　半日がかりの突とつ破ぱ戦せんを切り抜けて疲ひ労ろう困こん憊ぱいした体で、カンナはさらなる侵しん攻こうのために山を登り続けていた。たった一時間の大休止で体力が戻るわけもなく、それに天候の悪化も重なって、兵たちの士し気きは低下がいちじるしかった。

　──意外としぶといな、あたし。

　三度の戦たたかいを越こえてまだ無む傷きずでいる自分に、カンナは自分でもびっくりしていた。戦場への適てき応おう力りよくがあるのか、初戦では身をすくませた恐怖心が、二戦目では半分がた麻ま痺ひしていた。三戦目からはさらに、死ににくいやり方もなんとなく分かってきている。

「ほらアザン、もっと意い識しきして呼こ吸きゆうを整えろよ。二回吸って一回吐はく。すっすっはー、って。ぜいぜいやってると余よ計けい疲つかれるんだから」

「は、はい……。すみません、カンナ上等兵……」

　そんな彼女に度たび々たび助けられる形で、新しん兵ぺいのアザン二に等とう兵へいもどうにか生き延のびていた。いつの間にか彼の世話役のようになっているカンナだが、別に不満はない。どうせ危なっかしい後こう輩はいを放ってはおけないのだから、最初から世話を焼くつもりでいたほうが都つ合ごうがいい。

「謝あやまんなくていいよ。足引っ張ってんのは確かだけど、アザンはちゃんと頑がん張ばってる」

　また、他人の世話を焼くことで気をまぎらわしている部分もカンナにはあった。戦っている間はもちろん恐ろしいが、進軍の間もまとわりつくような不安に襲おそわれる。次は生き延びられないんじゃないか、そこの岩いわ陰かげから敵てきが飛び出すんじゃないか、と……。

　上じよう等とう兵へいと慣なれない呼び方をされて、彼女は同じ分ぶん隊たいの仲なか間まが負ふ傷しようでひとり脱だつ落らくしたことを思い出した。腹はらに弾たまを受けた彼が、ちゃんと後方で治ち療りようを受けられているかと心配になる。

　一方で、その彼が「俺おれの役割はカンナ・テマリが引き継つげ」と言い残したからこそ、今のカンナは名めい目もく上じようの上等兵扱いになっている。名指しで任まかされたと思うと、責せき任にん感かんもいや増した。

「止まれ！　……前方に要よう害がいだ」

　先を歩く兵士から注意が飛んできた。要害と聞いて、また立てこもった敵と戦うのかとうんざりしたカンナだが、その予想は偵てい察さつに行った斥せつ候こうの思いもよらない報ほう告こくで裏うら切ぎられた。

「敵の姿は確かく認にんできません！　無む人じんです！」

　無ぶ精しようひげで真っ黒になったあごに手を当てながら、指し揮き官かんはふむと唸うなった。

「高たか台だいにあって立地もいいな……。……よし、あそこを接収する。後続の二個小隊、私と一いつ緒しよに来い」

　呼ばれたカンナたちが高台へ様よう子すを見に行くと、そこは確かに放置された要害だった。周しゆう囲いの地形の中でひときわ突とつ出しゆつした岩場の上に塹ざん壕ごうが築かれていて、百数十人程度の兵を詰つめられるだけの広さがある。

「敵を迎え撃うつにはもってこいだな。……よし、ここに兵を配備して野や戦せん陣じん地ちとする。だが中隊をひとつ丸ごとは置けんな。風ふう銃じゆう兵へい部隊二個小隊に、光こう照しよう兵へい部隊一個小隊に、それに衛えい生せい兵へい部隊一個小隊で良いだろう」

　指揮官の指示で、戦列の前方にいた部隊から陣地配はい備びされることになった。カンナの小隊もそれに含まれて、これには彼女も正直ほっとする。もう山を登らなくて済すむんだと。

「…………？　だけど、なんかここ……」

　高台の上から周囲の景け色しきを眺ながめていると、カンナは何か正体のつかめない不安が湧わいてくるのを感じた。なぜだろうと思う。ほぼ三百六十度に渡って見晴らしがよく、どこから敵てきが攻せめてきても一ひと目めで分かる。そもそも守しゆ備び陣じん地ちとしての高所の有ゆう利りは語るまでもないのに。

「我われ々われは残りの兵力を率ひきいて進軍を続ける。別べつ命めいあるまで、お前たちはここを死し守しゆしろ」

「「「「「「イエス・サー！」」」」」」

　カンナたちの口から条じよう件けん反はん射しや的てきな了りよう解かいが飛び出した。……しかしこの時は、命じる側も命じられた側も誰だれひとり理解していなかったのだ。奪うばわれることを承しよう知ちで敵が要よう害がいを放置していた真しんの意味を。そして何より、死守という言こと葉ばの果てしない重みを。
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　大だい山さん脈みやくの麓ふもとから次の補ほ給きゆう中ちゆう継けい点てんを目指して出発したイクタたち。だが、荷物と共に目的地へ着くと、その後には実にお粗そ末まつな展開が彼らを待まっていた。

「いやぁ、引き継つぎの輸送部隊が出で払はらっていてな。すまんが君たち、もうひとつ奥の中継点まで行ってもらえるか」

「次の陣地で毛もう布ふが不足しているそうだ。我々は別の任にん務むで忙しいから代わりに届けてくれ」

「弾だん丸がんと菜な種たねの補給要よう請せいだ。エリート面づらして澄すましてないで、テメェらも少しは働はたらけ」

　こんな感じに、行く先々で次の荷物を運ぶハメになった。彼らに輸送任務を命じたスルカッタ中ちゆう尉いの判断が格かつ好こうの前ぜん例れいになってしまったらしく、「なんだ、それならウチも使ってやれ」というノリでこき使われ始めたのだ。

　彼らの指し揮き権けんそれ自体も、すでにスルカッタ中尉から別の士し官かんに移っている。北ほく域いきの士官にはもともと中央のエリート候こう補ほ生せいたちを嫌きらっている者も多く、「お客さん」だった彼らの扱いは一転して雑ざつ用よう係がかりにまで滑すべり落ちた。

「……で、押し付けられた輸送任務で行ったり来たりしている内に、ずるずる山の中まで引きずり込まれちゃったと。……最さい前ぜん線せんがどこまで登っているか知らないけど、もう後方とは呼べないよな、この辺りは」

　時じ刻こくは夕ゆう暮ぐれ時。前線から送り返されてきた怪け我が人にんと、その世話をする衛えい生せい兵へいたちが忙いそがしく行き来する山間の陣地で、糧りよう食しよくの薄うす焼やきパンをかじりながらイクタはぼやいていた。

　この展開自体は彼にも想そう定ていの範はん囲い内ないだが、後方の自分たちが泥どろ沼ぬまに引きずり込まれるスピードが予想以上に速い。……内戦の勃ぼつ発ぱつからすでに一月半近く経たっているというのに、具ぐ体たい的てきな戦果がまったく聞こえてこないから、兵たちの不安と焦あせりは募つのる一方だ。

「実績が伴ともなわないなら伴わないなりにさぁ、士し気き維い持じのために誇こ張ちようした戦せん果かを報告させるとか……サフィーダ中ちゆう将じようにはそのくらいの気も回らないのかな？」

　それはそれで実行されれば問題のあることを呟つぶやきながら、イクタはパンとお茶と干果ドライフルーツの入ったバスケットを片手に天てん幕まくへ歩いていく。布ぬのの隙すき間まから漏もれ出した光で明るいところまで近付くと、天てん幕まくの中から怪け我が人にんの呻うめき声が漏もれ聞こえてきた。

　声をかけて中に入ろうと思った矢や先さきに、入り口の垂たれ幕まくを開けて女性がひとり出てくる。医い療りよう用ようの白いエプロンを怪我人の血で真っ赤に染めたハロだった。イクタに気付くと、彼女はエプロンを外しながら、青ざめた顔でぎこちなく微笑ほほえむ。

「こんばんは、イクタさん。……それ、ひょっとして、わたしの分の晩ばんごはんですか？」

「そういうこと。本部の天幕で上じよう官かん連中の嫌いや味みを聞きながら食事するのにはうんざりでさ。君への宅たく配はいを口こう実じつに抜け出してきた。一いつ緒しよに食べようよ、ハロ」

　言いながら、イクタは笑え顔がおでバスケットを掲かかげて見せる。ハロは困ったように微笑んだ。

「もちろん構いませんけど……わたし、この有あり様さまですよ。食しよく欲よく、なくなりませんか……？」

　エプロンを取ってもまだ、あちこちに血のシミが残った軍ぐん服ぷくを見せつけつつ、ハロが尋たずねる。それだけで彼女の顔色が悪い理由を察するにはじゅうぶんだった。騎き士し団だんの他の誰だれよりも早く、衛えい生せい兵へいのハロは戦場の過か酷こくな現実に晒さらされているのだ。

　しかし、そんなことには少しも構わず、イクタは何でもない顔で肩をすくめてみせた。

「残念ながら、今日の夕ゆう飯はんのメニューにトマトは含ふくまれないんだ」

「……あは、そうですか。それじゃ一緒に食べましょう」

　適てき当とうな木こ陰かげを見つけて、そこでふたり一緒に腰こしを下ろす。光量を絞しぼったクスの周照灯ランタンがぼんやりと互たがいの姿を照てらす中で、イクタとハロは質しつ素そな食事を口に運びながら会話を始めた。

「野や戦せん病院は連日大だい盛せい況きようだね。前線から運ばれてくる兵士も増える一方みたいだけど」

「はい、もうてんてこまいです。それに包ほう帯たいも添そえ木も消しよう毒どく薬やくも在ざい庫こがカツカツで」

「だろうね。こっちも夜通しピストン輸送してるんだけど、正直手が足りない。ヤトリなんかこの時間になっても馬を走らせてる。ウチの部隊から道中の光精霊あかりを貸し出したとはいえ」

　イクタが呆あきれたように言う。ハロもぬるいお茶を口に運びながら相あい槌づちを打っていたが、その表情が、ふいに張りつめたものになった。

「……イクタさん。わたし、これを食べ終わったら、本部に提案に行こうと思うんです」

「うん。この野戦陣地の規き模ぼ縮しゆく小しようと、それに伴ともなう一部負ふ傷しよう者しやの後方への一いつ斉せい搬はん送そう、だよね」

　イクタが先取りして答える。ハロはぽかんとして相手を見つめた。

「ぜひやってみて。さっき僕ぼくもしようかと思ったんだけど、衛生兵の君から提案したほうが説得力があると思って控ひかえといた。最低でも野戦病院はもっと後方に……というか、低いところに作り直さなきゃダメだ」

「……イクタさん。それ、いつから気付いて……？」

「サフィーダ中ちゆう将じようが大アラファトラへの侵しん攻こう作戦を打ち出した時点で予想はしてたし、それに加えて、外傷のない兵士がここ数日であれだけ前線から運ばれてくればね。……危険性は最初から警けい告こくしてたつもりなんだけど、あれだけ言っても偉えらい人の耳には届かなかったみたいだ」

　不ふ愉ゆ快かいそうに頭を搔かきむしるイクタの姿を眺ながめながら、ハロは改あらためてこの少年の底知れなさを垣かい間ま見た思いだった。この目が回るような忙いそがしさの中、どうして自分の職しよく分ぶんとは関係のない部分まで目が行いき届とどくのか。その視し野やの広さが、ハロにはまったく想像できない。

　ふと、地を蹴ける蹄ひづめの音が陣じん地ち後方から響ひびく。それに気付いたイクタが灯あかりを点つけたクスを頭上で振って合あい図ずすると、先頭にいた炎えん髪ぱつの指し揮き官かんが、隊を離はなれて馬ごと駆かけ寄ってきた。

「今帰ったわ。ふたりとも食事中？」

「お帰りヤトリ、バスケットに君の分もあるよ。馬を置いたら食べに来るといい」

「楽しそうだなーおまえら」

　イクタの言こと葉ばを途と中ちゆうでさえぎって、疲つかれ切った顔のマシューとトルウェイが本部のほうから歩いてきた。小太りの少年が、恨うらみがましい視し線せんを三人に向けてくる。

「特にイクタ！　おまえ、大たい尉いの小こ言ごとからひとりで逃げるなよ。おまえの分まで嫌いや味みを言われるこっちの身になってみろ」

「心しん外がいだなマシュー、君の気持ちは誰だれよりも理解しているつもりだよ。親友じゃないか」

「知ってるか、おまえが使うたびに親友って言葉の重みが薄うすれていくんだ。そろそろ軽くなりすぎて気き球きゆうだって浮かせられるんじゃないか」

「消化に悪い夕ご飯だったね……。口直しに、せめてお茶くらいはみんなで一いつ緒しよに飲もうよ」

　トルウェイの提てい案あんに全員が賛さん成せいした。が、ヤトリが馬を置きに行こうとしたところで、陣地前方からやってきた兵士たちの泡あわを食った悲鳴が響ひびき渡った。先頭の誰かが金かな切きり声で叫さけぶ。

「て、敵てき襲しゆうだーッ！　誰か迎え撃うってくれ、頼たのむーッ！」

　陣地は一いつ瞬しゆんで騒そう然ぜんとした。だが、増していく混こん乱らんの中で声が通らなくなる前に、イクタは部下の兵たちが寝ね泊とまりしている天てん幕まくに向かって大声で叫んでいた。

「イクタ小隊、マシュー小隊、トルウェイ小隊！　天幕前に武装して整列しろ！　急げ！」

　命令を受けた兵たちが次々と天幕を飛び出し、起き床しよう時じの点てん呼こでそうしているように天幕の前に集合・整列する。条じよう件けん反はん射しやで三列縦隊を作り上げた兵たちは、イクタが振り回すクスの光を目印にして自分たちの隊長を発見し、すかさず三人のもとへ駆け寄ってきた。並行して、ヤトリも自分の騎き馬ば隊たいを呼び寄せている。

「ヤトリシノ騎馬小隊はこの場で待たい機き！　私の指示を待まちなさい！」

　イクタが持ち前の判断力で事じ態たいに即そく応おうし、ほぼ同時にヤトリとトルウェイが行動に移って、マシューとハロが一いつ拍ぱく遅おくれてその後を追う。対応の速さでは彼らの部隊が抜きん出た。

「──大尉殿、敵襲とあります。我われ々われに指示を！」

　天幕に飛び込んでいくなり、ヤトリは中にいる上官に判断を求めた。彼女らの指揮権を預かった四人目の指揮官であるニカフーマ大尉は、入れ違ちがいに天幕を飛び出して、青ざめた顔で敵襲の報しらせがあった陣地前方を眺ながめる。

「馬ば鹿かな、この一帯はとっくに制せい圧あつしたのに……。敵てき、敵の姿は、どこに？」

「夜や襲しゆうです大尉殿、目もく視しは難むずかしいかと。おそらく敵は灯りを点けずに来ています」

「そ、そうか、そうだな。……陣じん地ち前面には迎げい撃げき部ぶ隊たいを配備してある、彼らに任まかせれば」

　この陣地は縦たて長ながの長方形に近い形をしていて、前後の見通しを邪じや魔ましないように天てん幕まくも左右に縦並びで揃そろえて張ってあった。さらに陣地前方には交戦のための空間があって、こうして襲しゆう撃げきを受けた場合には、そこに防ぼう衛えいラインを構こう築ちくして敵てきを迎え撃うつことになる。

「じゃあ、僕ぼくたちの小隊は迎撃部隊の後方に武ぶ装そう待たい機きですね。陣地左右からの侵しん入にゆうにも警けい戒かいしつつ、戦せん況きようが悪化した場合には援えん護ごに回るってことで？」

　ニカフーマ大たい尉いの判断力の低さを見切って、イクタは具ぐ体たい的てきに提案した。

「う……うむ、それだ、それでいい。本部ここと野や戦せん病院には何としても近寄らせるな」

「あの、野戦病院のほうはどうしましょう。万一のことを考えておかないと……」

「そう、それもそうだ。撤てつ退たい命令に素早く対応できるように備えさせなければ……。君はハローマ准じゆん尉いだったな？　よし、今すぐ野戦病院に行って責せき任にん者しやにそう伝えろ」

　ハロがうなずいて走り出す。他の面々も、これで用は済すんだとばかりに各自の部隊へ駆かけ戻った。そこからは受けた指示に沿そって兵を動かし、陣地前方の交戦空間で戦せん列れつ横おう隊たいを展開、二本目の防衛ラインを形成する。

「な、なぁイクタ……。さっきはああ言ってたけど、おれたちも迎撃部隊と戦力合流しなくていいのか？　兵力の集中は基本のはずだろ？」

「陣地前面の混こん乱らんがひどい、焦あせって兵力合流すればあれに巻き込まれる。今は後方から醒さめた目で状じよう況きようを眺ながめているほうが賢けん明めいだよ。それに迎撃部隊と合流すると、指し揮き権けんもあっちの隊長に移っちゃうしね」

　危うい状況に追い込まれるほど、イクタは自分で判断して行動するための権利と責任を固こ守しゆしようとする。それが凡ぼん人じんと彼の決定的な違ちがいだとマシューは思った。……普通、そういう時には逆に、他人へ責任を押し付けたくなるものだろうに。

「じゃあイクタ、私たちの総指揮は暫ざん定てい的てきにあんたってことね」

「そういうことになるね。騎き兵へいの君が指揮するのも手だけど、そっちも出で来きれば攻こう撃げきに回りたいだろ？　なるべく動きたくない僕と利害は一いつ致ちするわけで」

「あら、そんな希望まで顔に出てた？　私も少し慎つつしまなきゃならないわね」

　不ふ敵てきな笑えみを浮かべて冗じよう談だんを交わすふたりの姿を、敵を前にしてのその余よ裕ゆうを、マシューは信じられない気持ちで眺めるしかない。トルウェイにしても、それは同じことだった。

　遠くから聞こえてくる悲鳴と怒ど号ごうに、風銃を持つ手が震ふるえる。日常から戦争への急激な場面転換に気持ちが付いて行かない。これから人を撃つのだと想像すると足がすくむ。もう誰だれかを殺すのは初めてのことでもないのに、そのイメージの取り返しの付かなさは少しも変わらない。

　彼らの覚かく悟ごを待またず、戦せん況きようは次の局面に推移する。イクタの視し界かいに陣地前方へ走り込んでくる大勢の人ひと影かげが映った。暗い中で夜よ目めを利きかせて判断する。──敵じゃない、これは味方だ。補ほ給きゆう任にん務むの帰りに敵に襲おそわれて、今も背はい後ごから追い立てられているんだろう。

「まずいわね、隊たい列れつが崩ほう壊かいしてるわ。あの分だと後続は味み方かたも敵てきもいっしょくたよ」

　同じ光景を見たヤトリが言う。次の瞬しゆん間かん、身をひるがえしたイクタが仲なか間またちへ叫さけんだ。

「……全ぜん歩ほ兵へい小しよう隊たい、総そう員いん着ちやつ剣けん！」

　ついに来たか、という顔で兵たちが指示に従った。風銃に銃じゆう剣けんを、ボウガンに短たん槍そうをはめ込んで白はく兵へい戦せんに備える。

　なるべく兵を焦あせらせないタイミングで、イクタは続く命令を出した。

「トルウェイ准じゆん尉い、マシュー准尉、別命あるまで兵に弾たまを込こめさせるな！　退しりぞいてくる味方への誤ご射しやを避さけるために、まだ発はつ砲ぽうは許可しない！」

　この場合の「弾」というのは軍ぐん事じ略りやく語ごで、遠間武器を使って放つもの全ぜん般ぱん──つまりボウガンの矢や風ふう臼きゆう砲ほうの砲ほう弾だんも含めた全すべてを指す。最大の武器である間合いの利りを封ふうじられた風ふう銃じゆう兵へいたちは青ざめるが、もちろん彼らの指し揮き官かんも不利をそのままにはしなかった。

「イクタ小隊の光こう照しよう兵へいは光撃準備！　ボウガン上部にパートナーを装着、号令に合わせて凝集光ハイビームを最大出力で放て！　全体の突とつ撃げきはそれに続く、少数で突出してくる間抜けを狙ねらって倒せ！　勢い余あまって味方を刺ささないように！」

　そこで一いつ旦たん声を切って、最後に馬上のヤトリに向かって指示を飛ばす。

「ヤトリシノ騎き馬ば小隊は、このまま後方で僕たちの打ち漏もらしを潰つぶせ！　ただし戦せん闘とう開始後にタイミングを見み計はからって合図を送るので、その時は突撃して一いつ気きに敵を蹴け散ちらすこと。それ以後は小隊長の判断で独どく自じに遊ゆう撃げきするように！　……以上、終わーり！」
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　指示を出し終えると、イクタは敵てき真ま正しよう面めんに向き直って、自分のボウガンにも短たん槍そうとクスを装そう着ちやくした。乗せた精せい霊れいの重さで白はく兵へい武ぶ器きとしての取り回しは低下する光こう撃げき装そう備びだが、こと夜間戦せん闘とうにおいて、任意の方向を照てらし出せるメリットは何より大きい。

　全軍が準備を整えて、あとはタイミングを待まつだけになった。だがその時──ふとイクタのもとにマシューが小走りで近寄ってきて、顔をうつむかせたまま、ぽつりと尋たずねる。

「……イクタ。恥はじを承しよう知ちで、ひとつ聞いていいか」

「何なりと、我わが友マシュー」

　それを口にする情けなさをぐっと飲み込んで、小太りの少年は言った。

「……どうしたら、お前みたいに冷静でいられる……？」

　言いながら、マシューはどうにか震ふるえを止めようと、自分の親指の付け根を嚙かんでいた。少し離はなれたところでは、トルウェイが落ち着きなさげに足踏ぶみを繰くり返している。

　ふたりの様よう子すを見み比くらべると、小太りの少年の首に腕うでを回して、その耳みみ元もとでイクタは囁ささやいた。

「……ねぇマシュー。こんな話がある。昔むかし々むかし、ふたりの将しよう軍ぐんがいた」

「……？」

「ひとりは勇ゆう敢かんな将軍。彼はいつだって笑いながら敵を蹴け散ちらした。もうひとりは臆おく病びような将軍。彼は不利な戦いくさは決してしなかった。ある宴うたげの席せきで、臆病な将軍は勇敢な将軍に尋ねてみた。『どうしたら戦に怯おびえずに済すむのか』と。それを聞いて、勇敢な将軍は皮ひ肉にくでなく問とい返したんだ。『私のほうが教えてほしい。どうしたら貴き殿でんのように、あの地じ獄ごくでも正しよう気きでいられるのか』。臆病な将軍は答えられず──その次の戦で、勇敢な将軍は名もなき歩ほ兵へいに討うたれてしまった」

「…………」

「自分の臆病さを直ちよく視しして、それを何とかしたいと思っている。その時点で君はじゅうぶんに冷静だよマシュー。──心配はいらない。君の震えは、戦たたかいの始まりと共ともに止まる」

　力強く断言して、イクタは相あい手ての肩を叩たたいた。──それが少しは気を落ち着かせたのか。マシューも無む言ごんでうなずくと、そのまま身をひるがえして自分の部ぶ隊たいへ帰っていく。

　友人の背せ中なかから視し線せんを外し、イクタは再ふたたび正面を見み据すえた。逃げてきた兵たちが部隊の横を通り過ぎていく。──まだ彼らは味み方かただ。だがヤトリが言ったように、戦列の後方では必かならずや、味方と敵がごちゃ混ぜになっているに違ちがいない。

　陣じん地ち前方の迎げい撃げき部隊は奇き襲しゆうに面めん食くらったまま、白兵に打って出る決断も下せずに手をこまねいているようだ。あれはもうザルのように敵を素通りさせていると見た方がいい。

　つまり今──負ふ傷しよう者しやであふれ返った野や戦せん病院と、士し官かんの詰つめている本部天てん幕まくまで、残された防ぼう壁へきは自分たちの部隊だけなのだ。

「……イクタ小隊、パートナーの照しよう準じゆんを前に」

　ひときわ大きな人の群むれが走ってきた。軍ぐん服ぷくの集団に混じって、敵の持つククリ刀とうの刃が月明かりを照てり返しているのが見える。少年はひゅぅ──と肺はいに空気を吸い込み、そして、

「──照射ビームオン！」

　号令と共に、数十体の光ひかり精せい霊れいが最大出力で凝集光ハイビームを放った。暗くら闇やみが白しら々じらと切り取られ、網もう膜まくに強い光を受けた人々が、本ほん能のう的てきに目をかばって立ち尽つくす。味み方かたも敵てきも等しく無防備を晒さらした、その千せん載ざい一いち遇ぐうの隙すきを突ついて、

「突とつ撃げき！」

　解き放たれた兵たちが、蛮ばん声せいを上げながら、棒ぼう立だちの獲え物ものに食らいついた。

　短たん槍そうの穂ほ先さきが胸むねを突き、銃じゆう剣けんの切っ先が首くび筋すじを抉えぐる。ひとりの敵を三人の兵士が前後から串くし刺ざしにする。倒した敵の体を踏ふみつけて次の獲え物ものに襲おそい掛かかる。

　最大のアドバンテージは照しよう射しや直後の数秒だが、光の中で戦う限り、それから数分は目くらましの効こう果かが続く。その間に徹てつ底ていして畳たたみ掛かけるのが鉄てつ則そくだ。横三列の隊たい形けいを崩くずさず、最大効こう率りつで敵を殺して走る。後方へ逃げる味方の背中を押してやりながら、たまたま近くにいた敵の背中に刃を突き入れる。もはや戦いではなく殺さつ戮りく作業。人間らしい手て心ごころを挟はさむ余よ地ちはない。

「消灯ビームオフ！　……第一波はしのいだぞ！　トルウェイ、マシュー、こっちに集合し直せ！」

　効率化された殺戮の指し揮きを、イクタは無む慈じ悲ひに無感動に続ける。もちろん彼自身もそれに参加している。いまもまた、足あし元もとで呻うめき声をあげているシナークの男の眼がん窩かに槍やりを突き立てて、状じよう況きよう確かく認にんの片手間にしっかりと息いきの根を止めていた。

「ま、マシュー小しよう隊たい、軽けい傷しよう二名。主しゆ力りよくには損そん害がいなし」

「トルウェイ小隊、軽傷三名。行動に支し障しようはなし！」

　ふたりの小隊長が報告すると、イクタは槍やり先さきの血を振り払はらってうなずいた。

「よし、いい仕事だ。……逃げてきた味方もだいたい後ろに行ったようだから、ここからは発はつ砲ぽうを許可する。次に襲おそってくるのがおそらく敵てき主しゆ力りよくだろう。今の轍てつを踏ふまえてくるだろうから、目くらましの効こう果かは期待しないでくれ」

　そう言って、イクタは部下に再ふたたび光こう撃げき準備の構えに入らせた。マシューとトルウェイも部ぶ隊たい全員の風銃に弾たまを込めさせるが、互たがいの距きよ離りが空あいたところで、敵がふいに射しや撃げきしてきた。弾が近くをかすめていき、ふたりは背せ筋すじをヒヤリとさせる。

　光こう照しよう兵へい部隊の光撃にはリスクもある。敵は弾だん幕まく密みつ度どを補おぎなうための横おう列れつ隊形も組まず、しかも暗い中で当てずっぽうに撃うっているから、今の状じよう態たいではそうそう弾が当たることはない。しかし、光撃によって兵の位置を明かしてしまった後なら話は別だ。敵の弾は光こう源げんの部隊に向かって集中し、そこにいる兵たちはひとたまりもない。

「正面はふたりに任まかせた！　──スーヤ、僕ぼくたちは十じゆう字じ照射だ。君は左さ翼よく側がわを頼たのむよ！」

「い、イエス・サー！」

　二分したイクタ小隊が左右に走り、遮しや蔽へい物ぶつとなる木こ立だちの影に陣じん取どった。──真正面からぶつけるばかりが光撃ではない、こうして両サイドの安全地帯から狙ねらい撃うつやり方もあるのだ。

「照射ビームオンッ！」

　左右から放たれた光が、闇やみ夜よの一角にシナークの戦せん士したちの姿を照てらし出す。彼らは当然の反はん撃げきとして光こう源げんに向かって撃うち返すが、イクタたちはとっくに木立の陰かげに身を隠かくしている。目くらましの効こう果かは薄うすいが、この場合は問題がない。というのも、

「「撃てぇっ！」」

　敵てきの正面に陣じん取どったマシューとトルウェイの風ふう銃じゆう兵へい部ぶ隊たいが、さっきイクタたちが照らした敵の位置を把は握あくした上で攻こう撃げきに及およぶからだ。盤ばん石じやくの横おう列れつ隊たい形けいから繰くり出された一いつ斉せい射しや撃げきによって、前面に出ていた敵が次々と倒れる。

「よし、仕上げの頃ころ合あいだ。──やれ、ヤトリ！」

　イクタが凝集光ハイビームを点てん滅めつさせて後方に合図を送り、それを受け取ったヤトリシノ・イグセムの騎き馬ば隊たいが待まちかねたように疾しつ駆くした。二隊に分かれてマシューとトルウェイの小隊の左右を抜けてから合流し、短い距きよ離りで整然とした縦じゆう列れつを組み直す。

「総そう員いん抜ばつ刀とう！　まずは中ちゆう央おう突とつ破ぱで敵を分断、のちに引き返して殲せん滅めつに移るわ！」

　さっきの十じゆう字じ照しよう射しやで、彼女らも敵の位置は把は握あく済ずみだ。すでに風銃部隊の斉せい射しやで大きな被ひ害がいを受けている敵勢力にとって、このタイミングでの騎き兵へい突とつ撃げきは絶望以外の何物でもなかった。

　騎兵という高速度と大質量の暴ぼう虐ぎやくが、情け容よう赦しやなく彼らを蹂じゆう躙りんした。突とつ進しんする馬体が人々の骨を砕くだき、騎手の操あやつる短たん槍そうの切っ先が次々と胸むねを貫つらぬいた。

　一度接近を許してしまった以上、その前進を止める手立ては敵には一つもなかった。怒ど涛とうの突撃によって彼らは真ま一いち文もん字じに分断され、さらに前方から風銃の斉射を、後方からは取って返した騎兵の突撃を、引き続き挟きよう撃げきの形で受ける羽は目めになった。

「うん、これで決まったな」

　大勢の決した戦場の光景を眺ながめながら、イクタは特に感かん慨がいもなさそうにそう言った。やがて敵に組織だった抵てい抗こうが出で来きなくなったと見るや、今度はスーヤに預けた部ぶ隊たいの半数と合流し直し、トルウェイとマシューの小隊と並んで射しや撃げきに加くわわっていく。

　最終的に、百二十人余あまりいた敵は七割がたが死に、二割が逃げて、残り一割が捕ほ虜りよとして捕とらえられた。ほぼ同どう規き模ぼのイクタらの小隊からは負ふ傷しよう者しやが八人出たが、いずれも軽傷だ。

　相あい手てを百人近く殺して、こっちは八人ケガしただけ。運うんに恵まれた分はあるにせよ、この殺さつ傷しよう効こう率りつには異常なものがあった。その立たて役やく者しやとなった黒くろ髪かみの少年は、自分の戦せん果かにはほとんど言げん及きゆうしなかったが、憧あこがれと畏い怖ふの視し線せんを向けてくる兵たちに、ただ一度こう言ってのけた。

「思ったより楽らくだろう？　嫌いやな仕事なら、せめて要よう領りようよくこなさないとさ」
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　高たか台だいの陣じん地ちに小隊ごと配備されたカンナは、連日の見張り当番と伝でん令れい任にん務むの合間に、めっきり体調を崩くずしがちになったアザン二に等とう兵へいの世話を焼くという日々を送っていた。

　もちろん警けい戒かいは続いていたが、実際の戦せん闘とうはここしばらく起こっておらず、彼女の気持ちにも余よ裕ゆうが生まれつつあった。だからだろう──内戦が始まる前、たった二回だけ会った不ふ思し議ぎな少年のことを思い出したのは。

「……元気にしてるかな、あいつ」

　めまいを起こした後こう輩はいを陣じん地ちの隅すみに座すわらせて、顔を濡ぬれ手ぬぐいで拭ふいてやりながら、カンナはぽつりと呟つぶやいた。その声が聞こえていたのか、アザン二等兵が青い顔を彼女に向ける。

「……誰だれのこと、ですか？」

「え？　あ、うん、ちょっとした知り合いの話。……それがヘンなヤツでさ、初対面でいきなりあたしを妹いもうと弟で子しとか言い出すんだよ」

　くすりと思い出し笑いがこぼれた。そんなカンナの様よう子すをぼんやりと眺ながめて、アザンは言う。

「……カンナ上じよう等とう兵へい。いま、気になる男とかいないんですか？」

「──へ？」

　いきなりの質しつ問もんにカンナの挙きよ動どうが固まった。アザン二等兵は反省してかぶりを振る。

「すみません、唐とう突とつ過すぎました。頭がぼうっとしてて……でも、その、なんていうか」

「……なんていうか？」

「カンナ上等兵って、いいお母さんになりそうだから。軍よりも家庭が似に合あうなって思って」

　思いもよらないことを言われたカンナは、照てれ隠かくしに後輩から顔をそむける。

「家庭、か……。……でも、あたし、嫁とついだ家を追い出されて軍ぐんに来たからなぁ」

「え……？」

「旦だん那なさまがな、すぐに病気で死んじゃったんだよ。子供も出来ないうちに。……そうすると、よその家に嫁いできたあたしには居い場ば所しよがないだろ？　だから出てったよ、当とう座ざの路ろ銀ぎんと気に入ってた本ほん一いつ冊さつを餞せん別べつにもらってね。貧まずしい実じつ家かには今さら帰れないし、どうやって生きて行こうって途と方ほうに暮れてたら、帝てい国こく軍ぐんの兵へい員いん募ぼ集しゆうの張り紙が目に入ったんだ」

　その時空あいていたのが風ふう銃じゆう兵へいの枠わくでなければ、あるいはカンナのパートナーが風かぜ精せい霊れいでなければ、また運うん命めいは違ちがっていたのかもしれない。ともあれ、彼女は日々を食いつなぐために軍人になることを選せん択たくした。以来、病気とは無む縁えんの丈じよう夫ぶな体を武器に、ここまでやってきた。

「……結けつ婚こん、してたんですか……」

「うーん、貧びん乏ぼうな家の子だったからなぁ。十四歳さいを過ぎてからはもう厄やつ介かい者もの扱あつかいで、押し付ける相あい手てが決まった途と端たんに追い出された。……まさか、嫁いだ先の家でも同じことになるとは思わなかったけど」

　苦く笑しよう気ぎ味みに告こく白はくするカンナの前で、アザン二等兵は所しよ在ざいなさげにうつむいてしまった。

「……すいません。無む神しん経けいでしたね、俺おれ」

「気にすんな。あたし、あんまり昔のことでくよくよしない性質たちだから」

　そう言っても強がりにしか聞こえないのか、アザン二に等とう兵へいはしょげたままだ。カンナは少し考えてフォローの角度を変えた。

「えーとなぁ……追い出されたのは本当だけど、嫁よめ入いり先の家ではいい思いもしたんだよ」

「…………？」

「その家な、書しよ斎さいがあったんだ。書しよ庫こって言ったほうがいいかな、とにかく個人のものにしては立りつ派ぱなやつ。コレクターのお爺じいさんから旦だん那なさまが受け継ついだものだったんだけど、経きよう典てんから小説まで、けっこう無む節せつ操そうにジャンルが揃そろっててさ。あたし字は読めたから、家事の合間に時間を見つけてはそこに入り浸びたってたんだよ。特に『大アラファトラ風ふ土ど記き』はよかった。シナーク族の中での著ちよ者しやの暮らしぶりが丁てい寧ねいに描かれていて、下手へたな小説よりもよっぽど飽あきなくてさ。ああ、あの頃ころは楽しかったなぁ……」

　ぴんと来ない顔でいるアザン二等兵をよそに、カンナは古い紙の匂においで満たされた書斎の雰ふん囲い気きを思い出す。……半分も読まないうちに追い出されたのが悔くやまれるほど、あそこには未知の世界が詰つまっていた。何より、学ぶことの楽しさを知ることができた。

「……あいつなら、もっと深いところまで教えてくれるのかな。科学ってやつを……」

　だとしたら嬉うれしいな、と彼女は思った。そのために生きて帰ろうと、強く願えるから。

「……ホントに本、好すきなんですね」

「ああ、好きだね。知らないことが書いてあるものなら、けっこう何でも」

　笑え顔がおでうなずくカンナを見て、アザン二等兵はぽりぽりと指先で頰ほおを搔かく。

「……今度、好きなの一いつ冊さつプレゼントしますよ。ずいぶん世話になったから、そのお礼に」

「え？　それは、嬉しいけど……けっこう高いぞ。大だい丈じよう夫ふ？」

「そうなんですか？　……でも初うい陣じんで助けてもらいましたから、俺おれの命の値ね段だんまでなら出しませんとね。それより高かったら諦あきらめてもらいますけど」

　冗じよう談だんを言えるくらいに回復したところで、彼は膝ひざを叩たたいて立ち上がった。だが、途と端たんに襲おそってくる頭ず痛つう──足あし元もとがふらつくのを必ひつ死しにこらえて、先せん輩ぱいの前で平気を演じてみせる。

　その強つよがりが少しは功こうを奏そうして、カンナもほっと胸むねをなで下ろした。が──、

「警けい報ほう、警報ーっ！　四時の方向に敵てき影えいを確かく認にん！　総そう員いん、迎げい撃げき配置に着けっ！」

　けたたましい警けい告こくの銅ど鑼らの音によって、つかの間のふたりの安あん息そくは終わりを告つげた。
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「……ねぇ、スーヤ。今回の僕ぼくたちの仕事って、前ぜん線せん陣じん地ちへの輸ゆ送そう任にん務むだったよね」

「ええ、そうですよ。必ひつ要ようなら詳しよう細さいを復ふく唱しようしますけど」

「君が頼たのもしい記き憶おく力りよくの持ち主だってことは分かってるさ。そうじゃなくて、問題は──」

　岩いわ陰かげからそっと望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞかせて、イクタは急角度に折おれた山道の向こう側をうかがった。続く斜しや面めんを数百メートル登った先に見えるのは、木もく材ざいと日ひ干ぼしレンガで補ほ強きようされた三つの塹ざん壕ごうと、その中で風ふう銃じゆう片手に鋭するどく監かん視しの視し線せんを巡めぐらせている、シナーク族の見張りの姿だ。

「──荷物を届とどけるべき陣じん地ちが、敵てきに奪うばわれていた場合はどうするかってことだよ」

　イクタは辟へき易えきした顔で状じよう況きようをまとめた。とりあえず命じられた偵てい察さつは済すませたので、兵ともども来た道を引き返すことにする。物音に気を付けながら十分ほど山道を下っていくと、輸ゆ送そう部ぶ隊たいの本隊がそこに待まっていた。

「様よう子すを見てきました。残念ですけど、やはりこの先の陣地は敵に奪われていますね」

　ナジル中ちゆう尉いの口くち元もとが歪ゆがんだ。彼はイクタたちが北ほく域いきに来てから五人目の上じよう官かんに当たる人物だが、状況がうまく運ばない時の気の短さでいえば、間ま違ちがいなく歴れき代だいで一番だった。

「……敵の数はどの程てい度どだ？」

「相あい手てが斜面の上ですから、陣地の中までは確かく認にんできませんでした。本来なら味み方かたの二個小隊が配備されていたと知らされていますから、要よう害がいの規き模ぼから逆ぎやく算さんしても、それ以上ということはないでしょうが」

「いい加か減げんなことを言うな！　なぜ自分の目でしっかり調べてこんのだ！」

　ナジル中尉のヒステリックな怒ど鳴なり声を、イクタは無む言ごんで右から左に聞き流した。機き嫌げんの悪い時は何を言っても怒おこるタイプだ。いちいち相手にはしていられない。

「おのれ、シナークの蛮ばん族ぞくどもめ……。これでは前ぜん線せんに物資を届けられんではないか」

「それが敵の狙ねらいでしょう。補ほ給きゆう路ろの維い持じに関しては根本的な対策が必ひつ要ようかと思います」

「差し出がましいぞヤトリシノ准じゆん尉い！　そのようなことは鎮ちん台だい本部から指示が下おりる！」

　失礼しました、とヤトリが頭を下げる。上官との意い思し疎そ通つうを半なかば諦あきらめているイクタとは違ちがって、彼女は何度怒鳴られても意見をやめようとしない。ふたりの性格の違いが表れていた。

「とにかく、ここを突とつ破ぱしないことには任にん務むが完かん遂すいできん。撤てつ退たいなど論ろん外がいだ」

「地形はこちらに不利です。正面突破では相そう当とうな被ひ害がいが予想されますが」

「差し出がましいと言っとろうが！　……まずは敵の数を把は握あくするところからだ」

　しばらく考え込んだのちに、ナジル中尉は命令を下した。

「イクタ准尉、マシュー准尉、貴き様さまらの小隊に威い力りよく偵察を命じる。敵と一戦し、あちらの兵力を肌はだ身みで推おし測ってこい」

　冗じよう談だんじゃない、とイクタは思った。「とりあえず戦ってみて相手の強さを測る」のが威力偵察だが、それを実行する部隊にはリスクもあれば犠ぎ牲せいも出る。どうせ撤退が視し野やにないなら最初から全兵力を投入したほうがまだマシだ。お試し感覚で兵の命を浪ろう費ひされてはたまらない。

「……えー、中尉殿どの。さっきも言いましたが。敵の兵力は多ければ二個小隊相当と予想されます。たとえ威力偵察であれ、不利な条件下で同じ数の兵を戦わせるのは得とく策さくと言えませんが」

「黙だまれ。命令はすでに下した」

「……。じゃあ、せめてトルウェイ准尉の小隊を援えん護ごに回してもらえませんかね。後こう衛えいに風ふう銃じゆう兵へい部ぶ隊たいが控ひかえてるってだけで圧あつ力りよくがずいぶん変わります。矢や面おもてには立たせませんから」

「くどい──」「行きます！　行かせてください、中ちゆう尉い殿どの！」

　トルウェイが強い口く調ちようで話に割わり込こんだ。ナジル中尉は頰ほおを引きつらせて彼を見やる。

「貴き様さまらは命令に従う気がないのか!?　そんなことで戦争ができるか、いいか軍隊とは──」

「一時間で撃破しますよ。それならどうですかね、中尉殿」

　絶ぜつ妙みようなタイミングでイクタが割って入った。その放ほう言げんには、中尉もとっさに声を失う。

「僕ぼくとマシューとトルウェイの小隊に任まかせて頂いただければ、かっきり一時間であの陣じん地ちを奪うばい返して見せます。大きな犠ぎ牲せいも出しません。ほら、威い力りよく偵てい察さつなんかよりよっぽどいい話でしょう？」

　不ぶ気き味みなほど自信満々にイクタは言ってのけた。ふざけるな、と叫さけぼうとしたナジル中尉だが、恐れも怯おびえもまったく含まない少年の顔を見て方ほう針しんを変えた。──こういう手合いには、早めに大失敗を経けい験けんさせたほうがいいだろう。

「……そこまで吹くなら好すきなようにやらせてやる。ただしだ、一度下された命令を曲げたという事実だけは念ねん頭とうに置けよ。ここで失敗したなら、貴様ら……特にイクタ准じゆん尉い、今後は軍人で飯めしを食っていけると思うな」

　言ったほうはめいっぱい脅おどかしたつもりだったが、言われたほうにはむしろご褒ほう美びだった。そのせいでイクタは、わざと失敗したくなる衝しよう動どうをこらえなければならなくなった。

「重く受け止めました。……それでは不ふ肖しようイクタ・ソローク准尉、一時的に三個小隊の指し揮きを預かり、これより敵てき防ぼう御ぎよ陣地の攻こう撃げきに向かいます」

　敬けい意いをカケラも込めずに敬けい礼れいして、イクタは仲なか間まと共ともに再ふたたび山道を登り始める。本隊から離はなれると、すぐさまマシューが質しつ問もん攻ぜめしてきた。

「イクタぁ、どうしてお前はああなのさ……！　あの塹ざん壕ごうを一時間で落とすとか無む茶ちやだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ我わが友マシュー、攻せめ方はもう決めてある。スムーズにいけば、実際の戦せん闘とう時間は二十分に満たないはずだ。なぁイケメン？」

「……うん。ぼくとイッくんの考えていることが同じなら、そんなに時間はかからないと思う。でも、そのためには部隊の位置取りが重要になってくるよ」

　トルウェイの指し摘てきに、イクタは軽くうなずき返した。塹壕までの道のりの半分まで来たところで足を止めて、彼は視し線せんを斜ななめ左上にやる。今いる山道は山にとぐろを巻くような形で拓ひらかれており、そのため向かって右側は急きゆう斜しや面めんの下り坂、左側は急斜面の上り坂となっていた。

「あそこの地形が横に長く出っぱってるのって分かるか？　ここから三十メートルぐらい真ま上うえに登ったところな。目もく視しだけど、あれ、標ひよう高こうとしては敵の塹壕とほぼ一いつ緒しよのはずなんだわ。……で、この道が角を曲がった後も、あの出っ張りは真上でしばらく続いているわけでさ」

「……なるほど、それなら射しや線せんがダイレクトに取れるね。最終的な射しや程ていはどのくらいに？」

「百五十メートル強きようってところだ。ただ、足場の広さは伏ふく射しやで三人並ぶのがやっとだろうな」

「あまり人数は連れて行けないね。……分かった。ぼくを含ふくめて小隊から六人を選出するよ」

　理解の追いつかないマシューを置きざりに、イクタとトルウェイは相そう談だんを進める。まもなく四人の風ふう銃じゆう兵へいが名指しで呼ばれて、小隊長のトルウェイと共ともにイクタの前に並んだ。

「下の僕ぼくたちは、そっちの姿が出っ張りの向こうに消えてから出発して、きっかり五分後に攻こう撃げきを開始する。そっちは斜しや面めんを登るのに二十分、上での位置取りは五分で済すませろ。荒れた呼こ吸きゆうを整える時間も含めてな。──トルウェイ、これで大だい丈じよう夫ぶか？」

　いま自分がいる位置と出っ張りの位置を改あらためて見み比くらべて、トルウェイはこくりとうなずいた。

「よし、登ってくれ。間ま違ちがっても敵てきには見つからないように頼たのむ」

　イクタが許可を出し、トルウェイたち六人は木の根をつかんで斜面を登り始める。その姿を不安げに見送りながら、マシューは再ふたたびイクタを問とい詰つめる。

「おい、どういう作戦なんだよこれ。トルウェイに上で援えん護ご射しや撃げきさせて、おれたちは正面から攻せめるのか？」

「おおむねその通りだよ。何か不安があるかいマシュー？」

「あるってか、不安だらけだよ！　風銃の有ゆう効こう射しや程ていがいいとこ四十メートル程てい度どなのはおまえも知ってるだろ？　そりゃトルウェイならプラス二十メートルくらいは狙ねらえるかもしれないけどさ、それにしたってたったの六十メートルだ。……で、おまえはあの五人を敵からどのくらいの距きよ離りに配置するって？」

「目もく測そく百五十メートル強きようのところだね」

「それだよ！　敵と百五十メートルも離れたところからマトモに援護射撃なんてできるもんか。一発も当たらないだろ！　たった六人じゃ弾たまの密みつ度どで命めい中ちゆう率りつを補おぎなうこともできないし！」

　そこでマシューが言こと葉ばを切ってにらむと、イクタは真ま面じ目めに感心した顔で拍はく手しゆを送った。

「要点をうまくまとめた説明をありがとう。前から思ってたけど、君は自分が分からないところを他人に分かりやすく説明するのがとっても上じよう手ずだよね」

「ぜんぜん褒ほめてないよなそれ!?　ってか、おまえのやることがいつも理解不能なせいだろ！」

「まぁまぁ落ち着いてって。まぁ確かに、前の戦いだと違いが分かりにくかったからなぁ……。でも、さっきのが本当に無理な指示だったとすれば、トルウェイだって二つ返事で引き受けなかったはずだろ？」

　それだけでマシューの反論を封ふうじると、イクタは不ふ敵てきに笑って斜面のほうを見上げた。

「──そうこう喋しやべってる間に、あっちも結構登ってるな。マシュー、そろそろ兵に弾を込めさせておいてよ。それが終わったら着ちやつ剣けんだ。始まったら一いつ気きにいくからね、今回は」




　帝てい国こく軍ぐんから奪うばい取った、正確には奪い返した塹ざん壕ごうに立てこもって次の迎げい撃げきに備えていたシナーク族の戦せん士したちは、視し界かいの中に隊たい列れつを組んだ敵の姿が現れた瞬しゆん間かんに反応していた。

「……敵てき、来た！　みんな配置着け！　砲ほうのやつ、早く準備せ！」

　リーダーの指示に応えて大勢が動き始める。この要よう害がいにおいても、彼らの主しゆ力りよくはやはり重力を味み方かたに付けた風ふう臼きゆう砲ほうだ。ひとつの塹ざん壕ごうにつき二に門もん、計六門の砲が取り付けられている。砲の運用を担になう者たちが大急ぎで持ち場に走った。

　ここの風臼砲は小型の部類だが、その使用には風かぜ精せい霊れいが四体必ひつ要ようで、運用する人間も一門につき三人が求められる。すでに風精霊は取り付けてあり、砲ほう弾だんも装そう塡てん済ずみ。砲ほう兵へいの指示さえあればいつでも発はつ射しやできる状じよう態たいだ。

「よし、いけんぞ！　発射すか!?」

「焦あせんな！　もうちょい引きつけてからだ！」

　リーダーは冷静に待まった。風臼砲の砲弾速度はそこまで速くないので、あまり敵と距きよ離りが離はなれていると、たとえ有ゆう効こう射しや程てい内であっても避よけられる恐れがある。弾たまの数にも限りがある以上、常に最大効こう率りつの撃うち方をしろ──彼らは教官からそう教わっていた。

「距離二百五十、二百四十、二百三十……二百……よし、今──がッ！」

　号令を出そうとしたリーダーが、そこで前まえ触ぶれもなく仰あお向むけに倒れ込んだ。いや、突とつ然ぜんの凶きよう事じに見み舞まわれたのは彼だけではなく、各塹壕で砲兵ひとりずつが同じ運命を辿たどっていた。ある者は目から、ある者は胸むねから血を流して横たわっている。

「んな……ッ!?　な、何が起こって──」

「銃じゆう撃げきだ！　正面の連中は銃なんて構えてねぇのに、一体どこから──ぐぁッ！」

　状じよう況きよう理解を待たず、新あらたにふたりが倒たおれた。リーダーを失った彼らの間に動どう揺ようが走る──。




「──塹壕１、砲兵に命中。胸きよう部ぶに当たって転てん倒とう」

　イクタたちの真ま上うえに二十メートルほどの位置。天然の屋根のようにせり出した地形に体を横たえて、トルウェイを含ふくむ三人の風ふう銃じゆう兵へいが狙ねらいを定めていた。

「弾だん丸がん装そう塡てん。──塹壕１、左隣どなりの男に狙いを移す。構え、狙え……撃て！」

　圧あつ縮しゆく空気のわずかな炸さく裂れつ音おん。銃じゆう口こうから射しや出しゆつされたドングリ型の弾丸が百五十メートルの距離を走り、倒れた仲間を必ひつ死しに抱き起そうとしていた男のこめかみに命中した。

「──塹壕２、敵が隠かくれた。砲の無む力りよく化かを優ゆう先せんして精せい霊れいを狙う。構え、狙え……撃て！」

　号令と共ともに引き金がしぼられた。実際に射しや撃げきに及およんでいる三人の後ろでは、同じ人数のサポート役が身を低くして望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞいている。彼らの役目は大きく四つあった。着ちやく弾だんの確かく認にん、それを材料にした弾だん道どう修しゆう正せいの指示、射しや手しゆの護ご衛えい──そして、いざという時の交代要員だ。

「塹壕３、新あら手ての砲兵に命中。腕うでに当たって軽傷。追い打ちを試みる」

「塹壕１、敵てき影えいなし。一時制圧と判断。塹壕２の援えん護ごに当たる」

　おそろしく静かに、機械のように淡たん々たんと、彼らは射撃に臨のぞんでいた。それも当然だろう。今の彼らは敵の脅きよう威いを身近に感じておらず、それに立ち向かうための勇気を絞しぼり出す必要もない。百五十メートルという距きよ離りを置いて一方的な射しや撃げきに及およぶ時、それはただの作業になる。
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「……塹ざん壕ごう正面より本隊が攻こう撃げきを開始。全狙撃手、このまま支し援えん射撃を続ける」

　別人のように冷れい淡たんな声でトルウェイが言う。照しよう準じゆんを次の獲え物ものに合わせて、相あい手てとの距離に比ひ例れいして軽くなった引き金を、彼はいともたやすく引きしぼった。




「うるさい砲ほうは黙だまったね。──よし、突とつ撃げき！」

　頃ころ合あいを見み計はからって、イクタとマシューの部隊も全面攻撃を始めた。トルウェイ小隊の主力も含めて、百人を超こえる兵たちが一いつ斉せいに敵てきの塹壕を攻せめ立てる。怒ど号ごうが戦場を埋うめ尽つくした。

「スーヤ、十じゆう字じ照しよう射しやだ！　敵の目を潰つぶす！」

「イエス・サー！」

　銃じゆう剣けんを構えて突撃していく兵たちの隣となりで、光こう照しよう兵へい部隊が支援の凝集光ハイビームを放つ。まぶしさに目をそらした敵の分だけ迎げい撃げきが弱くなり、その恩おん恵けいを受けたマシュー小隊が、先せん陣じん切って塹壕へ突つっ込んだ。

「「「「うおおおおおおおぉぉおお！」」」」

　狭せまい塹壕の中で白はく兵へい戦せんが始まる。まだ銃剣さえ着けていなかった男の首を切り裂さき、押し倒した敵兵の胸むねに銃剣を突き立てる。ある者は獣けもののように叫さけびながら、ある者は赤あかん坊ぼうのように泣きながら、いまはただ戦争という非ひ日にち常じようを生き延のびることだけに全ぜん霊れいを費ついやす。

「やめて……お願い、助けて……！」

「……っ！」

　だが、その非ひ日にち常じようの中に、ときたま意い地じ悪わるく日常の名残なごりが顔を出す。武器を捨てて命乞いしてくる女兵士などはその典てん型けいだ。まだ血に酔よっていない者が出くわせば、情じように駆かられて、とっさに攻こう撃げきをためらってしまう。

　この時のマシューもそれで、しかも裏うら目めに出たケースだった。戦意をくじかれた彼が銃じゆう剣けんをそらした瞬しゆん間かんを見み計はからって、命いのち乞ごいをしていたシナークの女兵士が飛びかかってきた。

「うわっ……!?　お、おまえっ……！」

　太い首に指が回り、女性とは思えない握あく力りよくで皮ひ膚ふに爪つめが食い込む。女は本気だった。素す手でで頸けい動どう脈みやくを引きちぎろうと全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を込めている。その眼がん光こうは追い詰つめられた獣けもののものだ。

「ぐ、かふ……っ！　だ、誰だれか──」

　気き道どうをふさがれて呼こ吸きゆうが詰まり、死の気け配はいがマシューに迫せまった。脳のうに回る酸さん素そが欠けつ乏ぼうし、助けを呼ぶ声さえ出せなくなって、その視し界かいが赤く染まり始めた刹せつ那な──女の両目が限界まで丸く見開いたかと思うと、首を絞しめる腕うでからも力が抜けて、マシューの上に崩くずれ落ちた。

「は……っ！　がっ、げほっ、ごほごほっ……！」

「大だい丈じよう夫ふかいマシュー？　ダメだよ、こんなところで殺す以外のことを考えちゃ」

　イクタが女の体を蹴けり飛とばして友人に手を伸のばす。彼に助け起こされながら、マシューは涙なみだ目めで女のことを眺ながめた。──後こう頭とう部ぶに空あいた小指大の穴あなが、その絶命を教えていた。

「ごほっ……。わ、わるい、助かった……」

「お礼は僕ぼくじゃなくてトルウェイにね。百五十メートル先で取っ組み合っている人間ふたりの片方だけを正確に仕留めるなんて真似まね、今のところ地上であいつにしか不ふ可か能のうだろうから」

　言いつつ、イクタは塹ざん壕ごうの外へちらりと視し線せんをやる。マシューも戦せん慄りつして同じ方角を見るが、百五十メートル先に友人の姿を見つけることは出で来きなかった。

　感かん謝しやを通り越こして戦慄する。──自分はいま、そんな距きよ離りから助けられたのかと。

「……さて、どの塹壕もだいたい片付いたかな。逃げる相手は無理に追わなくてもいいけど、まだ隠かくれてる敵はいないかい？　本隊を招まねき入れる前の安全確保はとっても大事だからね」

　戦せん闘とうが一段落したと見るや、少年はてきぱきと事じ後ご処しよ理りの指示を飛ばし始める。それを手伝いながら、マシューはじれったい思いで今回の種たね明あかしを待まつのだった。
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　時を遡さかのぼること数か月、帝てい国こく軍ぐん中ちゆう央おう軍ぐん事じ基き地ち。

　誰もが聞き慣なれた圧あつ縮しゆく空気の炸さく裂れつ音おんは、しかし、多くの人々のどよめきに打ち消された。

「……おいおい。本気か、こりゃあ」

　二発、三発、四発と発はつ砲ぽうが重なる。その度たびにどよめきは大きくなり、あからさまな感かん嘆たんの色を帯びてきた。

　実験に臨のぞむ一人の打ち手の背はい後ごには、同どう僚りようの見物が二十人以上も群むらがっている。そんな光景は、この部ぶ署しよに長年勤つとめている者でさえ、そうそう見られるものではなかった。

「……これで百発撃うち終わったぞ。おい、記き録ろくはどうなった？」

「ちょ、ちょっと待まってください。ええと、こうだから、つまり……出ました。距きよ離り五十メートルで範はん囲い内ない集しゆう弾だん率りつ九十四パーセント。従じゆう来らいの風銃と比くらべると、単たん純じゆん計算で五倍近い命めい中ちゆう率りつです」

　具ぐ体たい的てきな数字が出ると、そのあまりの飛ひ躍やくぶりに、誰だれも声を上げられなかった。

　総そう合ごう兵へい装そう管かん理り部ぶは、数ある帝てい国こく内ないの軍ぐん事じ施し設せつの中でも、中ちゆう央おう基き地ちにのみ存そん在ざいする部署のひとつだ。その名の通り、風銃を始めとした各種兵装の開発・製造を任まかされる部署で、兵装に関わる新技術はここの研究員が生み出すか、さもなければ真っ先にここへ持ち込まれる。

「パクダの設せつ計けい図ずの通り、銃じゆう身しん内部に溝みぞを掘ほっただけだぞ。それがここまで……」

　名前を呼ばれた研究員は見物人の中に混じっていたが、その本人が誰より驚おどろいていた。

　思い出すのは──今は北ほく域いきに出しゆつ向こうしている、変わり者として知られた高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいの顔。そして、その少年から彼が預かった、得え体たいの知れない新しん型がた風銃の設計図だ。

　設計理念はパクダにも分からなくもなかった。技術畑の人間を注ちゆう目もくさせるだけの理論的整合性がそこにはあった。だから結果はどうあれ、実物を作ってみる価値はあると思ったのだ。ここまで極きよく端たんな成果を生むとは想像もしなかったにしても……。

「おい、すげぇなパクダ！　ボーっとしてないで喜べよ、大おお手て柄がらじゃねぇか！」

「銃身内部に螺ら旋せん状じようの浅い溝を掘り、そこを高こう速そくで通り過ぎる弾だん丸がんに旋せん回かい運動を与えることで、結果として直進性が高まり弾だん道どうを安定させる……か。確かに、聞いてみりゃ理り屈くつは分かるが」

「これを最初に無むからひねり出すのは天才の仕事だろうよ。……見直したぜ、パクダ。今まで気付いてやれなくてすまなかった。お前ってすごい奴やつだったんだな」

　同僚から次々に賞しよう賛さんの言こと葉ばをもらっても、パクダはどういう顔をしていいか分からなかった。──これは自分で考えたことじゃないと、今さらそれを告こく白はくできる空気でもない。

　何より、周まわりの仲間たちの羨せん望ぼうの目が、失望のそれに変わるのが怖こわかった。

「だ、弾だん速そくの減少はどうですかね？　銃身に溝を掘った分、弾との隙すき間まから空気が漏もれるはずで……」

「ああ、それを考こう慮りよに入れたドングリ型の弾丸の製造も、例の設計図に含んでいたな。そっちもすぐに実物を作ってみて実験に回そう。この分なら期待が持てそうだ」

「歴れき史し的てきな瞬しゆん間かんだぜ、これは。……なにせ今日っていう日を境さかいに、帝国中の風ふう銃じゆう兵へいが持つ兵装が、どんどん更こう新しんされていくことになるんだからな！」

　予想もしなかった新発明に、同僚たちのテンションは火をくべられた暖だん炉ろのごとしだ。これから押し寄せるだろう忙いそがしさを思って、パクダは焦あせった。──その波に吞のまれる前に、彼にはひとつだけ果たすべき約やく束そくがあった。

「……あ、あの！　試し用よう品ひんを最初に回す部ぶ隊たいについて、ぼくが意見してもいいですか!?」

「あん？　確かに、試験運用の初期段階にある兵へい装そうに関しちゃ、その配分の実質的な采さい配はいは総合兵装管理部おれたちに一いち任にんされてるようなもんだが……」

「なんだよ、真まっ先に成果を見せたい相あい手てでもいるのか？　同どう期きで仲なかのいい友人とか……お、さては女だな!?」

　下げ世せ話わな勘かん繰ぐりをした同どう僚りようたちが、パクダを取り囲んではやし立てる。本当にそうだったらいいのにと本人も思いながら、彼は黙だまって部署の最さい高こう責せき任にん者しやの顔を見やった。

「気持ちは分からんでもない。が……公こう私し混こん同どうは褒ほめられたものではないな、パクダ伍ご長ちよう」

「そ、それは……その……」

「褒められたものではない。……が、それを補おぎなって余あまりある手て柄がらを立てたのもお前だ」

　語ご調ちようがふいに和やわらぐ。うつむいていたパクダが驚おどろいて顔を上げると、世にも珍めずらしいことに、彼の上じよう官かんは頰ほおを緩ゆるめてかすかに笑っていた。

「希望の部隊とその指し揮き官かんを……そうだな、そこの黒こく板ばんにでも書いておけ。後で見ておく。部隊の規き模ぼにもよるが、数が揃そろい次し第だい、真まっ先にそこへ届くだろう」

「──あ、ありがとうございます……！」

　越えつ権けん行こう為いを黙もく認にんしてくれた上官に、パクダは感かん謝しやの気持ちを込めた最さい敬けい礼れいの仕し草ぐさで応えた。……しかし、その時にはもう、彼はすっかり忘わすれていたのだ。自分が持ってきた設せつ計けい図ずの本当の製せい作さく者しやを、ここで明かすべきかどうかという葛かつ藤とうを。

　その大いなる忘ぼう却きやくをもって、帝てい国こく軍ぐん事じ史しにおける有数の技術革かく新しんは完全に彼の手柄となった。従じゆう来らいの滑腔風銃エアシユーターに代わって主しゆ力りよく兵装になる施条風銃エアライフルの発明という偉い業ぎようは、これから永えい遠えんにパクダ・ソーンヤナイの名前と共ともに語られることになったのだ。
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「で、これがその試し作さく品ひんってわけ？」

　風銃のバレルを覗のぞき込みながらヤトリが言った。敵てきから奪い直した塹ざん壕ごうの中、後こう方ほうのハロを除のぞく騎き士し団だんの五人が集まって、さっきの戦たたかいについて話し合っているところだった。

「んー、あー、そうねー。銃身内部に刻きざんだ施条ライフリングの効こう果かでー、有ゆう効こう射しや程ていはー、従来の滑腔風銃エアシユーターのー、五倍から六倍ー。大量生産が始まればー、戦場に革かく命めいを起こすはずのー、新しん兵へい器きだよー」

　まるでやる気のないイクタを見かねて、トルウェイが説明の役割を代わる。

「実際に使ってみた立場から感想を言うと、とにかく弾だん道どうの安定感が抜ばつ群ぐんなんだ。距きよ離りが百メートル以上あっても着ちやく弾だん点てんが運に左右されにくい。デメリットといえば銃じゅう身しんが二割がた重くなったことくらいで……本当に革かく命めい的てきだよ、これは」

「あのふざけた遠えん距きよ離り射しや撃げきはそういうわけか……。それにしても、たった三人の射しや手しゆで六門からの砲ほうを封ふうじ込めるなんて、にわかには信じられないな」

　マシューが腕うでを組んだ姿勢でうなる。トルウェイは穏おだやかにかぶりを振った。

「有ゆう効こう射しや程ていが大おお幅はばに伸びた以上、それは必ひつ然ぜんの結果なんだ。ここの風ふう臼きゆう砲ほうの発はつ射しや速度が四十秒につき一発なのに対して、風銃は五秒に一発。向こうが一発撃うつ間に、こっちは十二発撃つことができる。これだけ余よ裕ゆうがあれば、発射前に砲ほう兵へいを仕留めることもじゅうぶん可か能のうだよ」

　簡かん単たんなことのように言うトルウェイだが、同じ装備があっても今の自分に同じ真似まねはできないだろうな、とマシューは歯は嚙がみする。射手の熟じゆく練れんした射撃技術があってこそだ。

「これが『アナライの匣はこ』に秘ひめられた技術の一いつ端たんってわけね。イクタから話には聞いていたけど、実際に具ぐ体たい化かしたモノを見るのとじゃ大おお違ちがいだわ。帝てい国こくは惜おしい人物をキオカに渡してしまったものね。恐ろしい人物……と言ったほうが正しいかもしれないけど」

「んー、その点に関しては心配しなくてもいいよ。こうして帝国で施条風銃エアライフルが作られたことからも分かる通り、アナライの爺じいさんは軍事技術の進歩が一国に偏かたよることを望んでない。新技術の公開に関しては消しよう極きよく的てきなバランス主しゆ義ぎなんだ、あの爺さんは」

　あくび混じりにイクタが言った。そこでふと、ヤトリが何かに気付いた顔になる。

「……ねぇ、イクタ。北ほく域いきに来るちょっと前にあんたが弾だん道どう学がくの講こう義ぎでやらかした演えん説ぜつもたしか、これとはまた別の新技術を普ふ及きゆうさせるべきっていう話だったわよね？」

「ああ、爆ばく砲ほうのことだね。キオカではすでに実用化が始まっていて、それだけに帝国側も一いつ刻こくも早く開発を始めなきゃならない技術って意味では、あれも施条風銃エアライフルとまったく同じなんだ。ただあっちは運用に気き球きゆうと同じ『揚よう気き』を使うものだから、アルデラ教きよう義ぎとのすり合わせが難むずかしい。あの演説くらいじゃ援えん護ご射撃にもならないだろうけど……ま、それはいま悩んでも仕方ないことか」

　イクタは鼻を鳴らして気持ちを切り替え、トルウェイに視し線せんを移した。

「おいイケメン。実戦でのお披ひ露ろ目めは済すんだわけだし、そろそろ企たくらみを御ご開かい帳ちようしたらどうだ」

「あ──うん、そうだね。もう内ない緒しよにする意味はないんだ」

　気付かされた様よう子すで、トルウェイはその場の全員に向かって説明を始めた。

「この施条風銃エアライフルの後あと押おしで、今後、銃じゆう兵へいの在り方は次のステップに移ることになるはずだ。まず命めい中ちゆう率りつの低さを補おぎなうための大人数の戦列が不要になって、代わりに分ぶん隊たい単たん位いでの散さん開かい機き動どうが基本戦術になると思う。少なくとも、平原で面めんと向かって撃ち合うような局きよく面めんは少なくなる」

「こそこそ隠かくれて敵を狙ねらうのが主流になるってこと？　理り屈くつは分かるけど、あまり望んで迎えたくはない未来図ね」

　ヤトリは口くち元もとをへの字に曲げた。『白はく兵へいのイグセム』出しゆつ身しんの彼女らしい感想だ。

「いやいや、ヤトリ、それは考え方次し第だいだと思うよ。なにしろ従じゆう来らいの戦せん列れつ歩ほ兵へいのモットーは『隣となりの仲なか間まが死んでもひたすら撃うち続ける』だ。それはそれで嫌いやすぎる現げん在ざい図ずじゃないか」

「あはは……。どっちもどっちかもしれないけど、時代の流れには逆らえないからね。ぼくは風ふう銃じゆう兵へい部ぶ隊たいを指し揮きする身として、新しい時代の戦術に順じゆん応のうし、あわよくば発展させていかなくちゃならない。そのために考えたのが、狙そ撃げき兵へいという新しん兵へい科かの設立なんだ」

　初めて耳にする単たん語ごに全員の興きよう味みが集まる。その状じよう況きように少し緊きん張ちようしながら、話を続けようとトルウェイが口を開いた瞬しゆん間かん──スーヤが慌あわただしく塹ざん壕ごうに飛び込んできた。

「中ちゆう尉い殿どのが不在のため、ご歓かん談だん中ちゆうのところを失礼します！　……たった今、戦せん線せん前方の陣じん地ちから伝令が到とう着ちやくし、我われ々われに救きゆう援えんを要よう請せいしてきたことを報ほう告こくいたします！」

　ヤトリが真まっ先に立ち上がった。炎えん髪ぱつがたなびき、赤い瞳ひとみに闘とう志しが宿やどる。

「救援要請？　穏おだやかじゃないわね。伝令に来た本人をここに呼びなさい」

「すぐに来ると思いますが、見たところ手ひどく負ふ傷しようしていて……あっ、来ました」

　スーヤが道を空あけると、別の兵が足を引きずってやって来た。軍ぐん服ぷくのあちこちが出血で赤く染そまり、あまつさえ右の太ふと腿ももにはボウガンの矢が刺ささったままになっている。筋きん肉にくが締ちぢまって抜ぬけないのだろう。想像以上に無む残ざんな有あり様さまに、場の空気がぐっと重みを増した。

「……シナーク討とう伐ばつ第一旅りよ団だん、第三十二風銃兵小しよう隊たい所属、ヒガンズ曹そう長ちようであります」

「その深ふか手ででよく伝令に走ったわ。椅い子すに座すわって楽らくにしなさい、いま衛えい生せい兵へいを呼ぶから──」

「お気き遣づかいには感かん謝しやします。が、時間が惜おしい。報告を先に行わせてください」

　何度か深しん呼こ吸きゆうして荒あれた息いきを整えてから、ヒガンズ曹長は再び口を開いた。

「ここから徒と歩ほで一日の場所にある仲間の陣地が、敵の包ほう囲いを受けて全ぜん滅めつの窮きゆう地ちにあります。この姿を見ればお分かりになると思いますが、私ひとりを伝令に出すのにも多くの兵を失いました。時間の猶ゆう予よは皆かい無むです。かくなる上は、一刻も早く救援部隊を……うぐっ……！」

　襲おそってきた頭ず痛つうに耐たえかねたように身を丸めて、獣けもののように呻うめきながらのたうち回った末に、ヒガンズ曹長は意識を失ってうつ伏せに倒れ込んだ。スーヤに衛生兵を呼ばせながら、そんな彼の様よう子すを、イクタは最初から最後までひどく厳きびしい顔で見やっていた。
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　それが絶望的な事態であると兵たちが気付いたのは、状じよう況きようが手て遅おくれになった後だった。

「撃てぇっ！」

　焦あせりを帯びた指し揮き官かんの号令が響ひびき渡り、高たか台だいに陣取った兵たちが発はつ砲ぽうした。眼がん下かで群むれをなして待まち構える敵てきに対してのものだが、効こう果かはめざましくない。風銃の斉せい射しやが大きな被ひ害がいを及およぼさないギリギリの距離を保たれているからだ。

「中ちゆう尉い殿どの、これでは埒らちがあきません！　弾たまが尽つきる前に、もう一度突とつ撃げきして解かい囲いを試こころみないと……！」

　副ふく官かんの意見には一いち理りあったが、この場の総そう指し揮き官かんを務つとめるベラリ中尉は迷った末にそれを拒こばんだ。つい数時間前に目にしたばかりの惨さん劇げきが、彼にその実行をためらわせた。

「……却きやつ下かだ！　それをやった味み方かたの末まつ路ろを、さっきお前も見たはずだ！」

　四し面めん楚そ歌か。それが彼らの現状をもっともシンプルに言い表す言こと葉ばだった。

　いま敵てきは、帝てい国こく軍ぐんの四個小隊が接せつ収しゆうして野や戦せん陣じん地ちとした高たか台だいをぐるりと囲い込む形で、その全周の低地に展開している。集まっている兵の総そう数すうはすでに帝国側よりも多いが、彼らが自分から攻こう撃げきすることはない。たまに突撃の素そ振ぶりを見せてプレッシャーを与えはするものの、基本的にはひたすら包ほう囲いを保ち続けるばかり。そして、それでじゅうぶんなのだ。

「しかし、奴やつらは我われ々われが干ひ上あがるまで待まつ気でいます！　……それに今こうしている間にも、前線への補ほ給きゆうは断たれたままなんですよ……！」

　補給線を断ち、後こう方ほうからの支し援えんを失って弱じやく体たい化かした敵を各かつ個こ撃げき破はする──それがシナーク族の戦せん略りやくだった。そのためには必かならずしも敵を倒す必ひつ要ようはない、ただ進軍の中ちゆう継けい点てんとなる陣地に兵を出入りさせなければいいのだ。それだけで前線の部隊は物資が不足し、包囲した陣地の兵たちも孤こ立りつ無む援えんの戦いの中で消しよう耗もうしていく。いま、彼らがそうなっているように。

　敵がここまで数をそろえてくる前に、もっと早く包囲の突とつ破ぱに踏ふみ切っていれば──今となっては、ベラリ中尉もそう思わずにはいられない。その判断の遅おくれには、地形に対する誤ご解かいが原因としてあった。つい数時間前に解囲を試みた一個小隊が壊かい滅めつするまで、彼は、こんな包囲は簡かん単たんに破やぶれるとタカをくくっていたのである。

　高所に陣じん取どった兵は、低地の敵に対して優ゆう位いに立つ。それがベラリ中尉の知る用兵上の常じよう識しきだった。高い場所からは下にいる敵の姿が一いち望ぼうできるので、迎げい撃げきが楽になり、何をするにもタイミングを計はかりやすく、また突撃に当たっては坂を駆かけ下りる勢いきおいを味方にすることができる。

　しかし、彼は失しつ念ねんしていた。いま自分たちが陣取っているのが、平地にただ一つ突とつ出しゆつしてあるような高台ではなく、山さん岳がく地ち帯たいならではの起き伏ふくに富とんだ地形の一部でしかないことを。高台から駆け下りて敵を突破した先に待つ、兵たちにスムーズな行こう軍ぐんを許さない峻しゆん険けんな地形を。

　対たい照しよう的てきに、シナークの戦せん士したちはそれを弁わきまえていた。だから敵の部隊が高台から駆け下りてきた時も、それを正面から迎え撃うつような真似はせず、なんと一度は素通りさせた。彼らが牙きばを剝むいたのは、目の前に広がる険けわしい地形に、敵の部隊が二の足を踏ふんだ瞬しゆん間かんから。そこで満まんを持して、その無防備な背中に食らいついたのだ。

「ここの地形は、我々に包囲の突破を許しても、その後の退たい却きやくを許さない。……思えば、この高台が放置されていたこと自体が罠わなだった。それに気付けなかった私の失しつ態たいだ」

「中尉殿……」

「腹はらを決めろ、イクシニー曹そう長ちよう。こうなっては持じ久きゆう戦せんだ」

　敵てきが采さい配はいを誤あやまるか、味み方かたの増ぞう援えんが駆かけつけるまで。退たい路ろを失ったいま、ベラリ中ちゆう尉いは徹てつ底てい抗こう戦せんの覚かく悟ごを決めていた。

　一方、同じ陣じん地ちの反対側で迎げい撃げきに当たっているカンナ・テマリ上じよう等とう兵へいも、ひしひしと迫せまる破は滅めつの気け配はいに怯おびえ始めていた。

　周りの地形を見た時から、何となく嫌いやな予感はしていたのだ。しかし、その直感を掘ほり下げて論理化することまでは、彼女にもできなかった。いち歩ほ兵へいの立場では、そうしたセンスを生かすための教育をそもそも受けていない。

「分ぶん隊たい長ちよう、風銃じゃ弾たまが届かない……！　砲ほうはまだ使えないんですか!?」

「ダメだ！　砲ほう弾だんの数には銃じゆう弾だん以上に限りがある！　この時点で浪ろう費ひしていたら、いざ敵が本格的な攻せめに出てきた時に打つ手がなくなる。もし使うとすれば、決着を焦あせって不用意に近付いてきたところを一いち網もう打だ尽じん。大だい打だ撃げきを与えられるとすれば、それが唯ゆい一いつのチャンスなんだ……」

　言いながら、分隊長自じ身しんも、そのチャンスを口ほどに期待している風ふうではない。ここまで周しゆう到とうに攻めてきた敵が、まさか最後の一いつ手てで詰つめを誤るとも思えないからだろう。カンナもそれは同感だった。

「……っ、じゃあ、このまま当たらないことを承しよう知ちで撃うち続けろって……？」

「いや、これは作戦の前振りだ。こっちがかたくなに砲を使わなければ、敵はこっちには砲弾の手持ちがないのかもしれないと考え始める。そうなれば思い切って突とつ撃げきしてくるかもしれない。おそらく中尉殿どのは、そこにカウンターで大打撃をくれてやるつもりだ」

　カンナは砲に意識を向けた、いつ命令が来ても即そく座ざに使えるように。……ただ味方の到着を待まつのでなければ、その作戦は、状じよう況きようを打開するために残された唯ゆい一いつの手だろうから。

「報告、敵部隊が北に集結を始めています！　このまま突撃に出てくる怖れもあり！」

　陣地北側で敵の動向を見張っていた兵が声こわ高だかに警けい告こくした。指し揮きを執とるベラリ中尉が、それを聞いて憎にく々にくしげに口くち元もとをゆがめる。

「その動きは十じつ中ちゆう八はつ九く揺ゆさぶりだ、本当に攻めてくるつもりはない……」

「中尉殿……」

「……しかし残り一割の可か能のう性せいを無む視ししていては、運うん悪わるくそれに当たった時に何もかも終わる」

　敵の思おも惑わく通りに動かなければならない現実に歯は嚙がみしつつ、ベラリ中尉は他の方面から北側に兵を回すよう指示を飛ばした。重い風ふう臼きゆう砲ほうも一いつ緒しよに動かさなければならず、重労働を強いられた兵たちはますます消しよう耗もうしていく。

「カンナ上じよう等とう兵へい、我われ々われも北側に回るぞ！　ここにはアザン二に等とう兵へいを残していく！」

　ベラリ中尉の命令を受けた分隊長が動き始めた。カンナはとっさに隣となりの後こう輩はいを見やる。

「何かあったらすぐに報しらせます。大だい丈じよう夫ぶ、ここは任まかせてください」

　思いのほかしっかりした声が返ってきたので、カンナはほっとしてうなずいた。

「じゃあ、任せたぞ」

　後の見張りを彼に任せて、カンナは分ぶん隊たいの仲なか間まと一いつ緒しよに車輪付きの風ふう臼きゆう砲ほうを動かし始めた。陣じん地ちに運び込む時には馬を使っただけあって、やはり人じん力りきで動かす分には相当に重い。

　力を合わせて押していく途と中ちゆう、ふいに仲間のひとりが膝ひざをついて嘔おう吐とし始めた。続いてもうひとり、めまいを起こしたように尻しり餅もちを突つく。

「おい、どうした、しっかりしろ！　早く砲ほうを動かすんだ……！」

　分隊長は焦あせって声を上げたが、ふと周りを見回して、カンナは気が付いた。──自分のところに限った出で来き事ごとではない。どの分隊にも同じような体調不良者が続出しているのだ。いや、それどころか──。

「……みんな。いつの間に、こんなに瘦やせたんだ……？」

　絶ぜつ句くした。青みを通り越こして土つち気け色いろの顔、がさがさに荒れた肌はだ、肉のそげた頰ほお。日の下で見れば、誰だれもが病人そのものの姿ではないか。

　もちろんカンナも戦せん争そうの日々に疲ひ労ろうはしていたが、まだ体調を大きく崩くずしてはいなかった。それがとてつもない幸こう運うんだったことを今さらになって自じ覚かくする。ここでは誰もがこうなるのだ。仲間たちはそのルールから逃のがれられなかっただけなのだ。

　その気付きにカンナが背せ筋すじを凍こおりつかせている頃ころ、他方では、陣地の西側に見張りとして残ったアザン二に等とう兵へいに異い変へんが起こっていた。しかし彼かれ自じ身しんは、その異変の原因が自分にあるとは思っていない。

「……昼間だってのに、やけに暗いな。日が雲に隠かくれたのか……？」

　雲一つなく晴れ渡った青空の下で、アザン二等兵はそんなことを呟つぶやいた。そして事実、彼の見ている世界は暗かった。さらに言えば頭ず痛つうと耳みみ鳴なりと吐はき気けもひどかったが、彼にはもう、それが同じ原因から起こっている一連の症しよう状じようだと判断することはできなかった。

　西側の見張りに残ったのは彼ひとりではなく、近くに詰つめていた他の分隊からも、各々ひとりずつが同じ任にん務むを託たくされていた。特に上から指示があったわけでもないが、その人選は「体力に余よ裕ゆうがない者」という基き準じゆんで行われた。言い換えれば、敵の動きに応じて陣地の中を駆かけずり回り、重い風臼砲を押おして運ぶ──そういう仕事からあぶれるほど、他に輪をかけて弱っていたのが彼らだったのだ。

　アザン二等兵の周りには、彼自身を除のぞいて四人の兵がいた。ある者は防ぼう塁るいに寄りかかって立ったまま失しつ神しんし、ある者はうずくまって胃いの中なか身みを吐き出し、ある者は錯さく乱らんした意い識しきで鼻はな歌うたを歌っていた。……共通して言えることは、彼らにはもう、目の前の現実を正しく捉とらえる力は残されていなかったということだ。

「──────、あれ」

　自分では止めようのない意い識しきの断絶のあと、光どころか色まで失いつつある視し界かいの中に、アザン二に等とう兵へいは黒いぼんやりとした人ひと影かげを見ていた。危機感が働はたらかない。いま自分がどこにいて、どういう状じよう況きようにあるのか、もう彼にはよく分からない。

「……あんた、誰だれ？」

　それが腕うでを振ふりかぶり、くの字に折れ曲がった何かを振り下ろす瞬しゆん間かんまで、ついにアザン二等兵はまったく抵てい抗こうすることがなかった。
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「止まれ」

　言こと葉ば少なに兵たちの動きを制すると、イクタは岩いわ陰かげからほんの少しだけ身を乗り出し、その向こう側にある場所の様よう子すをうかがった。

「はぁ、はぁ……どうだ。どんな感じだよ、イクタ……」

　息いきを切らしたマシューが彼に尋たずねる。適てき切せつなルート選せん択たくの甲か斐いあって、丸まる一日かかるはずの道どう程ていを二時間は短たん縮しゆくできたが、そんな急行軍に兵の疲ひ労ろうがまったく伴ともなわないはずはなかった。

「このまま攻こう撃げきに移るなら、構わないわよ。中ちゆう隊たい長ちよう殿どのの許きよ可かは得ているわ」

　そう言ったヤトリは、例外的に呼こ吸きゆうひとつ乱みだしていない。開戦からこのかた衰おとろえを知らない彼女の闘とう志しに、しかしイクタは戦せん闘とう開始の宣せん言げんで応こたえてやることは出で来きなかった。

「頼たのもしいけど、その必ひつ要ようはないよ」

　声はあくまでも淡たん々たんとしていた。兵を動どう揺ようさせる原因になりかねない感情の表れは極きよく力りよく排はい除じよする。彼が奉ほうじる科学というスタンスは、いま、そういう無む機き質しつさを担にない手に求めていた。

「ここから観察したところ、高こう所しよの陣じん地ちに味み方かたの動きはない。周しゆう辺へんの低地に敵てきの気け配はいもない。つまり──もう、全部終わってる」




「救きゆう援えんには向かわない。最低でも、あと二日の間、僕ぼくたちはここを動かない」

　失しつ神しんしたヒガンズ曹そう長ちようの身み柄がらを衛えい生せい兵へいに預けて、後方への搬はん送そうを命じた後。この時もやはり淡々と、イクタは仲なか間またちに向かって残ざん酷こくな方ほう針しんを告つげた。

「……え……？　イッくん、いま、何て……」

「彼の部ぶ隊たいを助けには行かないと言ったんだ。正確には、行けない」

　冷たく断言するイクタの意い図とをすぐに察することができた者は、この場ではヤトリだけだった。マシュー、トルウェイ、スーヤの三人からは、驚おどろきと非ひ難なんの混じった視し線せんが集中する。

「おい、どういうことだよイクタ！　助けに行けないも何も、まだおれたちには向こうの状況さえよく分かってないだろ!?　敵の数もちゃんと聞かずに諦あきらめるなよ！」

「すぐに救援に向かいましょう、小隊長殿！　兵の体力ならまだ大だい丈じよう夫ぶですから！」

　非ひ難なんの視し線せんを真まっ向から受け止めたまま、イクタは彼らに向かって言う。

「戦せん力りよくの問題じゃないんだよ、マシュー。兵へいの体力の話でもないんだ、スーヤ。もっと別の理由から、あと二日ここで準備した後でなければ、僕ぼくたちは山をこれ以上登ることができない」

　三人が納なつ得とくできない面おも持もちでいると、ふいにヤトリがぽつりと核かく心しんを口にした。

「……高こう所しよ順じゆん応のうの都つ合ごうね」

　その言こと葉ばに、イクタは目を閉じて肯こう定ていを示す。三人は戸と惑まどいを強くして彼を見つめた。

「誰だれも忘れてはいないと思うけど、僕たちは今、大アラファトラ山さん脈みやくの上で戦争をしている。普ふ段だん住んでいる平地とは比くらべものにならない高みで殺し合っているわけだ。……で、こういう物もの好ずきな真似まねをしようと思うなら、それ相そう応おうに高こう地ちの掟おきてってものに従したがわなくちゃならない」

「高地の掟……イッくん、それは……？」

「第一に、短時間で急に高度を上げてはいけない。標ひよう高こうが三千メートルを過ぎてからは特に。──他にも色々とあるけど、今すぐ救きゆう援えんに行けない理由はそれだ」

　イクタが言葉を切るタイミングを見み計はからって、ヤトリが一いつ旦たん説明を代わった。

「みんなも体感していると思うけれど、山の上に行けば行くほど呼こ吸きゆうが苦しくなるわね。これは平地に比べて高いところほど空気が薄うすいからだと言われているわ。そして、私たちのように普ふ段だんは平地に暮くらしている人間が高地に来ると、空気の薄さを原因として様さま々ざまな疾しつ患かんを引き起こすの。頭ず痛つう、吐はき気け、食しよく欲よく減げん退たい、睡すい眠みん障しよう害がい、手足のむくみ、胸むねの圧あつ迫ぱく感……俗ぞくに『山酔よい』と呼よばれる症しよう状じようよ」

「そうした体からのシグナルを放置して山を登り続けると、状じよう態たいはさらに悪化していく。さっきヤトリが言ったような症状がさらに激しくなる他に、まっすぐ歩けなくなったり、幻げん覚かくを見たり幻げん聴ちようを聞いたり、視し野やが暗く狭せまくなったりする。そのうち意い識しきがなくなれば死の一歩手前だ。……ここにいる君たちはどうかな。僕としても可か能のうな限り配はい慮りよしてきたつもりだけど、頭痛や吐き気、胸の圧迫感といった初しよ期き症状くらいは出ていてもおかしくない」

　マシューとスーヤがとっさに胸を押さえる。ふたりの様よう子すを眺ながめながら、イクタは続けた。

「こうした症状を総合して、アナライ博士はかせは『高こう山ざん病びよう』と名付けている。山に潜ひそむ危険な罠わなだ。まずはこれに陥おちいらないようにするのが山登りの鉄てつ則そくだと僕は教わった。そのために欠かすことのできないのが、最初にヤトリが言った『高所順応』の手順なんだ」

「……高所、順応……」

「そう。読んで字のごとく、高い場所に体を慣ならすことだ。最低限『山酔い』の症状が出なくなるまではね。標高三千メートルを超こえる場所では、これを欠かすと命取りになる。ちなみに僕たちが今いる場所は、そのラインよりもかなり上の高さだ」

「つまり、その慣らしのために、あと二日はここを動けないってのか……」

「そう。ただ登るだけでも危ないし、その先で戦うなんてもってのほかだ。高所順応が済すんでいない状態での急激な運動は高山病の症状を一いつ気きに加速させる。戦い始めた瞬しゆん間かんから弱っていく兵たちが、敵てきからどんな目に遭あわされると思う？」

　もう誰だれからも反論は上がらなかった。その結果を想像するのが、あまりに簡かん単たんだったからだ。

「というわけで、救きゆう援えんに動けるのは最低でも二日後。それまで僕ぼくたちは高こう所しよ順じゆん応のうに全力を尽つくしておく。具ぐ体たい的てきには、水みずをいつもの二倍飲んでたくさん尿にようを出し、呼こ吸きゆうをお腹なかで深くするように心掛けて、寝ねるときには体が冷えないよう温かくすること」

　そこまで言うと、イクタは全員から視し線せんを外して、どこかよそよそしく告つげる。

「この面子めんつの間で、暫ざん定てい的てきな上じよう官かんは僕ということになっていたね。……その責せき任にんにおいて、ヒガンズ曹長の救援要請はナジル中尉へ取り次がないことにする」

　聞いた全員が沈ちん痛つうな面おも持もちになる中、大きくため息いきをついて、少年は付け加くわえた。

「……何と言うか、さ。僕がこういうことを言うのは本当に馬ば鹿か馬鹿しいし、みんなも聞きたくないとは思うんだけど──それでも、これは命令だ。従ってくれ」




「……救援部隊わたしたちを狙ねらった待まち伏ぶせはなかったわね。味み方かたが全ぜん滅めつしていたのなら、その可か能のう性せいはかなり高いと思っていたけど」

　あちこちに敵味方の死体が転がった丘おかを登りながら、ヤトリが言う。先に斥せつ候こうを出して内部を探さぐらせたので、待ち伏せている敵に不意打ちを受けることはない。後方ではマシューとトルウェイとナジル中ちゆう尉いの部ぶ隊たいが展てん開かいし、いざという時の退たい路ろを確保していた。

「それが厳きびしくなるほど、シナーク側の被ひ害がいも大きかったんだろうさ。……よいせ、っと」

　掛かけ声と共に、イクタの足が高たか台だいの頂ちよう上じようへ──そこに作られた野や戦せん陣じん地ちの中へと踏ふみ入った。その場に立ち止まって、彼は辺りをざっと見回す。一いつ拍ぱく遅おくれてヤトリも続いたが、まもなく目に入ってきた光景に表情がこわばった。

　陣地はいま、四個小隊百数十人分に敵の数十人を加えた死者の沈ちん黙もくで満たされていた。高地特有の寒かん気きと乾かん燥そうが屍しかばねの腐ふ敗はいを防いでいる。戦いの中で死んだ者、パニックの中で死んだ者、呆ぼう然ぜんとしたまま死んだ者……死の形はひとりひとり様さま々ざまだ。死体が倒れている場所と姿勢を見れば、彼らの最さい期ごの状じよう況きようが想像できる。それにどう対応しようとしたかも。

「……苦々しいけど、戦場では往おう々おうにして迫せまられることではあるのよ。味方を助けに行くか行かないかの二に択たく。行動のリスクと成算を測はかりにかけた上での、作戦の合ごう否ひの判断というのは」

　ヤトリがぽつりと漏もらす。珍めずらしいことだった、彼女が葛かつ藤とうを表に出すのは。

「死体の大半が陣地の中に集中してる。全兵力を投じての包ほう囲い突とつ破ぱには、彼ら、最後まで出なかったようだね」

　最後の最後まで、仲なか間まが救援に来ることを信じて待っていたのだろう。マシューやトルウェイをここに連れてこなかったのは正解だったと、イクタは心からそう思った。

「……しかし、ここまで来たはいいけど、これじゃ回収するものもほとんどないな。精せい霊れいは残らず連れて行かれたようだし、遺い体たいの搬はん送そうは今の段階じゃとても無理だし」

「戦せん死しした指し揮き官かんの認識票タグを回かい収しゆうして、それで引き上げましょう」

　その方ほう針しんで合意すると、ふたりは連れてきた兵と共に手分けして指揮官の死体を探さがし始めた。

　陣じん地ちの西側に回ったイクタだが──その区く画かくを見回していく過か程ていで、防ぼう塁るいの前で折おり重なるように息いき絶たえている、ふたりの兵士の姿が視し界かいに入る。

「っ、と」

　何気なく横を通り過ぎようとした時、ふと風が吹いて、死体の髪かみからほどけたリボンがイクタの足に絡からまった。だが、取ろうと何なに気げなく手を伸ばした瞬しゆん間かん──少年は気付きたくもなかった既き視し感かんに見み舞まわれた。

「……っ──」

　持ち主ぬしの血ちで斑まだらに染そまった茶色のリボン。その色を、その素そ朴ぼくさをイクタは覚えている。束たばねた後うしろ髪がみを慎つつましく飾かざっていた装そう身しん具ぐを覚えている。彼女の唯ゆい一いつのお洒落しやれを覚えている──。

「──よりによって」

　声が出てしまった時点で不覚だった。だから口を閉じた。それでは足らず、呼こ吸きゆうを止めた。

　どうにか自じ制せいを取とり戻もどしてから、ふたりの屍しかばねにゆっくりと目を戻もどした。……先に死んだのは、たぶん下の男性兵士だろう。その体を庇かばうような形で彼女は倒れていて、全身に無数の刺さし傷きずを負っていた。手て元もとには着ちやつ剣けんした風銃もある。──仲なか間まを守ろうとして迎えた最さい期ごだということは、一ひと目めですぐに知れた。
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「──君とは二度、会った」

　自じ制せいがほころび、引き結んだ口くち元もとがほつれる。言うべきでない言こと葉ばが、内側からこぼれ出す。

「僕ぼくは、三度目を、楽しみにしていたんだ──」

　意味のない告こく白はく、科学の徒とにあるまじき不ふ毛もうな戯たわ言ごとの連つらなり。その許ゆるしがたい不ぶ様ざまを、

「──……っ……。……さようなら、カンナ」

　別れの言葉でもって、鉈ナタで切り落とすように打ち切った。……時を察したように、手の中のリボンが風にさらわれる。彼方かなたへ飛んでいくそれを二度と追うことなく、少年は踵きびすを返した。
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「ヤトリ小しよう隊たい、焼しよう撃げき斉せい射しやを」

　無む機き質しつな命令の声を風切り音が引き継ついだ。木もく材ざいと日ひ干ぼしレンガで作られた小さな家々、よく乾かわいたワラの屋根、倉庫いっぱいに備び蓄ちくされた乾かん燥そうトウモロコシ──そうした人の営いとなみの断だん片ぺんに、真まっ赤かな火を宿した無数の矢が突つき刺ささっていく。

「トルウェイ小隊、マシュー小隊、延えん焼しよう送そう風ふう開始。火か勢せいを西へ広げて」

　燃え始めた家々に向かって、風ふう銃じゆう兵へい部ぶ隊たいの風かぜ精せい霊れいたちが新しん鮮せんな空気を送った。糧かてを得えた炎ほのおはたちまち勢いを増し、追い風によって導みちびかれた方向に飛び火する。一いつ軒けんが燃え、二軒が燃え、やがて目に見えていた建物の大部分が焼け落ちる。

　ひとつの村が焦しよう土どに変わっていった。ヤトリの焼撃兵小隊が放った火ひ矢やと、トルウェイとマシューの風銃兵小隊が送った風と、それら全すべての行こう為いを実行させた、イクタの命令によって。

「殺すに飽あかず、奪うばうに足らず、終しまいには燃もすのか。……鬼おにだ、うぬらは！」

　背はい後ごに怯おびえる女おんな子こ供どもを庇かばって立ちながら、焼けていく村の長が呪のろいを吐はいた。……少し心しん外がいだな、とイクタは思う。殺し、奪い、燃やす。どれも鬼でなく人間の得意分野だろうに。

「あー、もう少し待まっててください。鎮ちん火かが済すみ次し第だい、皆さんを西の集落まで送りますんで」

　つまらない事務作業でもこなしているかのようなイクタの口くち振ぶりに、焼け出された村民たちから次々と罵ば倒とうの声が上がった。舐なめられない程てい度どに言わせておこう、と少年は無む視しを決め込む。ガス抜ぬきになるし、こちらを口汚ぎたなく罵ののしってくれれば、その分だけ兵の罪ざい悪あく感かんも少なく済すむ。

　ただ、いちばん始し末まつに困るのは子供の泣き声だった。理り屈くつを超こえて問もん答どう無む用ようで兵たちの良りよう心しんを刺し激げきするその声は、罵倒と並行して、さっきから止むことなくずっと続いている。

「あー、うるさい……。アナライの匣はこの中に、子供の泣き声だけ聞こえなくなる耳みみ栓せんはなかったかな。カテゴリを軍ぐん事じ技ぎ術じゆつとするなら、用よう途とはさしずめ『良心防ぼう御ぎよ装そう備び』ってとこか」

　半なかば冗じよう談だん、半ば本気でイクタは言った。良心──思えばそれは、戦場で守るのがいちばん難むずかしいもののひとつだった。




「──イクタ准じゆん尉い!?　イグセムの嬢じようちゃんに、レミオンのハンサム君も……ちょ、お前ら、どうしてこんなところにいんだよ！」

　ハロの部隊と合流し、高こう度ど順じゆん応のうを重ねながら標ひよう高こう三千八百メートル付近まで登っていったところで、イクタたちにとっては予想外の再さい会かいが待っていた。北ほく域いきへの赴ふ任にん当初に彼らの教きよう官かんを務つとめていた、あのセンパ・サザルーフ中ちゆう尉いが前ぜん線せんに先行していたのだ。

　本ほん営えいの天てん幕まくに招まねき入れられて、全員が久しぶりにまともな椅い子すへ腰こしを下ろす。それを勧すすめたサザルーフ中尉は、顎あごに生えた無ぶ精しようヒゲがそう呼べない長さまで育ちつつあった。

「どうしてもこうしても。与えられた任にん務むをこなす度たびに前へ前へ追いやられて、いつの間にか」

「いやいやいや……前っつーかここ、ほぼ最さい前ぜん線せんだぞ。そもそもお前らの部ぶ隊たいって開戦当初は予備指定だったはずだろ。途と中ちゆうから最後方の支し援えん任にん務むを手伝い始めたのは知ってるが……」

　何をどう間ま違ちがえたらここまで来るんだ、と中ちゆう尉いが目で尋たずねてくる。もちろん誰だれも答えられない。そんなのは本人たちのほうが知りたいくらいだった。

「だって、なぁ……。最初のほうは他の候こう補ほ生せい仲なか間まもいたけど、途と中ちゆうで軒のき並なみリタイヤしてったもんな……」

「山さん岳がく戦せんの訓くん練れんを誰も受けてなかったし、仕し方かたないよ。僕ぼくたちだってイッくんの指示がなければどうなっていたか」

　マシューとトルウェイがひそひそ声で言い合う。ひとしきり驚おどろいて見せた後、サザルーフ中尉は気を取り直して予想外の増ぞう援えんを見つめた。どう扱ったものか、という顔だ。

「……部隊の被ひ害がいはどうなってる？　人員の総数と、戦せん闘とう可か能のうな兵の数は？」

「五個小隊合わせて二十四人の傷しよう病びよう者しやを後方へ送り返しています。作戦行動に支し障しようはありませんが、マシュー准じゆん尉いの風ふう銃じゆう兵へい小しよう隊たいが九人と最大の欠員を出していますので、できれば次動くまでに兵を補ほ充じゆうしたいところですね」

「その程てい度どで済すんでいるのか。……あと、ここまでに指し揮き官かんがずいぶん代わったらしいな。引き継つぎの度たびに混こん乱らんがあったと思うが、そういう時には誰が全体をまとめていたんだ？」

「僕です。今も全部隊の暫ざん定てい的てきな指揮官として話しています」

　イクタははっきり言った。ここでは謙けん遜そんも誤ご魔ま化かしもしなかった。やってきたことの責せき任にんの所しよ在ざいだけは明確にしておく必ひつ要ようがあったからだ。

　それを鵜う吞のみにはせず、サザルーフ中尉はさりげなく、そして注意深く全員の顔を見やった。しかし、自分が指揮官だったとするイクタの発言に、他の誰も不満や反感を表している様子はない。噓うそや誇こ張ちようはないと見てよさそうだった。

「……ヤトリシノ准尉。尋ねるが、なぜイクタ准尉に指揮を任せた？」

「は。この状じよう況きよう下かでは、それがもっとも効こう果か的てきに兵を用いる手段だと思ったからです」

「お前自身が指揮するよりもか？」

「私の小隊はこの中で唯ゆい一いつの騎き兵へい部隊です。全体の指揮を執とる立場では行動が制限され、騎兵本来の攻こう撃げき力りよくを生かしきれません。その意味で、イクタ准尉に総指揮を任せたのは正解だったと思っています」

　両者の指揮官としての優ゆう劣れつには言げん及きゆうせず、あくまでも適てき材ざい適てき所しよの結果として、ヤトリは答えた。イクタもその通りという顔でいるので、サザルーフ中尉はふむとうなずく。そこにハロが声を挟はさんだ。

「──あの、中尉殿どの」

「ん、まだ言ってなかったか。実はもう大尉殿なんだよハローマ准尉。ちょっと前に刺さされた上じよう官かんがそのままお亡なくなりになられたんでな。正式な昇しよう進しんじゃなくて仮かり任にん官かんだが」

「あ、そうなんですか。じゃあ大たい尉い殿どの……よかったら、現げん在ざいの戦せん局きよくを教えてもらえませんか」

「おお、そりゃ普通気になるよな。いいぜ、ちょっと来てみろ」

　簡かん単たんに受け入れて席せきを立ち、サザルーフ中ちゆう尉い改あらため大尉は、そのまま真後ろに置いてある机つくえに向かった。五人もそれに続く。

「予定よりもはるかに遅ち延えんしちゃいるが、ようやく戦局も大おお詰づめだ。各々別のルートを使って山さん脈みやくに入ったシナーク討とう伐ばつ隊たいの三個旅りよ団だんが、この先の台地で合流を果たす。長旅で脱だつ落らく者しやが続出しているのはどの部隊も同じだから、合流後の兵力も一万に満たないだろうけどな」

　長方形の紙に描かれた大アラファトラ山脈の地図には、中尉の言うとおり、南側の麓ふもとから切り込む形で三つの進しん軍ぐんルートが示されている。敵てき側がわへの情じよう報ほう流りゆう出しゆつを防ぐために最前線の士し官かんと鎮ちん台だい本部の人間にしか伝えられていなかった情報だ。五人も初めてそれを目にしたが……。

「……あの、サザルーフ大尉殿。いくつか尋たずねても……？」

「そのいくつかが作戦内容への根本的な突つっ込みだったら、それはナシだ、トルウェイ准じゆん尉い。なぜって、今さら言っても仕方ないからだ」

　先回りしてトルウェイの質しつ問もんを封ふうじた大尉だが、その顔にはすでに諦あきらめが刻きざまれている。どれだけ内容に不満があろうと、前ぜん線せんの彼らは戦せん略りやく自じ体たいをどうこうできる立場にない。これをしろ、あれをやれ──そう命じられた範はん囲いでベストを尽つくすのが精せいいっぱいだ。

「せっかくここまで来てもらったからには、お前らに回せる仕事もたくさんあるぞ。でも安心しろ、前線で俺おれたちと一いつ緒しよに戦たたかえとは言わないからよ。安全なヤツを条じよう件けんに回してやる」

　本当ならありがたい──イクタは素直にそう思った。なりたて准尉が指し揮きする訓くん練れん部隊の未み熟じゆくさを思いやってくれる上官は久しぶりだ。どこまで頼たよりになるかは分からないにせよ。

「まぁ、その分だけ嫌いやな仕事にはなるけどな。そればっかりは勉強と思って諦めてくれ。……んー、ちっと規き模ぼは小さいが丁ちよう度どいい、お前らの五個小隊をまとめて一個中隊とみなすぞ。総指揮が今まで通りイクタ准尉で構わないなら、おめでとう。お前はこの瞬しゆん間かんから中隊長だ」

「……うぃ、分かりました。で、僕ぼくたちは具ぐ体たい的てきに何をやれば？」

　イクタが伸びをしながら尋ねると、サザルーフ大尉はわざとらしい笑え顔がおを浮かべて告つげた。

「まずは簡単な焚たき火、それから団体客のご案内だ。クレームに負けるなよ」




「どうも僕は、サザルーフ大尉を過か小しよう評ひよう価かしていたことを認みとめなくちゃならないようだ。集しゆう落らくへの放火を焚き火と呼ぶような卓たく越えつしたジョークセンスについては特にね」

　前後に配備した部隊で焼いた集落の住じゆう民みんを囲い込むように連れて、イクタは別の集落への道を歩いていた。この高さまで来ると背の高い木々は少なく、周まわりの景色は山道というより、起き伏ふくに富んだ岩場といった感じだ。

「でも、こういう命令でまだよかったです。……しにしろって言われてたらと思うと」

　それを実行する自分を想像したスーヤが肩を震ふるわせる。それは他の全員が同じ気持ちだ。

　実際のところ、サザルーフ大たい尉いの評ひよう価かを上じよう方ほう修しゆう正せいしたというのはイクタにとって本ほん音ねだった。シナーク族の集しゆう落らくを焼いた後、その住じゆう民みんを別の集落に移す──それが「皆殺し」を基本とする原げん案あんに代わって、彼が提示したやり方だと聞いたからだ。

「まぁね。それに比くらべればマシな方ほう針しんとして僕ぼくも支持しよう。手間は多少増えるけど、敵てきの補ほ給きゆう源げんを断つという結果は同じだし、後々にはいくつか付ふ録ろくも見込める」

　戦せん闘とう員いんでさえない人々を皆殺しにすることへの反感は別にして、イクタはこのやり方を戦せん略りやく的てきに評ひよう価かしている。戦局が詰つめの段階に入っている以上、ここで取っておいた大人数の捕ほ虜りよは、最後の交渉でシナーク側に降こう伏ふくを勧すすめる際の材ざい料りようになり得るからだ。

「しかしまぁ、目には目を、歯には歯を、か。……内戦の開始以来ずっと続いていたサフィーダ中ちゆう将じようの場当たり戦略も、ここに極きわまったな」

　集落を片かたっ端ぱしから焼くように命じた中将の目もく論ろみが、イクタには透すけて見えるようだった。敵はこちらの補給を断つことで戦せん況きようを有利に進めている、ならこちらも敵に対して同じようにすればいい、という考えなのだろう。まぁ間ま違ちがってはいない。スマートとは言えないだけで。

「帝てい国こく軍ぐんの侵しん攻こうに対して、シナーク族は大アラファトラ山さん脈みやくというホームグラウンドを舞ぶ台たいにしたゲリラ戦を展開しているんだ。地の利りを生かして物資と人員の輸ゆ送そう経けい路ろを山の全ぜん域いきに張り巡めぐらせているから、ここを攻めれば大だい打だ撃げきを与えられる、というような拠きよ点てんがどこにも存そん在ざいしない。北ほく域いき鎮ちん台だいが日ひ頃ごろから悩まされている戦力の分ぶん散さんを、彼らは逆に武器にしている」

　うまいやり方だ、とイクタは素直に評価した。……だが、それに比くらべて、サフィーダ中将の取った戦略はお粗そ末まつ極まりない。

「トルウェイも言おうとしてたけど、あの地図を見た時は啞あ然ぜんとしたよ。三個旅りよ団だんが進軍するためのルートが三本、互いに百キロ以上の間かん隔かくを開けて設定してあったんだ。山のど真ん中で合流するつもりだったみたいでさ。つまり、それまでは互たがいに何の協力もできない」

　この戦争で軍ぐんが苦く戦せんを強しいられた最大の原因がそれだった。一本ごとに孤こ立りつした進軍ルートのそこかしこで、シナーク族は攻撃を仕掛けてくる。そのどこか一つでも負けた瞬しゆん間かんに、それより前線への補給は途と絶だえてしまう。補給を失った兵は敵と戦うことができなくなる。

「この事態を避さけるためには、進軍ルートを狭せまい間かん隔かくで並行して設定しなくちゃならなかった。物資と人員の運うん搬ぱんを一本の線ではなく、複数の連れん結けつした幹かん線せんからなる面めんのネットワークに進化させる必ひつ要ようがあった。……細く長く伸びてしまった補給線は分断攻撃に弱いんだ。これは山だろうが平地だろうが変わらない鉄てつ則そくなのに、サフィーダ中将は注意を払はらわなかった」

　間ま違ちがいを探さがせばまだまだある。進軍ルート上の陣じん地ちに配備した部隊に持ち場を守ることばかり徹てつ底ていさせて、初めから退たい却きやくを意い識しきさせなかったのも問題だった。拠点は奪うばったり奪われたりするのが戦争の常だ。不利な時は一度引いて体勢を立て直し、再ふたたび奪い返せばいいのだ。

「別に彼が名めい将しようである必ひつ要ようはなかった。凡ぼん将しようの下でなら死ななくても済すんだ兵を、サフィーダ中ちゆう将じようは大量に死なせてしまった。なお悪いことに、その間ま違ちがいのツケは味み方かただけでなく、殺さなくても済すんだかもしれないシナークの人々にまで回っている」

　ここより後こう方ほうのどこかでは、今も村が焼かれているんだろうな、とイクタは思う。サザルーフ大たい尉いの提てい案あんが実行されている最さい前ぜん線せんと違ちがって、そちらは正しよう真しん正しよう銘めいの皆みな殺ごろしだ。家、畑、家か畜ちく、そして人──何もかもいっしょくたに燃やされてしまう村は、一体どれほどの数に上るのか。

「どこをとっても科学的じゃない、コストに結果が見合わない。ふざけた戦争だよ、これは」

　吐はき捨すてるようにイクタは結論した。この人は怒れば怒るほど理り屈くつっぽく、口数が多くなるんだなぁと感心して聞いていたスーヤは、そこで部ぶ隊たいの進路上に現れた家いえ並なみに気付いた。

「着きましたよ、中ちゆう隊たい長ちよう殿どの。あの村です」

「そのようだね。時間が惜おしい、早く後ろの団体さんを届けてしまおう」

　監かん視し役やくの兵たちに挨あい拶さつすると、イクタは小隊ごとに分ぶん割かつして難なん民みんを受け持ち、彼らを連れて集しゆう落らくに入っていく。すると、物音に気付いた住じゆう民みんがあちこちから顔を出し、怯おびえと恐怖のこもった視し線せんで兵たちを眺ながめた。

　もともとは二百人程てい度どの規き模ぼの村だった。そこを制圧した後、仮か設せつ小ご屋やと天てん幕まくを急ピッチで建て増しして難民キャンプを形成し、他の集落から焼け出されてくる五倍以上の人数を収容することにしたのだ。

　当然のように、一個の家や天幕には十人以上の人間がすし詰づめにされている。トラブルの種を作らないよう、なるべく関係の近い者同どう士しを同どう居きよさせてはいたが。

「はい、まずはこの家に八人。ソトイさん一家はここに五人丸ごと入って。あとはヤムさん夫婦と妹のコタイさんが詰つめる」

　名指しで呼よんで、イクタは空あいている住居にてきぱきと難民を割わり振っていく。焼いた村の住人の顔・名前・関係性は、ここに向かって出発する前から質しつ問もんして把は握あくしてあった。

「よし、入ったね？　じゃあ次は……いてっ」

　誰だれかの投げた石が、イクタの太ふと腿ももに当たった。大した勢いでもなかったが、警けい戒かいした小隊の兵たちが難民にボウガンを向ける。

「どっかいけ！　ていこくのいぬ！　どっかいけよ！」

　しかし、甲かん高だかい声で叫さけびながら二つ目の石を拾っているのは、まだ十歳さいにも満たない小さな男の子だった。兵が対たい処しよするまでもなく、そばにいた母親が息子むすこを抱いて止める。

「……。……えー、次は、あっちの家にギトンコさんが……」

　イクタは見なかったことにして作業に戻ろうとする。それがいっそう腹はら立だたしかったらしく、母親の腕うでの拘こう束そくがゆるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、少年は一直線に村の仇かたきのもとへ走り寄った。今度こそ兵が止めに入ったが、体の小ささを生かして、股またの間をくぐり抜けてしまう。

「かえれっ！　へいち、かえれっ！　かえせっ！　むら、かえせっ！」

　回らない舌したで必ひつ死しに憎にくしみをぶつけながら、少年はこぶしを固めた両手でイクタの腰こしや太ふと腿ももを殴なぐりつけた。そこで兵につかまったが、引き剝はがされそうになると軍ぐん服ぷくのズボンに嚙かみつくので始し末まつに困こまった。無理に引っ張れば、前まえ歯ばが根こそぎ折おれてしまうかもしれない。

「……あー、少年、君の意見はよく分かった。この仕事が終われば僕ぼくはすぐにいなくなる。きれいさっぱり跡あと形かたもなく消えてみせると約やく束そくするから、今だけは放してもらえまいか」

　さすがのイクタも対たい応おうのキレが鈍にぶっていた。なんとか穏おん便びんな解決を図はかりたいのだが、むきになった子供に言こと葉ばが通じるものではない。仕方ないので、彼は妥だ協きよう案あんを取った。

「……あぅっ!?」

　鼻はなっ面つらに鋭するどい衝しよう撃げきを受けた男の子が、それで思わず嚙みついていた口を放した。すかさず兵がふたりを引き剝はがす。……対子供用最終兵器でこぴんの威い力りよくだった。衝撃を増すために、相手の鼻を弾はじき上げるように打つのがコツだ。

「……あ……」

　兵に連れられて、男の子の身み柄がらが親おや元もとへ戻もどされた。だが、そこでふと鼻からツンとこみ上げるものを感じて手をやると、ぽたぽた──と赤いしずくが彼の手のひらに落ちた。

　両親の口から悲鳴が上がる。様よう子すを眺ながめていたイクタも、それにはぎょっとした。

「うっ……うわぁぁぁあああああああん！」

　血を見たことが引き金になって、男の子は大声で泣き始めた。周まわりの難なん民みんたちが何事かと視し線せんを向ければ、そこには顔から血を流して泣き叫さけぶ子供の姿。彼らの間で、すぐに最さい悪あくの想像がなされる──あの若い軍人が、非ひ道どうにも子供の顔を殴って血を流させたのだと。

　やらかした、とイクタの顔が引きつった。泣きわめく子供は彼にとって鬼き門もんだ。

「なぁぁぁああああにをやっとるかぁ、この不ふ埒らち者ものめがぁぁぁあああああ！」

　だが、彼を非ひ難なんする声は、憎にくしみに目を光らせた難民からではなく、まったく予期しない角度から飛んできた。全速力で地を駆かける足音。イクタが音の方向に顔を向けた途と端たん、その頰ほおっ面つらに、巨きよ大だいなこぶしが炸さく裂れつする。

　悲鳴を上げる暇ひまさえなく、イクタの体は盛大にすっ飛んで地面に転がった。そのまま動かなくなった彼は完全に無む視しして、子供の泣き声のもとに駆け付けた男──デインクーン・ハルグンスカ准じゆん尉いは、鼻血を流している男の子に歩み寄った。

「勇気ある少年よ、大だい丈じよう夫ぶか！　我われの仲なか間まがとんだ真似まねをした！」

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに呆ぼう然ぜんとしている難民たちの目の前で、デインクーン准尉は軍ぐん服ぷくのポケットからハンカチを取り出し、水みず精せい霊れいニキの作った綺き麗れいな水で濡ぬらしたそれで男の子の顔を拭ふいた。

「ふむ、鼻血か！　理り不ふ尽じんに立ち向かった証あかし、いわば名めい誉よの負ふ傷しようだな！　あっぱれだ！」

「……え、あ……」

「いやいや、言わずとも分かるぞ。勇ゆう敢かんなるきさまに不ふ埒らちを働はたらいた男には我われが天てん罰ばつを下しておいたが、それだけで溜りゆう飲いんを下げろというのは無理な話。……ぬんっ！」

　がつん、と肉を叩たたく音が響ひびいた。デインクーン准じゆん尉いが、振りかぶったこぶしで自分の鼻はなっ面つらを殴なぐったのだ。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、少年のそれとは比くらべ物にならない量の鼻血があふれ出す。

「ふははは、お揃そろいだ！　奴やつの不ふ埒らちについてはこれで許せ、小さき勇ゆう者しやよ！」

　鼻から滝たきのように血を流しながら、デインクーン准尉は豪ごう快かいに笑って子供の肩を叩く。一連の出で来き事ごとを見守っていた難なん民みんたちはすっかり圧あつ倒とうされて、一時的に憎にくしみを忘れていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか中ちゆう隊たい長ちよう殿どの……！」

　一方で、軽く三メートルは吹き飛んだ上じよう官かんのもとにスーヤが慌あわてて駆かけ寄っていった。最初から気を失ってはいなかったのか、イクタがゆっくりと体を起こす。

　デインクーン准尉に殴られた左の頰ほおが、逆側の二倍に腫はれ上がっていた。

「……ごめん、スーヤ。デインクーン准尉をこっちに呼んでもらえるかな」

　言われたスーヤがうなずき、すぐに行動に移った。まだ例の男の子と話し込んでいた巨きよ体たいの士し官かんの背はい後ごに回って、とがった声で耳打ちする。上官を殴られた反感が顔に表れていた。

　やがてデインクーン准尉が身をひるがえして、自分が殴った相あい手ての方に大おお股またで歩いてきた。すでに立ち上がってズボンの砂すなを払はらっていたイクタに、彼は挑いどみかかるように口を開く。

「子供相手に手を出すとは、見下げ果はてたぞイクタ・ソローク！　仮かりにも陛へい下かから帝てい国こく騎き士しの称しよう号ごうを授さずかった身であるきさまが、こんな時に軍人の本ほん懐かいをはき違ちがえてどうするか！」

　殴り倒した相手に説教まで始めたデインクーン准尉に、ここでスーヤが忍にん耐たいを切らした。

「黙だまって聞いていれば、さっきから勝かつ手てなことばかり……！　殴る前に少しはこっちの事情も聞いたらどうなんですか！　イクタ准尉だって、別に子供を泣かせるつもりじゃ──」

「きさまは黙っていろ！　騎士と騎士の話し合いに、他人が横から口を挟はさむな！」

「っ、そっちは自じ称しよう騎士のクセに……！　もう頭にきた、今すぐイクタ准尉殿にここまでの無ぶ礼れいを謝しや罪ざいしてください！　こっちはケガまでしてるんです！　このままじゃ収まりが──」

　さらに詰つめ寄ろうとするスーヤを、イクタが静かに片手で制した。困こん惑わくする彼女をよそに、デインクーン准尉は憮ぶ然ぜんと少年を眺ながめ下ろす。

「性しよう根ねの腐くさった男らしいな、きさまは。我われは常つね日ひ頃ごろから面めんと向かって説教したかったぞ。だが姫ひめ殿でん下かの手前、これまで我が慢まんし続けてきたのだ。ここで会ったが百年目、きさまも文もん句くがあれば堂々と──」

「いや、ない。ありがとうデインクーン准尉。さっきは本当に助かった」

　すっかりケンカ腰ごしでいたデインクーン准尉なので、その返答には肩かた透すかしを食らった。まさかぶん殴って罵ば倒とうした相手から感かん謝しやされるとは誰だれも思わない。彼が呆あつ気けにとられている間に、イクタは穏おだやかに言こと葉ばを続けた。

「そのついでと言ったら何だけど、彼らの住じゆう居きよへの案内を引き継ついでもらえないかな？　君なら憎まれないだろうし、こうなった以上、僕ぼくは早めにここからいなくなったほうがいいし」

「……それは無む論ろん、構わんが……」

「ありがとう。こっちの仕事を押し付けることになって申もうし訳わけない。このお礼は、後ご日じつ必かならず」

　そう言って頭を下げると、イクタは自分の小しよう隊たいを呼び寄せて、村の出口に向かって歩き始めた。彼の隣となりを歩きながら、まだ気が収まらないスーヤが上じよう官かんを問とい詰つめる。

「なんでっ、どうしてここで引いちゃうんですか!?　事情を説明して言い返すべきです！」

「どうして？　僕ぼくはデインクーン准じゆん尉いに感かん謝しやする理由こそあれ、恨うらみに思うような謂いわれはひとつもないのに。──ほら、後ろ、見てみなよ」

　振り向いたイクタにスーヤも視し線せんを重ねると、そこではイクタから仕事を引き継ついだデインクーン准尉が難なん民みんの案内にいそしんでいた。シナークの人々は、誰だれもが大人しく彼の指示に従っている。さっきの出で来き事ごとの後では、あの軍人に恨みの目を向ける者はいない。

「子供に血を流させてしまったのは僕のミスだ。あそこから事態を収しゆう拾しゆうするのは一ひと苦く労ろうだったし、たぶん後にも遺い恨こんが残ったはずだ。彼はそれを取り持ってくれた。感謝しなくちゃ」

「そんな……！　向こうにそんなつもりがあったとは思えません。あの人はたぶん、大勢の前で騎き士しらしい振る舞まいを見せたかっただけだと思います！」

「いいんだよ、それで。彼は自分の騎き士し道どうに基づいて動き、事態はそれで丸く収おさまった。あの場では彼の性せい格かくが有ゆう効こうに働はたらいたんだから、その行おこないは評ひよう価かされてしかるべきだ」

「そんなの納なつ得とくできません！　だって、あたしたちはシナーク族と戦争をしている真まっ最さい中ちゆうで、彼らをたくさん……たくさん殺すのが、仕事で……！　あのデインクーン准尉だって立場は同じじゃないですか！　それなのに、あの人だけ敵てきの子供に優やさしくして褒ほめられるなんて……おかしいです。偽ぎ善ぜんです、そんなの！」

　スーヤはやり切れない気持ちで叫さけんだ。その頭に、イクタは優しく片手を置く。

「……ねぇ、スーヤ。どんな状じよう況きようでも一いつ貫かんして遂とげられる無む条じよう件けんの親切を善ぜんとして、そうではない条件付きの親切を偽善と思っているのなら、そういう考え方は改あらためたほうがいい。だってね、人はいつだって、状況が許す範はん囲いでしか何かを遂げられないんだよ」

「……っ……」

「デインクーン准尉だってそうだ。彼の性格では、帝てい国こくの同どう胞ほうと殺し合うことになった今回の戦争は辛つらいだろう。向かってくる相あい手ては殺すしかない。けど、そうでない相手は可か能のうな限り大切に扱あつかいたい。そう願ってしまうのは自然なことだし、何も恥はずべきことじゃない。焼いた村の人々を皆殺しにせずに済すんだ時、君だってほっとしていたじゃないか。それと同じことさ」

　この上官から優しく諭さとされるのは、スーヤにとって初めての経けい験けんだった。だからだろうか、わけもなく涙なみだがこみ上げてきて、彼女は上を向いて必ひつ死しにそれをこらえた。

「……っ、あの人もあたしたちも同じ気持ちだっていうなら、どうして今は立場がこんなに違うんですか。イクタ准尉は子供に石を投げられて、顔がそんなに腫はれるほど殴なぐられました。あのデインクーン准尉だけが、自分は正しいことをやったって顔で満足してます。この違ちがいは、いったいどこから来てるんですか……！」

　抑おさえきれなかった涙なみだが一ひと筋すじ、スーヤの頰ほおをつたった。彼女の上じよう官かんがそれを指先でぬぐう。

「ごめんよスーヤ、そればっかりは適てき材ざい適てき所しよだ。……ほら、名ばかりの僕ぼくと違ちがって、デインクーン准じゆん尉いは根っからの騎き士しだからさ。そんな人間に憎にくまれ役やくは似に合あわないだろ？」

　そう言って、イクタは腫はれた顔で無理やり笑ってみせた。見方によっては泣いているようにも見えたその顔を、スーヤは直ちよく視しできなかった。







　標ひよう高こう四千二百メートル地点の台地で合流を果たした時、兵たちは互たがいに抱き合って再さい会かいを喜よろこんだ。中には涙する者もあった。三個旅りよ団だんのどこに所しよ属ぞくしていた兵の中にも、その道中、「生きてここに辿たどり付くことはないかもしれない」と覚かく悟ごせずに済すんだ者はいなかったからだ。

「苦く難なん多き道どう程ていを越こえて、よくぞここに集った。吾わが輩はいは諸しよ君くんらを誇ほこりに思う」

　事ここに及およんで、北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんも前線へ出で張ばってきていた。長なが旅たびと連戦に疲つかれ切った八千九百人の兵たちを前に、サフィーダ中ちゆう将じようは感かん極きわまったふうに彼らの労ろうをねぎらう。

　しかし、血走った目と乱みだれたヒゲを見る限り、今の彼に誇りを抱いている余よ裕ゆうがあるかどうかは疑問だった。この戦争で失った兵の命は「任にん務むの遂すい行こうに当たって避さけられない犠ぎ牲せい」とするには余あまりにも多く、それは後々にサフィーダ中将の責せき任にん問題として追つい及きゆうされることになるだろう。そんな彼だから、今も中ちゆう央おうへの言い訳わけを考えるのに忙いそがしいはずだ。

「蛮ばん族ぞくどもの卑ひ怯きような戦い方に翻ほん弄ろうされて、予定外に手こずることにはなったが、この戦いも終わりが近い。諸君が蹴け散ちらしたシナークの逆ぎやく徒とどもの残ざん党とうが、この台地より徒と歩ほで二日ほど下った場所の大だい規き模ぼな集しゆう落らくに結集しつつある。族ぞく長ちようナナク・ダルの姿も確かく認にんされており、おそらくはそこが今回の討とう伐ばつ行こうを締しめくくる最後の戦場になるだろう。諸君らには腕うでをふるって戦ってもらい、シナークの血を、大アラファトラに散った戦友たちへの手た向むけとして欲ほしい！」

　よく言う、とイクタは顔をしかめた。仇かたきの血が死者を慰なぐさめるというなら、真まっ先に血祭りに上げるべきなのは、たった今声こわ高だかに弔とむらい合戦を唱となえている誰だれかさんではないのか。開戦に踏ふみ切ったのも彼なら、穴あなだらけの侵しん攻こう計画を立てたのも彼なのだ。亡なくなった兵の大部分は彼の無む能のうによって殺された──その見方は一面の真しん実じつだ。

「すでに合流した三個旅団の再さい編へん成せいは済すんでいるが、出発開始は翌よく朝あさとし、今日はその準備に当てることとする。よく食べ、よく眠り、最後の一戦へ向けた英えい気きを養やしなう一日とするべし。……吾輩からは以上である！」

　兵の疲ひ労ろうを気き遣づかったのか、それとも長なが口こう上じようを述べる気力がもうなかったのか、中将の話は意外に短く終わった。一日の休みを与あたえられた兵たちが、指し揮き官かんの指示で野営地に戻っていく。

　広大な台地は九千人近い兵士たちでごった返しており、必ひつ然ぜん、その中央に設けられた本ほん部ぶ天てん幕まくにも多くの士し官かんたちが集まっていた。だが開戦当初と比くらべると、その顔ぶれは明らかに平へい均きん年ねん齢れいを十歳さい以上も落としている。ここまでに多くの将しよう校こうが負ふ傷しよう、あるいは戦せん死しでリタイアし、現地で緊きん急きゆう任にん官かんした下か位いの士し官かんがその穴あなを埋うめていたからだ。

　もちろんイクタたちもそれに含ふくまれ、しかも最年少の部類に当たる。温かい大だい天てん幕まくの中、過か酷こくな戦場を生き延のびた騎き士し団だんの面々は、久しぶりにテーブルでまともな食事にありついていた。

「いやはや、ずいぶん派は手でに世代を更こう新しんしたもんだ。この分だと、戦争を終えた後の北ほく域いき鎮ちん台だいが通常運行に戻るにも支し障しようがあるんじゃないかね」

　湯ゆ気げの立つお茶をすすりながらイクタが言う。開戦当初は予備待たい機き部ぶ隊たいの准じゆん尉いだった彼も、今は中ちゆう隊たい長ちようということで、実じつ質しつ的てきに中ちゆう尉いの仕事を任まかされていた。出しゆつ世せを狙ねらうなら格かつ好こうの機会と言えなくもないが、本人はそんなことよりも早く日常に戻って酒が飲みたい。

「今さらでしょ。トァック少しよう佐さが死んだ時点で屋や台たい骨ぼねが抜けたようなものなんだから」

「将しよう兵へいを死なせすぎだよなぁ……。当初は合計一万八千人だった三個旅りよ団だんが、ここで合流してみると八千九百人？　まさかの半分以下だよ。こんなの普通は全滅と判断されるぞ」

「高こう山ざん病びよう対たい策さくの不ふ徹てつ底ていによる脱だつ落らく者しやの数が、戦死者と負ふ傷しよう者しやの数を追い抜いちゃってますからねぇ……。しかもこの中には、高山病が原因で戦死した人は含まれてませんし」

「ひどい戦争だよ、色々な意味で……。たぶん後こう世せにもそうやって語り継つがれると思う」

　沈ちん黙もくが降りる。ここまでの疲つかれが響ひびいて、さすがにいつものようには会話が弾はずまなかった。せっかくの休みにこれではよくないと思い、食事を終えたヤトリがテーブルを立つ。

「ハロ、体を拭ふきにいかない？　さっきちらっと聞いたんだけと、今日は少しだけお湯を使わせてもらえるみたいよ。気休め程てい度どかもしれないけど、きっと色直しもできるわ」

「あ、いいですね……。さっぱりしたいし、わたしもお供ともしますー」

　ふたつ返事で承しよう諾だくしたハロが、ヤトリと一いつ緒しよに天幕を出ていく。そうすると、残された男どもの間に何とも言えない空気が流れた。

「……女ってさ。どんな状じよう況きようでも、やっぱり女だよな」

「あはは……。いつも身なりをきれいにしておきたいのは、これはもう女性の性さがだよね」

「いいじゃないか、そのおかげでウチの部隊はいつも華はなやかなんだ。帝てい国こく軍ぐんに無む条じよう件けんで褒ほめてやってもいい美び点てんがひとつあるとすれば、それは男女混こん成せいということだよ。異い論ろんは認みとめない」

　はばからず断言するイクタ。それを聞いて妙みようなスイッチが入ったらしく、マシューが真しん剣けんな顔でテーブルに身を乗り出した。ひそひそ声で、彼が話し始める。

「…………なぁ。おまえらには、これ、一度訊きいてみたかったんだけど……」

「な、なんだいマーくん？　いきなり改あらたまって……」

　トルウェイとイクタの顔を間ま近ぢかで眺ながめて、マシューは五秒ほどためらった末すえに言った。

「……戦争の間、どうしてる？　その、だから……そういう欲よつ求きゆうの処しよ理りとか」

　無む言ごんの間ま。それが過すぎ去さると、質しつ問もんの意味を遅おくれて理解したトルウェイが顔を真まっ赤かにした。その隣となりではイクタが腕うでを組んで何やら考え込んでいる。少し待まっても返事がないので、マシューは重ねて「どうなんだよ」と尋たずねた。

「……我わが友マシュー。その質しつ問もんはつまり、返答によって僕ぼくたちを二つの人種に分けるものだ。絆きずなの勇ゆう者しやか、孤こ高こうの戦せん士しか」

「絆の勇者って……またすごい比ひ喩ゆだな。まぁ、結果としてそういうことにはなるけど」

「勇者と戦士は相あい容いれないものだ。君きみが僕とトルウェイに期待する答え次し第だいでは、ここで戦争が起きることもあり得る。その覚かく悟ごはあるのかな？」

　イクタは真しん剣けんに言い切った。気け圧おされるマシューの前で、トルウェイがぽつぽつと囁ささやく。

「ぼ、ぼく、普ふ段だんそういうことってあんまり考えないから……」

「まったく考えないわけはないだろ、男なんだし。どうしてもって時はどうしてるんだよ」

「許してやりなよマシュー。そのイケメンは勇者と見せかけて戦士、と思ったら実は勇者……なんて複ふく雑ざつな裏うらがあったりするタイプじゃない。普通に融ゆう通ずうの利きかない戦士だろうさ。好すいた相あい手てには片思いであっても一いち途ずなようだしね」

　イクタの推すい察さつに、トルウェイはいっそう顔を赤くしてうつむいた。その反はん応のうに納なつ得とくしたマシューが、目先を変えて次の獲え物ものに狙ねらいを移す。

「まぁ、正直トルウェイはそんなもんだと思ってたよ。……でも、問題はお前だろ、イクタ」

「戦争期間中の異い性せい間かんおよび同どう性せい間かんの交こう合ごうは、帝てい国こく軍ぐんの軍ぐん規きによって禁止されています」

「おまえが軍規を持ち出して何になるんだよ！　……だいたい、実際にやってるやつらだって、そんなことは承しよう知ちの上だ。戦争があるたびに妊にん娠しん除じよ隊たいが増えるっていう昔むかしからの問題も、それだから起きてるんだろ」

「まぁ、そうだね。いくら規き律りつで縛しばったところで人と人が愛あいし合うことは止められない。その点については僕もまったく同感と言っておこうか」

「やっぱりやってんのか、その言い方だと？　……だとしたら肝かん心じんの相手はどこから見み繕つくろってるんだよ。いちばん身近なところっていうと……自分の小隊からか？」

「おいおいマシュー。いくら僕でも、そんなことやってバレたら部下の信しん頼らいに響ひびくよ」

「分かるもんか。あのミットカリフ曹そう長ちようだって、最初はあれだけおまえのことを嫌きらってたのに、今はすっかり懐なついているじゃないか」

「スーヤに関してはマイナスをゼロに戻しただけだよ。……それに部下の信頼を失うということは部隊の統とう率そつ力りよくが下がるということで、つまり戦せん闘とう行動中のリスクが上がることを意味する。自分と仲なか間まの命がかかった戦争中に、僕がそんな非ひ科か学がく的てきな真似まねをすると思うかい？」

　ここまでイクタの指示を聞いて生き延のびてきた手前、その根こん拠きよにはマシューも納得せざるを得ない。だが、まだ抜け道はいくらでもある。彼はそれを片かたっ端ぱしから突つき付けた。

「じゃあ別の部隊の女に手を付けてるのか？　……いや、現実的なのは、むしろ同じ士し官かん仲間のほうか。それなら仮かりに関係がバレたところで、部下の信頼には響かないし」

「見事な推すい理りだよマシュー。でも、分かってるのかな──その論ろん法ぽうでいくと、僕ぼくのお相手の最さい有ゆう力りよく候こう補ほには、いちばん身近にいる誰だれかさんたちの名前が挙がっちゃうんだけど？」

　イクタがそう言った途と端たん、うつむいていたトルウェイがものすごい勢いで顔を上げた。マシューもテーブルを倒たおしそうな勢いで身みを乗り出す。

「まさか、ヤトリとハロのどっちかに手を出してんのか!?　どっちだ！　……いや待まて、聞きたくない。聞きたいけど聞きたくない！　知ったが最後、明日からどう接していいか分からなくなる……！」

　マシューが頭を抱えて悶もん絶ぜつした。その一方で、トルウェイは穴あなが開きそうなほどイクタを凝ぎよう視しする。

「なんだイケメン、じろじろ見て。さては気になるのかなぁー？　僕がお前の恋こい敵がたきかどうか」

「そ、そういうわけじゃ……」

　意い地じ悪わるく水みずを向けられて、トルウェイが言こと葉ばに詰つまる。……ただ、彼としても、こういう機会に確かめておきたいことはあったのだ。

「……でも、実を言うと、最初に会った時からずっと感じてはいたんだ。イッくんとヤトリさんの間には、他人には立ち入れない何かがあるって。もし、それが間ま違ちがってないなら……」

　ここで明かして欲ほしい。そういう意志を込めて、トルウェイはイクタを見つめた。マシューも息いきを吞のんで状じよう況きようを見守る。

　それから十数秒、たっぷりじらす間を置いて、イクタは大げさに肩をすくめた。

「──ごめん、ごめん。盛り上がってきたところ悪いけど、考えてもみてよ。あのヤトリが、音に聞こえしイグセムの後こう継けい者しやがさ、そんな理由で軍ぐん規きを犯おかすところが想像できる？」

「あ……」「そういや、そうだな……」

「だろ？　となると消しよう去きよ法ほうでハロだけど、彼女もああ見えて大事なところではガードが堅かたくってね。まぁ希望を残すためにも、そっちは目もつ下か攻こう略りやく中ちゆうということにしておこうか。進しん展てんがあればそれとなく報ほう告こくするよ」

　イクタが穏おん便びんに話をまとめたところで、少し離はなれたテーブルで食事を取っていたサザルーフ大たい尉いが歩いてきた。途と端たんに姿勢を正して敬けい礼れいする三人の前で、大尉は苦く笑しようを浮かべる。

「お前ら、元気なのは結けつ構こうだがな、猥わい談だんはもう少し小さい声でやってくれ。今だから見逃すが、いつもなら風ふう紀きを乱みだした罰ばつに基地の外を走らせてるとこだぞ」

「し、失礼しました……」「恥はずかしいよ、マーくん……」

「いやぁ申もうし訳わけない。ところで、サザルーフ大尉はどっちでしたか？」

　赤せき面めんして反省するふたりをよそに、イクタは満まん面めんの笑え顔がおで話の輪を広げる。その不ふ敵てきさに免めんじて、サザルーフ大尉は腹はらを立てず付き合ってやった。

「元もと勇ゆう者しやってとこだな、大きな声じゃ言えないが。……ま、今回の戦争じゃ、近くの女に色いろ目めを使ってる余よ裕ゆうもなかったんだが」

「さすが年長者、相そう応おうの場ば数かずを踏ふんでそうだ。基き地ちに戻ったら武ぶ勇ゆう伝でんを聞かせてください」

「は、期待に添そえる内容かは分からんが、そのうちな。──それじゃ、俺おれはもう行くわ。お前らも今日は早めに寝ねろよ」

　軽く手を上げてサザルーフ大たい尉いが去さっていった。その背中を見送ると、今度はマシューが席せきを立つ。食事も会話もひと段落した以上、そうするのが自然だ。

　だが、彼が何なに気げなくテーブルを離はなれようとしたところで、イクタが呼び止めた。

「待まってくれよ、我わが友マシュー。これだけ僕ぼくたちを問とい詰つめておいて、自分だけは訊きかれる前に逃げるっていうのはフェアじゃないな」

「うっ……」

「さぁ、君も教えてくれよ。何も難むずかしくはない、二つの答えからどちらかを選べばいいだけのことさ。──君は勇ゆう者しや？　それとも戦せん士し？　絆きずなに頼たよるか、孤こ独どくに生きるか？」

　イクタがねばっこい声で返答を迫せまった。重い重い沈ちん黙もくが、二十秒以上にも渡って流れていく。

　だが、その直後──決けつ然ぜんとした面おも持もちで振り向いて、マシューは叫さけんだ、森しん羅ら万ばん象しように対して何ひとつはばかることはないとばかりに胸むねを張って、まるで魂たましいそのものを吐はき出すように。

「……戦士に敬けい意いを払はらえっ！」

　あまりの迫はく力りよくに、イクタとトルウェイは共ともに立ち上がり、敬けい礼れいの姿勢で応じていた。

「「サー・イエス・サー！」」







　そうして迎むかえた翌よく日じつの朝、サフィーダ中ちゆう将じようの号令のもとに減げん耗もうした三個旅りよ団だん八千九百人が満まんを持じして出発した。丸まる一日の休みが効きいたのと、それに次が最後の戦いという意い識しきのおかげか、兵たちもとりあえず今は気力を保っている。

「っと、悪い……」「気ぃ付けろ馬ば鹿か野や郎ろうが！　殺されてぇのか！」

　ただ、この期ごに及およんでも、イクタから見れば不安が皆かい無むではなかった。その一つ目が、他の部ぶ隊たいでちらほらと目につく、異い様ように殺さつ気き立だった兵士たちの存そん在ざいだ。彼らは他の兵と肩がぶつかっただけで相手を口くち汚ぎたなく脅おどしつけ、ひどい時には先に手が出ることもある。

「なんだか、いつの間にか柄がらの悪いのが増えたわね。軍ぐん閥ばつ最さい盛せい期きの傭よう兵へい軍ぐん団だんじゃあるまいし、帝てい国こく軍ぐんは間ま違ちがっても統とう制せいのない荒くれ者の集団じゃなかったはずなんだけど」

「そうなるのも無理はないさ。これだけ敵てき味み方かたの死を見ながら節せつ度どを保ち続けるよりは、良りよう心しんのタガを緩ゆるめるほうがずっと楽らくだ。……ただ、せめて自分の部下にはそうなって欲ほしくない」

　言って、イクタはちらりと後方に視し線せんをやる。騎き士し団だんの訓くん練れん小隊で編へん成せいされた一個中隊が、将校の集団の後方を守る形で付いてきていた。イクタたち士し官かんは司し令れい長ちよう官かんのサフィーダ中将ともども一か所に固められているため、各小隊の管理を任まかされているのは曹そう長ちようの位くらいにある者だ。また、周しゆう囲いの状じよう況きようを見て指示を出しやすくするために、彼ら全員が今は馬に乗っていた。

「僕ぼくにしたって、彼らにはずいぶんと殺させてきた。かぼちゃに包ほう丁ちようを入れるような手て際ぎわで人を刺させるようになったのなら、それは教育の成果が正しく出たとしか言えない。……でも、大だい丈じよう夫ぶかな。あの子たちにはまだ、人とかぼちゃの区別が付いているかな？」

　その矛む盾じゆんした葛かつ藤とうに、満足な答えを返せる者は誰だれもいなかった。だが、戦争は待まってくれない。少年たちの複ふく雑ざつな想おもいを乗せて隊たい列れつは進み続ける。

「……ちぃと、嫌いやな地形だな」

　進行方向に広がる景色に、サザルーフ大たい尉いが低い声で言った。壮そう大だいな峡きよう谷こくだった。二百メートルほどの間かん隔かくで二つの絶ぜつ壁ぺきが面と向き合っており、彼らの部隊はその片側の道を下っていく必ひつ要ようがある。

　一歩間ま違ちがえば数百メートル下まで真まっ逆さかさまなのは当然としても、この場合はそれ以上の懸け念ねんが向かい側の絶壁にある。足あし場ばになりそうな凹おう凸とつの多さ、それに二百メートルという距きよ離りが曲くせ者ものなのだ。大尉のその考えを察して、トルウェイが控ひかえめに口を開いた。

「あの、サザルーフ大尉。……見けん当とう違ちがいだったら申もうし訳わけないのですが、ひょっとして、向こう岸から風ふう臼きゆう砲ほうを撃うたれることを心配してらっしゃるのでは？」

「──よく分かったな。いや、その通りだ。この距離でつるべ撃ちにされた日には、こっちは何も抵てい抗こうできない。風臼砲で撃ち返すにしても、進軍の最さい中ちゆうで固まらざるを得ないこっちに対して、向こうは崖がけのあちこちに砲ほうを分散してくるだろうからな」

　大尉の言こと葉ばを受け止めると、彼にしては珍めずらしいことに、ここではっきりと意見を口にした。

「ごもっともな懸け念ねんですが、その可か能のう性せいは低いと思います」

「ほう？　それはなぜだ、トルウェイ准じゆん尉い」

「まず、ぼくは風ふう銃じゆう兵へいですから、風臼砲の運用にもそこそこの経けい験けんがあります。その立場から言わせていただくと、あの崖に砲を配備するのは、場所がどこであれ至し難なんの業わざです。あれらはほとんどが孤こ立りつした足あし場ばですから、そこに運び込むまでの苦労が並なみ大たい抵ていではありません。それをクリアしたとしても、今度は足場が小さすぎます。砲それ自体を置くのが精せいいっぱいで、同様にかさばる砲ほう弾だんを置いておくスペースがありません」

「ふむ……」

「仮かりに敵がその二つをクリアした備えをしているとすれば、その様よう子すがここからでもすでに確かく認にんできていると思います。望ぼう遠えん鏡きようで覗のぞいてみてもその気け配はいはありません。以上の理由から、ぼくは対たい岸がんから奇き襲しゆうを受ける可能性は低いと判断しました」

　この気き弱よわな青年らしくないきっぱりとした物言いに、サザルーフ大尉のみならず、周まわりで聞いていた士し官かん仲なか間まは誰だれもが驚おどろかされた。意見の内容も論理的かつ妥だ当とうだ。不安を拭ぬぐい去さられた大尉が満足げにうなずいて、そのまま前に向き直ろうとしたところで、

「いや、備えはしておこう。サザルーフ大尉、僕たち将しよう校こう集団の側面を盾たてで囲めませんか？」

　今までの話を全部ひっくり返すような意見を、イクタがきっぱりと口にした。トルウェイもサザルーフ大たい尉いも、これには驚おどろいて彼を見つめる。

「……今のトルウェイ准じゆん尉いの説明で、俺おれはもう納なつ得とくしていたんだが。それをひっくり返す根こん拠きよはなんだ？　イクタ准尉」

「それは僕ぼくも同じです。別に彼の意見をひっくり返そうってわけじゃなく、念ねんには念を入れておこうという程てい度どの話でして」

「まぁ慎しん重ちようなのは悪くないが……予想される砲ほう撃げきに対して、歩ほ兵へい用ようの盾たてではじゅうぶんな備えとは言えないぞ？」

「だとしても、やらないよりはマシです。……それに、飛んでくるのが砲ほう弾だんとは限らない」

　そこまで言って、イクタは固い面おも持もちで対たい岸がんをにらむ。その瞳ひとみの真しん剣けんさに、トルウェイは「対岸からの奇き襲しゆうはない」とする結論を捨てた。──彼が警けい戒かいするからには、あり得るのだ。

「……サザルーフ大尉。申もうし訳わけないのですが、前ぜん言げんを撤てつ回かいします。イクタ准尉の言うとおり、将しよう校こう集団を盾で守るように指示を下してもらえませんか」

「おいおい、正しよう気きか？　崖がけ側がわの側面を盾で囲むってことは、それで守ってもらうために、俺たち自じ身しんも馬から降おりなきゃならんのだぞ。当然あっちにいるサフィーダ中ちゆう将じようも……」

「そうでないと意味がないでしょう。佐さ官かんは隊たい列れつ前方の指し揮きに回っていますから、中将自身を除のぞけば、この中で一番階級が高いのは大尉であるあなたです。意見してみてください。さぁ、勇気を出して！」

　すっかり焚たき付けられたサザルーフ大尉は、「うへぇ」と顔をしかめながら手た綱づなを引き、前日に引き続き血走った目で馬を駆かっているサフィーダ中将のもとに寄っていった。

「……んん？　なんだ？」

　いぶかしげな目を向けてくる鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんへ、彼は冷や汗あせをかきながら進しん言げんする。

「え、えーと、そのですね……。周まわりの地形を見たところ、ちょっとここは敵てきの襲しゆう撃げきに警戒する必ひつ要ようがあるんじゃないか、という意見が部下から出まして。私も同感ではあるので、ここはひとつ、この場の将校全員を盾で守らせようかと思うのですが……」

「そう判断したのなら、勝かつ手てにしろ」

「恐れ入ります。が、そこでもう一つお願いが……。というのも、歩兵が持てる高さの盾だと、騎き乗じようした状じよう態たいの人間までは弾たまから守りきれませんので……本当に申し訳ないのですが……」

　冷や汗あせタラタラの大尉が結論を先さき延のばしにしていると、中将がそれを先に察した。

「──馬から降りろと言うのか。この吾わが輩はいに？」

「はぁ、あの、そういうことになりますね、ええ……。中将殿にはご足そく労ろうをお掛かけすることになり、本当に申し訳なく……」

　見み栄えもプライドもなく、サザルーフ大尉はひたすら平へい身しん低てい頭とうしてお願いを続けた。それでも中将はしばらく渋しぶっていたが、弱よわ腰ごしなくせに全然引き下がらない大尉の粘ねばり強さに、じき根こん負まけする。

「……降りればいいのだろう、降りれば」

　不ふ承しょう不ぶ承しようといった様よう子すで馬を下りると、サフィーダ中ちゆう将じようは自分の足で歩きながら手た綱づなを引き始めた。上じよう官かんに合わせて自分も下げ馬ばしてから、すっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で、サザルーフ大たい尉いはイクタたちのほうに帰ってきた。

「……許きよ可か取ってきたぞ、これでいいんだろ。ほら、お前らもさっさと馬を下りろ……」

　元気のない声で命じながら、サザルーフ大尉はさっきの自分の姿を思い返して、「ああ畜ちく生しよう、かっこ悪いなぁもう！」と頭を搔かきむしった。そこにイクタがぽつりと言う。

「……センパ・サザルーフ大尉殿どの。ちょっとだけ、一ひと言ことだけ言わせてもらってもいいですか」

「おいおい、この上まだオッサンにムチ打つ気かよ……。はいはい、言いたいことは分かるさ。どうせ今の態度が情なさけなかったって──」

「あなたは最高の上じよう官かんです。その事実に、心からの感かん謝しやを」

　まずイクタとトルウェイが、それから様子を見守っていた騎き士し団だんのメンバー全員が、まったく同じ動どう作さで敬けい礼れいした。揺ゆるぎない尊そん敬けいと感謝のこもった視し線せんを送られて、そういう状じよう況きように慣なれていないサザルーフ大尉は、どう応こたえていいか分からず何秒か立ち尽つくした。

「……はは、何をいきなり。大人をからかうもんじゃねぇぞ、お前ら」

　部下たちの視線から逃げるように前を向いて、サザルーフ大尉は照てれ臭くさそうに頰ほおをかく。その後ろ姿を見つめながら、騎士団の五人は同じように思っていた。──この戦争が始まって以来初めて、尊敬に値あたいする上官を持つことができたと。
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　帝てい国こく軍ぐんの兵士たちが列をなして歩く崖がけ際ぎわの道、その十数メートル真ま下したにある溝みぞ。風雨による長年の浸しん食しよくが形作った天然の横よこ穴あなの中に、四十余あまりもの影かげがひしめいていた。

「……対たい岸がんに配備した部ぶ隊たいから光信号。襲しゆう撃げきが始まります、隊長」

　いちばん出口に近いところで対岸の様子をうかがっていた影のひとつが、闇やみの奥でひときわ剣けん吞のんな輝かがやきを放っている目の持ち主ぬしに報告した。音もなく立ち上がる気け配はいがあった。

「我われ々われも時間差で参加する。総そう員いん、登とう攀はん準備を始めろ。風ふう銃じゆう兵へいは短たん筒づつを装そう着ちやく」

　命令を受けた影たちが、極きよく端たんに切り詰つめた風銃のバレルをパートナーの胴どう体たいにセットする。口には皮かわ袋ぶくろに弾たまが詰まった弾倉マガジンをくわえさせた。装そう塡てんの手間を省はぶき、さらに風銃それ自体を片手で扱えるようにしてある。白はく兵へい戦せんでの使用を想定した兵装だ。

「シナークの襲撃に紛まぎれて任にん務むを完かん遂すいする。我々の狙ねらいは北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんタムツークツク・サフィーダひとり。他には目もくれるな。邪じや魔まに入った相手のみ速やかに排はい除じよしろ」

「「「「「イエス・サー」」」」」

「任にん務む達たつ成せい後ご、もしくは失敗後の退たい却きやくは、計十七か所に設置したロープを用いて崖がけ下したに下れ。なお、今回も戦せん死しは許きよ可かしない。どうしても避さけられない場合のみ、谷底に落ちて死ぬことを心掛けろ。それなら回収の目がある。死体を衆しゆう目もくに晒さらす不ぶ様ざまだけは許されない」

「「「「「イエス・サー」」」」」

　一いつ糸し乱みだれぬ返答が続く。ならば不足は何もない──影かげたちの頭とう目もくはそう判断して告つげた。

「状じよう況きようを開始する。──『亡霊部隊カラ・カルム』、出しゆつ陣じん」

　巣す穴あなから這はいずり出てくる蟻ありの群むれのように、彼らは一いつ斉せいに闇やみの中から姿を現した。
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　イクタが警けい戒かいを絶やさなかった対岸ではなく、亡もう者じやの群れが人知れず蠢しゆん動どうを始めていた崖下でもなく。──開戦の合図は、道なりに長く伸びた帝てい国こく軍ぐんの隊たい列れつの真上から落ちてきた。

「山はあてらの世界だ！　目ん玉ひん剝むけ、平地の鬼おに子ごらァ！」

　少女の号ごう令れいと共ともに、兵たちの頭上へ火ひ矢やが一いつ斉せいに降り注そそいだ。思わぬ角度からの襲しゆう撃げきに誰だれもが面めん食くらって、火矢を食らった荷に駄だや兵の衣い服ふくがあちこちで炎ほのおを上げ始める。

「ま、真ま上うえぇっ!?　なんだよそれ、この崖がけの上に兵を置く場所なんてないはずだろ！」

　イクタにならってあらゆる事態を想定しておこうと、今回は行こう軍ぐん路ろの地形図を事前に頭へ叩たたき込んであったマシューだけに、この奇き襲しゆうには驚おどろきを隠かくせない。前ぜん提ていを覆くつがえされて頭がぐちゃぐちゃになった彼に、イクタが冷静に声をかける。

「落ち着くんだ、マシュー。この崖の上に兵は置けない、基本的にはその認にん識しきでいいんだよ。これは進しん退たい窮きわまった敵てきが無理を通してきているだけだ」

「うん、ぼくもそう思う。身みの軽いシナーク族ならではの伏ふく兵へいだけど、降ってきた火矢による被ひ害がいを見る限りじゃ、そこまでまとまった数は準備できていない。衝しよう撃げきは瞬しゆん間かん的てきなものに過すぎないよ。あとは混こん乱らんさえ収まれば……」

　トルウェイの言こと葉ばの途と中ちゆうで、その予測をあざ笑うかのような悲鳴が上がった。イクタたちの前を歩いていたサザルーフ大隊の兵たちが、肩やわき腹ばらから血を流して呻うめいている。

「なんだ、銃じゆう撃げきっ……!?　これも上からか!?」

　サザルーフ大たい尉いが身をかがめて叫さけぶが、それは間ま違ちがいだ。銃撃の被ひ害がいが崖際を歩いていた兵に集中していることを見て取り、その状況が意味するところにイクタは舌した打うちした。

「いや、発はつ砲ぽうは対岸からだ。……くそ、やっぱり来てやがったか！」

「はぁっ、対岸から……っ!?　馬ば鹿かをいえ、あっちまで二百メートルはあるんだぞ！　その距きよ離りから風銃エアシユーターで撃うったところで、ここまでマトモに届とどくはずが──」

　サザルーフ大尉の理解を待またず、予備知識のあったトルウェイが先に状況を把は握あくする。その表情がたちまち戦せん慄りつに張りつめた。

「イッくん、これはつまり……向こうもぼくと同じ……！」

「ああ、そうだ……。施条風銃エアライフルを兵へい装そうに取り入れた遠えん距きよ離り射しや撃げき部ぶ隊たいだ！」

　イクタが結論し、その視し線せんの先で何なん巡じゆん目めかの銃じゆう撃げきが味み方かたの兵をなぎ倒たおした。どこから撃うたれているのかも分からない以上、彼ら自じ身しんに対たい処しよの手立てはない。──そう察した瞬しゆん間かん、少年は様よう子す見みをやめた。

「トルウェイ、ボサボサしてる場合か！　早く自分の小しよう隊たいまで走っていって応戦に当たれ！　この敵てきを今すぐ何とか出で来きるのは、施条風銃エアライフルで武ぶ装そうしているお前の小隊だけだろうが！」

「っ、了りよう解かい……！　待まっていて、すぐに抑おさえ込んでみせるから……！」

　自分の役割を悟さとったトルウェイが一いち目もく散さんに駆かけていく。さすがのイクタも現状でそれ以上の対たい応おう策さくはひねり出せなかった。事前に将しよう校こうを盾たてで守っておいたのは賢けん明めいだったが……。

「……銃撃の被ひ害がいが避さけられない以上、こっちは進しん軍ぐんを速めて、さっさと谷を通り過ぎてしまえばいい。施条風銃エアライフルの射しや程てい外がいまで部隊を逃がせれば」

　楽らつ観かんに寄りかけたイクタの認にん識しきを、人をかきわけて走ってきた伝でん令れいの言こと葉ばが凍こおりつかせる。

「さ、サフィーダ中ちゆう将じよう殿どのに報告いたします！　隊たい列れつ前方が敵の襲しゆう撃げきを受けており、迎げい撃げきのために進軍の一時停止を余よ儀ぎなくされている状じよう態たいです！　後方の部隊は今しばらくの待たい機きを──」

「ふざけたことを言うなっ！　貴き様さま、この状じよう況きようが見えんのか!?　ここも敵に攻せめられている真まっ最さい中ちゆうだというのに、このタイミングで進軍が遅おくれるなど……！」

　サフィーダ中将の顔がみるみる青ざめた。今だけはイクタも同じ気持ちだ。敵を迎むかえ撃つことができず、前進して逃げることも許されない。となると、残った道はもうひとつしか──。

「……サザルーフ大たい尉い！　ここより後方の部隊を、いったん全すべて後こう退たいさせては!?」

「同感だが──この時点での戦せん略りやく的てき撤てつ退たいとなると、俺の権限の外だ！」

　ではさっきのように中将へ進しん言げんを──とイクタが言いかけたところで、ふいに後こう方ほうからヤトリの警けい告こくが飛んできた。

「全員、上に警けい戒かいしなさい！　乗り込んで来るわよ！」

　その場の全員がハッとして見上げた空に、次々と人ひと影かげが躍おどった。崖がけの上に陣じん取どったシナークの戦士たちが、ロープを片手に絶ぜつ壁ぺきを滑すべり降りてきたのだ。常じよう識しきでは考えられない決けつ死し隊たいに、兵たちの思考が停止する。

「マシュー、ハロ、早く着ちやつ剣けんしろっ！　ここにも降りて来るぞ！」

　ボウガンに短たん槍そうをはめ込みながらイクタが叫さけぶ。とんでもない事態だった。前後を何百もの兵に、左右を壁かべと盾に守られた将校の集団が、あろうことか敵の矢や面おもてに晒さらされているのだ。

「あ、あうっ……何これ、入らないよぅ……！」

　他の騎き士し団だんの面々から少し離はなれた位置にいたハロが、ボウガンに短槍をはめ込めずに苦しんでいた。いっそ着剣せずに使えばいいのに、混こん乱らんした頭ではそれも思いつかない。後こう方ほうの野や戦せん病院にいることが多かった彼女は、その分まだ実じつ戦せんに慣なれていないのだ。

「ハロ、落ち着いて！　今そっちに行く！」

　イクタが走る。ヤトリはサフィーダ中ちゆう将じようの護ご衛えい頭がしらで、トルウェイは迎げい撃げきに出ていて不在、マシューは自分を守るので手て一いつ杯ぱい。ハロを助けに行けるのは消しよう去きよ法ほうで彼しかいない。

　兵の混こん乱らんは増す一方だった。恐れを知らず隊たい列れつのど真まん中に飛び降りてきたシナークの戦せん士したちは、そのまま近くの兵を片かたっ端ぱしから襲おそい始めたのだ。多くの者はまだ着ちやつ剣けんさえしておらず、文字通り降ってわいた突とつ然ぜんの白はく兵へい戦せんに対応できていない。

「ハロ、危ない！　上だッ！」

「え──」

　着剣に手て間ま取どっている彼女を手て頃ごろな獲え物ものと見たのだろう。途と中ちゆうまで絶ぜつ壁ぺきを滑すべり降りてきていた敵てきが、足の裏うらで岩いわ壁かべを蹴けって跳とび上がる。そして降り立った──ハロの真横に。

　このままでは一いつ瞬しゆん遅おそい。刹せつ那なにそう判断したイクタはボウガンを捨て、棒ぼう立だちのハロに向かって頭から飛び込んだ。腰こしから下を抱え込む形で、彼女もろとも倒れ込む。その際さい、敵が薙なぎ払はらったククリ刀とうが彼の後ろ髪がみをかすめていった。

「……はっ、この……！」

　間かん一いつ髪ぱつ、なんて思っている暇ひまはない。即そく座ざに起き上がり、捨てた武器に代わってハロの手から短たん槍そうを借り受ける。獲物を仕留めそこなった敵は、すぐにふたりを追いかけてきていた。

　ククリ刀の重い斬ざん撃げきを、短槍の柄えでかろうじて受け止める。そのまま鍔つば迫ぜり合あい──敵との力比くらべの形になったが、この時点でイクタの勝ち目は消えた。押おし込こまれた刃やいばの力で地面に倒れ込み、とどめを刺さしてくれと言わんばかりの無防備を晒さらしてしまう。

「助すけ太刀だちいたぁぁぁああああす！」

　味み方かたの鼓こ膜まくまで破やぶりかねない大声と共ともに、そこで思いもよらない助けが入った。デインクーン准じゆん尉いの薙ぎ払った大たい剣けんが、イクタを仕留めようと飛びかかった敵を切り飛ばしたのだ。

　真まっ二つに折おれたククリ刀が地面に転がる。背せ骨ぼねまで割わられて絶命した敵の体は、勢い余あまって崖がけを転がり落ちていった。さすがのイクタも、これには開いた口がふさがらない。

「さっさと起きんかイクタ・ソローク！　いくら我われでも二度までは助けんぞ！」

　言われるまでもなく起き上がっていたイクタは、そこで改あらためて、デインクーン准尉の出で立ちを見た。胸むねを中心に体の各部位を分ぶ厚あつく覆おおう甲かつ冑ちゆうと、両手に握にぎった馬上用の大剣クレイモア。どこまでも前時代的なその格かつ好こうが、北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい部ぶにおける最終防ぼう衛えい兵へい力りよく──すなわち胸きよう甲こう騎き兵へい部ぶ隊たいの小隊長である彼の正せい装そうなのだった。

「……ありがとさん、デインクーン准尉。二度は助けないって言われたけど、前の時と合わせると、実際にはこれでもう二度助けられたわけだ」

「以前のあれは数えんでいい。あの時は我われも早まった」

　落ちていたボウガンを拾い上げてイクタに返しながら、デインクーン准尉はむっつりと言う。少年はちょっとした驚おどろきを覚えた。ハロに手を貸して彼女の体を起こしながら、その一方で、頭ひとつ半分も高いところにある巨きよ漢かんの顔を横よこ目めでうかがう。

「一つだけ聞きたい。我われに殴なぐり倒された時……きさまはそれを怒らずに、あまつさえ礼れいを言ってのけたな」

「ん、ああ……。おかげで村人の恨うらみを買わずに済すんだからね」

「その代わりに、きさまの面めん目ぼくは潰つぶれたはずだ。恥ち辱じよくを吞のみ込むことに抵てい抗こうはなかったのか」

　真まっ向こうから竹を割るような質しつ問もん。それだけに、イクタも返事には迷わなかった。

「──なかった。僕ぼくが恥はじをかいたという事実は、君きみのパワフルな一いち撃げきであの場が収まったという事実に何の影えい響きようも与えないから。まぁ、ついでに言うと……ぶん殴られてすっ転がったくらいで潰れるような面目なんて、僕は最初から持ち合わせてない」

「……そうなのか。では逆に、きさまの面目が潰れるのはどのような場合なのだ」

「ああ、うーん、それは──」

　デインクーン准じゆん尉いとの会話のかたわら、イクタはしっかり短たん槍そうをはめ込んだボウガンをハロに手渡した。彼女の顔についた土を指先で払はらってやりながら、少年は真ま顔がおで答える。

「──言いたい時に言うべきことを全部言えず、守りたい時に守るべきものをきちんと守りきれなかった。そんな場合じゃないかな」

　自分で口にしたその言こと葉ばで、ふとイクタの脳のう裏りに、二度だけ会って三度目がなかった女性の顔が浮かんだ。……が、すぐに封ふうじ込めた。記き憶おくに蓋ふたをして、非ひ科か学がく的てきな追つい想そうをしりぞけた。

　──それはすでに失われた面目。いま意い識しきを向けるべきは、まだ失われていない命のほうだ。

「……よく分からんが、まぁひとつだけ分かった。きさまとはそりが合わん」

　大剣クレイモアを大だい上じよう段だんに構えた体勢で、デインクーン准尉がきっぱりと告つげた。イクタも大いに納なつ得とくする。そこに疑問の余よ地ちはない、この相あい性しようの悪さは他に類るいを見ないとさえ思った。なのに、

「だが……結局のところ、そういう騎き士しなのだな、きさまも」

　その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、少年の顔に絶望的な自じ嘲ちようが浮かんだ。──ひどい誤ご解かいだ。最後の最後でそんな優やさしいまとめ方をされたら、何もかも台だい無なしだった。




　敵てきと味み方かたの入り混じった喧けん噪そうの中、トレードマークの二に刀とうを両手に、ヤトリシノ・イグセムはひとり上空をにらんでいた。

　サフィーダ中ちゆう将じようの正面に陣じん取どった彼女は、護ご衛えいの実質的な要かなめとしてそこにある。どこからどのような敵が襲おそって来ようと、あらゆる脅きよう威いをしりぞける自じ負ふがあった。

　その二刀の切っ先が、異い変へんを感知した触しよつ覚かくのように震ふるえる。絶ぜつ壁ぺきを滑すべり下りるに満足せず、ロープを片かた手てに駆け下ってくる小こ柄がらな影が視し界かいに映ったからだ。

　ヤトリは時ならぬ感動さえ覚えた。軽かる業わざを得意とするシナーク族の中でも、あれほどの無む茶ちやをこなす者はそういない。

「サフィーダ中ちゆう将じよう、決してそこから動かないでください。…………来ます！」

　絶ぜつ壁ぺきの途と中ちゆう、その影かげが壁かべを蹴けった。身の軽さを利とした人間離ばなれした跳ちよう躍やくだが、いきなりサフィーダ中将へは飛びかからない。なぜなら──それを成すために乗り越こえなければならない障しよう害がいの存そん在ざいを、彼女のほうもまた本ほん能のう的てきに感じ取っていたから！

「「はぁあッ！」」

　重力を後押しに体ごと切り下ろす一いち撃げきが、カウンターで急所を断たんと狙ねらい澄すました一撃が、上と下から同時に放たれた。互たがいの斬ざん撃げきが交差する瞬しゆん間かん、鋼はがねの激げき突とつによって火花が爆はぜる。

「ちっ……！」

　最初の剣けん戟げきを空中で終えると、その小こ柄がらな影は、猫ねこのような身軽さで着地してのけた。

「……また会ったな、赤いの」

　その両手に握にぎられた左右一対のククリ刀とうは、担にない手の小柄さに比くらべて余あまりにも無ぶ骨こつすぎた。だが本人に視し線せんを移せば──まず大きな外套マントの下に覗のぞく、細いながらも機き能のう美びに満ちた全身の肉付きが感かん嘆たんを呼よび、ついで義ぎ憤ふんの感情に燃える大きな瞳ひとみが見る者に息いきを吞のませる。日焼けで色いろ褪あせた黒くろ髪かみは、短い三つ編あみにしたものを左右に垂たらしてあった。パートナーの精せい霊れいは一いつ見けんしたところ身しん辺ぺんに見当たらない。

「ええ、また会ったわね」

　可か憐れんであっても、決して華きや奢しやではない。一人前の戦せん士しの風ふう格かくがそこにあった。長い距きよ離りを置いた最初の出会いでは伝わらなかった迫はく力りよくだ。
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　相手の実力を認めて油ゆ断だんなく二に刀とうを構えながら、ヤトリは騎き士しの礼れいに則のつとって名乗りを上げる。

「帝てい国こく軍ぐん焼しよう撃げき兵へい第一訓くん練れん小しよう隊たい隊長、兼けん、軽けい装そう騎き兵へい第一訓練小隊隊長、ヤトリシノ・イグセム准じゆん尉いよ。パートナーは火ひ精せい霊れいのシア。再さい会かいが叶かなって幸こう運うんに思うわ、若きシナークの長」

「シナーク族長ナナク・ダル、ハハシクは風性のヒシャだ。……名乗りはすっけど、自うぬ惚ぼれんな。うぬの長ったらしい肩かた書がきなんか憶おぼえてやらね！」

　ぶっきらぼうに言い置き、ナナク・ダルは両刀の切っ先を相手に向ける。そのシンプルで真っ直ぐな敵てき意いを、かえってヤトリは心地ここちよく受け止めた。

「それで結構よ。……この刃やいばの感かん触しよくだけを、体で憶えて逝ゆきなさい！」

「ぬかせ──！」

　放たれた矢のようにナナク・ダルが疾走はしった。牽けん制せいに伸びたサーベルも意いに介かいさず、その刀とう身しんごと叩たたき折おろうとするかのように、ククリ刀とうの重い斬ざん撃げきを浴びせかける。対するヤトリは剣けん身しんを引いて初しよ撃げきをすかし、直後の隙すきを狙ねらって刃を繰くり出しかけたが──

「……っ！」

　その瞬間、ナナク・ダルは地面に突つき刺ささった刀身を動作の軸じくとし、体を反転させながら二刀目を薙なぎ払はらった。尋じん常じようの剣けん理りではあり得ない繫つなぎ方。これもわずかな後退でしのぎ切ったヤトリだが、少女の猛もう攻こうはここからが本番だった。

「らっぁあああああああ！」

　地面から引き抜かれた右の刃が手て元もとに戻らず、そのまま跳はね上がってヤトリに襲おそいかかった。サーベルの護ご剣けんで防ぎつつ反はん撃げきに回ろうとするが、そこに脛すねを狙った左の刃が襲いかかる。ヤトリは驚きよう嘆たんした。一手一手はとんでもなく大振りなのに、その間に付け入る隙がないのだ。

「どうした赤いの！　手も足も出ねかッ！」

　ナナク・ダルの猛攻が続く。ヤトリの助けに入ろうとした周まわりの士し官かんたちは、その誰だれもが寸すん前ぜんになって躊ちゆう躇ちよした。その剣けん閃せんはさながら刃の付いた風ふう車しや。うかつに近付けば巻き込まれて命はない。

　一方、その風車の真まっ只ただ中なかで、ヤトリは観察していた。剣身への重心移動、絶やさぬ回転、小こ柄がらな体格を生かした低い構え──苛か烈れつな刃の連れん撃げきを冷静にしのぎながら、それらがナナク・ダルの剣けん術じゆつを解とき明かすためのキーワードだと分ぶん析せきする。

　イグセムの二に刀とう流りゆうも含めた大部分の剣術は、構えの重心を足あし腰こしに、さらに言えば体たい幹かんに置く。攻こう防ぼう両面でもっとも安定した形だからだ。それを維い持じできなかった瞬しゆん間かんは隙と見なされる。どれほど多た様ような構えをもつ流りゆう派はでも、足腰以外に重心を求めることは人体の構造上あり得ない。

　だがナナク・ダルの流りゆう儀ぎは違ちがう。攻こう撃げきを繰くり出すに当たって、彼女はいとも簡かん単たんに重心を足腰から外す。大きく重すぎるククリ刀に振り回された小さな体は、その物理的必ひつ然ぜんに逆らうことなく姿勢を制せい御ぎよし、剣けん身しんに移った重心を軸じくに切り替えて、なおも休みなく動き続けている。

　──その結果が、この回転剣けん舞ぶ……！

　深く切り込んだ「くの字」の刀とう身しんが炎えん髪ぱつを数本断っていく。……重く大きい二本のククリ刀とうを隙すきなく扱あつかうために、ナナク・ダルは「戻し」の動作を戦せん闘らん中ちゆうほぼ一いつ切さい行っていない。ひとたび繰くり出した斬ざん撃げきは、勢いを殺さず振り切って次撃に繫つなげるか、でなければ地面に突つき立て回転軸として利用する。その継けい続ぞくは必然、絶え間なく回転しながらの剣戟という独特の形を生む。

「邪じや道どうながら見事……と、言わざるを得えないわね……！」

　ヤトリの口から賞しよう賛さんがこぼれた。シナーク族に特有の強きよう靭じんでしなやかな筋きん肉にくと、ナナク・ダル本人の小こ柄がらさが、この異い形ぎようの剣術を成り立たせている原因だろう。……いくら軽かる業わざじみた姿勢の制御を極きわめたところで、普通なら「回転」の軌き道どうで動いている彼女が、「直線」の軌道で動いているヤトリに隙すきを晒さらさず済すむわけはないのだ。

　それを可か能のうたらしめているのは、体たい軀くの小ささに伴ともなう圧あつ倒とう的てきな姿勢の低さだ。位置的に下の相あい手てに向かって剣けんを振り下ろさざるを得ないヤトリに対して、ナナク・ダルは低い姿勢のまま相手の足あし腰こしを狙ねらって斬きり付ける。攻こう撃げきの到達までに費ついやす時間がナナク・ダルのほうが短いのだ。そのアドバンテージが、回転軌道ゆえの動きの遅おくれを埋うめ合わせている──。

「……っ、いい加か減げんに、止まりなさいっ！」

　マンゴーシュの護ご拳けんで斬撃を受け止め、ヤトリはやや強引に回転剣舞へ割り込んだ。回転が術じゆつ理りの軸にあるというのなら、それを止めればいいだけのことと踏ふんでだ。──が、

「いいや、止まらねっ！」

　護拳に引っかけたククリ刀を起点に、ナナク・ダルの体がふわりと宙ちゆうに浮き上がる。回転の勢いは殺さないまま、その軸だけを横よこ倒だおしにして。──ヤトリは今度こそ瞠どう目もくした。

「まさか──横の回転を、縦たてに移して……!?」

「当ったりだぁぁああああ！」

　重力を味み方かたにつけた斬撃が真上から振り下ろされた。ヤトリは二に刀とうを交差してそれを受け止め、自みずから後ろに跳ぶことで刀身への負ふ担たんを減げん殺さいする。

　離はなれた間合いはすぐに詰つめられるものと思って身構えた彼女だが、意外にもナナク・ダルはここで動きを止めて、遠間からヤトリの様よう子すをじっと見やった。

「……よくしのぐもんだな。こんだけ打って、剣もへし折おれてねぇし……」

「必ひつ死しに耐たえているだけよ。大したものね、見たこともない技わざに圧あつ倒とうされっぱなしだわ」

「……いや、違ちがうな。うぬにはずっと、あての技を見て感心している余よ裕ゆうがあった」

　未いまだ底が見えてこない相手の実力に、ナナク・ダルが表情を険けわしくした。優ゆう勢せいに驕おごらず、油断をしりぞける精神性にも、ヤトリは素直な好こう感かんをもつ。

「見み破やぶられちゃ仕し方かたないわね。──でも、今のでじゅうぶん、こっちは様子見が済すんだわ」

　気き負おいなくそう言って、ヤトリは再ふたたび二刀を構え直す。──空気が変わる。受けに主しゆ眼がんを置いた構えから、決着を期きした攻せめの構えへシフトする、それが対たい峙じした相手にも伝わった。

「……見切ったって、ぬかすか。ここまでの戦たたかいで、あての技わざを？　──あり得えね！」

「私の言こと葉ばなんて信じる必ひつ要ようはないわ。戦せん士しなら、己おのれの技だけを信じて向かってきなさい」

　は、と少女の口から笑いが漏もれる。そのとおりだと思った。

　──どんな達人でも関係ない。この時点で何もかも見切ったとかぬかしている相手に、自分を負かすことは絶対に出来ない。

「……その慢まん心しん。あの世よで悔くやめや、赤いの──！」

　必ひつ勝しようの確信を胸むねにナナク・ダルが駆かけた。対するヤトリは、それでも微び動どうだにせず敵てきを待まち受けている。狙ねらうは後ご手て必勝──様よう子す見みは済すんだとの宣せん言げんに違ちがわない、完全な迎げい撃げきの構えだ。

「らぁあっ！」

　ナナク・ダルが一いつ刀とう目めを繰くり出す。全力も全力、受けた刀身をへし折おるつもりの斬きり下ろし。だがヤトリはそれを引いて避よけ、空から振ぶったククリ刀とうはそのまま地面に突つき刺ささった。

　刺さった刃はを軸じくに、ナナク・ダルの体がぐるりと横に回転する。その光景は以前の焼き直し。初しよ見けんではヤトリも面めん食くらった、あり得ない体勢から繰くり出される横よこ薙なぎの斬ざん撃げきだ。

　しかし──当然、二度目はない。

　刃が太ふと腿ももの前を通り過すぎていく。その空振りの直後にこそ、初見では突けなかった一いつ瞬しゆんの隙すきがある。ナナク・ダルの体は今なお回転軌き道どうの途と上じようにあった。その小さな背中は、回転を終えて次の動どう作さに移るまで、ひたすら敵に無む防ぼう備びを晒さらし続けるしかない──。

　ヤトリの膝ひざが沈しずみ込み、発条バネとなって爆はぜた。神しん速そくの踏ふみ込みと共ともに最さい短たん距きよ離りで突き込まれる左のマンゴーシュ。期きを逃のがさず放たれた必ひつ殺さつの刺し突とつ──それは命に届く一ひと刺さしに他ならず、

「は──、かかったな、間ま抜ぬけ──！」

　その一瞬こそ、ナナク・ダルが待ち受けていたものだった。完全に背後を晒した状じよう態たいで、シナークの若き族ぞく長ちようが不敵に笑う。外套マントに覆おおわれた背中の中で、逆ぎやく襲しゆうの罠わなが産うぶ声ごえを上げる。

　空気の炸さく裂れつする乾かわいた音が、戦場の喧けん噪そうを割って、高らかに響ひびき渡った──。













「はいやぁああああああああああ！」

　新あらたに飛び降りてきたシナークの戦せん士しを、大剣クレイモアの一いち撃げきが頭からかち割った。ほとんど勝負にならない。彼らの持つククリ刀とうでは、その重すぎる斬撃を受けきれないからだ。

「いや、すごいな……。今さらだけど、嚙かませ犬いぬって評ひよう価かは修しゆう正せいしとこう」

「……何か言ったか？」

　デインクーン准じゆん尉いがじろりと横よこ目めでにらむ。イクタは首をぶんぶん横に振って誤ご魔ま化かした。事実、彼の活かつ躍やくによって、シナークの降こう下か決けつ死し隊たいによる被ひ害がいはかなり食い止められている。

「トルウェイが押さえてくれていると見えて、対たい岸がんからの銃じゆう撃げきも当初よりは大人しいな。このまま耐たえ続ければ山は越こえられる。──もうちょっとの辛しん抱ぼうだよ、マシュー、ハロ」

「お、おう……！」「ご迷めい惑わくをおかけします……！」

　イクタとデインクーン准じゆん尉いに挟はさまれた位置で、マシューとハロのふたりが揃そろって声を上げた。

　ふとイクタが周まわりを見み渡わたせば、まだ兵たちの混こん乱らんは続いているものの、同時にピークは過すぎたという感じでもあった。──当然と言えば当然だ。奇き襲しゆう当初の面めん食くらった状じよう態たいさえしのげば、上からばらばらに降ってくる敵てきなんて、それこそ各かつ個こ撃げき破はの好こう餌じでしかない。

「こんな無む茶ちやな攻せめ方をしてくるってことは、シナーク側も相そう当とうに煮に詰つまってるってことかな。……何をしてくるか分からない怖さがある。対たい処しよに困こまるよ」

「ふん、意い気く地じのないことを。何であれ、掛かかってくる相あい手てを片かたっ端ぱしから切り払はらえば良いだけのことではないか」

　シンプルな解かい決けつ策さくを提案されて、イクタは無む言ごんで肩かたをすくめる。そこに兵の悲ひ鳴めいが届いた。

「な、なんだ!?　近いぞ！」

　マシューが慌あわてて辺りを見回す。崖がけ上うえの敵に警けい戒かいして上を仰あおいでいた全員の視し線せんが、それで久しぶりに地面と平行になった。

　悲鳴の元もとはすぐに見つかる。イクタたち将しよう校こう集団の後方の崖がけ際ぎわにいた兵たちが、体の右側面から血を流して倒たおれていたのだ。また対たい岸がんからの銃じゆう撃げきか──イクタは最初そう思って舌した打うちしたが、続く光景は舌打ちでは済すまなかった。

　彼らに傷を負わせた射手の姿も、対岸ではなくそこにあったからだ。

「……崖がい下かから新あら手て!?　まずい、いまは兵の意い識しきが上に寄って──」

　イクタの口が言こと葉ばの途と中ちゆうでこわばった。……崖を登ってくる新手の出いで立ちは、一いつ見けんしたところ今まで目にしたシナーク族のそれと大差ない。だが、明らかに質しつが違ちがう。一いつ糸し乱みだれぬ集団の統とう率そつも、短たん筒づつの手て慣なれた扱あつかいも──兵としての練れん度どの高さをこれ以上なく示している。

「ちょこざいな、迎むかえ撃うってくれるわ！」

「……っ、早まるな、デインクーン准尉！　あいつらはモノが違う！」

　イクタの制止を振ふり切きって走り出し、デインクーン准尉はまっすぐ敵のもとへ向かった。──何も恐れることはない。愛あい用ようの大剣クレイモアを両手に握にぎりしめ、体には甲かつ冑ちゆうを着こんでいる今、白はく兵へい戦せんで自分を倒せるのは炎えん髪ぱつの少女ぐらいだと彼は確信していた。

　彼の接近に気付いた敵のひとりが、振り向きざまに温度のない視線を向けてくる。咆ほう哮こうと共ともに走り寄ってくる巨きよ漢かんへと、その男は無む言ごんのまま、短たん筒づつ風ふう銃じゆうの銃口をぴたりと向けた。

「ふ、そのような豆まめ鉄でつ砲ぽうなど！」

　敵の抵てい抗こうを鼻で笑って、デインクーン准尉は大剣を顔の前に立てた。幅はば広ひろの刀とう身しんを盾たてにして、敵が狙ねらってくるだろう頭部を庇かばったのだ。頭以外の急所は最初から甲冑で守られている。

　だが、それは同時に、彼自身の視し界かいを狭せばめる行こう為いでもある。

　鋼はがねの刀とう身しんにさえぎられた視し線せんの先で、男が腰こし元もとから一本のナイフを抜き放つ。お馴な染じみのククリ刀とうではない。もっと小さく細い、それでいて不ふ吉きつな輝かがやきを刃はに秘ひめた小刀ダガー。──それを短たん筒づつとは逆の右手に握にぎり込み、男は地を蹴けった。少しの物音も立てず、まさしく亡ぼう霊れいのように。

「はぃやぁあああああああああああああああああ！」

　男がいるはずの位置に向かって、デインクーンは渾こん身しんの力で大剣クレイモアを振り下ろす。だが予想していた会かい心しんの手て応ごたえはなく、ほとばしる血ち潮しおもなく。必ひつ殺さつの一いち撃げきはむなしく空気を搔かき乱みだすに留とどまった。

「む……？　奴やつめ、どこへ消え──」

　デインクーン准じゆん尉いが疑問に首をかしげた瞬しゆん間かん、彼の喉のど笛ぶえで何の前まえ触ぶれもなく灼しやく熱ねつが走った。──一拍ぱく遅おくれて、血ち潮しおもまた、そこからほとばしっていた。







　ふたりの時間は、決定的な瞬間で止まっていた。

「────────、な──」

　背中に深々と突つき刺ささったマンゴーシュの刃を、後ろ目に信じられない表情で見やりながら、シナーク族長ナナク・ダルがかすれた声を絞しぼり出す。

「──なんで、うぬは……っ」

「この仕し掛かけが分かったのか。聞きたいのはそれかしら」

　左のマンゴーシュで刺し突とつを繰くり出した体勢のまま、ヤトリが右のサーベルを軽く振るった。

　少女の背中を覆おおっていた外套マントが半なかばから切り落とされ、その中に秘ひめられていたものが明らかになる。──ベルトで背中に固定された風かぜ精せい霊れいと、その風かざ穴あなに装着された、極ごく短たんの風銃のバレル。串くし刺ざしにされたことで内部の空気をしゅうしゅうと漏もらしている、それら全すべてが。

「違い和わ感かんはいくつかあったわ。まず、あんたが精霊を連れていないように見えたこと。それなのに名乗りを上げた時には、パートナーの精霊の名前もちゃんと紹しよう介かいしたこと」

「んな……そ、それだけ、で……？」

「いいえ、そのふたつは切っ掛けに過すぎなかった。……私の中の疑ぎ惑わくが本格的に形を結び始めたのは、あんたの戦たたかい方を見てからよ」

　少女が両手に握ったククリ刀に視線をやって、ヤトリは粛しゆく々しゆくと続ける。

「……豪ごう快かいかつ大だい胆たんな二に刀とう流りゆう。あの回転剣けん舞ぶには心の底から感かん服ぷくしたわ。でも、戦えば戦うほど、その大胆さが不ふ思し議ぎでならなかったのよ。だって──あんたは戦っている間、背はい後ごへの警けい戒かいをほとんどしていなかった。いつ背中を刺されるとも分からない、この乱らん戦せんの中で」

「…………」

「もちろん多少は意い識しきしていたんでしょうね。でも、いつ背後から襲おそわれても両手の剣けんで対たい処しよできるように気を張っていたりはしなかった。私自じ身しんはずっとそうしていたから、余よ計けいに違い和わ感かんが際きわ立だったわ」

「………っ、……」

「イグセムの二に刀とうに限らず、多対一を想定した二刀の術じゆつ理りというのは本来そういうもの。全ぜん周しゆうへの警けい戒かいを一時も絶たやさず続けることは基本以前の前ぜん提ていよ。──それを怠おこたっていると分かった時、もう確信したわ。あんたは純粋な二刀使いどうるいじゃない。背はい後ごへの警戒を省はぶいてしまえるような、それ以外の隠かくし玉だまを持ってるんだってね」

　その隠し玉を──風銃のバレルごと剣けんで貫つらぬいた風かぜ精せい霊れいの姿を、ヤトリは冷れい然ぜんと見つめた。

　胴どう体たいを貫かれても苦しむ様よう子すはないが、両目から緊きん張ちようがありありと伝わってくる。自みずからの破は壊かいに怯おびえてのものではない。この精霊が体を張ってマンゴーシュの刃はを食い止めているからこそ、主あるじの少女は皮かわ一いち枚まいで生き延のびている。その状じよう況きようへの危機感だ。

「ヒシャ……と言ったかしら。動けば主を殺すわ。もちろん分かっているわね」

「…………」

「決着は着いたわ。部ぶ族ぞくをまとめて投とう降こうしなさい、ナナク・ダル」

　ヤトリが静かな声で投降を促うながす。……だが、ここで彼女には二つのことが予想できなかった。ひとつ──ナナク・ダルという少女が絶対に負けを認めないこと。ふたつ──その性格を知り尽つくしているパートナーのヒシャが、この状況下でどういう行動に及およぶかということ。

「………………、ナナ…………」

　胴体に走った亀き裂れつのせいで、主を呼よぶ声はひどく不ふ鮮せん明めいだった。……だが、ガラクタに成り果てる寸すん前ぜんの体で、それでも彼は迷わない。常つねに主と共ともに在あり、その人生を助け、生命を守る──精霊としての自じ己こに刻きざまれた本ほん分ぶんを、最後の一いつ瞬しゆんまで遂とげていく。

「……!?　ちょっと、あんた、何を……！」

　突つき刺さしたマンゴーシュの刀とう身しんを通して、ヤトリの腕うでに激しい震しん動どうが伝わってきた。──いまヒシャは、風精霊が持つ圧縮空気ポンプ機能を実行していた。もはや自分の体がその行こう使しに耐たえないと知りながら、主の命を未来へ繫つなぐために。シナークの人々がそれを指して「聖せいなるもの」と呼んだ、たったひとつの願いを込めて──。

「…………………生きて………」

　その一ひと言ことを最さい期ごに──風精霊ヒシャは、内部からの圧あつ力りよくで自じ壊かいした。

「……くっ…………！」

　風に混じって飛んできた破は片へんから、ヤトリは反はん射しや的てきに跳とび退すさって身を守る。パートナーの最期の献けん身しんによって窮きゆう地ちを脱だつしたナナク・ダルは、爆ばく風ふうを背中に受けた前のめりの姿勢から立ち直りながら、そこら中に散らばった相あい棒ぼうのカケラを呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで見やった。

「…………え、……ヒシャ……？」

　放ほう心しんしきった声。目の前の光景と、背中にあるべき重みの不在が、少女の頭を混こん乱らんさせる。

　その姿に憐あわれみを覚えながらも、ここで少女の身み柄がらを確保しようとするヤトリの意志に揺ゆらぎはない。腕うでに突つき刺ささった破は片へんを抜き取って、彼女は再ふたたびナナク・ダルへと歩み寄り、

「──早まるな、デインクーン准じゆん尉い……！」

　耳慣なれた少年の声が、ほとんど悲鳴に近いニュアンスで彼女の耳に届とどいた。反はん射しや的てきにそちらへ視し線せんをやった瞬しゆん間かん──およそ三十メートルほどの距きよ離りを置いて、ヤトリはそれを見た。

　棒ぼう立だちで首から血を吹ふき、そのまま膝ひざから崩くずれ落ちる巨きよ漢かんの姿。その体を踏ふみつけにして通り過ぎていく影かげたち。一いつ糸し乱みだれぬ動きから尋じん常じようの手て練だれでないことは一ひと目めで知れる。特に先頭を行くひとりを見た瞬間、ヤトリの背せ筋すじに言いようのない寒さむ気けが駆かけ上った。

　邪じや魔まをする兵を撫なで斬ぎりにしながら、それらの影は帝てい国こく軍ぐんの隊たい列れつの中を迷いなく前進してくる。その進路がやがて、サフィーダ中ちゆう将じようを背後にしたヤトリと、同一直線状に結ばれた。

「───────」

　崩れ落ちたデインクーンの姿が、致ち命めい的てきな出血量が、遠とお目めにもヤトリの網もう膜まくに焼き付く。彼の姿と迫せまり来る敵てきの間を、彼女の視し線せんはひたすら往おう復ふくした。その間、およそ四秒の後──。

「…………ァァ……」

　──二に刀とうを振るえと。

　腹はらの底から上ってきた感情が、それだけを彼女に命じた。

「………ァアアアアアアッ！」

「───ッッッ!?」

　ほとばしる剣けん閃せんが烈れつ風ぷうとなって死を運んだ。先せん陣じんきってそれに出で迎むかえられた影の頭とう目もくは、その瞬間から、目の前の絶望を回かい避ひするためだけに全ぜん霊れいを傾かたむけなければならなかった。

　一合、サーベルによる一いち撃げき目めを小しよう刀とうで受け流し（手指の感かん覚かくが消失）、

　二合、マンゴーシュによる二撃目を短たん筒づつのバレルで食い止め（銃じゆう身しん穿せん孔こうにより使用不能）、

　三合、ひるがえって襲おそってきた三・四撃目を両腕の手しゆ甲こうで阻はばみ（甲こう部ぶ全体に亀き裂れつ発生）、

　四合、下か腹ふく部ぶ目がけて蹴けり込まれた踵かかとを両手でサバき落とす（右手小指及および薬くすり指ゆびが脱だつ臼きゆう）。

「……ッ、……ッ、……ッ！　…………!?」

　一いつ手ての間ま違ちがいが確実に死を呼び込むだろう綱つな渡わたりの攻こう防ぼうを、それでも影は驚きよう異い的てきな対応力で過あやまちなく渡りきった。命からがら間合いを取り直して、足が止まる。ターバンの下の無む機き質しつな相そう貌ぼうに初めて驚おどろきが浮かんでいた。

　それがどれほど稀まれなものだったか、浮かばせたヤトリ自じ身しんには知る由よしもない。

「……フゥゥゥウウウウウウ……！」

「……っ！」「ちっ……！」

　彼女の脇わきを駆け抜けて中将に迫せまろうとしたふたりの影は、その無む謀ぼうを直前に察して飛び退のいた。越こえられない。肌はだが粟あわ立だつほどのヤトリの殺気が、生と死の境きよう界かい線せんをそこに引いている。

「ま、マシュー小しよう隊たい、奴やつらを囲め！」

　後方からうわずった声で命令が飛んだ。将しよう校こう集団と比ひ較かく的てき近い位置にいたマシューの小隊を、ここでイクタが動かすように指示したのだった。

　人の波をかきわけて迫せまってくる風ふう銃じゆう兵へいたちと、目の前に立ちはだかる炎えん髪ぱつの剣けん士しを見み比くらべて、影かげの頭とう目もくは潮しお時どきを悟さとった。彼らはすぐさま崖がけに向かって走り出し、兵たちが止める間もなく、誰だれひとり躊躇ためらわずに絶ぜつ壁ぺきじみた急きゆう斜しや面めんを滑すべり降りていった。

「なっ、飛び降りて……!?　あ、くそ、こっちにもロープが仕し掛かけてあったのかよ！」

　悔くやしがって銃じゆう剣けんを崖がい下かに伸ばすマシューだったが、ロープは崖がけ際ぎわから距きよ離りを置いて設置されているので届とどかないようだ。彼と同じように崖下を眺ながめていたヤトリだが、ふと放置してきたナナク・ダルのことを思い出して、慌あわてて視し線せんを後ろに戻もどす。

「……逃がした、か」

　ぐ、と歯ぎしりする。案あんの定じよう、パートナーを失って途と方ほうに暮れる少女の姿はもうなかった。影たちと同じように崖下へ逃げたか、それとも仲なか間まの力を借りて崖の上へロープを登ったか。

　追つい跡せきの可か能のう性せいを少し考え、それも諦あきらめたところで、ヤトリは深しん呼こ吸きゆうして身をひるがえした。そのまま一か所に向かって駆けていく。イクタとハロも、すでにその場にいた。……仰あお向むけに倒れたまま辛かろうじて浅い呼こ吸きゆうを続けている、デインクーン准じゆん尉いの体を囲むようにして。

「──ハロ、どうなの」

　頭の横に陣じん取どって止し血けつを施ほどこしていたハロが、その処しよ置ちを続けたまま口を開く。

「頸けい動どう脈みやくを切られています。止血を試みていますけど、出血量がもう……」

　声のニュアンスから察するまでもなく、助かる見込みの薄うすさは、本人と周まわりの地面を見ればよく分かった。……首の傷きず口ぐちを中心として、カーペット一枚分ほどの血だまりが出で来き上あがっている。これだけの血が失われて、まだ息いきがあることが不ふ思し議ぎなくらいだった。

「デイン……デイン、死なないで、だめ……」

　ハロの向かい側で、デインクーン准尉のパートナーである水みず精せい霊れいニキが、死の際きわにある主あるじへ必ひつ死しに声をかけていた。それに主も気付いたのか、同じ側の腕うでがかすかに動くものの、もう持ち上げるだけの力もない。ヤトリが代わって、彼の手を精霊まで運んでやった。

「……ヤトリ。まだ意い識しきがある内に、君が遺ゆい言ごんを」

「ええ、そうね……」

　ハロに代わってヤトリが、デインクーン准尉の顔の横に場所を取った。耳みみ元もとで話しかけて、遺言を預かるという意い図とを伝えると、それから口くち元もとに耳を寄せる。

　青ざめた唇くちびるがわずかに動き、確かに言こと葉ばをつむいだ。聞いたヤトリが、再ふたたび耳元に口を寄せて何事かを言い返す。デインクーン准尉の頭が、わずかに上下したような気がして──それを最後に、浅い呼吸も完全に絶たえた。圧あつ倒とう的てきな死の沈ちん黙もくが、戦場の喧けん噪そうを上うわ塗ぬりして支配した。

「……ヤトリ、聞いてもいいかな。最後、彼は何て？」

　イクタがためらいがちに尋たずねる。ヤトリは意外に軽い調ちよう子しで答えた。

「全部で四つあったわ。『帝てい国こくの同どう胞ほうたちを頼たのむ』と、『パートナーのニキは実じつ家かの妹に譲ゆずる』と、『次はちゃんと二に刀とうでかかってこい』。……で、最後は遺ゆい言ごんっていうよりも、むしろ独どく白はくだったわね」

「独白？」

「ええ。──『はたして我われは、騎き士しの面めん目ぼくを守れたのだろうか』って」

　目め頭がしらにこみあげてくる何かに耐たえるように、ヤトリは顔を空へ向けた。

「謙けん虚きよなものだわ。名めい誉よの戦死なんだから、今いま際わに恥はじることなんて何もないでしょうに」

「……ああ、そうだね。……その独白に、君はなんて？」

　ひとつ咳せき払ばらいをして、ヤトリは答える。いつも通り凜り々りしく、でも少しだけ掠かすれた鼻声で。

「……『誰だれよりも勇ゆう敢かんに戦たたかい、国と同どう胞ほうを愛あいした騎士、デインクーン・ハルグンスカの魂たましいに栄えい光こうと祝しゆく福ふくあれ』、と」

　ふさわしい葬そう送そうだ、とイクタは素直に思った。彼にはいつだって思いつけないものだ。

「コメントを控ひかえてくれて感かん謝しやするわ。……考えた時も思ったけど、こうして言ってみても、やっぱり月つき並なみだもの。欲ほしい時に出てこないものね、気の利きいた言葉っていうのは」

　ぼやくヤトリに、イクタは苦く笑しようして首を横に振ふった。──それこそ謙けん遜そんだ。騎士の最さい期ごを弔とむらう真しんの騎士として、ヤトリシノ・イグセムより気の利いた存そん在ざいが、他にいるはずもない。

　まもなくトルウェイとマシュー、それにサザルーフ大たい尉いがやってきて、デインクーン准じゆん尉いの亡なき骸がらをひとりずつ見み舞まった。それから一時間後にようやく進しん軍ぐんが再開し、襲しゆう撃げきによる犠ぎ牲せい者しやの遺い体たいは後方へ搬はん送そうされ、生者と死者の先行きは完全に分かたれた。

　死した者は後ろへ去さり、生き残った者は前へ進む。さらなる戦場を求めて、前へ、前へ。







「元もとからその疑いは濃こかったけど、さっきの戦いでハッキリした。──この内戦、キオカ共きよう和わ国こくが後ろで糸を引いている」

　進軍の道どう程ていも大半を過すぎた。大だい休きゆう止しをもらった兵たちが腰こしを下ろして一ひと息いきついている中、イクタ・ソロークは開かい口こう一いち番ばん、仲なか間またちに向かってそう断言した。

「別に陰いん謀ぼう論ろんをばらまく快かい感かんに目覚めたわけじゃないよ。施条風銃エアライフルを持った敵てき部ぶ隊たいが現れた以上、可か能のう性せいはもうそれしかあり得えないんだ。あの新しん兵へい器きはいま、帝てい国こく内ないにはトルウェイの部ぶ隊たいに配備した試し作さくの四十丁ちようしか存在しないんだからね」

「もし他にあるとすれば、アナライ博士はかせの亡ぼう命めい先さきのキオカ共和国だけ……そういうことだね、イッくん」

　トルウェイが論理を帰き結けつさせる。鵜う吞のみにはできないマシューが声を上げた。

「キオカがシナーク族の反はん乱らんに加か担たんしてるってのか……？　そんなことってあるのかよ」

「あるとも。むしろ軍事に対するあの国のスタンスからすれば王おう道どう中ちゆうの王道と言える。軍事力の面では正面きって戦っても勝ち目がないカトヴァーナ帝てい国こくを相手に、国内外のファクターを様さま々ざまに駆く使しして生いき延のびてきた。それがキオカ共きよう和わ国こくの歴史なんだから」

　サーベルの刀とう身しんを布ぬので拭ふいて手入れしながら、ヤトリも口を挟はさむ。

「『敵てきの敵を味み方かたにする』──軍ぐん事じに限らず、それがキオカの根本的な外がい交こう方ほう針しんだったわね」

「そう。帝てい国こくという強きよう者じやの傲ごう慢まんに、徹てつ底ていした弱じやく者しやの処しよ世せい術じゆつで立ち回るのがキオカのやり方だ。なるべく自分では戦たたかわず、他の敵てき対たい因いん子しをけしかけて戦わせる。それで今回はシナーク族に目を付けてきた」

「な、なるほど。シナークの人たちはもともと、帝国内の潜せん在ざい的てきな反はん乱らん分ぶん子しって位置付けでしたもんね……」

「つまり……シナーク族に加か担たんしているどころか、下手へたをすればこの戦争自体、最初からキオカのお膳ぜん立だてってこともあり得るのか？」

　ハロとマシューが不安げな顔をする。イクタは容よう赦しやなくうなずいた。

「そうでもない限り、こんな泥どろ沼ぬまの事じ態たいになっているわけがないよ。……北ほく域いき鎮ちん台だいの屋や台たい骨ぼねだったトァック少しよう佐さの死といい、その後の山を舞ぶ台たいにしたゲリラ戦といい、やり方に無む駄だがなさすぎる。作戦の実行に当たって、誰だれかに入にゆう念ねんな訓くん練れんを受けていたことは明めい白はくだ」

「ついでに言えば、風ふう臼きゆう砲ほうの数が軍隊並みに揃そろい過すぎていたこともそうね。シナーク族の反乱を支し援えんするバックの存そん在ざいは、現地で戦っている誰もが薄うす々うすは察していることだわ。……まさか、ああやって直接手を出してくるとは思わなかったけど」

　つい先日の乱らん戦せんを思い出したヤトリが、戦せん慄りつを込めて言う。それに無む言ごんで同意を示しつつ、ふいにイクタはひどく不ふ吉きつな名前を口にした。

「……あれはたぶん、『亡霊部隊カラ・カルム』だ」

「亡霊部隊……？　な、なんかおっかない名前ですね」

「あくまで俗ぞく称しようだよ。戦場に死体を残さないところから名付けられた、ね。その正体はキオカ陸りく軍ぐんが手足のように駆く使しする隠おん密みつ工こう作さく部ぶ隊たい。……そういうものが実在することに疑ぎ問もんの余よ地ちはないけれど、その仕事ぶりについて聞こえてくる噂うわさになると、これが半なかば戦せん場じよう伝でん説せつじみてくる」

　要よう人じんの暗あん殺さつ、機き密みつ情じよう報ほうの入にゆう手しゆ、反はん乱らんの扇せん動どう、ゲリラ部ぶ隊たいの現げん地ち訓練……そういった闇やみから闇に葬ほうむり去さられる裏うら仕し事ごとを、政府や軍の都つ合ごうに応じて片かたっ端ぱしから請うけ負おう部隊だと言われている。

　活動の実態が闇に包まれていることから、それこそ陰いん謀ぼう論ろんの登場人物に抜ばつ擢てきされやすい存在だ。「過か去この要人の誰それは実は『亡霊部隊』に暗殺されていて、つまりあれはキオカの陰謀だったのだ！」というフレーズは、もはや一種の典てん型けいになっている。

「シナーク族がもともと抱かかえていた帝国への反発を煽あおって盛もり上あげ、反乱に向けた軍ぐん事じ訓練を施ほどこす。それがここでの『亡霊部隊』の仕事だったはずだ。その過か程ていで『聖せい戦せん』なんて素す敵てき過すぎる詭き弁べんも輸ゆ入にゆうしてくれたわけだけど」

「だとすると、大アラファトラ山さん脈みやくに軍を引き込んでのゲリラ戦という作戦を立てたのも、おそらく『亡霊部隊カラ・カルム』だったとぼくは思うんだ。周しゆう到とうに準備を整えて山で待まち構えるっていう戦せん術じゆつは、今までシナーク族が採さい用ようした試ためしが少ないと思うから」

「戦争の作戦・立りつ案あんは『亡霊部隊』ことキオカ共きよう和わ国こく、実行はシナーク族ってわけね。……ただしキオカは表おもて向むき共きよう犯はんだけど、その実態は黒くろ幕まく」

　ヤトリがまとめたシンプルな構こう図ずに、誰だれもが納なつ得とくしてうなずいた。

「先日の戦たたかいに現れた『亡霊部隊』らしき集団は、対たい岸がんの崖がけに配備されていた射しや撃げき部ぶ隊たいと帝てい国こく軍ぐんの隊列に突とつ入にゆうしてきた白はく兵へい部隊の二つだった。白兵部隊のほうは一個小隊ほどで、射撃部隊も銃じゆう撃げきの規き模ぼから見てそれに準ずる兵数だろう。……でも、それが連中の総力とは思えない」

「大勢のシナーク族にゲリラ教育を施ほどこしたんだから、それなりの人数が用意されてたってことだよな。……でも、今ここにどれだけ残ってるかはまた別の話じゃないのか？」

「その通りだけど、可か能のう性せいとして一個中隊程てい度どならあり得えると思っておいたほうがいいわ。潜せん入にゆう・潜せん伏ぷくという秘ひ密みつ部隊のモットーに反しない人員の限界数は、多分それくらいよ」

「ヤトリに同感だ。そして厄やつ介かいなことに、ここまでの戦いで、おそらく連中はひとりも被ひ害がいを出していないってことさ。無む傷きずの一個中隊が丸々潜せん伏ぷくしている可か能のう性せいがあるわけだよ。それも一部の兵には最新の施条風銃エアライフルまで装備させた、とびきりの精せい鋭えい集団が」

　しん、と重い沈ちん黙もくが降りた。さすがに警けい戒かい心しんを煽あおりすぎたと思って、イクタがフォローする。

「あくまで可能性の話だし、仮かりに全すべてその通りだったとして、連中がこれからどう動くかは別の問題さ。内戦を起こして帝国軍に被ひ害がいを与えた時点で、もう目的は果たされているのかもしれない。サフィーダ中ちゆう将じようの殺害を狙ねらったのも、成功すれば儲もうけ物くらいの意識だったかも」

　言いながら、希望的楽らつ観かんは白しら々じらしく聞こえるな、とイクタは自じ覚かくしていた。……戦せん況きようはここまでずっと、想像の中の悪いほうへ悪いほうへ推すい移いしてきている。いまこの瞬しゆん間かんを境さかいにそれがひっくり返るとは誰も思わなかった。思えなかった。

「総そう員いん起き立りつ！　隊列を整えろ、行こう軍ぐん再開だ！」

　大声で命令が響ひびき渡り、まだしばらく休きゆう憩けいを楽しめると思っていた兵たちが、ぼやきながら立ち上がる。騎き士し団だんの面々も続いたが、そこへ上じよう官かんが戻もどってくるなり疑問を投げた。

「どうしたんですかサザルーフ大たい尉い、まだ三十分くらいしか経たってませんよ。これ、大だい休きゆう止しだったはずじゃ？」

　不満よりも不安が勝まさるマシューの質しつ問もんに、サザルーフ大尉は硬かたい表情で答えた。

「兵たちには悪いが、予定を繰くり上げる。先行隊のほうが大変なことになっているらしくてな。早く止めに行かないと、収しゆう拾しゆうが付かんそうだ」

「大変なことって……ま、また敵てきの襲しゆう撃げきですか？」

　おそるおそる尋たずねるハロに、そのほうが少しはマシだという顔で、大尉はかぶりを振る。

「つくづく当とう事じ者しやを飽あきさせない戦争だ、これは。……今度は味み方かたの暴ぼう走そうだとよ」
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　重い足を引きずって、焼けつくような背中の痛いたみをこらえながら、少女は走り続けていた。

「はぁっ、はぁっ、……うぅ、うっ、はぁっ、はぁ……！」

　荒い呼こ吸きゆうに時々、苦く痛つうの呻うめきが混じる。破やぶいた外套マントを包ほう帯たい代わりに止し血けつを済ませた背中の傷きず口ぐちは、その処しよ置ちの適当さに文もん句くを付けるように、時を追うごとに痛みを増していた。

「はぁっ、はぁっ……！　……早くっ、はやく、早く帰らねぇと──」

　たまたま目についたロープを摑つかんで転がり落ちるように崖がけを下り、帝てい国こく軍ぐんの兵たちに捕とらえられる運うん命めいからだけは逃げおおせたナナク・ダルだったが、その代だい償しようは余あまりにも大きかった。

　戦たたかいの傷も、全身の打だ撲ぼくも、彼女にとって問題ではない。ただ──いつも背中にあった心地ここちよい重みが、いまはそこに感じられないのが。その小さな虚きよ無むが、少女にとってはほとんど絶望に近いものだった。

「……っ、ヒシャ……すまね、ヒシャぁ……」

　あの状じよう況きようから逃げるために、散らばった破は片へんの中から魂こん石せきを拾ってくる余よ裕ゆうもなかった。良くて敵てきに拾われているか、悪くて崖がけ下したに落ちているか……。永えい遠えんに失われてしまった可か能のう性せいも低くない。そう思うと膝ひざが折おれそうになるから、少女は必ひつ死しに別のことを考えた。

「許さね、許さね……！　あの鬼おにども、いまいましい軍人ども……！」

　その怒いかりと憎にくしみだけが、いまナナク・ダルを支ささえる全てと言ってよかった。半身にも等しい相あい棒ぼうを失っても、彼女にはまだ守るべきものが残っている。住すみ処かを焼かれたシナークの同どう胞ほうたちが、いまなお戦い続ける戦士たちが、この先の集しゆう落らくに大勢集まっているのだ。

「……みんな、待まってろ……。じっちゃ、ばっちゃ……ナナ、いま、帰るからな……」

　岩いわ肌はだをよじ登り、藪やぶをこいで、ナナク・ダルは必ひつ死しに足を進める。だが──時間の間かん隔かくも半ば失われた頃ころになって、ふと嫌いやな臭においが鼻を突ついた。焼け跡あとの村で嗅かいだそれと同じ臭い──悪い予感に駆かられて、ナナク・ダルは足をもつれさせながら走る速度を速めた。

「──いやだ、やめろ、やめろよぉ……！」

　ほとんど泣き顔になりながら、深い藪を一直線に突つっ切っていく。それを抜けたところで──自分の願いが天に届かなかったことを、彼女は知った。

「───、あ───」

　開けた視し界かいの中で、家々が赤く燃えている。その炎ほのおが照らし出すのは、そこでいま行われている虐ぎやく殺さつの光景。死者は地面に累るい々るいと倒たおれ、まだ生きている者は必死に逃げ惑まどう。男もいれば、女もいる。年寄りも子供もいる。その彼らを、目を血走らせた兵士たちが、笑いながら追っている。

　ひぎゃあ、と銃じゆう剣けんで胸むねを貫つらぬかれた女が悲鳴を上げた。それをやった兵士は、女を蹴けり倒すと、さらに突つき刺さした銃じゆう剣けんの刃やいばをぐりぐりとひねった。悲鳴は絶ぜつ叫きようになった。その分だけ兵士の笑えみが深くなった。相あい手ての苦く痛つうがいまの彼には何よりの喜よろこびで、それを求める貪どん欲よくさは果はてしなかった。彼は銃剣を引き抜き、今度はそれを、泣き叫さけぶ女の口の中へ突き入れた。

「……やめろ……」

　声が震ふるえ、歯がかちかちと鳴った。ほんの数日前まで少女が日にち常じようを過すごしていたはずの村に、いまは地じ獄ごくが浮かび上がっていた。これまで鬼おにと呼んできた帝てい国こく軍ぐんの兵士たちが、正しよう真しん正しよう銘めいの悪あつ鬼きになっているのをナナク・ダルはその目にした。

　いままでは知らなかったのだ。真ほん性とうの鬼は、あんなにも──あんなにも愉たのしそうに、嗤わらいながら人を嬲なぶり殺すのだと。

「…………やめろぉおおおおおおおおおおお……！」

　両手にククリ刀とうを握にぎりしめ、背中の痛みも忘れて、ナナク・ダルは地獄の只ただ中なかに乗り込んだ。目についた鬼を片かたっ端ぱしから斬きり付けて突っ走る。……だが、動けば動くほど、どうしようもなく体が重くなっていく。負ふ傷しようを押してここまで走ってくる間に、血が失うしなわれ過ぎていた。

　何よりも、背中が寒い。この背中を守ってくれるものが、いまはもう何もない──。

「……じっちゃ、ばっちゃ……！」

　村の中心部、部族の長ちよう老ろうたちが集まっていたはずの大きな家を見つけると、ナナク・ダルは迷わず扉とびらを蹴けり開けて中に突っ込んだ。その中の地獄は、外よりもいくらか大人しかった。なぜならすでに終わっていたから。金きん品ぴんを求めて家や探さがしを続けている数すう匹ひきの鬼たち以外には、こと切れた老人の亡なき骸がらしか存そん在ざいしていなかったから。

「─────」

　平へい均きん寿じゆ命みようが三十年そこそこのシナーク族にとって、老人とはそれ自体が稀まれな存在だ。長い人生の間に多くの知恵を蓄たくわえた彼らを、若者たちは血けつ縁えんの有う無むにかかわらず「じっちゃ」「ばっちゃ」と親しみを込めて呼ぶ。老人たち自じ身しんもまた、全すべての若者を実じつの孫まごも同然に扱あつかう。

　族ぞく長ちようのナナク・ダルにとってもまた、ここで死んでいる十七人の老人たちはそういう存在だった。全員が本物以上の祖そ父ふであり、祖そ母ぼだった。ひとりひとりとの間に思い出があった。

　その全員が──いま彼女の目の前で、物言わぬ軀むくろと化していた。

「───ああぁぁああああ……！」

　パートナーのヒシャを半はん身しんとすれば、今度は残り全てを根こそぎ奪うばわれた思いだった。理性のタガが完全に外れ、抜ぬき身みの殺意だけがナナク・ダルの体を動かした。体勢を整えられる前に、一いつ匹ぴき目めの鬼の首を問もん答どう無む用ようで跳はね飛ばし──それが命取りになった。

「……あっ………!?」

　硬かたい手ごたえを最後に、右手に握ったククリ刀とうがまったく動かなくなる。首を跳ね飛ばした刃はが、勢い余あまって部へ屋やの柱はしらに食い込んでしまったのだ。

　……立ち回りに広いスペースが必ひつ要ような彼女の回転剣けん舞ぶにとって、室内戦は最大の鬼き門もん。そんなことにさえ気付けないほど、いまの少女は怒いかりに我われを忘れていた。

「んだ、こいつ……！」「ざっけんな、取り押さえろっ！」

　無防備を晒さらしたナナク・ダルに、周まわりにいた兵たちが一いつ斉せいに襲おそいかかった。振りかぶろうとした左のククリ刀とうを腕うでごと押さえられ、別のひとりが髪かみの毛をわしづかみにする。そのまま床ゆかに叩たたきつけられた少女は、自分を見下ろす兵たちの形ぎよう相そうに心底ぞっとした。

「こいつ、シンハの首をハネやがった！」

「このクソ山出しがぁ……！　てめぇも同じ目に遭あわせてやろうか！」

　怒り狂くるった兵のひとりが、彼女の手からもぎとったククリ刀を首に突つきつける。死を間近に感じて思わず目をつむったナナク・ダルだが、とっさに想像した冷たい刃はの感かん触しよくよりも先に、奇き妙みように穏おだやかな声が別の兵士から発せられた。

「おい、待まてよ。──そいつ、女だぜ」

　その言こと葉ばに、ほかの兵たちもぴたりと動きを止めた。意い味み深しんな沈ちん黙もくが流れる。熱に浮うかされたいくつもの瞳ひとみが、殺意とは別の意味をもって、少女の全ぜん身しんを眺ながめまわす。

　それが一通り済すんだ頃ころ、さっきの兵が、無む邪じや気きとさえ呼べる笑え顔がおでこう言った。

「殺すのは、使ってからでも遅おそくない」
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「……なんだ、こりゃあ……」

　仲なか間まの暴ぼう走そうという報しらせを受けて急行し、サザルーフ大たい尉いとイクタたちがそこで見たものは、規き律りつと統とう率そつの全すべてを失って単なる暴ぼう徒とと化した、友ゆう軍ぐん兵へい士したちの姿だった。

「こいつらの指し揮き官かんは何をやってやがる!?　おい、友軍だぞ！　誰だれか責せき任にん者しや出てきやがれ！」

　サザルーフ大尉が繰くり返し叫さけぶと、やや遠くの木こ陰かげから中年の士し官かんが苦にが笑いを浮かべて歩いてきた。階かい級きゆう章しようはやはり大尉のものだが、年ねん齢れいはサザルーフよりも一回り上だ。

「いやぁ、わざわざすまんな、君。どうにもまぁ、このようになってしまって」

「なってしまって、じゃねぇだろうが！　どうして止めない!?　あんたの部下だろう！」

　サザルーフ大尉が語ご気きを荒あらげて言うと、中年の士官はむっとした顔になって反論する。

「大げさに慌あわてるな。いまは少々、彼らの戦意が行き過すぎてしまっているだけだ。長い戦たたかいの間に鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのだろう、長期戦ではよくあることだ。ガス抜きが終われば自然と落ち着きを取り戻す。それは分かりきっている」

「それまでにどれだけの無む法ほうを許すつもりだ!?　物資の補ほ給きゆう目的以外での略りやく奪だつ行こう為いは、たとえ敵てき地ちであっても軍ぐん法ぽう違い反はんだろう！　非ひ戦せん闘とう員いんへの暴ぼう行こうも同じだ！　こうして黙だまって見過ごしているあんたが、後で軍ぐん法ぽう会かい議ぎにかけられるとは思わないのか!?」

　ちっ、と中年士し官かんが露ろ骨こつに舌した打うちした。話の分からない奴やつが来たな、とでも言うように。

「軽々しく軍法などを持ち出すな。現地には現地なりの采さい配はいというものがある。見たところ君は野や戦せん任にん官かんで昇しよう進しんしたばかりらしい、まぁ、それなら分からんのも無理はないが──」

「話にならん。言いたいことがそれだけなら、勝かつ手てに収しゆう拾しゆうに移らせてもらう」

　憮ぶ然ぜんとする中年士官を無む視しして、サザルーフ大たい尉いはその隣となりを通り過すぎる。イクタたちも一いつ切さいの異い論ろんなくそれに続いた。後ろではまだ文もん句くを言っているが、誰だれも耳を貸さない。

　目の前の惨さん状じようをどう収めたものかと考えている大尉に、イクタが早はや口くちで意見した。

「大尉。僕ぼくとヤトリの二個小隊を突とつ入にゆうさせてください」

「まだダメだ、暴れている兵の数が多い。こっちもやり方を考えねぇと……」

「聞いてください、大尉。戦せん略りやく的てきに重じゆう要よう度どの高い生せい存ぞん者しやを保ほ護ごしに行くんです。今すぐ動かないと手て遅おくれになります！」

　サザルーフ大尉は目を丸くした。この少年にしては珍めずらしく焦あせった様よう子すが、騎き士し団だんの他の面々にも印いん象しよう的てきに映うつった。青せい天てんの霹へき靂れきともいえるイクタの懇こん願がんを、そこで旧きゆう友ゆうが援えん護ごする。

「大尉、私からもお願いします。一いつ般ぱん人じんへの乱らん暴ぼうは、軍人として見過ごせません」

「……分かった。ただし常つねに大人数で固まって動け。それと、あまり連中を刺し激げきするなよ」

　上じよう官かんの物分かりの良さに感かん謝しやしながら、イクタとヤトリは部ぶ隊たいと共ともに動き出す。効こう率りつを上げるために分ぶん隊たい単たん位いで手分けしての捜そう索さくとなった。大人数で固まって動けという忠ちゆう告こくには反するが、イクタもいまはそれを辞じさない。

「あの建物がいちばん大きい。ヤトリ、君も一いつ緒しよに来てくれ！」

「了りよう解かい。突つっ走るけど遅おくれないでよ！」

　猫ねこ科か動物じみたヤトリの全ぜん力りよく疾しつ走そうに、イクタが必ひつ死しで追つい随ずいする。それでも彼女のほうが数秒早く目的地に着いたが、ドアを蹴けり破やぶって突っ込むことはしなかった。中にいるであろう友軍兵士が、それに驚おどろいて攻こう撃げきしてくるかもしれないからだ。

「友軍よ！　中に入るから攻撃しないで！」

　一帯に響ひびき渡る大声でそう前置きしてからドアを開け放ち、そこでイクタも追い付く。

　同時に中へ入っていったふたりを出で迎むかえたのは、仲なか間ま同どう士しで殴なぐり合う兵たちの狂きよう態たいだった。

「上官の俺おれが先だっつってんだろ！」

「うるせぇ、てめぇの手て垢あかが付いた女なんて使えるか！」

「順番が待まてねぇなら消えろ！　外で木の股またにでも突っ込んでな！」

　悪あく態たいを突きながら殴り合う兵士たちの足あし元もとで、手足を乱らん暴ぼうに縛しばられた少女が怯おびえに身をすくませている。一度戦たたかったヤトリには一いつ瞬しゆんで判別できた。シナーク族長ナナク・ダルだ。

「おい──たいがいにしとけよ、お前ら」

　イクタの声が低く重く響く。彼が本気で怒った時はそうなることを、ヤトリは知っていた。

　同じ部へ屋やの中から声をかけられて、さすがに当とう事じ者しやたちも第三者の乱らん入にゆうに気が付いた。五人いた兵のうちの四人はイクタとヤトリの階かい級きゆう章しようを見て身をこわばらせたが、たったひとり例外がいた。彼の左胸むねには、イクタたちのそれに星ほしをひとつ付け加えた階級章があった。

「……上から目線で言ってくれるけどよ。こいつらは俺おれの部下だし、この場でいちばん階級が高いのも俺なんだがな。てめぇら准じゆん尉い風ふ情ぜいの命令を聞いてやる義ぎ理りがどこにあるのか、おい、納なつ得とくできる理由を言ってみろよ」

　その開き直りに、イクタの中で何かがぶちんと切れた。──サザルーフ大たい尉いからの命令、ナナク・ダルの身み柄がらの戦せん略りやく的てき重要性、そういう根こん拠きよを並べ立てて相あい手てを説とき伏ふせるのが、普ふ段だんの彼のやり方だったろう。実際、それらも頭に浮かんではいた。だが、しかし。

「……言うべきことを言いたい時に全部言う。それは確かに僕ぼくのモットーさ。でも──」

　呟つぶやきながら、つかつかと相手に歩み寄る。──根こん拠きよ、論理、説せつ得とく、懐かい柔じゆう。この時のイクタは普ふ段だんの彼ではなかった。だから、そういった慣なれ親しんだ手法の全すべてを自みずから望んで封ふう印いんし、

「──お前たちを納得させるための言こと葉ばを、いつも僕が用意してやるなんて思うな！」

　振ふりかぶったこぶしを相手の顔面に全力で叩たたきつけるという、極きわめて原げん始し的てきかつ短たん絡らく的てきかつ肉体的、つまり驚おどろくほど彼らしくないやり方を実行した。

「ぐぶっ……！」

　暴力に及およぶ気け配はいをイクタが直前まで見せなかったせいで、少しよう尉いはその一いち撃げきをまともに食らう破は目めになった。家具を蹴け散ちらしながら、彼は派は手でにしりもちを突つく。
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「ヤトリ、ナナを保ほ護ごして。女性の君のほうがいい」

　一連の出で来き事ごとにはさすがに驚おどろきを隠かくせなかったヤトリだが、イクタに言われるとすみやかに行動へ移った。怯おびえるナナク・ダルに姿勢を低くして近付いていき、乱らん暴ぼうする意思がないことを言こと葉ばと身振りで示す。着ちやく衣いの乱みだれ具ぐ合あいもさりげなく確かく認にんして、さほどでもないことを見て取ると、彼女はほっと一ひと息いきついた。

「どうやら間に合ったみたいよ、イクタ」

　ヤトリがそう告つげた瞬しゆん間かん、イクタの体から一いつ気きに力が抜ぬけた。その場に座すわり込んでしまいたいほどの安あん堵どに駆かられながら、彼は口の中でつぶやいた。

「……そうか。今度は、ひとり分だけ、間に合ったか」

　実際には、間に合ったという表現さえおこがましかっただろう。血で血を洗う戦火の中、ほんの小さな神の気まぐれ。多くの人間にとっては取るに足らない、それは木こっ端ぱしのようにちっぽけな幸こう運うんに過すぎない。

　……だが、いまの彼は、その幸運に救われたのだ。この結果の分だけは自分に失望せずに済すんだから。彼のささやかな面めん目ぼくは、ひと握にぎり分だけ潰つぶれずに残ったのだから。

　一方、問題の少しよう尉いは鼻血を流しながら床ゆかを這はっていき、壁かべに立てかけてあった自分のボウガンに手を伸ばそうとした。が、ヤトリのサーベルが先回りして、その指先をちくりと突く。

　悲鳴を上げて手を引っ込めた彼に向かって、普ふ段だん通りの皮ひ肉にくっぽい口く調ちように戻り、イクタは言ってのけた。

「勇ゆう者しやでもいいし、戦せん士しでもいい。……でも獣けだものはアウトだよ、少尉殿どの」







　確保したナナク・ダルの身み柄がらをハロの小隊に預けると、イクタたちは改あらためて暴走している友ゆう軍ぐんの鎮ちん定ていに当たった。

　簡単な仕事ではなかったが、銅ど鑼らによる集合合図を大音量で打ち鳴らすなど、体と心に染み付いた軍人としての習しゆう慣かんに訴うつたえる方法が効こう果かを発はつ揮きした。「こんなことをしている場合じゃない」、そう思い出した兵たちから順に正しよう気きに戻っていき、イクタたち指し揮き官かんによる直接の勧かん告こくと合わせて、現場にいた部ぶ隊たいはどうにか元もとの規き律りつを取り戻していった。

「……やれやれ、どうにか収まったか。それでも相当な被ひ害がいが出ちまったな……」

　そこいらに転がったシナーク族の死体を見やりながら、サザルーフ大尉が深々とため息いきをつく。が、部下の誰だれも言こと葉ばを上げられないでいるのを見て、大尉は話題を変えた。

「……締しめくくりとしちゃ最さい悪あくだったが、何はともあれ、今回の戦争はこれで終わりだな。ナナク・ダルの身柄も確保したし、シナーク族にはもう組織だった反はん抗こうは難むずかしいはずだ」

　複雑な感かん慨がいを込めて大尉が言うと、その後ろでは戦友の死を思い出して泣き始める者もいた。……あまりに犠ぎ牲せいの多い戦争だったと、誰だれもがそう思う。これを勝利と呼べるのは、よほどの無む神しん経けいか、そうでなければ前ぜん線せんの実態を知らない者だけだろうと。

「いやぁ諸しよ君くん、よくやった！　シナークの蛮ばん族ぞくどもを存ぞん分ぶんに懲こらしめてくれたな！」

　空気を読まないことにかけては一流のタイミングで、はるばる前線までお越こしのサフィーダ中ちゆう将じようが兵たちに声をかけた。されないほうがマシなねぎらいもあるんだなと、騎き士し団だんの面々は揃そろって同じことを思う。

　だが、中将の中なか身みのない演えん説ぜつにうんざりしていた彼らの視し界かいに、ふと妙みようなものが映った。村の反対側から見覚えのない部ぶ隊たいが歩いてくるのだ。規き模ぼは一個小隊ほどだが、帝てい国こく軍ぐんのものとは明らかに軍ぐん装そうが違ちがい、しかも先頭には神しん官かんらしき男が歩いている。

　サフィーダ中将がその接近に気付いたのは、互たがいの声が届く距きよ離りまで相あい手てが来てからだった。そこでようやく警けい告こくを発し、接近を牽けん制せいする。

　それで謎なぞの一団も足を止めたが、先頭にいた神官らしき男だけは、ひとり前に進み出た。

「我われ々われはアルデラ教の世せ情じよう査さ察さつ団だんだ。この場の責せき任にん者しやはおられるか！」

　相あい手てが立場を明かした途と端たん、サフィーダ中将が露ろ骨こつに顔をしかめた。少しためらってから、彼は仕し方かたないという感じで名乗りを上げる。

「……吾わが輩はいが北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんタムツークツク・サフィーダ中将だ。ここは帝国軍の作戦区域である。そんなところに世情査察団が何用か」

「帝国北域にて、アルデラ教の戒かい律りつに違い反はんする所業が日にち常じよう的てきに行われているという通つう報ほうを受けたのだ。被ひ疑ぎ者しやは北域鎮台、容よう疑ぎは四大精せい霊れいに対する虐ぎやく待たい行こう為いである」

　ぐ、とサフィーダ中将が口くち元もとを歪ゆがめる。身みに覚えがあり過すぎた。

「我々はその実態を確かめるために派は遣けんされた。しかし……」

　そこで言こと葉ばを切って、神官の男は舐なめるような視し線せんを周しゆう囲い一帯に巡めぐらした。その様よう子すに、これはまずいな、とイクタも眉まゆ根ねを寄せる。

　まず目につくのは、女子供の区別なしに転がったシナーク族の死体──だがこの場合、それは関係ない。アルデラ教の査察団の興きよう味みはそこにはない。彼らが追つい及きゆうしたいのは、戦争で当たり前に起こる殺し合いの結末ではなく、そこに伴ともなった人ならぬ存そん在ざいへの非ひ道どうの有う無む。

「……あらためて調査するまでもないな。ここから見回すだけで、自じ衛えいの域いきを越こえた精霊への攻こう撃げきの跡あとが、数えきれないほどに確かく認にんできる」

　そう、彼らにとっての問題はまさにそれだった。暴ぼう走そう状じよう態たいにあった帝国軍の兵たちは、無む抵てい抗こうの人間だけでなく、そのパートナーの精霊まで破は壊かい衝しよう動どうの的まとにしていたのだ。首を切り落とされたもの、四し肢しをバラバラにされたもの、全体を粉こな々ごなに砕くだかれたもの──見るに耐たえない残ざん骸がいは、そこいら中にいくらでも転がっている。

「この視察をもって、北域鎮台による精霊への虐待容疑は、紛まぎれもない事実であったとよく分かった。後は本部に帰ってそれを報告するのが我々の役割になる。では、これで失礼しよう」

「ま、待まて！」

　一方的に用よう件けんを告つげて立ち去さろうとする査さ察さつ団だんを、サフィーダ中ちゆう将じようは慌あわてて呼び止める。その顔色はかつてないほどに青ざめていた。

「少し待ってくれ、我われ々われにも事情があるのだ。その説明を──」

「お断りする。見たものをそのままに報告するのが我々の役目だ。弁べん明めいがあるのなら、本部から帝てい国こく宛あてに正式な非ひ難なんの声明が出された後ですることだ」

「そんな融ゆう通ずうの利きかない話があるか！　とにかく、このまま帰すわけにはいかん！」

「では我々を拘こう束そくすると？　アルデラ教きよう神しん官かんの外がい交こう特とつ権けんをお忘れなのか。私の意志に反して行動の自由を奪うばうようなことがあれば、それ自体が外交上の重じゆう罪ざいとなるというのに」

　サフィーダ中将はすぐに二にの句くが継つげなくなった。帝国の国教でもあるアルデラ教の権けん威いは当然、北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんの立場にある彼でも無む視しできるものではない。神官の外交特権はその最さいたるものだ。ここで相手を引き留める正当な理由を、中将は持ち合わせない。

　中将が完全に沈ちん黙もくしたのを認めると、神官の男は査察団を引き連れて無む言ごんで去っていった。これはサフィーダ中将の軍人生命も終わったな、とその場の誰だれもが思う。

　北域動どう乱らんで生じた不ふ必ひつ要ようかつ多大な犠ぎ牲せいについて芸げい術じゆつ的てきな釈しやく明めいで乗り切ったとしても、精せい霊れい虐ぎやく待たいという重大な外交問題がその後に控ひかえている。これらをかわしきって鎮台司令長官の立場を守る方法は、同じ立場だったとしてもイクタには想像できない。

　──自じ業ごう自じ得とくだ。応おう報ほうというには生なまぬるいけど、少しは妥だ当とうな結末かな。

　そう思うことで、イクタもいくらか溜りゆう飲いんを下げようとした。が、当の中将はまだ諦あきらめていなかった。

「あ、あの連中を追うぞ！　お前たちも付いて来い！」

　追い詰つめられた上じよう官かんの下した命令に、目の前の将しよう兵へいたちはげんなりした顔になる。

「……お言こと葉ばですが、追い付いてどうされるんですか？」

「隣となりを歩きながら説せつ得とくするに決まっておろうが！　サザルーフ大たい尉い、きさまの大だい隊たいから元気のいい中隊をひとつ選べ！　吾わが輩はいに同行させる！」

　頭ず痛つうに耐たえるように額ひたいを手で押さえてから、サザルーフ大尉は自分の部下たちを見やった。……元気のいい中隊も何も、そんな部隊はひとつも残っていないと正直に言ってやりたかったが、そこは大人の対応で我が慢まんした。

「……イクタ中ちゆう隊たい長ちよう、すまん。お前らの部隊に行ってもらえるか？」

　比ひ較かく的てき元気な部隊というなら、それが正しい判断になる。嫌いやな戦せん争そうに嫌な付ふ録ろくが付いてきたものだと思いながら、イクタは苦労して首を上下に振った。

「……では、イクタ・ソローク以下二百名、サフィーダ中将殿どのに同行します」

　サザルーフ大尉に恩おん義ぎがなければ、彼は急な腹ふく痛つうでも訴うつたえているところだった。







　査さ察さつ団だんの足は中ちゆう将じようが思った以上に速かったようで、イクタたちは出発してもなかなか追いつけなかった。あげくに分ぶん岐きをどちらに曲がったのか分からなくなった辺りで、もう諦あきらめて帰ろうというメッセージを兵たちは発し続けていたのだが、サフィーダ中将にそれを汲くみとれというのは無理な話だった。

「上へ登れ！　見晴らしのいい場所へ行くぞ！」

　高いところから見下ろして、査察団の現在地を確かく認にんしようというつもりらしかった。それで姿が見えなければ諦めてくれるかな、とイクタたちはひそかに期待しながら山道を登った。

　ひときわ高い尾お根ねまで上り詰つめると、大アラファトラ山さん脈みやくのそこから北側が一いち望ぼうできた。物もの見み遊ゆ山ざんで来たなら絶ぜつ景けいを楽しめるところだが、すでに高いところには誰だれもが飽あき飽きだった。

　目を凝こらして探たん索さくを始める。まずは肉にく眼がんで見回して、それらしいものがあれば望ぼう遠えん鏡きようを使う。しかし、なかなか査察団を見つけることは出で来きなかった。死し角かくの山道を歩いていることもあり得るとイクタが報ほう告こくすると、では死角から出てきたところを見つけろと怒ど鳴なられた。

　群ぐんを抜いて目のいいトルウェイが「それ」を見つけたのは、そんな頃ころ合あいだった。

「……ね、ねぇ、イッくん……ちょっと……」

「どーした、見つけたか。だとしても見つけてないフリしたほうがいいぞ」

「そうじゃなくて……い、イッくんも見て……あ、あれ……」

　トルウェイが震ふるえる手で望遠鏡を渡してくるので、怪け訝げんに思いながらイクタもそれを覗のぞき込む。彼の言うとおりに視し点てんを調節し、そして数秒後、イクタも同じものを見つけた。

「──────なっ──」

　呼こ吸きゆうが止まる。──確かにそこには人間の集団がいた。だが間ま違ちがっても査察団ではない。

　それは、数にして一万を超える軍団だった。

「──なんだ、そりゃあ……！」

　長大な隊たい列れつの先頭に旗はたがひらめく。濃のう紺こんの布ぬの地じに真っ白な一つ星ぼし──それは主しゆ神しん星せいを意味するアルデラ教の紋もん章しようだ。それを旗はた印じるしに掲かかげる軍隊となると、この世にたったひとつしかない。

「ラ・サイア・アルデラミン……。……アルデラ教本部国こく軍ぐんだって……!?」

　これだけは高こう山ざん病びようによる幻げん覚かくであって欲ほしいと願いながら、イクタはその名を口にした。

　ラ・サイア・アルデラミン──それは大アラファトラ山脈を北へ越こえた先に存そん在ざいする宗しゆう教きよう国こつ家かの名前。アルデラ教総そう本ほん山ざんとしての立場と共ともに、それ自体がひとつの国家として機能している。カトヴァーナ帝てい国こく、キオカ共きよう和わ国こくの両国に対しては歴史的に中ちゆう立りつの立場を貫つらぬいており、どちらか一方に与することはほとんどなかった。決して外がい敵てきを通さない『神の階きざはし』の神しん話わが守られ続けてきたのは、他でもないこの国が大アラファトラの北側にあったという理由も大きい。

「……あの国が一星旗を正位置に掲げて軍を出すのは、聖せい務む遂すい行こうの時だけだったな」

「こっちに向かって一直線に南下してきている。……これは、つまり……」

「──神の御ご意い志しの下もと、私たちに罰ばつを与えにやって来る。そういうことかしら」

　いつの間にか隣となりで望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞいていたヤトリが言こと葉ばを継ついだ。異い変へんに気付いた他の面々も次々と周まわりに集まってくる。

「なんてこった……。あの神しん官かんたちは査さ察さつ団だんじゃなくて、その役目を兼かねた軍ぐんの先せん遣けん隊たいだったんだ。とっくに北ほく域いき鎮ちん台だいの容よう疑ぎは固まっていて、さっきのは開戦に踏ふみ切る前の最さい後ご通つう牒ちように過すぎなかった──」

　望遠鏡のレンズ越ごしに大軍勢を見ながら、ふとイクタは引っかかっていたことを思い出した。

「……そうか、あの巡じゆん礼れい服ふく……！」

　彼の中でストンと辻つじ褄つまが合う。──トァック少しよう佐さが殺害された日、その現場の屋や敷しきに残されていた多数の巡礼服。それがどういう意味を持つのか、イクタなりに想像を巡めぐらせてはいた。

　その中でも最もつとも有力だと思われた仮か説せつが、シナークの賊ぞくたちがアルデラ教徒に扮ふんして屋敷に入っていったというもの。これなら外に知られず屋敷中の人間を殺して回った彼らの異い常じような手て際ぎわの良さにも説明が付く。まず彼らは正当な客として招まねき入れられ、家人が油断したところで牙きばを剝むいたのだ。頭まですっぽりと覆おおう巡礼服ならばシナークに特有の外がい見けん的てき特とく徴ちようは隠かくすことができる。

　だが、これを実行するには役者がもうひとり必ひつ要ようになる。巡礼者たちを率ひきいるアルデラ教の神しん官かんだ。これがいなければ信用もへったくれもない。つまり、この仮説を採さい用ようするなら、あの日あの場所にはアルデラ教の神官が──少なくともそれに扮ふんした人間が──最低ひとりいたはずなのだ。

　イクタもそこまでは思い至いたったし、うまい手だと評ひよう価かもした。だが、今ここに至るまで想像もしなかった。キオカ共きよう和わ国こくがアルデラ教の神官と結けつ託たくし、サフィーダ中ちゆう将じようの悪あく行ぎようを呼び水に、ラ・サイア・アルデラミンの「聖せい務む遂すい行こう」による帝てい国こく侵しん攻こうを促うながしていたなどとは──まして、それをシナーク族による内ない乱らん誘ゆう発はつと平行して企くわだてていたなどとは。一個人が推すい測そくするには、あまりに陰いん謀ぼうとしての規き模ぼが大きすぎる。

「……トルウェイ……。ラ・サイア・アルデラミン……アルデラ神軍と、後方にいる本隊との間の距きよ離りを、なるべく正確に測定してくれ……」

「い、イッくん……」

「その結果から、あれの到達日時を計算するんだ。僕ぼくたちに残された猶ゆう予よを把は握あくしなきゃらならない。あれに追いつかれるまでの日数を、全ぜん軍ぐん撤てつ退たいに費ついやすことができる時間を……」

　言いながら、その計算が限りなくシビアな数字を叩たたき出すだろうことはイクタも予想していた。──戦線から兵を引き上げる、純じゆん粋すいにそれだけなら構わない。重くかさばる装備も物資も、何もかも投げ捨てていって構わないのなら。伝令を飛ばして撤退命令を伝え、準備が整った部隊から次々に山を下りればいいだけのことだ。

　だがその場合、山を下りた後にどうなるというのか。一万以上の兵を出してきたアルデラ神しん軍ぐんの目的は、宗しゆう教きよう的てき戒かい律りつを犯した北ほく域いき鎮ちん台だいの破は壊かいと、その後の北域一帯の制せい圧あつにあると見るのが妥だ当とうだろう。シナーク族との長期にわたる戦たたかいで疲ひ弊へいしきった北域鎮台が、未いまだかつて予想していなかった北からの侵しん攻こうを受けることになる。それは新あらたな脅きよう威いであると同時に未知の脅威だ。満足な迎げい撃げき態たい勢せいも整えられないで、それに抵てい抗こうできるのか。

　考えるまでもない。答えは否いなだ。

　結論──北域鎮台には何としても時間がいる。これまで戦線に投入してきた装備と物資を最低限回収し、その上で全軍を撤てつ退たいさせ、さらに地上に戻ってから迎撃の準備を整えるための時間がいる。なろうことなら、緊きん急きゆう事じ態たいを知った中ちゆう央おうが、援えん軍ぐんを寄よ越こしてくるまでの猶ゆう予よも……。

「本当に、ふざけた戦争だ……。本体よりも、いらない付録おまけがでかいなんて──」

　苦労だった仕事が過か労ろうに移り変わろうとしている。全すべてを投げ出したくなる誘ゆう惑わくをしりぞけるために、震ふるえる声で口にしたイクタの減らず口は、ほとんど祈いのりに近い響ひびきを帯びていた。





〈続〉












あとがき




　アルデミラン……いや、アルデバラン……？　自分でも混こん乱らんしてきました、宇う野の朴ぼく人とです。

　さて、シリーズ二巻目です。どちらかといえば導どう入にゆう部ぶとしての側面が強かった一巻に比くらべると、この巻ではいよいよ、戦記物としての本ほん性しようが強く出てきたと言えるでしょうか。

　とはいえ、その空気に引っ張られると話が重くなりますので、ここはあえて全然関係のない話題に移りましょう。本編がどんな修しゆ羅ら場ばに入っても、あとがきはいつだってカラッと明るく！　いわば寿す司し屋やにおけるガリの役割ですね。けっして作者に空気が読めないわけではないのです。

　で、本題なのですが。私の仕事場に新しん兵へい器きが届きました。スポットエアコンです。

　スポットエアコン？　なんぞそれ？　と思われた方々のために説明を加えると、要するに取り付け工事のいらない簡かん易いエアコンです。私の買ったものはＴＯＹＯＴＯＭＩという国内メーカーの製せい品ひんで、パワフルな性能を誇る逸いつ品ぴんなのですが、今のところ競きよう合ごう製品は少ないようですね。

　この新兵器が私のもとに来るまでには、ちょっとした経けい緯いがありました。というのも、私の今の仕事場というのがちょっとした特とく殊しゆ環かん境きようで、半地下＋全周コンクリート壁＋エアコン専用コンセントなし＋エアコン取り付けスペースなし＋窓が小さすぎて窓用エアコンすら取り付け不能、という悪い意味で数かぞえ役やく満まんな状況だったのです。……あ、いえ、別に監かん禁きんされているわけでは。

　ところが、あらゆる企き業ぎようのエアコンが口をそろえて三み下くだり半はんを言い渡すような環境にも、新兵器スポットエアコンは難なんなく対応してくれました。排はい気きダクトを固定するためのパネルを窓枠のサイズに合わせて切る必ひつ要ようはありましたが、手間のかかった作業はほぼそれだけで、対して性能は想像以上。全周コンクリート壁の密みつ閉ぺい性せいもこの場合は吉きちと出まして、スイッチＯＮすると、もう温度と湿しつ度どが下がるわ下がるわ。嬉うれしすぎて、危うく節せつ電でんを忘れるところでした。

　特殊環境に対応する製品──それはイコール、虐しいたげられたマイノリティに差しのべられる救いの手に他なりません。限られたニーズだからこそ、思いもかけず応えてもらった時の喜びは一ひと際きわ大きいものだなぁと、目からウロコが落ちる想いでした。




　ここからは、手て短みじかですが、出版に当たってお世話になった方々に謝しや辞じを。

　イラストレーターのさんば挿そうさん。今回もクオリティの高いイラストをありがとうございます。

　担たん当とう編へん集しゆうの黒くろ崎さきさん。何事につけ要点を押さえた助じよ言げんや指し摘てきには、いつも頭が下がります。

　ツイッターで作品の感想や応おう援えんメッセージを送ってくれた方々。温あたたかい声が力になっています。

　そして、この本を手に取ってくださったあなたに、ここで一番の「ありがとう」を。





宇野　朴人





















次ページには、初版刊行時のカバーを収録しています。
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